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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「織田信奈の野望　織田家家臣団の選挙対決でござる」を大幅に加筆・修正したものです。

























　　　巻ノ一　織お田だ信のぶ奈な、小田原へ







　時は戦国。

　織お田だ信のぶ奈なが、関白・近衛このえ前さき久ひさが密かに結成した「織田家包ほう囲い網もう」を相手に畿き内ないと岐ぎ阜ふを往復しながらけんめいに戦い続け、強敵・大おお坂さか本ほん猫びよう寺じとの一年間の和わ睦ぼくを成立させて浅あざ井い朝あさ倉くら連合軍との全面対決へ乗り出しつつあったこの時。

　関東の情勢もまた、風雲急を告げていた。

　畿内において足あし利かが幕府が滅めつ亡ぼうし、織田信奈が今いま川がわ義よし元もとを傀かい儡らい将軍として立てたのと同様に、関東においても「関東における将軍」たる関東公く方ぼう家はすでに没ぼつ落らくし、戦国の英えい雄ゆうである三人の姫ひめ武将の勢力が激しく入り乱れていた。

　今、関東の実質的な王者は、相模さがみ・小田原城に本ほん拠きよを構え「鉄てつ壁ぺきの守り」を得意とする姫武将・北ほう条じよう氏うじ康やすだった。北条家は、畿内から流れてきた素す浪ろう人にんとも言われる初代北条早そう雲うんがまず駿する河が今川家に仕え、独力で伊い豆ず・相模を奪うばい取るという下げ克こく上じようによって創始した戦国大名家で、氏康が三代目となる。初代早雲以来、関東武士の悲願「関東独立王国」を樹立するという野望を抱いだき、下克上に下克上を重ね、関東公方足利家も関東管かん領れい上うえ杉すぎ家も次々と没落させて文字通りの関東の覇は者しやとなった。いや、なったはずであった。

　だが、越えち後ごの義将・「毘び沙しや門もん天てんの化身」長なが尾お景かげ虎とらが、「義」によって連年この関東へと出兵を繰くり返していた。北条氏康とその盟友・武たけ田だ信しん玄げんによって関東から追われた関東管領上杉家が越後へと亡命し、長尾景虎に関東管領職を譲ゆずったからである。長尾景虎は関東遠えん征せいを開始し、鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうで「関東管領上杉家」の名を継つぎ、上杉謙けん信しんと改名したのだった。以来、上杉謙信と北条氏康、そして武田信玄は関東を舞ぶ台たいに激しい合戦を繰り広げてきた。

　甲か斐いの武田信玄にとって、上杉謙信と真に争うべき土地は自らの信濃しなの平定という野望の妨さまたげとなっている北信濃の川中島であり、この川中島で謙信と何度も戦ってきた。だが、北信濃の東ひがし隣どなり・北関東の上野こうずけにも北条氏康の求めに応じて出兵し、上杉軍や謙信になびいた関東の国人を相手に戦わねばならなくなったのだ。

　信玄が川中島と上野に出兵することで謙信の関東遠征を妨ぼう害がいし、北条を援えん助じよしていなければ、合戦において無類の強さを誇ほこる謙信は、いずれは難なん攻こう不ふ落らくの小田原城を陥かん落らくさせて文字通り関東を武によって平定してしまっていただろう。

　しかし今その上杉謙信が、「織田家包囲網」に加わり浅井朝倉に加勢して上じよう洛らくしようと準備をはじめていた。

「織田家包囲網」の本来の盟主である武田信玄が小田原城に加勢して動けない隙すきに、浅井朝倉からの救きゆう援えん要よう請せいやかつての盟友だった関白・近衛前久の要請にこたえて立ち上がったらしい。

　ひとたびは織田家の苦境を見かねて武田を攻せめると宣言しながら、その信玄率いる武田軍が小田原入りすると、手て薄うすになってしまった信濃川中島へは攻め入らず、こんどは浅井朝倉を救うための義戦をはじめるあたりはいかにも義将・上杉謙信らしかった。

　しかし、なぜそもそも武田信玄は上洛を中断して小田原へ入ったのか？

　それは、摺すり上あげ原はらの合戦で反政まさ宗むね連合軍を撃げき破はし、奥おう州しゆうの要である仙せん道どう筋を平定した「奥州の覇者」伊だ達て政宗が、その勢いを恐おそれて恭きよう順じゆんした常陸ひたちの佐さ竹たけ家や下しも野つけの宇都宮家、下しも総うさの結ゆう城き家、安あ房わの里見家などを強引に引き連れて「関東遠征」に乗り出したからだった。

　戦乱慣れしている関東諸将はみな揃そろってしたたかなところがあり、謙信が出兵すれば謙信になびき、謙信が越後に帰れば北条になびき、と叛はん服ぷく常ない。今回は、謎なぞの新兵器「邪じや気き眼がん」を発動させて破竹の勢いで奥州仙道筋を平定した伊達政宗に慌あわててなびいた、と言っていい。

　だが、関東諸将の顔色がいつもとは違ちがっていた。伊達政宗は、上杉謙信や北条氏康とは違う。なにしろ、上杉謙信はどれほど叛そむいても降こう伏ふくすれば必ず相手を許すという、信じがたいほどに愚ぐ直ちよくな義将だった。関東において一寸の領土すら、奪おうとはしなかった。

　一方の北条氏康は風ふう魔ま忍しのびを用いて悪あく辣らつな手で合戦には勝つものの、連年出兵してくる謙信に対たい抗こうするために、関東諸将を武力によって潰つぶす強きよう攻こう策さくをほぼ捨て、逆に関東諸将を外交によってなびかせる策を主に用いてきた。

　武によって決着をつけることにこだわる謙信には政治感覚というものがなく、外交が致ち命めい的てきに下手だったのだ。そもそも関東の地を「侵しん略りやく」し「支配」する意図が、謙信にはなかった。関東管領として関東諸将を従わせ、混乱する関東に古き時代の秩ちつ序じよを蘇よみがえらせる、それが謙信の目的だったのだ。謙信が討つべき相手は、関東の秩序を乱し諸将から土地と城を奪い取ろうとする武田信玄と北条氏康、この両りよう雄ゆうだけだった。

　だが伊達政宗は、違った。政宗は南なん蛮ばん人じんの血をひく「黙もく示し録ろくのびぃすと」を自じ称しようしており、日ノ本を覆ふく滅めつするだの関東を滅ほろぼすだのと意味不明の言動を繰り返し、しかも実際に蘆あし名な家を攻め滅ぼして「鬼おに佐竹」こと佐竹義よし重しげ率いる佐竹家をも従属させてしまう実力者でもあるから、怒おこらせればいったいなにをしでかすかわからない。

　関東諸将は、「伊達政宗とは」「いったい何者なのだ」「関東をどうするつもりなんだ」「日ノ本覆滅って」「なにがやりたいのだろう？」と首を捻ひねりながらもこの幼い奥州の覇者に怯おびえ、こんなわけのわからない魔ま王おうよりも無む欲よくな義将・上杉謙信の関東遠征に従わされるほうがずっとましだった……と嘆なげきながら、小田原城の包囲に付き合わされているのだった。なにしろ伊達政宗は子供らしく短気で、敵方に捕とらわれた自分の父親さえ容よう赦しやなく撃うち殺したのだという。小田原参戦を拒こばめば、一族みな撫なで切りにされるかもしれない。




「ククク。小田原城はでかいな。駿河の海と箱根の山に守られ、町ごと郭くるわで囲んでしまった『総構え』方式の巨城か。上杉謙信も武田信玄も落城させられなかっただけのことはある。わが伊達軍最強の成しげ実ざねを呼ぶか、小こ十じゆう郎ろう」

　漆しつ黒こくの鎧よろいと三日月の前立をあしらった兜かぶとに身を包んだ小こ柄がらな伊達政宗こと梵ぼん天てん丸まるは、一年でも二年でも小田原城を包囲し続けるつもりでいる。上杉謙信はどうやら、あれだけこだわってきた関東の仕置きを自分に任せてくれたらしい。謙信の片かた腕うでとして働いている姫武将・「かねたん」こと直なお江え兼かね続つぐから届いた手紙に、さりげなくそうほのめかされていたのだ。

　梵天丸は筆まめなので、かねたんだけでなく、米よね沢ざわに残してきた妹の愛めご姫ひめや、佐竹家から送られてきた新たな妹の猫ねこ姫ひめ、梵天丸のたこ焼きに毒を盛ったと言い張っていて壮そう絶ぜつにケンカ中の母・義よし姫ひめ、その義姫の兄で「出羽の狐きつね」こと山形城主の最も上がみ義よし光あきにまで、毎日手紙を書いては送っている。

　だが、参さん謀ぼうの片かた倉くら小十郎──米沢一の美少年だが、実は女の子──が、首を横に振ふっていた。

「成実どのには武蔵で抑おさえとして踏ふん張ってもらわなければなりません。武蔵には北条家最強武将の北条綱つな成しげがいるんですよ。この『奥州連合軍』は寄り合い所帯です。奥州連合軍とは名ばかり。常陸の佐竹義重どのが招集した、伊達家になじみのない関東諸将の兵が主力です。伊達軍だけが戦意に溢あふれていて、参加させられている諸将の士気は低いんです。綱成に背後を突つかれては総そう崩くずれになります。最悪の場合、奥州への退路を断たれます」

「そういうことになるかにゃ？」

「北条は堂々と会戦せずに小田原城へ逃にげ込む癖くせがあると思われていますが、実は奇き襲しゆうが得意なんです。上杉謙信が関東攻こう略りやくを進めている隙を突いて、その背後で電でん撃げき的に『国こう府の台だいの合戦』を行って里見軍を壊かい滅めつさせた例もあります。関東はご覧の通り、われら奥州人の想像を絶する広大な平野です。一万の越後軍を縦横に操れば無敵無敗の上杉謙信とて、この広大な関東で外と様ざまの諸将を統制しきれるものではありません」

「なんのために関東管領になったのだ。関東諸将に難なん癖くせをつけて全員打ち首にし、関東の城を片かたっ端ぱしからわがものにしてしまえばよいではないか。謙信はアホだ」

「あの方は義将ですから、姫みたいな横着はしませんよ！　それに関東に国人や小大名がいくらいると思っているんです。一人でも打ち首にすればみんないっせいに北条になびいてしまって、よそ者の伊達軍は袋ふくろだたきにされちゃいますよ」

「んにゃ～。面めん倒どう臭くさい土と地ち柄がらにゃのだ。まさか、恭順した鬼佐竹をブチ殺して常陸を奪い取るところからはじめねばならんのか？　いやだ面倒だ。だいたい佐竹家から妹にもらった猫姫がかわいいにょだ！　猫姫は鼠ねずみを取るのがうまいしな！　だから関東遠征は、この小田原の一戦でさくっと片付けたい！」

「姫は天才なのかお子さまなのか、さっぱりわかりません。はあ……」

　片倉小十郎は智ち将しようであり、同時に温厚な常識人で、暴走したがる梵天丸を常に諫いさめここまで関東遠征軍をよく束ねてきた。包囲戦が膠こう着ちやくしているのも、攻め手であるはずの小十郎が手て堅がたく守るために、伊達軍に隙がないからだった。

「それに、小田原城包囲はあと一ヶ月が限度ですよ姫。足軽たちはみな、田畑働きのために帰郷しなければならなくなります。田畑をずっと放置させていたら、奥州も関東も来年には大だい飢き饉きんですよ」

「飢饉か。ククク。そういうのは黙示録で預言されているから、むしろ成じよう就じゆさせてやったほうがいいのではないか？　目も当てられないような大飢饉が起これば、関東の面々もわれこそが真のびぃすとであると思い知るだろう」

「いけませんっ！　もう。冗じよう談だんでもそういう台詞せりふはやめてくださいよ姫～。ボクの寿じゆ命みようが縮まってしまいます！」

「んにゃ～。『邪気眼』は、日食・月食の日でなければ用いられぬ。それに、純じゆん朴ぼくな奥州人と違って関東人はどうもスレていて、『邪気眼』を用いてもそれほど効果はなさそうなのだ。なにか打開策はないか、小十郎？」

　はい。すでに手は打っています。頼たよりになる援えん軍ぐんがまもなく到とう着ちやくします、と小十郎がうなずいていた。

「姫とあのお方が組めば、もしかしたら姫は画期的な新しい戦術を閃ひらめかれるかもしれません。ですが、それで小田原城を落とせるかと言われれば……少々難しいと言わざるを得ないでしょう。本気で関東を制せい覇はするのであれば、伊達家はより奥州における支配力を高めねばならないでしょうね」

「ククク。どうしていつもそう弱気なのだ小十郎。我われを信ぜよ。関東の覆滅にそう時間はかからぬ」

「せめて『関東の平定』と言ってください、姫。ボクはもう不安で不安で眠ねむれません」

「我は毎晩、小十郎が添そい寝ねしてくれるおかげでぐっすり眠れるがな」

「姫の心の臓は、鉄でできているんですよっ。ボクは一いつ般ぱん人ですから！」

「……こうしてにらみあっているだけでは暇ひまだな。そうだ、せっかく関東の港を手に入れたのだからデカい船を造ってキリシタンの王さまである羅馬ローマ教皇とやらに使者を送りつけてやろうではないかククク。南なん蛮ばんの海軍なら、小田原城も落とせるはずなにょだ。使者に『日出いづる国の覇は王おうが、日没ぼつする国の王に命ずる。日ノ本を軍ぐん艦かんで攻めよ。ともに力を合わせて日ノ本を破は却きやくし、しかるのちにメギドの丘おかで雌し雄ゆうを決しようではないか』と書いた手紙を持たせてだな……」

「羅馬になんて、ボクは絶対に行きませんよっ！　そもそも姫の言っていることはめちゃくちゃですっ！　南蛮の軍隊を日ノ本に呼ぶなんて、いったいどーゆー神経してるんですかっ？」

「我は神経も鉄でできているのでな、ククク。安心しろ、小十郎には毎晩我の隣となりにいてもらわねばぐっすり眠れぬからな。おい、そこのお前。船に乗ってちょっと羅馬まで行ってこい」

「はあ、羅馬ですか？　よくわかりませんが、仰おおせの通りに」

　運悪く、政宗の前を通りかかった支はせ倉くら常つね長ながというお人好しの侍さむらいが、羅馬が大西洋の彼方かなたのヨーロッパにあるということも知らずに軽々しく政宗の命令を承ってしまった。

「姫ひめ。羅馬という町は聞いたことないんですが、船が要るということは博多のあたりですかね？」

「ククク。そうだな支倉、博多よりちょっとばかり西のほうにある町だ」

「へえへえ。ちょっくら行ってきますよ」

「ああ、かわいそうに……支倉さん……ボクにはとても言えません、ほんとうのことは……」

「船の名前は、そうだな、『あぽかりぷす・なう号』にしよう。ククク」

　小十郎は、支倉のために祈いのった。どうか支倉さんがご無事で日ノ本に戻もどってこられますように、と。










　その小田原城──。

　長くつややかな黒くろ髪かみを腰こしのあたりまで垂らした、細面で色白の少女武将が一人、城を包囲している伊達政宗軍を眺ながめながら「この城は落ちないというのに、無む駄だなことを」とつぶやいていた。

　この、青白い肌はだを持った瘦やせた少女こそ、関東の雄・北条氏康。

　身体からだは華きや奢しやで動作は優美だが視線だけは鋭するどく、傲ごう慢まんそのものといった風情。

　日ノ本最大の巨城・小田原城に本ほん拠きよを構え、関東に覇はを唱える北条家の三代目。

　北条家は、鎌かま倉くら時代に幕府の執しつ権けんを務めた北条家とはまったく異なる血筋で、初代の北条早雲は今川家の家臣であったとも、今川家に奉ほう公こうする前はどこの誰だれともわからぬ伊い勢せの素す浪ろう人にんであったとも言われていて、北条早雲こそ最初の「戦国大名」であるという説もある。

　だが、三代目の北条氏康が北条家の出自にまつわる書類・文ぶん献けんその他いっさいを消去滅めつ却きやくしてしまい平氏に連なる家系図などを新たにねつ造したために、ほんとうのことはもう誰にもわからなくなっていた。

　初代早雲以来、北条家の野望はただひとつだ。

　それは、「関東独立王国」を築くことであった。

　かつて武家出身の平将門公は新皇を名乗り、京のやまと御ご所しよから独立した関東王国を建国しようとした。

　その故事にならい、北条氏康は平氏を称しようすることにしたのかもしれない。

　関東は武士の国である。日ノ本初の幕府が開かれた地も、鎌倉だった。その鎌倉幕府の実権をにぎっていた北条家の志を継つぐために、初代早雲は晩年になって「北条」を名乗ったのだとも言う。

　そもそもこの関東という肥ひ沃よくな地は古代より、近きん畿き地方の王朝とは異質の独立した文化圏けんだった。

　日本人形のような人工的な整った美び貌ぼうを持つ北条氏康はめったに自分の本心を語ったりしない策士めいた少女だが、関東を独立王国にするという野望だけは隠かくそうとしない。

　その関東制覇の拠きよ点てんが、この小田原城だった。

　かつて軍神・上杉謙信が関かん八はつ州しゆうの兵を率いて包囲しても落ちなかった桁けた外はずれの巨城。

　名将・武田信玄ですら、駿する河がの領有を巡めぐって北条と争った時、「この城は落ちぬ」と見切りをつけてわずか数日で引き上げたくらいだ。

　絶対に陥かん落らくしない小田原城は、北条氏康に京へ打って出るという野心があればかえって不必要となる、そんな城だった。

　だが、氏康の目は常に関東の広大な平野へと向けられている。

「伊達政宗──あのような田舎いなかの小こ娘むすめが関東を乗っ取ろうなど、笑止だわ。信玄、あなたもそう思うでしょう？」

「ふん。あたしは伊達政宗との決戦のために、わざわざ援軍に来てやったのだがな。貴様はまた小田原城に籠ろう城じようしてこの危機をやりすごすつもりか？　相も変わらず小心者だな」

　薄うすら笑いを浮うかべている氏康の隣に立っている大おお柄がらな姫大名は、あの武田信玄だった。

　上じよう洛らくを悲願とする武田としては、本国・甲か斐いと武田水軍の拠点・駿河に隣りん接せつする背後の関東を乱されては困る。そのために上洛戦を一時中断し、伊達と決戦する覚かく悟ごで北条に加勢したのに、当の氏康は打って出ない。

　小田原城にこもったまま、いたずらに日数が経っていた。

　すでに軍師・山やま本もと勘かん助すけの四十九日も終わり、信玄は戦いたくて仕方がない。そもそも、こんな戦は早く終わらせて上洛戦を再開したいのだ。やまと御所の関白・近衛前久からも「ついに上杉謙信が浅井朝倉に加勢し上洛すると宣言したでおじゃる。このままではそちの仇きゆう敵てき・謙信が天下人でおじゃる。なにをぐずぐずしておるでおじゃるか。一刻も早く岐ぎ阜ふへ攻せめ込むよう」と何度も催さい促そくされている。

　だが、破竹の勢いで関東へなだれ込んできた伊達軍を奥おう州しゆうへ押し返さなければ、信玄は動けない。氏康を捨てて上洛軍を興しても構わないが、氏康が伊達に敗れれば駿河も甲斐も伊達に奪うばい取られるだろう。

　なのに、氏康はいつものように決戦を避さけて小田原城にこもって伊達軍が帰るのを待っている。籠城しながら伊達家臣の調略などをこころみつつ、うまくいきそうならば退たい却きやく中の伊達軍を背後から襲おそうつもりなのだろう。

　これは、以前から氏康がよく使う戦法だった。

　関東管かん領れいに就任した上杉謙信が関八州の大名豪ごう族ぞくを束ねて攻めかかってきた時も、氏康は城にこもったまま風ふう魔まの忍しのび衆を存分に動かして関東連合軍を内部崩ほう壊かいさせたのだ。さすがに武田信玄と戦った時にはそのような搦からめ手は通じず、決戦のために繰くりだした北条の追つい撃げき部隊は武田軍に三み増ませ峠とうげで返り討ちにされているが、その追撃部隊には氏康自身は参加していなかった。自分は戦では信玄・謙信に及およばないと知っている氏康は、どこまでも用心深い。負ける可能性がある戦には出ない。むしろ籠城を極度に好む癖があった。

　二人は今川義元なきあとの駿河の領有問題で揉もめて同盟を破は棄きし、互たがいに戦った時期もあったが、京にのぼりたい信玄と関東で独立したい氏康とは利害が常に一いつ致ちしており、しかも互いに越えち後ごから襲しゆう来らいする上杉謙信を敵としていた。上杉謙信は、頼たのまれればなんの見返りもないのに正義の軍を送り込んでくる。信濃しなのだろうが関東だろうがお構いなしだ。そのため、武田と北条は長らく同盟を結んできたのだ。結ばざるを得なかった。氏康にしても、旧主今川家の本国・駿河を捨ててでも武田との同盟を回復せねばならなかったのだ。

　だが信玄もこんどばかりは氏康の消極策に憤ふん慨がいしている。

　なにしろ、天下の武田騎き馬ば隊がわざわざ加勢に来ているのだ。

　岐阜で斎さい藤とう道どう三さんと決戦し、織田信奈の本軍と衝しよう突とつ寸前というところで泣く泣く引き返してきた武田軍の士気は高い。

　籠城で時間を稼かせぐなど、愚ぐ策さくもいいところだ、と信玄は思っている。

　氏康はそんな信玄の本音を見み透すかしたように冷たく微笑しながら、

「あらあら武田信玄。あまりいらいらしていると目め尻じりに皺しわができちゃうわよ。そう身構えずに、のんびりとお茶でも飲みましょう」

　などと軽口を叩たたいた。

「ふん。氏康。茶に毒でも盛るつもりではあるまいな」

「まさか。武田信玄を消したりすれば、私は越後の神かみ懸がかり・上杉謙信と奥州の狂きよう犬けん・伊達政宗から挟はさみ撃うちにされてしまうわ。そんな鬱うつ陶とうしくて面めん倒どうなことになるのはイヤだわ。理知的で、かつ上洛志向が強いおのぼりさんのあなたは北条にとって良き駒こまよ。できるだけ長生きしてくれなくては困るわね」

「小心者が、減らず口を叩く」

「武田信玄。この小田原城は『総構え』。箱根山と長大な堀ほりが町をまるごと防衛してくれるわ。近きん隣りんの農民をもまるごと抱かかえ込める膨ぼう大だいな量の米を、あらかじめ蓄たくわえてあるの。だから敵は焼き討ちも略りやく奪だつもできない。風魔が結界を張っているから工作も無理。結局は兵ひよう糧ろうが尽つきて撤てつ退たいするしかないのよ」

　氏康は公家の姫とみまがうばかりの高貴な顔立ちにもかかわらず口が悪い。「伊達政宗などという奥州の田舎娘むすめを相手に兵を損じるなんて無駄だわ。あんなお子ちゃまなんて相手にする値打ちもないわ」とうそぶいている。

「甲斐の虎とら」信玄には、自じ慢まんの武田騎馬隊を突とつ撃げきさせれば急造奥州軍などたちどころに蹴け散ちらす自信がある。だが、多大な犠ぎ牲せいが出るだろう。上洛軍の再編に時を要することになるのは困るし、貴重な将を失う羽目になるのも困る。そもそも、じっと籠城している氏康が得をするだけだ。氏康は、籠城に飽あき飽あきした信玄が耐たえかねて打って出る日を今か今かと待っているのかもしれなかった。

「お前という奴やつは、ほんとうに小こ憎にくらしいな。少しばかり美人なのを鼻にかけているんじゃないか？　そんな性格では一生結けつ婚こんできんぞ」

「ご忠告ありがとう。でもね。男たちから『甲斐の虎』と恐おそれられて、周囲に女の子しか集められないあなたほど追い詰つめられていないわ」

「あたしはお前よりはモテる！　あの、ほら、織田軍のサルがいるだろう。相良さがら良よし晴はる。あいつはあたしの胸に夢中になっていたぞ！　あいつはおっぱいがでかい女が好きだと豪ごう語ごしていた。お前のような胸の薄い女にはこれっぽっちも興味を示さないだろうな！」

「……胸の話はしない約束でしょう！　最近の男は南蛮かぶれが増えてきているわ！　胸なんてただの飾かざりなのに！　そんなものの大小を云うん々ぬんするだなんて、男どもの頭が腐くさっているのよ！　汚けがらわしい！　今時の男なんて俗ぞく物ぶつばかりよ！」

「はーははははは！　どれほど吠ほえても無駄だ！　この、洗せん濯たく板いた女！」

「……武田信玄。あなた、死にたいの？」

「あたしは退たい屈くつしているんだ。ケンカを売るのなら買ってやるぞ」

「あなたがケンカを売ってきたのでしょう！　堅かたく約定を交わしたじゃない！　胸の話は禁句よ！」

「そうだったか？　もう忘れたな。まあいい、あたしは温泉に入る。箱根山から城内に温泉の湯を引き入れてあたしのために豪ごう華かな露ろ天てん風ぶ呂ろをこしらえたことだけは褒ほめてやろう、北条氏康」

「あなたがわがままを通したのでしょう？　軍議の場を温泉に限定するだなんてほんとうに用心深い女ね、まったく。私が小田原城内でかけがえのないお友達であるあなたを暗殺するとでも疑っているのかしら？」

「疑っているとも。貴様は風魔を操って誰をいつ暗殺するかわからん。いいか。今後も、裸はだかの人間以外は温泉には絶対に入れるなよ？」




　温泉へと向かう廊ろう下かを進みながら、氏康の前で相良良晴の名を出してみたのは正解だった、と信玄は思った。

　相良良晴の名を聞いた時に氏康の唇くちびるの端はしが、ぴくり、と動いたのだ。

「霧きり隠がくれ。いるか」

「……ここに」

　天てん井じようの上から、どこかたどたどしい女忍びの声が漏もれてきた。

「街道筋からの真さな田だ忍びの報告によれば、相良良晴が、あたしと会うべくこの小田原城へと向かっているようだ。約定を守るためか、あるいは新たな外交交渉のためか。ともかく良晴が危ない。氏康は、あたしの都合など無視してあいつを殺すだろう。畿き内ないなど乱れるだけ乱れればよい、織田家が畿内を天下人として平定するのは困ると、氏康は思っている。畿内が乱れれば、関東に王国を築くための時間を稼げるからな」

「……相良良晴を風魔から守り、御お屋や形かたのもとに生かして届ける。それが真田忍群の今回の任務か」

「それだけならば単純な話だ。しかしあろうことか、織田家当主の織田信奈が相良良晴と一いつ緒しよらしい」

「……敵国の大名が？　供の旗本衆たちを連れて、敵地の東海道を？　まさか。それでは箱根山を通れない。関所で、北条に捕とらえられる」

「お忍びだ。身分を隠し、二人きりで東海道を進んでいるんだそうだ。せいぜい、忍びを数人連れているくらいだろう。織田信奈も、無茶をする。以前にもそのような形でお忍びで上洛して、旅の途と中ちゆうで斎藤家の刺し客かくに襲しゆう撃げきされたことがあると聞く。なにを考えているのかよくわからん。上杉謙信に上洛されれば織田家はこんどこそ終わると、直接あたしに泣きついてくるつもりか。それとも、敵地潜せん入にゆうの際に味わえる緊きん張ちよう感にでも取りつかれているのか」

「……織田信奈を殺すか？　ほんの数名での旅ならば、殺すのは容易たやすい」

「いや。あたしは卑怯な暗殺は嫌きらいだ。知っているだろう？　織田信奈との決着は、戦場でつける。死んだ勘助も、そのような決着は喜ぶまい」

「……では、織田信奈も連れてくるか？」

　信玄が、首を振ふった。

「あたしはそこまで甘くない、霧隠。あたしが呼んだ者は、相良良晴だけだ。呼ばれてもいないのに勝手にやってくる織田信奈は捨ておけ。すでに死ぬ覚悟はできているのだろうから。それに、あの女が真に天下人の器であるのなら、たとえ風魔に襲撃されても生き延びるだろう」

「……山本勘助が生きていれば織田信奈の天命を見定められたものを。ともあれ了りよう解かいした」

　霧隠と呼ばれた女忍びが、瞬しゆん時じに気配を消した。




　信玄が退室した後。

　氏康は「……お腹なかが痛い……」と端たん整せいな顔かおを崩くずしながら、手許の鈴すずをちりちりと鳴らしていた。

「呼んだか？　わが主あるじ？　また、胃薬をよこせ、とこの俺に言いつけるのか？」

　北条家と契けい約やくし、忍び働きを一手に引き受けている箱根山の風魔一族。

　その頭領たる小こ太た郎ろうが、音もなく氏康の背後に降り立っていた。

　二メートルを超こえる巨きよ体たいの持ち主である。顔は、般はん若にやの面に隠かくされていて見えない。その声は、男のものとも女のものともつかない、独特のものだった。

　風魔の出自にはさまざまな説があって、これが真実である、という確たる説はない。伊い賀がとも甲こう賀がとも関わりのない相模さがみの忍びで、北条家とは初代早雲の頃ころからの共きよう闘とう関係にあることだけは確かだった。頭領の小太郎は、半島や大陸から来たとも、あるいはその巨体故に南なん蛮ばん人じんであるとも言われるが、ともあれどこか日ノ本人とは違ちがう異質さを秘めている。

　氏康は常に、風魔衆に自分を守らせている。小田原城内でも、気を抜ぬくことはない。ことに、武田信玄とその騎馬隊を城内へ引き入れている今は、寝ねても覚さめても警けい戒かい感かんを解けなかった。伊達政宗もまた、独自の奥州忍びを率いているのだという。

「信玄に、私の顔色を探られた。相良良晴がまもなく小田原へ来るわ。信玄に会いに」

　氏康は青ざめながら、小太郎に囁ささやいていた。

「そのことならばすでに、手の者から知らせが来ている」

「相良良晴を、殺して。未来人だなんて得体の知れない者を小田原城へ入れてはダメよ。なにをされるか、わからないわ。外に『黙もく示し録ろくのびぃすと』伊達政宗、内に未来人の相良良晴を抱え込むだなんて。私の身体からだがもたないわ」

　生まれつき繊せん細さいな氏康には、胃痛の持病があった。なにか恐きよう怖ふを感じると、胃が激しく痛む。悶もん絶ぜつしそうなほどに痛むのだ。とりわけ、あの三国同盟の主役だった今川義元が桶おけ狭はざ間まで敗れて今川家が事実上滅ほろびたと知った夜からは、胃痛が酷ひどくなった。信玄たちや家臣たちの前ではけんめいに隠しているが、この般若の面で己の素性を隠している小太郎の前では、隠さない。風魔の薬を調合させて、その薬を飲んで胃痛を鎮しずめることもある。

「いいのか？　あやつは武田の客人なのでは？」

「手て違ちがいで殺したと言い訳すればいいわ。もともとこの世界にいるはずのない者でしょう。消えたところで、もとに戻もどるだけよ」

「しかし、織田信奈も同行している。相良だけを始末するのは至難だぞ。どうする」

「……まさか？　天下人が、どうして？」

　氏康は「信じられない」と呟つぶやいていた。織田信奈は、戦国大名である。それも、尾お張わり時代の田舎いなか大名の頃とは立場が違う。周囲を敵に囲まれているとはいえ、天下人にもっとも近い存在だった今川義元を倒たおし、武田・上杉の両りよう雄ゆうを出し抜いて上じよう洛らくを果たし、いまや美み濃の、伊い勢せ、南近江おうみ、山やま城しろなどの諸国を支配する事実上の天下人ではないか。それが、得体の知れない未来人の家臣とともに、東海道を向かってのこのこと小田原城へ来る？

「あの勇ゆう敢かんな姫ひめならば、あり得ぬことではない。浅井朝倉と織田の戦線は完全に膠こう着ちやくしている。そこに飛び込んできた上杉謙信上洛の報に追い詰められ、信玄に直談判すると決断したのだろう。天下広しといえど、上杉謙信を止められる者は武田信玄だけだ。その信玄が甲か斐いへ戻るのを待っていられなくなったのだな。だがあるいは、他にも理由が……」

　理由などどうでもいい、と氏康は思った。織田信奈の破は天てん荒こうな行動に、本能的に恐怖していた。青白い顔が、ますます青ざめていた。

「……織田信奈も殺しなさい。あの女は、戦場で容易に殺せる相手ではないわ。絶体絶命だったはずの桶狭間でも金かねヶが崎さきでも、しぶとく生き延びている。しかも天下布武を公言し、相手が叡えい山ざんであろうが本ほん猫びよう寺じであろうが容よう赦しやせず戦う。今は畿内と関東とに遠く離はなれていても、いつかきっと北条の関東独立王国の夢を阻そ止しする敵となる女よ」

「われら風ふう魔まが求める、箱根の山の民の自由をも、奪うばうだろうな」

「そうよ。今を逃のがせば、二度と殺す機会はないわ。てこずった場合は、相良良晴よりも織田信奈の首を、優先して」

　小太郎は「それでわが主の心が鎮まるのであれば」とうなずいていた。

「だが身体のほうは、北条家の当主である限り休まらんぞ。妹の氏うじ政まさに家か督とくを譲ゆずり、引退する潮時ではないか？　そろそろ夫を娶めとり、世よ継つぎを産むがいい」

「あの汁しる飯めしすらきちんと扱あつかえない妹が、怪かい物ぶつのように強い上杉謙信と武田信玄を相手にできるはずがないわ。上杉謙信は、毘び沙しや門もん天てんの化身。文字通り、無敵無敗の軍神。武田信玄は、天下一の強さを求めてやまない、合戦と野望とに取りつかれた女。いずれも常人が太た刀ち打うちできる相手ではない。そんな者が、隣りん国ごくに二人もいるのよ。謙信と信玄が生きている間は、私が北条家を率いて戦わなければならない。氏政があなたたち風魔を使いこなして、非情の策を実行し続けられると思う？」

「ハハ。わが主とて、風魔を用いて人の命を奪うたびに、その細くひ弱な身体を傷つけ続けていると思うがな？」

「私は平気よ。私は、冷血の女だから。誰だれを殺そうが、誰を騙だまそうが、なにも感じないわ。ただ、私に命を奪われた者の呪のろいかなにかが原因で胃が痛むだけ。私の心はなにも感じない──感じるとすれば、戦に負けて死にたくない、という恐怖だけよ」

　北条家三代目となったその日から「冷血の女」を演じ続けている氏康の目に涙なみだが浮うかんでいることに、小太郎は敢あえて触ふれなかった。

「──なにもかも仰おおせのままに。わが主。織田信奈は、風魔が必ず仕留めよう」




　　　　※




「見て、良晴！　あれが富士山よ！　すごーい！　大きい！　高い！　美しい！　わたし、まさかこんなに早く富士山を拝めるとは思っていなかったわ！」

「信奈、あまりはしゃぐな。ここはもう駿する河がの国。武田信玄の領地だぜ」

「敵地にこっそり乗り込んで来ているんだから、わたしのことは〝吉きち〟って呼びなさいよ、バカなんだから」

「おっと、そうだった。すまねえ」

「まだ尾張の姫大名だった頃、お忍しのびで上洛した時のことを思いだすわね。あの時は正体がばれて暗殺者たちに囲まれたけれど、一いつ喝かつしたらみんな逃にげていっちゃったわ」

「お前ってほんとうに無茶苦茶やるよな。よくいえば英えい雄ゆうだよな」

　織田信奈は今、堺さかいの豪ごう商しようで納な屋やを経営する今いま井い宗そう久きゆうの娘むすめ「吉」に変装し、たった一人のお供を連れて東海道を東へ東へと足早に進んでいた。

　敢えて馬を使わないのは、あくまでも武家ではなく商人の娘だということを示すため。

　すなわち、武田信玄の配下の侍さむらいたちに正体を見破られぬためである。

「良晴も富士山を見るのははじめてでしょう。感激したでしょう。ふっふーん。わたしに感謝しなさいよ！」

　艶あでやかな振り袖そで姿すがたの「吉」こと信奈は、別に富士山の所有者でもないのに鼻高々。

　隣となりを歩くただ一人のお供、こちらは丁稚でつち姿に身をやつした相良良晴に「富士山は日ノ本でいちばん高い山でねえ、尊い霊れい峰ほうとして昔から信しん仰こうの対象になっているのよ。今はまだ女人禁制だけど、そのうちわたしは叡山同様、富士山にものぼってみせるんだから！」と大はしゃぎしている。

　どうやら信奈は、高い山が好きらしい。

　美濃の稲いな葉ば山やま城じようを攻せめ取って山やま城じろの名を「岐ぎ阜ふ城」と改めた際にも山さん麓ろくに豪ごう華かな建物を建てて城下町を一望できるように改築したし、今は琵び琶わ湖この畔ほとりにある安あ土づち山を土台にした七層の天主を誇ほこる前代未聞の高層建築物「安土城」の普ふ請しんに取りかかっている。

「つまり吉は高いところにのぼりたがる習性の持ち主なんだな、うん」

「人をバカかサルみたいに言わないでよね。サルはあんたでしょ。もうちょっと感動しなさいよ、富士山よ？　富士山を拝んでいるのよ、わたしたち？」

「……悪いけど、中学の修学旅行の時にとっくに富士山は見物したんだ、俺。個人的に登山もすませたし」

　相良良晴が鼻の頭をかきながら、信奈の大きな瞳ひとみから視線を避さけるようにそっぽを向いてそうつぶやいた。

　信奈と視線を合わせないのは、心臓のドキドキが止まらないからだ。

　相良良晴は現代の日本に生まれ育った普ふ通つうの男子高校生だったが、ある日気づいたら突とつ然ぜん戦国時代にタイムスリップしていた。

　なぜか、この戦国時代では有名な武将の多くが「姫武将」つまり女の子だったりする。

　良晴の世界と直接つながっている過去の世界なのか、それともパラレルワールドなのかはまだ良晴にはわからない。

　幸運（？）にも極度の戦国ゲームマニアだった良晴は、ゲームで覚えた戦国知識だけを頼たよりにして、戦国乱世を統一する運命にある覇は王おう・織田信のぶ長ながならぬ姫大名「織田信奈」にここまで家臣としてお仕えしてきたのだが──。

　気がつけば、良晴はその小さな身体で戦国乱世を統一しようと奮ふん闘とうし続ける信奈に惚ほれていた。

　家臣としてだけではなく、一人の男の子として……。

　そして信奈もまた、戦国時代には無む縁えんのはずなのに自分のために命がけで戦ってくれる良晴に恋こい心ごころを抱いだくようになっていた。

　未来から来たと言い張っている一族郎ろう党とうもいない風ふう来らい坊ぼうと、生まれながらの姫大名でしかも京の都を掌しよう握あくした事実上の天下人。

　戦国時代の常識では、あまりにも身分が違いすぎて決して結ばれるはずのない二人だったが、禁じられた恋だけにいったん燃え上がるともう誰にも消し止められない。

　まして、ここは駿河の国。

　信奈の領国ではないのだ。

　だから小こ姓しようもお目付役もいない。

　良晴に仕える忍びの蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんがどこかに潜ひそんで二人を守っているはずだが、気を利かせているのかはずかしいのか姿を見せない。

　つまり、今、良晴と信奈は二人きりだった。

「て、手をつないで行きましょうよ。誰もいないんだし。半分、婚こん前ぜん旅行みたいなものなんだし……」

　信奈が頰ほおを赤らめながら、良晴の手をきゅっとにぎりしめてくる。

　良晴は、「あ、ああ」と生なま唾つばを飲み込みながら信奈の白くて小さな手をにぎりかえした。

　やわらかい手だった。

　お互たがいに、異性と交際した経験はない。

　二人とも、手をにぎったはいいがはずかしくなってしまってぎくしゃくしている。

　色恋の道に通じた松まつ永なが久ひさ秀ひでや亡き信奈の義父・斎藤道三から見れば、おままごとのように見えるかもしれなかった。

　それでも、不器用ながらも、二人はここまで来たのだ。

　短気で毒舌でひねくれ者で人を怒おこらせるのが趣しゆ味みみたいな信奈。

　大たい言げん壮そう語ごを吐はくのが好きで、主君に対して礼れい儀ぎ作法もへったくれもない良晴。

　ずっと、顔を合わせればケンカばかりだった。

　金ヶ崎で良晴が討ち死に間ま違ちがいなしのしんがりを買って出た時には、お互いに、あれが今生の別れになるだろうと覚かく悟ごしていた。

　姉川では、本ほん陣じんに孤こ立りつしていた信奈が敵将・朝倉義よし景かげに襲おそわれそうになるという事件もあった。

　なによりも、この時代の世間が、一いつ般ぱん常識が、この国に何百年も続いている身分制度の壁かべが、二人の恋などを許すはずがなかった。

　信奈の将来を最後まで案じていた亡き斎藤道三に約束はしたが、祝しゆう言げんをあげて夫婦になることはおそらくできないだろう。

　だが、今、奇き跡せきのように二人は手をつないで東海道を誰にも邪じや魔まされずに歩き、広大な富士山を見上げている。

　ほんとうに、美しい山だった。

　霊峰と尊ばれて当然だ、と二人は同じ思いを抱いていた。

「ちょっと待って良晴。あんた、もう富士山を見たって言ったけど……それって、ずっとずっと未来の話でしょう？」

「あ、ああ。今から四百年以上未来の話だな」

「だったら、あんたがはじめて富士山を見たのは今この瞬しゆん間かんってことになるんじゃないの？　だって四百年以上も昔の古い富士山でしょ、こっちの富士山は？」

「……難しいことを言うなよ、ややこしくなる」

　信奈は、戦国時代の人間でありながら、まるで現代人のように理り屈くつというものにこだわる。

　理屈に合わないものは「迷信」として退ける。

　だが、どれほど奇き異いな話であれ、理屈に合っていれば信じる。

　合理主義者なのだ。

　たとえば、人間は死んだら塵ちり芥あくたに戻もどる、死後の世界などはない、と信奈は考えている。

　理由は簡単で、死後の世界など誰も見た者がないのだから信ずるに値する証しよう拠こがない、というものだ。

　南なん蛮ばんから渡わたってきた宣教師が「地球は丸い」と地ち球きゆう儀ぎを差し出して教えてくれた時には、その奇異な話を信奈は素直に信じた。

　宣教師の説明が、理にかなっていたからだ。

　反織田信奈連合軍が拠きよ点てんとしていた聖地・叡山を焼き討ちにしようとした作戦にも、合理的な理由があった。

　まず、叡山を落とせば当時八方ふさがりだった戦局を打開できたからだった。

　次に、叡えい山ざんは仏教の聖地と尊ばれていたが、僧そう兵へいを抱かかえてしょっちゅう合戦に参加していた。信奈は民の心に平安をもたらすことを使命としている宗教勢力が武装して武家に交じって合戦することを「矛む盾じゆんしている」「理に合わない」と考えていた。

　第三に、信奈はこの世にたたりなどないと思っている。仮にかの世に神仏がおわすとしても、日ノ本の戦乱を終わらせようとしている自分に仇あだをなすのであればそれはほんものの神仏ではない、と合理的に結論づけている。

　その他にも、中世の象しよう徴ちようとも言える旧商人たちの既き得とく権益システムである「座」を廃はい止しして「楽市楽座」政策つまり万人に開かれた自由な商業活動を推すい奨しようし、無数にあった関所を廃止して通行税をなくし、街道を整備して貿易ルートを確立させて各地の町を発展させるなど、信奈の先進的な行動は中世の古いシステムにしがみついて利益を得ている連中からすれば世界の破は壊かいそのものといえた。

　こんな信奈は同時代の迷信深い人々から誤解され中傷される羽目になることが多い。

　最近では「第だい六ろく天てん魔ま王おう」と呼ばれることが多くなった。

　だが、未来から来た良晴は違ちがう。

　良晴は、信奈に「お前が正しかったということを、俺は知っている」と優しい声で言ってくれる。

　そんな時の良晴は、いつものふざけている時とは違って、ほんとうに優しい。

　ただ……「お前が正しかったんだ」と語る時の良晴はどこか、信奈を悲しみに満ちた目で見ているような気がして、信奈は時々少し不安にもなる。

　良晴は、信奈に彼女の未来を教えることをかたく禁止されている。

　信奈はあくまでも自分の意志と力で自分の運命を切り拓ひらきたいのだ。だから、予言には頼りたくないのだ。

　それで良晴は、「本能寺の変」について信奈に前もって教えることができない。

　どうやって「本能寺の変」を食い止めるか、が良晴の最大の悩なやみどころなのだが、はたして食い止めることができるだろうか。

　なにしろ、「本能寺の変」を引き起こす運命の武将・明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでが──。

（十兵衛ちゃんがなあ。まさか……俺はどうすればいいんだ）

　良晴がそこまで考えた時、信奈が頰をつねってきた。

「ちょっと、聞いてるの？　どうやって富士山旅行に行ったのよ良晴。そもそも、あんたはまともに馬にも乗れないじゃない」

「い、一応は乗れるようになったよ。さすがに」

「あんた未来では冴さえない庶しよ民みん暮らしだったんでしょ？　ゆっくり富士山見物できるほど暇ひまじゃなかったでしょ？」

「未来の日本にはな、新幹線っていう便利な乗り物があるんだよ。椅い子すに座ったまま、尾お張わりから江え戸どまで一刻で移動できるんだ。大坂から江戸まででも二刻足らずだ」

「なにそれ。速すぎて旅行にならないじゃない。つまんないわね」

　信奈が唇くちびるを尖とがらせた。

「せっかくの、お、お、お、お泊とまり旅行なんだから、そんなにあっという間に移動しちゃったら、い、い、意味がないじゃない……」

「え？　よく聞こえなかった。ごめん。もう一度言ってくれ」

「に、二度も言えるわけないでしょっ！」

　照れた信奈が、良晴の向こうずねを蹴けってきた。

　いつものような殺人的破壊力はない。

　軽く猫ねこがじゃれてくるような優しい蹴り方だった。

「さてと。こうしていつまでも遊んでいるわけにはいかないわ。どうやって伊達軍が包囲している小田原城へ入り信玄と対面するか、ね。これって、かなり命がけの冒ぼう険けんよ」

「そうだな、そろそろ真しん剣けんに策を練らないとな。茶店で相談するか」

「は、旅籠はたごに泊まりましょうよ……これから箱根を越こえなければいけないのよ？　今日中に小田原まで行くのは無理でしょう？」

「旅籠だって!?　ききき吉お嬢じようさま。そそそそれってげげげ現代語で言えば、らららららラブホテルなのでは？」

「ら、ら、裸ら撫ぶ火ほ照てるう？　さ、さ、サル語にしては、ず、ず、ずいぶんとわかりやすい字面じゃない」

「悪い、どんな漢字をあててるのか俺にはわからない」

「あ、あ、あんた、なにいやらしいこと考えてるのよっ？　わ、わたしたちはあくまでも小田原城に籠ろう城じようしている武田信玄と外交交こう渉しようするために来てるのよっ？　き、緊きん張ちよう感かんが、た、足りてないんじゃないのっ？」

　顔を真っ赤にした信奈が、良晴の手を引っ張ってずんずんと箱根の上り坂を進んでいく。




　信奈と良晴が武田信玄領の駿する河がを経由して関東の王者・北条氏康の居城である小田原城へ向かっているのには、理由がある。

　良晴の軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えが信奈にこっそりと献けん策さくし、織田家の家臣をまとめるお姉さん役・丹に羽わ長なが秀ひでが「どどどうしようかしら」とあわてる信奈に「満点です」と即そく採用することを勧すすめた、この二人の旅行。

　その目的は、「奥おう州しゆうの覇は者しや」「黙もく示し録ろくのびぃすと」を名乗る伊達政宗率いる奥州軍に包囲されている小田原城へと入り、城主・北条氏康のもとに加勢して一いつ緒しよに籠城している武田信玄に「上杉謙信の上じよう洛らくを阻そ止ししてほしい」と依い頼らいすることだ。

　信奈は今、北近江おうみの浅井久ひさ政まさ・長なが政まさ親子と越えち前ぜんの王・朝倉義景の連合軍と対たい峙じしていて、戦局が膠こう着ちやくしている。本猫寺・三み好よし勢と織田軍が戦う隙すきをついて上洛しようとした朝倉義景は、本猫寺・三好が兵を退ひいてもなお上洛をあきらめておらず、今は浅井家の本城・小お谷だに城じようへと入っていた。さらに、越えち後ごの龍りゆう・上杉謙信が、こんどの戦では浅井朝倉に味方し上洛すると宣言したため、織田家にとっては再び厳しい情勢になっていた。

　大坂本猫寺とはかろうじて一年間の和わ睦ぼくを結べたとはいえ、「軍神」とも呼ばれる越後の上杉謙信が小谷城に合流して浅井朝倉とともに大軍で攻せめ込んでくれば、信奈は南近江と京を守りきれなくなる。

　南近江の要地に、対上杉・対武田戦の拠点ともなる壮そう大だいな「安土城」を普ふ請しんしはじめてはいるが、完成までにはまだ時間がかかるのだ。

　天才軍師・竹中半兵衛は、信奈にこう献策した。

『武田信玄さまと上杉謙信さまはご存じの通り、川中島で壮そう絶ぜつな合戦を繰くり広げてきた宿敵同士です。信玄さまは、できることならば謙信さまの上洛を阻止したいはずです──信玄さまは近々再上洛軍を興すおつもりですが、その際、正直に言いまして畿き内ないに織田軍がいてくれたほうが楽なのです。強力な越後兵を率いる軍神・謙信さまがもしも浅井朝倉と連合して南近江から京へ至る街道を固めてしまえば、信玄さまといえど容易に抜ぬくことはできません。でも信奈さまの尾張軍なら兵が弱いから勝てる、と信玄さまはお考えです。ごめんなさい、ごめんなさい。お手討ちにしないでください。くすんくすん』

　つまり、「敵の敵は味方」──武田信玄にライバルの上杉謙信を牽けん制せいさせてその上洛を阻止させ、浅井朝倉を小谷城に孤立させて決戦するという起死回生の秘策だった。もともと、信玄は相良良晴を武田織田両家を繫つなぐ外交の使者として自国に招待しているのだ。

　だがその信玄は今、同盟相手の北条のために小田原城にこもっていて、伊達政宗軍と対峙している。これが、最大の問題だった。

『攻めダルマの武田さまはこの長い籠城戦に辟へき易えきされているはずです。しかし小田原城の主あるじ・北条さまは根っからの籠城好きですから、このまま籠城を続けるおつもりでしょう。ですから、伊達政宗さまとも交渉し、奥州へ帰らせるのです。交渉成果があがらずとも構いません。なぜなら、兵へい站たんや農作期、急造連合軍の内部事情などから逆算するに、政宗さまが小田原を包囲していられるのもあと一ヶ月が限度です。これを織田家の外交の成果ということにするのです。その見返りとして、信玄さまに一月か、できれば二月、謙信さまを足止めしていただくのです──それで、小谷城に籠城する浅井朝倉勢と決戦できます』

　半兵衛は、上杉謙信が精強な越後軍に加えて浅井朝倉の兵をも指揮すれば、織田家は大敗し、京を失しつ陥かんして天下盗とり争いから脱だつ落らくすると読んでいる。

　戦国最強といえば越後の上杉謙信か甲か斐いの武田信玄、これがこの時代の常識だった。

　織田家は、信奈の卓たく越えつした戦略眼の力で一いつ気き呵か成せいの上洛に成功したが、尾張兵は越後や甲斐の兵と比べればどうしようもなく弱いのだ。

『そううまくいくかしら。小田原城に入れるかどうかも賭かけだし、伊達政宗が一ヶ月で引き上げたとしても信玄を騙だませるかしら？　もしも一ヶ月で帰らなければ？　会ってくれるかどうかもわからない。そもそも織田と武田は本来、天下を奪うばい合う敵同士。小田原城にわたしがのこのこ顔を出したとたんに暗殺されても、文句は言えないわ』

　信奈ははじめ半兵衛の策が危険すぎると考えたが、半兵衛は『このままでは間ま違ちがいなく織田家は上杉さまと浅井朝倉さまの連合軍に滅ほろぼされます。勝負に出るべき時です。信玄さまはそもそも良晴さんを招待していますから、良晴さんには必ず会ってくれます。さらに良晴さんは、堺さかいで伊達政宗さまとお友達になっていますから、伊達政宗さまとも交渉できます。ゆえに、良晴さんが使者となれば織田が武田・伊達・北条の三家間の調停を仕切ることが可能かと存じます。ただその場合、織田家の使者が家臣の良晴さんだけでは、お一人で伊達の陣じんと小田原城を往復しているうちに時間切れになる恐おそれが。織田家の当主である信奈さまがおられてこそはじめて、この困難な交渉をまとめることが可能となります。こほこほ』と小さくせきをしながら信奈に迫せまった。

　理屈は正しいかもしれないが、半兵衛の体調がやけに悪そうなことが、気にかかった。いつもの悠ゆう然ぜんと構えた半兵衛とは違い、今回の策はどこか焦あせっているような気がする。戸と惑まどいつつも、信奈は家老の丹羽長秀に半兵衛の策について相談を持ちかけた。すると、

『満点です。もちろん命の危険はともないましょうが、それは武家としての宿命ゆえ逃のがれられません。このまま座していればわれらはやがて小谷城に到とう着ちやくする上杉軍に敗れ、姫ひめはあの朝倉義景に囚とらわれることになるのですし、むしろこれは願ってもない機会。この旅を、相良良晴どのとの婚こん前ぜん旅行になされませ』

　と長秀が満面の笑みで太たい鼓こ判ばんを捺おしたので、信奈は半兵衛の献策を採用したのだ。

　そう。

　この旅の裏の目的。

　それは、信奈と良晴の婚前（？）旅行だったのだ。

　織田家は今、またしても危急存亡の秋とき。

　戦国の世で天下を争う信奈もその家臣である良晴も、いつ何なん時どき死ぬかわからない。

　お互たがいにここまで生きてこられたことがある意味、奇き跡せきと言ってもよい。

　一日一日を、後こう悔かいなきようにせいいっぱい生きぬくべきである。

　ならばいっそ、正式に夫婦になれぬのなら、ひそやかな婚前旅行に出かけて家臣団の目が光っていない遠国で人知れず結ばれるべきである……それが長秀の言葉だった。

　信奈は『じょじょじょ冗じよう談だんでしょ。なんでわたしがあいつと……』と照れながらも、結局、良晴だけをこっそり呼んでこの旅に出ることにしたのだった。

　今、二人を守っている者は、忍しのびの五右衛門だけだ。大人数を連れて行けば、信奈の正体が割れて敵方に討たれるか、あるいは捕とらわれる危険性が高くなる。そこで敢あえて、ただ二人で町人を演じながら東海道を進んでいるわけだが、良晴にも気がかりなことがあった。明智光秀に黙だまって小田原へ行ってしまっていいものかどうか、という問題である。

　なぜなら、明智光秀は……。




「ねえ良晴、さっきから顔がひきつっているじゃないの。そりゃ明日あしたからのことを考えれば緊きん張ちようもするでしょうけど、まだ緊張するのは早すぎるわよ」

「え？　ああ。悪い」

「箱根にいい旅籠があるのよ。宿賃は高額だけど建ったばかりでとてもきれいだし、部屋からは富士山と芦あしノ湖こがどちらも望めるんだって。そこに泊まりましょう」

「……お、おう」

「……泊まるのは……同じ部屋よ」

「あ、ああ。ご、五右衛門一人じゃ、守れるのは一部屋が限界だからな……」

「そ、そ、そういうことよ。べ、べ、別に、なにかを期待しているわけじゃないんだからねっ。わ、わかってるでしょうねっ？」

「う、うん。わ、わ、わかってるさ。や、や、優しくするから、さ、最初は我が慢まんしてくれよな吉」

「……ちょ。あんた、なにを……ま、まあいいわ。入りましょう。ま、まずは温泉で身を清めてからよ……が、が、がっつかないでよね」

「わ、わ、わかってるって……ああ、喉のどが渇かわくなあ。やべえ俺、がちがちに緊張している！」

「がちがちって……スケベね、ほーんと」

「そそそそういう意味じゃねえよ！」

　やれやれ、あつあつで見ていられないでござる、とどこからともなく五右衛門の嘆なげく声が聞こえてきた。

「いつまで見張ってるのよ、あんた。肝かん心じんの場面になったら消えなさいよ、覗のぞき見禁止なんだからっ！」

「そ、そうだぜ五右衛門！」

「拙せつ者しやは旅籠に結界を張りひとりさびしく闇やみに潜ひそんでいるでござる。にんにんでごじゃる」

　いよいよここまで来ましたな相良氏うじ、いざという時に緊張して役に立たないという恥はじをかかにゅよう、この丸薬を飲むでござる、と五右衛門がだんご屋の屋根の上から小こ袋ぶくろを良晴の頭の上に投げてきた。相変わらず、姿は見せない。

「なんだいこれ？」

「忍びに伝わる秘薬でござる。五体に力がみなぎり、身体からだが火照るのでござる」

「完全に十八禁じゃねーか！　『織田信長公の野望』にはこんなアイテムはなかったぜ!?」

「超ちよう強力なのでお一人につき一粒つぶだけですぞ。それ以上飲むと危険ですのでご注意あれ」

「わ、わかった」

　とうとうわたしたち『裸撫火照る』に入るのね、べ、別に怖こわくなんてないけど緊張しちゃうわ……と信奈が少し震ふるえながら良晴の腕うでにしがみついてきた。

　良晴は思う。こんなにかわいい女の子が俺に……俺は果報者だ。藤とう吉きち郎ろうのおっさん、俺はモテモテハーレムの夢は捨てて信奈一人を愛しぬくことに決めたけど異存はねえよな？　この通り、見た目も心も天下一の美少女だぜ！　と良晴は夕日に照らし出される富士山を眺ながめながら内心で手を合わせた。

　あまりにも幸福すぎて、良晴は自分の今の境きよう遇ぐうがまだ信じられない。

　とはいえ、織田家は上杉謙信という大敵を迎むかえて危機に陥おちいっているのだし、良晴と信奈は明日には北条氏康の居城・小田原城への入城を試みるのだ。

　天才・半兵衛の策とはいえ、必ず成功するという保証はない。

　明日、二人は死ぬかもしれない。外交の使者を斬きるという非常識は武家にはまずないが、信奈は信玄に招かれた客ではない。飛んで火に入る、とばかりに討たれる可能性も十分に考えられた。たとえ信玄が信奈を討たなくても、北条氏康がどう出るかが、わからない。しかし、逆に言えば半兵衛も長秀も「だからこそ逡しゆん巡じゆんするな」と良晴の背中を押してくれているのだろう。

　そうだ。今夜、俺は信奈と結ばれるんだ。

　照れたり戸惑ったり遠えん慮りよしたりビビったりしてる場合じゃない。今夜だ。

　俺がどれほど信奈を愛おしく思っているか、どれほど信奈に惹ひかれているか、なにもかもを正直に伝えるんだ。言葉で、そして行動で。明日という日に後悔を、残さないように。

　そう、良晴は決心した。




　　　　※




「ほんとうに姉上の影かげ武む者しやだとバレないかなあ？　勝かつ家いえ？　今のぼかぁ、きちんと美少女に見えているかい？」

「はいっ。ばっちりです、姫さま。どこからどう見ても、戦国一艶あでやかな愛らしさと凜りんとした美しさを兼かね備えた織田信奈さまその人ですよっ！」

「か、勝家？　どうしてぼくを飢うえた猛もう虎このような視線で見つめてくるんだい？」

　北近江おうみ──。

　浅井朝倉軍が籠ろう城じようする小谷城の向かいに位置する、小さな山──虎とら御ご前ぜ山やま。

　ここは今、織田軍の対浅井朝倉最前線基地となっていた。

　浅井朝倉の連合軍をやまと御ご所しよや将軍今川義元の居城がある京の都へ入れれば、信奈の負けになる。

　そこで信奈は虎御前山から南へは浅井朝倉軍を進しん撃げきさせまいと必死で防衛しているのだが、越えち後ごの龍りゆう・上杉謙信が上じよう洛らく軍を興して浅井朝倉に後ご詰づめをすると宣言したため、兵士も民たちもみな「こんどこそ織田家は京から叩たたき出される」と動どう揺ようしている。

　軍神・上杉謙信がもしも浅井朝倉軍を束ねれば、織田軍はとても太た刀ち打うちできない。

　そこで信奈自らが、武田信玄から招待を受けている相良良晴とともに東国へ向かい、武田信玄に上杉謙信を牽けん制せいしてほしいと依い頼らいする命いのち懸がけの外交交こう渉しように向かったわけだ。が、総大将の信奈が虎御前山の陣を留守にしていることを浅井朝倉方に知られてしまっては、いかにもまずい。

　そこで軍師・竹中半兵衛が考え出した奇き策さくが、信奈の影武者を虎御前山に置いておき、小お谷だに城じようににらみをきかせるというものだった。小谷城の浅井朝倉軍は、信奈自身が虎御前山に布ふ陣じんしていると思っている限り、謙信が到着するまではみだりに動かないはず、それが兵法の常識、と半兵衛は読んでいるのだった。

　ところが尾お張わり一いちの美び貌ぼうを誇ほこる信奈のお人形のように整った顔立ちはとみに有名で、遠くからでもよくわかる。

　最近は、南なん蛮ばん渡と来らいの遠とお眼鏡めがね（望遠鏡）という便利な道具が流は行やっているので、小谷城からでも虎御前山にある信奈本ほん陣じんが見えるのだ。

　信奈の影武者をつとめられる女の子は、織田軍陣じん営えいにはいなかった。

　美少女ならば明智光秀をはじめ何人もいるのだが、信奈独特の人相に似ている者がいないのだ。

「というわけで、この津つ田だ勘かん十じゆう郎ろう信のぶ澄すみが特技の女装を活いかして姉上に化けおおせているわけなんだがね。自じ慢まんじゃないが姉上にいちばん似ている美貌の持ち主は織田家中にぼくしかいないからね、ははは」

　そう。

　半兵衛が信奈の影武者に選んだ者、それが信奈の実弟・津田信澄だった。

　信澄は織田家の貴公子だけあって信奈似の整った顔立ちの美少年。

　しかも、信澄は女の子顔で、もともと女装癖へきがある。

　彼以外には、信奈の影武者役は考えられなかった。

「男の子だということを忘れさせるほどに愛らしくて姫さまにうり二つ。あ、あたしはもう、我慢できませんっ。姫さま、南蛮具足を着込んで汗あせをかかれたでしょう。この勝家が着せ替かえてさしあげましょう。はあはあはあ」

「ちょっとちょっと勝家？　どうしてぼくに襲おそいかかってくるんだい？　やめておくれ～ぼくには浅井長政という想い人が～」

「六りくと呼んでください、姫さまはあたしを勝家とは呼びません。さあ、六、と呼び捨てにしてなんなりと無体なご命令を！　失敗したらお仕置きよ、という冷たい一言もお忘れなく！　切腹させちゃおうかしら、と気まぐれなわがままを時々言いだすのも姫さまの魅み力りよくのひとつですよ。はあはあはあ」

「……勝家の姉上への忠義心って、なんというか……まあいいやぁ」

　本陣に信奈愛用の南蛮具足を着て座っている信澄と、その隣となりに副将としてはべる柴しば田た勝家のコンビは、なかなかうまく「信奈と勝家主従」役をつとめていた。

　津田信澄と一時夫婦だった浅井長政が陣に近づけば、信奈が偽にせ者ものだと見破るだろう。だが、小谷城から遠眼鏡で覗く程度では見破れまい。

　二人の後ろには、赤あか母ほ衣ろ衆しゆうの前まえ田だ犬いぬ千ち代よが虎とらの皮を頭にかぶって朱しゆ槍やりをかまえ、無言ではべっている。

「ところで長秀と光秀はどこだい、勝家」

「……六と呼べっつってんだろ！　影武者らしくしろ！」

　勝家、勝家。影武者だとバレるから信澄の胸ぐらをつかんではいけない、と犬千代が無表情のまま勝家をいさめる。

「ひい、ごめんよう。り、六ちゃん……丹羽長秀と明智光秀はどこにいるのかな～？」

「はっ。長秀は安あ土づち山にて、上杉謙信上洛に備えて安土城の普ふ請しん工事の指揮を執とっています。長秀らしく、篤とく実じつで堅けん実じつな仕事ぶりのようです。光秀は京でやまと御所の公家衆や将軍、商人たちの間をかけまわりさまざまな仕事を同時にこなす八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やく中ですっ」

「そうかあ～。滝たき川がわ一かず益ますは六ろつ角かくの残党を、松永久秀は西近江の諸城を掃そう討とう中なんだよね？　四方が敵だらけなんだから仕方がないが、かなり兵力が分散しているね。不安だなあ」

「『そうかあ～』なんてマヌケな返事があるかっ！　そこは、きりっとした表情で一言『デアルカ』って言わなきゃあたしの姫ひめさまじゃないだろーがっ！」

「……で、『デアルカ』……これって姉上の口くち癖ぐせだけど、どういう意味なんだろう？」

「弟君のくせに知らないとは情けなや。『そうであるか、大義である』と言うべき家臣への返事を短縮して『デアルカ』って言ってるんだよっ！　姫さまは性急で無む駄だがお嫌きらいな聡そう明めいなお方だからなっ！　口癖になるまで練習しろ！　デアルカ、デアルカ、って」

「デアルカ、デアルカ……デアルカデアルカデアルカデアルカ～。いやぁ、なにかの呪じゆ文もんみたいだねぇ」

「……うーん。こんな影武者でだいじょうぶかなあ～」

　勝家が頭をかきながら嘆たん息そくした。

「ははは、だいじょうぶだよ。お市いち……いや、浅井長政が特とつ攻こうしてきたらこのぼくが命に代えても阻そ止ししてみせる。次に相まみえた時には、決着をつけると約束したからね。心配は無用だよ」

　浅井長政の話をする時だけは、いつもお気楽な信澄の表情が凜とひきしまり、まさに尾張の貴公子となる。今は、信奈に扮ふんしているから尾張の姫さまになっているけれど。

　虎御前山の副将に任命された際、「他言無用だよ。浅井長政は実は女性なんだ」とひそかに信澄から教えられた勝家は、

「長政の話をするとまるで別人のように凜々しくなる。恋こいってそんなに人を変えるものなのかなあ？」

　と不思議そうに信澄の横顔を見ている。

「変えるさ。いいかい、ひとたび真しん剣けんに恋をしてただ一人の相手に魂たましいを奪うばわれれば、人は否応なしに変わらざるを得なくなるんだ。人を愛しぬくと決意した瞬しゆん間かんに、背負わなければならないものが生ずるんだよ。責任感とでも言うのかな……自分一人だけではなく、相手の全人生をも引き受けなければならないんだからね」

「へえ……そういえばサルも、いつもはサル面づらなのに姫さまのお命を守るためとなると、別人みたいにきりりとかっこよくなるよなあ……顔は同じでも、目つきとか表情がぜんぜん変わるんだ。あれが恋の力かぁ～」

　あ、あたしも恋をすればかわいくなれるかな……と勝家がうらやましそうに口ごもる。

「勝家は初恋はまだなのかい？」

「六と呼べ、つってんだろ！」

「……はあ。お年とし頃ごろの女の子とは思えないその乱暴な口調。とても乙女おとめとは思えない、まさに鬼おに柴田だ。勝家には恋の道はまだまだ先の話だろうねえ」

「……あたしも、恋をすれば女の子らしくなれる？　最近の姫さまみたいに？　姫さまはサルと出会って以来、ますます愛らしくなられたよなっ……くっ、悔くやしいっ！　どうして姫さまの恋の相手があたしじゃないんだよっ！　いつかサルの寝ね首くびをかいてやるっ！」

「……いやあ、姉上が勝家に恋することはないんじゃないかなあ……ははは」

「あーあー、あたしも恋がしてみたいなー。姫さまの愛らしさに一歩でも近づければなあ～。そうなれば、もしかしたら姫さまもあたしをますますかわいがってくれるかも」

「……勝家には恋よりもだんごが似合う。ういろう、食べる？」

　犬千代が、ういろうを爪つま楊よう枝じに刺さしてふりふりしながら勝家にそうささやいていた。




　陣から少し離はなれた草そう庵あんでは、竹中半兵衛が虎御前山の防衛策を一人で練っていた。

　式神の前ぜん鬼きが、半兵衛の額に濡ぬれた手ぬぐいを当てては熱を冷ます。

「休んだほうがよいぞ、わが主あるじ。昨夜から一いつ睡すいもしておらぬ。仕事のしすぎだ」

「……こほ、こほ……信玄さまを謙信さまにぶつけるという策はわたし自身が考えたものですが、これは信奈さまと良晴さんの命を敵地へ送り込んで危機にさらす行こう為いです。ありとあらゆる状じよう況きように対応できるように万全の策を練っておかなくてはいけません」

「しかし、そなたの『気』は叡えい山ざんの法灯を消したことで弱っている。無理は禁物だぞ」

「わかっています、前鬼さん。この書類を書き終えたら休みますから。わたしにはもう、あまり時間が残されていませんから……こほ、こほ、こほっ」

「……やれやれ……そなたは、よい子すぎる。これほどがんばっているのだから、たまにはわがままを言っても罰ばちは当たるまいに」

　前鬼は、心配げに半兵衛の額を冷やしながら、「相良良晴にすべてを打ち明けたいところだが、主からかたくいましめられているのではな」とため息を漏もらしていた。

「相良良晴は鈍にぶいのではない。主を常に気き遣づかってくれておる。だが、あの男は天性ご陽気なよい男ゆえに、見落とすものもあるのだ。そこが奴やつのよいところではあるが」

　さしもの前鬼にも、半兵衛の決意を翻ひるがえすことはできなかったのだ。

「さてと。俺は相良良晴の影武者をつとめねばならぬのだった。本陣へ行くとするか」

　前鬼は完かん璧ぺきに他人の姿形を真ま似ねられるわけではないが、ある程度であればそれらしく化けられる。

　半兵衛は虎御前山に信奈あり、と示すために津田信澄を影武者に仕立て上げたが、相良良晴の影武者をも準備していた。

　それが、前鬼だったのである。

「前鬼さん。よろしくお願いしますね。こほ、こほ」

「うむ」

　半兵衛がせき込む姿を、前鬼は心配そうに見つめていた。







　　　巻ノ二　明あけ智ち光みつ秀ひで～三角撃うち～修しゆ羅ら







　……

　あれは、本能寺でのことだったです。

　月が美しい夜の出来事でしたです。

「相良さがら先せん輩ぱいが恋されておられる想い人とは、まさか、信のぶ奈なさまなのではないですか？」

　相良先輩と二人きりで森を散策しながら、この十じゆう兵べ衛えは、思いきってそんな質問を先輩にぶつけていたです。

　いつ頃ごろからか、（もしかしたら……）という悪い予感を抱いだいてはいたのです。

　しかし疑ぎ惑わくが深まったのは、大坂本ほん猫びよう寺じでの南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦で織お田だ軍が勝利したあの瞬間からだったです。

　信奈さまと先輩が嬉うれしそうに抱だき合ってくるくると芝しば生ふの上をまわっているその姿を見た時に、なぜか、十兵衛の脇わき腹ばらが破れそうなほどにきりきりと痛くなったです。

　この十兵衛としたことが、今まで感じたことのない不安に襲われたのです。

　理由は、ええと、そうです。

　もしも先輩が信奈さまに道ならぬ恋こい心ごころを抱いていれば、いずれ織田家の天下盗とりにとって巨きよ大だいすぎる障害になってしまうからです！

　京を支配して天下人となった姫大名と、どこの誰だれともわからない、正式な身分すら持たない家臣。

　もしも女好きの先輩が強引に信奈さまを襲って押し倒たおしてしまえば──先輩はこの国の身分秩ちつ序じよを完全に破は壊かいすることになりますです！

　まあ想いを遂とげた瞬間に先輩の首は激げき怒どした信奈さまに落とされるでしょうが、叡山の焼き討ち未み遂すい事件よりもはるかに大きな信奈さまの悪評が立つことは間ま違ちがいないです。

　大名とその家臣が結ばれるだけでも非常識な大問題なのに、よりによって相手が本来ならば武士ですらない、いえ、農民や商人ですらない相良先輩では……。

　いけませんです！

　この十兵衛は忠義の武士なのです。

　土と岐き源げん氏じの血をひく高貴なこの十兵衛と相良先輩では身分的にはあまりにも釣つり合いませんが、一応は織田家の重臣同士ということでかろうじてぎりぎり祝しゆう言げんできる関係です。ですから、信奈さまの天下盗りの足あし枷かせとなる悪い噂うわさを消すために先輩と祝言をあげてやる、と何度も十兵衛は言ってきました。

　しかし、そのたびに先輩にはぐらかされてきたです……。

　もしかして先輩はほんとうに信奈さまを想っているのでは？

　南蛮蹴鞠合戦での二人のあの仲むつまじさは、そう疑いたくもなるほどにただならぬものでした。

　ですから、祈いのる思いで相良先輩にたずねてみたのです。

「どうなのですか。相良先輩は決してかなわぬ恋と知りながら、信奈さまを慕したっておられるのですか。その行く手には悲しすぎる結末が待っていると知りながら──」

　そうです。サル人間にいつ襲おそわれるかわからない信奈さまの行く末が不ふ憫びんだから、十兵衛はつい涙なみだを流してしまったのです。

　さ、相良先輩が不憫で泣いたわけではないです！

　ま、ましてや、この十兵衛自身が不憫だから思わずこらえきれなくなって泣いてしまった……なんてことはありえないです！

「十兵衛は真剣に問うています。答えてください」

　十兵衛は、べ、別に先輩に恋をしているわけではないのです。

　ですから、あの時流したあの涙も、べ、別に、自分が先輩に片思いしているのだとしたらこの身が張り裂さけそうなほどに悲しいです……と思ってついうっかり流してしまったわけではないのです。

　ほ、ほんとうですよ？

　そして、あの夜の相良先輩はめずらしいことに、茶化したりしょーもない駄だ洒落じやれでごまかしたりすることなく、この十兵衛の肩かたをそっと抱いて真剣な眼差しで十兵衛の目を見つめてきやがったのです。

　い、いきなりあんな真ま面じ目めな顔で見つめられたら、て、照れるです。

　放しやがれ、と言いたかったですが、なぜか十兵衛はもじもじと身をよじらせるばかりで抵てい抗こうできなかったのです。

　未来ザルは、十兵衛の心を操る謎なぞの催さい眠みん術じゆつを習得しているのかもしれないです。

　先輩は言ったです。

「たしかに俺は、英えい雄ゆうとしての信奈を崇すう拝はいしている」

　柄がらにもなく、瞳ひとみをきらめかせながら。

　まるで子供のように、熱く語ってくれたです。

「俺は、信奈を天下人に押し上げたいんだ。京を支配している今でもすでに信奈は天下人だが、俺が言っているのはもっと大きい意味での〝天下人〟だぜ。十兵衛ちゃん」

「日ノ本すべてを治める女王、という意味ですか」

「もっとだ。それだけじゃない。俺は戦国時代以外の歴史にはさほど詳くわしくないんだけどさ、織田信奈が戦国の時代に誕生したというイベントは、この国が大きく生まれ変わるターニングポイントだったんだ！　まったく新しい国に、だよ！　俺自身も見たことのない別の日本を生みだせる可能性を持った人間が歴史上にいたとすれば、ほんの数人だろうと思う。信奈か、幕末の坂さか本もと龍りよう馬まだけじゃないかな」

「サカモトリョーマとは誰ですう？」

「うーんと。土と佐さの人間なんだけど、十兵衛ちゃんの子孫だよ」

「この私に、子孫っ!?　だだだだ誰が私の夫にななななるのですかっ？　ままままさか」

「さすがにそこまでは俺も知らないよ」

　一いつ瞬しゆん、心臓が飛び跳はねそうになったです。

「十兵衛ちゃん。日本だけじゃない。信奈は、この星で暮らすすべての人間の運命をも変えることができるんだ！　な、なにを言っているのかさっぱりわからねーと思うが、俺も実際そうなんだけど、信奈はただ戦国日本を武力で統一して終わりなんていうちゃちな存在じゃねえ！　ぜんぜん違ちがうんだよ！　この星の歴史を変えるほどの力と志を持った英雄なんだよ！　俺はなぜ未来から戦国時代に来たと思う？　きっと信奈を補ほ佐さすることで、日本の、いや、この星の運命をより良き方向に変える、それが俺に託たくされた使命だと思うんだ！」

　そう、男の子がとりとめもなく自分の夢を語っている時の、あのきらきらと輝かがやくような表情で、相良先輩は熱く自分の赤せき裸ら々らな思いを語り続けてくれたです──この十兵衛光みつ秀ひでを信しん頼らいしてくれて。

　両りよう肩かたをきつくにぎりしめられながら、顔に唾つばまで飛ばされながら、それでも十兵衛は先輩から目を離すことができなかったです。

「最初は、いきなり戦国時代に迷い込んでしまった不安で気が変になりそうだったから自分で自分に無理やり言い聞かせてきただけだった。俺は信奈を補佐するためにこの世界に来た、って。でも、本猫寺との十年合戦を回かい避ひさせることに成功して、確信したんだ！　俺はほんとうに、信奈のためにここに来たんだって！　世界史は今、猛もう烈れつな勢いで変転している。『大航海時代』が到とう来らいしているんだ。ヨーロッパから、続々と世界各地に船団が行き来しているだろう？　世界中にキリスト教を布教しようと志すキリシタンの宣教師を乗せた船、世界のお宝を狙ねらう海かい賊ぞく船、世界中の港と交易して巨きよ万まんの富を稼かせごうとしている貿易船、そして隙すきあらば他民族の土地を武力で占せん領りようして植民地化しようともくろんでいる軍船──鉄てつ砲ぽう伝来とキリスト教伝来は、大変化のはじまりにすぎないんだ。これから日本は、怒ど濤とうの『大航海時代』に巻き込まれるんだよ。この大変化に対応できる奴やつは、今、この国にたった一人しかいない。それが、常識にとらわれない自由な精神を持つ信奈なんだ！　信奈がいなければ、日本は世界から取り残されちまうんだ！　たとえこの時代を『貝のように国を閉ざす』という消極的な方法でしのいでも、いずれ必ずまた来るんだ、もっともっと日本と圧あつ倒とう的てきな差をつけた外国の船がな！　その時にはもう、日本はヨーロッパの国々に追いつけなくなっている……！」

「その時には私の子孫のサカモトリョーマとやらがこの国を救うのですか、先輩。さすがはこのお利口で優ゆう秀しゆうで高貴な十兵衛の子孫ですね♪」

「うん。でも、そのあと日本は無茶に無茶を重ねなければやっていけなくなる。だが、今なら。信奈が生きているこの戦国時代なら、まだヨーロッパに追いつける！　いや、追い越こせる！　俺が知らない歴史が生まれるんだ！　フロイスちゃんが言っていた。俺は、いろいろな宗教やさまざまな民族の神話が予言している遠い未来の大だい破は滅めつを回避させるために、この時代の日本に敢あえて送られたんじゃないかって。俺は神も予言も信じねえけど、それでももしかしたら……日本と世界の歴史を良い方向に変えるために、俺は信奈のもとに来たのかもしれないって、半分本気で信じはじめているんだ。どうしてなんのとりえもない俺なのかはさっぱりわからないんだけどな」

　まるで、先輩は信奈さまを神のように崇拝しているようです、と十兵衛は漏らしていました。

　信奈さまが、うらやましい……。

　なぜか、ふいにそう思ったです。

「……そうだな。風ふう来らい坊ぼうの俺を雇やとってくれていっぱしの武将にまで引き立ててくれた信奈は、俺にとって、ある意味神さまみたいな存在かもしれねえ。崇拝しているのかと言われれば、崇拝しているのかもな。まあ、あくまでも英雄としては立派だってだけで、素の人間の女の子としては、問題だらけの性格を抱かかえたろくでもない奴だけどさ～」

「の、信奈さまが、お好きなのですか？　正直に答えてください」

「お、おう。好きか嫌きらいかと問われれば、もちろん──好きだよ」

　好き、という言葉が先輩の口から飛びだしてきた瞬しゆん間かん、十兵衛の心の臓が止まりそうになったです。

「……では、先輩は、やはり信奈さまのことを……お好きだったのですね」

「す、好きだよ。でも……叶かなわぬ恋こいだということくらい、わかっているさ……」

　十兵衛はついに、先輩の本心を聞き出すことに成功したです。

　聞かなければよかった……という後こう悔かいと、むくわれぬ悲ひ恋れんという運命を背負ってしまった先輩を癒いやしてあげたいという衝しよう動どうが、同時にわきあがってきたです。

　だって身分違い以前に、あの信奈さまがブサイクなサル先輩ごときに惚ほれるなんてこと、天地がひっくり返ってもありえませんから！

　モテない先輩が憐あわれで憐れで、十兵衛はまた思わず涙を流してしまったです。

「頼たのむよ、十兵衛ちゃん。十兵衛ちゃんが信奈のそばについていてくれなければ、信奈は戦国の世を終わらせて海の向こうへ打って出るという夢をかなえることができないんだ。織田家による天下布武、日本の再統一事業。これはすげぇ難しい仕事だぜ。すぐに敵を作ってあちこちに放火したがる荒あらっぽい信奈だけじゃ無理だ。教養深くて常識をわきまえた十兵衛ちゃんの補佐が絶対に欠かせない」

「……ほんとうですか？」

「ほんとうだ。俺は、この国の歴史を知っているんだから。その俺が言うんだから、間違いない」

　また、相良先せん輩ぱいは、あの目で私を見つめてきたのです。

　あの、悲しげな目で……今にも泣き叫さけびだしそうな、どうしようもなく辛つらい秘密を隠かくしている人のようなあの視線で、この十兵衛光秀を凝ぎよう視ししてきたのです。

　すがりつかれているような気分になりましたです。

　先輩は、いったいなにを隠しているのでしょうか。

　先輩が知っている歴史には、もしかしたら、とても悲しい結末が待っているのではないでしょうか。

　未来人ではない十兵衛には、わからないです。

　ただ、先輩が文字通り命をかけて真しん剣けんに語ってくれていることだけは、はっきりと感じられるのです。

「だから……だから俺はともかく、頼むから信奈に対して妙みような疑いを持ったりしないでくれ！　十兵衛ちゃん、お願いだ」

　ほとんど求愛されるかのような勢いで、懇こん願がんされたです。

　先輩は土下座せんばかりに、十兵衛に哀あい願がんを繰くり返したです。

　そ、そこまで言われて、信奈さまを信じないですなどとは十兵衛は言えませんです。

「……わ、わかったです。でも、お二人の仲があやしいという噂を消すためには先輩は誰かと祝しゆう言げんをあげねばならないですよ。ですから、この十兵衛と祝言をあげやがれ、です」

「え？　どうしてそうなるの？」

「先輩は、信奈さまと夫婦になれると本気でお思いですか？」

「わかってるよ……俺の手が届くような女の子じゃねえ、ってことくらいは……わかっているさ……」

　ひどく、悲しげでしたです。

　十兵衛を見つめる瞳も、信奈さまに手が届かないとつぶやく時の声も、なにもかもが、とても痛ましげだったです。

「……でもな。信奈の夢を果たすまでは妻はめとらねえと俺は決めている。あいつの夢をかなえると約束したからな。俺自身の夢を探すのは、その先でいい」

　ほんとうに、そう思っているのでしょうか、先輩は。

　先輩自身の夢とは、いったいなんですか？

　信奈さまと一いつ緒しよに、同じ夢を見ているのではないのですか？

　相良先輩は一見単純そうですが、なにかとても深い秘密を隠しているのです。

　誰だれにも言えない、とてもとても悲しくて辛い秘密を。

　それは、ただ、自分がいた時代に帰りたい、といった普ふ通つうの人が抱いだくような感情だけではなくて……。

　もっとずっと、深くて痛ましいものに違いないのです。

　ですから十兵衛は、気がついた時にはもう、相良先輩の唇くちびるに接せつ吻ぷんをしていたのでした。

　これで、少しでも先輩の悲しみに満ちた心が癒やされてくれれば。

　その一心で、思わず接吻してしまっていたです。

「……な？　な、なにするんだよ、十兵衛ちゃんっ!?　うわああぁ、十兵衛ちゃんとキスしちまった!?」

「先輩。十兵衛は、先輩の言葉を信じるです。信奈さまと結ばれようという実現不可能な夢は、先輩は持っていないのですね？　では十兵衛は先輩と私がともに一国一城の大名になるまで、祝言の式を待ってやるです」

「ええっ？　どうしてそういう話の流れになるのっ？　十兵衛ちゃん、空気を少しは読んで……」

「先輩……もしかして先輩は十兵衛が嫌いなのですかっ？　うっ、ぐすっ、うぇっ……」

「うわああああ、泣くなよ！　嫌いなわけないじゃないか！」

　ちなみに、これは噓うそ泣きでしたです。

「接吻くらいでしたら、いつでも好きな時にしてやるです。ですから……先輩はいつも、笑っていてください。泣いたり悲しんだり暗い顔している先輩は、似合わなくて見ていられないですから」

　そう。これは、人助けなのです。

　先輩がもといた世界のおうちに帰ってお母さんに会いたがっている。人知れず夢の中で泣いている。その事実を知っているのは、この十兵衛だけなのですから。

　先輩の秘密の一いつ端たんを覗のぞいてしまった十兵衛は運が悪かったのです、はあ……。

　あんな先輩を見てしまっては、放っておけるわけがないです。

「相良先輩。それではまた明日あしたお会いしましょう！」

「って、ちょっと待ってくれ十兵衛ちゃんっ？　今のキスっていったいどういうつもりで……あいてっ」

　はずかしくなってしまって走りだした十兵衛を追いかけようとした先輩は、石段で転んでそこで止まってしまったです。

　まったく、どこまでもかっこわるい奴なのです。

　ああ、どうして十兵衛は先輩にあんなはずかしい台詞せりふを吐はいて、こともあろうに接吻なんかしてしまったのでしょう。

　まさか……まさか、先輩を憐あわれんでいるだけではなくて、十兵衛はまさか……こともあろうにあのサルの国のニセ王子に……恋こい心ごころを……まさか。




　……

「まさか、です！　そんなはずがないのです！　この十兵衛は、あくまでもあのサル王子を憐れんで……迷子になった動物に対する慈いつくしみの気持ちをもって先輩に優しくしてあげてるだけなのです！　違うですうううう！」

「一人で腰こしをくねらせて、畳たたみに『の』の字を書いて……どないしましたんや？　明あけ智ちはん？」

「これ光秀どの、いったいどうしたでおじゃるか？　戦場での槍やり働きで疲つかれているでおじゃるのか？」

「明智さま、茶に続きましてそろそろ連歌などを」

「はっ？　この十兵衛としたことが、一いつ瞬しゆん意識が彼方かなたへ飛んでいたです！　こ、これは申し訳ありませんでした、です！」

　光秀の意識が、やっと現実に戻もどってきた。

　ここは、京の本能寺。明智光秀は京都所司代の役目を仰おおせつかり、関白・近この衛え前さき久ひさら公家衆や、今いま井い宗そう久きゆう・津つ田だ宗そう及ぎゆう・千せんの利り休きゆうたち堺さかいの商人衆、そして将軍・今いま川がわ義よし元もと、さらには畿き内ないの武家衆を集めて風ふう雅がな茶会を開かい催さいしていたのだった。

　良よし晴はると信奈が禁断の恋に落ちている可能性はなくなった。やっぱり良晴の片思いで、その良晴自身も常識をわきまえていてこの道ならぬ恋をあきらめている……と光秀は信じたかった。

　だが、どうしても不安をぬぐいきれない。

　良晴を抱だきとめて、信奈のもとへ向かえないように縛しばりつけておきたくて仕方がない。

　だって、万が一にも良晴が道ならぬ恋を突つき進めば、その結末は良晴そして信奈の破滅なのだから……。

「……り、きゅ？」

　利休が光秀に茶を一いつ杯ぱい、点たててくれた。

　漆しつ黒こくの茶器には、抹まつ茶ちやではなく、赤あか葡ぶ萄どう酒しゆが入っていた。

　相良良晴のことを考えていた？　と、利休が視線で伝えてくる。

　光秀は思わず、「そ、そうです。あいつがなにを考えているのか、このお利口な十兵衛にもいまいちわからないのです」と目を潤うるませながらうなずいていた。

「……り、きゅ」

　相良良晴の心を理解したいのであればキリシタンになってみるのもいいかもしれない、と利休が光秀に伝えてきた。

「……り、きゅ～」

　南なん蛮ばん文化こそは今もっとも未来に近い文化だから、ということらしい。

　光秀も、未来の日本では生活からなにからすべてが南蛮流になっている、と良晴から聞いたことがある。

「そ、そうですね。それで少しは先輩の単純そうに見えて実はややこしい心を理解できるかもしれないです……じゅ、十兵衛はあいつが別にどうなろうが知ったことではないのですが、なにぶん女好きなせいで悪い噂うわさが絶えない奴やつですから」

「その、相良良晴さまの悪い噂についてですが」

　公家社会の頂点に立つ関白・近衛前久と裏で手を結び、ひそかに織田家包ほう囲い網もうを支し援えんしている堺・天てん王のう寺じ屋やの津田宗及が、抑よく揚ようのない声でいきなり切りだした。

「織田信奈さまと相良良晴さまがクリスマスの夜に接吻をしていたという噂が、京でも堺でもさかんに流れております。これ以上放置してはおけぬかと」

「……ぐ。そ、それはただの噂ですう」

「そういえば麻ま呂ろもちらりと小耳にはさんだことがあるでおじゃるな。京きよう童わらべは口さがなくて噂好きでおじゃるからのう。もしも事実なら、おおごとでおじゃるなあ」

　近衛前久がお歯黒を塗ぬった前歯をむきだしにして「ほっほっほ、人の口に戸は立てられぬでおじゃるもの」と愉ゆ快かいそうに笑った。

「おひいさまと相良はんが？　いくら御ご所しよから筑ちく前ぜんの守かみという高い官位をいただいとる相良はんでも、ご自分の主君と結ばれることだけは無理や。並のおなごなら、今の相良はんなら選び放題ですがな」

　信奈を支援している堺の豪ごう商しよう・今井宗久が渋しぶい顔で茶を飲み干す。

「ほっほっほ。あの風ふう来らい坊ぼうのサルが自分の主君、しかも天下人を嫁よめにするためには、サル自身が公家にでもなるくらいしか方法はないでおじゃるのう。それも公家衆の筆頭、関白か太だ政じよう大だい臣じんにでも出世せねばのう。むろん天地がひっくり返っても無理な話でおじゃる。身分すら持たぬ者が公家になった例は日ノ本にはありゃしまへんし、そもそも関白の座にはこの麻呂がどっかと座っておるでおじゃるからのう」

　光秀は、激しい不安にさいなまれはじめていた。

　京でも……堺でも……あの噂が!?

　しかも、あろうことか、やまと御所にまで！

（まずいです。意外にも、噂が猛もう烈れつな勢いで広まっているです！　まるで誰かが意図的に言いふらしているかのように……しかも今、先輩と信奈さまは虎とら御ご前ぜ山やまに二人きり！　いくら柴しば田た勝かつ家いえどのが目を光らせているとはいえ、柴田どのは男女の機き微びに疎うといところがあるです。柴田どのの目を盗ぬすんでエロザルが信奈さまを襲おそうのはたやすいこと）

　あのへそまがりで意地っぱりな良晴が信奈を「好きだ」とはっきり言ったのだ。

　良晴は、信奈を強引に押し倒たおして想いを遂とげるかもしれない！

　しかも良晴にはなぜか戦国の世で戦う女の子をときめかせる妙な力があって、光秀ですら気がついたら接吻させられていた。

（ああああれは十兵衛の本意ではないです！　先輩が隠し持つ、未来人独持の催さい眠みん術じゆつをかけられたに違ちがいないです！）

　信奈とて、良晴の術に陥おちいってうっかり言いなりになってしまうかもしれない。そして、はたと気がついた時にはもう……。

　その後、正気に戻った信奈は良晴を間ま違ちがいなく打ち首にするだろう。だがもう手て遅おくれだ、今よりももっと破は滅めつ的な噂がかけめぐる！

（もし暴走した先せん輩ぱいが信奈さまを襲って、そしてそのことがバレたら、もう織田家は終わりです）

　光秀は、いてもたってもいられなくなった。

「連歌は津田宗及どのにお任せするです！　十兵衛はちと急用を思いだしましたので、これより虎御前山へと早馬を飛ばすです！」

　光秀はみんなが引き留める声も聞かずに、電光石火の勢いで本能寺を飛びだして馬を駆かり、虎御前山へと急行した。途と中ちゆう、雄ゆう大だいな琵び琶わ湖こを高速船でショートカットしていよいよ光秀は破竹の進しん撃げき。

　これが戦であれば電でん撃げき的な大勝利を収められるほどの速度であった。




「ののの信奈さま！　サル人間！　やはり二人きりになっていたですね！　こんな時に二人きりになってはさらに噂が広まります！　だから柴田勝家はバカなのです！　あいつはどこですか！」

　虎御前山の本ほん陣じんに、半はん兵べ衛えがしかけた迷路をがむしゃらに突とつ破ぱしてきた光秀が割って入ってきたのはその日の夜のことだった。

　こともあろうに、本陣には勝家はおらず、犬いぬ千ち代よがういろうをほおばりながら「勝家はおしっこに行った」とつぶやいており、そしてなんと信奈は良晴に南なん蛮ばん甲かつ冑ちゆうを脱ぬがせてもらっている真っ最中だった。

　これからいったいなにをはじめようとしているのか？

　光秀は大だい激げき怒ど。

「ななななにをしているですかあああ！　前まえ田だどの、どうして止めないですかああ！」

「やあやあ、光秀じゃないか。ぼくも勝家につられて厠かわやに行きたくなったのだけれど、姉上の甲冑がうまく外せなくてねえ」

「やれやれ。俺も南蛮の鎧よろいの構造はよくわからぬ。なかなか脱がせられぬな」

「漏もれそうなんだ、急いでくれたまえ。それにしても南蛮甲冑は脱ぎにくいし暑いし、これを脱いだらぼかぁもっと身軽な衣装に着き替がえるよ」

　ああ、なんということ。

　光秀は、驚おどろいた。

　信奈も良晴も、虎御前山の本陣にはいなかったのだ。

　信奈に扮ふんしているのは、弟の津つ田だ信のぶ澄すみ。

　そして良晴に化けているのは、竹たけ中なか半兵衛の式神・前ぜん鬼きではないか。

「の、の、信奈さまは？　サル人間は？　二人はいったいどこへ消えたのですかっ、この最前線の砦とりでを放り出して!?」

　まさか暴走したサル人間が信奈さまをさらって逃にげ出したっ!?

　半兵衛の策を知らされていなかった光秀は、狼ろう狽ばいした。

「くすんくすん。違うんです、明智さま。子細は、わたしの陣じん屋や内でお話しいたします」

　迷路の結界を突破した姫ひめ武将が出現したと聞きつけた半兵衛が、急いで光秀のもとへ駆け寄ってきた。




「どういうことですか。まさか、サル人間は信奈さまをさらって夜よ逃にげしたのですか？　先輩はしかし、いくらなんでもそこまでおバカではないはずです！　それとも織田家は上うえ杉すぎに敗北すると見切りを付けて、金かねヶが崎さきの時のように信奈さまを逃がしたのですか？」

　光秀と二人きりになった半兵衛は「けほけほ」とせき込みながら、今回の二人の隠おん密みつ行動と極秘作戦の概がい要ようを説明した。クリスマス停戦の折、武たけ田だ信しん玄げんが先輩を外交の使者として招待していた──それならば光秀にも話はわかる。さりとて、良晴一人を信玄のもとへ送れば、本ほん猫びよう寺じの時のようにそのまま帰してもらえなくなる可能性もあった。だから、良晴一人に五ご右衛え門もんのお供だけでは心許ない。大人数を送り込めば、武田領は通れても、小田原へ入る直前の箱根山中で北ほう条じよう方に捕ほ捉そくされる。

「しかし、先輩と一いつ緒しよに信奈さままで敵地へ乗り込まれたのは、いくらなんでも無む謀ぼうです！　そりゃ大名本人が乗り込めば、先輩お一人で乗り込むよりも強力に外交交こう渉しようを進められますが……信奈さまが殺されたらどうするですか!?」

「くすん。信玄さまは信奈さまと合戦で決着をつけるお考え。これまで謙けん信しんさまを暗殺しようとしなかったことからもわかります」

「小田原城は北条氏うじ康やすの本ほん拠きよ地ちですぅ！」

「北条氏康さまが、信玄さまを無視して勝手に武田家への使者を殺すことはありえないはずです。可能性がないとは言えませんが、そのような勝手をすれば北条家と信玄さまとの関係が決定的に崩ほう壊かいしてしまいます。氏康さまは三み増ませ峠とうげの合戦で大敗北したことで、武田軍と戦うことの愚ぐを思い知っておられるはず。北条家は今、奥州の伊だ達てと越えち後ごの上杉という二大勢力を敵に回しておりますから、この上武田まで敵に回してしまえば小田原城は四し面めん楚そ歌かとなってしまいます。あれほど政治力の高いお方に限って、そのような無謀は……けほ、けほ」

　天才軍師である半兵衛の読みが大きく外れたことは、これまでになかった。頭の回転が速いだけでなく、あらゆる情報を頭の中で組み立てながら客観的な答えを導き出すのが半兵衛の軍師としての特質で、自分自身の願望や希望をその思考の中に混ぜ込んで客観性を見失うことはない。敵味方の人間の命を重んじ、強引な手段や博ばく打ち的な奇き策さくは用いない。弱気と言えば弱気だが、その策に大きな間違いはない。それが半兵衛どのの美点です、と光秀はこれまで半兵衛の策に疑問を抱いだくことがなかった。

　しかし今回ばかりは、半兵衛はどこか焦あせっていた。とにかく良晴と信奈を二人きりで旅に出させたいという半兵衛自身の意思が、願望が、策の中に混入している、と光秀は気づいた。本来、主君ではなく、重臣の丹に羽わ長なが秀ひでか、あるいは自分が外交の使者として良晴とともに小田原へ向かうべきなのに、なぜ？　と思った。

「半兵衛どの。北条氏康は名うての政治家ですが、関東に覇はを唱えることさえできれば天下などに興味なし、という北条家の志を継ついでいる姫武将です。初代北条早そう雲うんは、若い頃ころ京で足あし利かが幕府に仕えていた経験があり、混乱しきった畿き内ないに見切りを付けて関東切り取りを志した──とも言われています。日ノ本を、西と東とに二分する、いわば天下二分こそが、北条家三代にわたる悲願とも言える戦略。天下布武を掲かかげる信奈さまと北条はこれまで敵でも味方でもありませんでしたが、氏康は、信奈さまが畿内を平定すればいずれ関東をも併へい吞どんしようとする、と危き惧ぐしているはずです」

「……けほ、けほ。天下二分……たしかに足利幕府は、西国を束ねる室町御所の将軍と、東国を束ねる関東公く方ぼうとの二重権力によって成り立っていました。しかしその二重構造こそが、天下大乱の原因になりました。さらに古くは、西の御所と東の鎌かま倉くら幕府の対立が南北朝の混乱の引き金となり……」

　半兵衛も、北条と織田がいずれ対立する運命にあることはわかっている。だが、今この時に氏康が武田信玄との友好関係を捨ててまで信奈暗殺をもくろむとは、どうしても信じられなかった。

「氏康が拡張し続けている小田原城を一目見ればわかりますぅ！　半兵衛どのは、小田原城をごらんになったことが？」

「ありません。わたしは東国には旅行したことがなく……大坂本猫寺に匹ひつ敵てきする巨城だとは聞いていますが。けほ、けほ」

「上杉・武田の猛もう攻こうを凌しのいだ今の小田原城は、さらに拡張されてもっと巨きよ大だいになっています！　関東最大の町である小田原そのものがすべて、総構えの堀ほりと壁かべの中に囲まれて守られている、南なん蛮ばんの要よう塞さい都市の如ごとき異形の城なのです！　氏康は、箱根山と駿する河が湾わんに守られた小田原城は難なん攻こう不ふ落らくだと信じています。百年でも落ちないと！」

「……南蛮の、要塞都市……」

「日ノ本人同士が割かつ拠きよしている狭せまい日ノ本とは異なり、異民族が海より陸より続々と襲しゆう来らいしてきた歴史を持つ南蛮では、町そのものを城じよう塞さい化してしまうのが一いつ般ぱん的なのです！　日ノ本人の感覚では、領民が暮らす町は町、武士が詰つめて戦うための城は城、と分けて考えるのが普ふ通つうです。それは、合戦相手が同じ日ノ本人だからです。合戦の折、たとえ町に火を掛かけても、領民を根絶やしにしてしまうことはないからです。南蛮では違います。異民族に敗れれば、領民はことごとく皆みな殺ごろしにされるか、よくて奴ど隷れいにされてしまいます。ですから町と領民を丸ごと防衛する要塞都市を発達させるしかなかったのです。北条氏康はつまり、西国人を一種の異民族だと考えているのです！　だから小田原を、たとえ西国から天下人が攻せめてきても百年耐たえきれる破格の要塞都市にしようとしているです！」

　半兵衛は、古今のあらゆる軍学を修めているが、南蛮の事情には疎い。光秀は、堺さかい滞たい在ざいの折に南蛮人とも交際し、このあたりの事情に詳くわしい。小田原城も現地で実際に見聞している。そこの差が、小田原城の性格に対する読みの違いとして、出た。

　しかしそれ以上に、わたし自身の「一刻も早く良晴さんと信奈さまに思いを遂げさせたい。上杉軍が襲来しては、もうその機会は失われる。今しか機会がない」という焦りが、甘い判断を導いてしまったかもしれません、と半兵衛は気づいた。額が熱くなってきた。またしても体温があがってくるのが、わかった。この熱が、思考を曇くもらせたのか。あるいは、「もう自分に残された時間はあまりない」という半兵衛自身の焦りが──。

「上じよう洛らく志向に憑つかれ、関東に興味を持たない武田信玄と、天下布武を掲げていずれ関東をも支配しようとしている信奈さま。どちらが氏康にとって消すべき存在かは、考えるまでもないです」

　もう、わたしの役割は終わっていたのかもしれない、と半兵衛は思った。叡えい山ざんに乗り込んで『不ふ滅めつの法灯』を消した時から、覚かく悟ごはしていた。自ら選んだ道だった。だが、まさかあの二人を危機にさらしてしまうとは。悔くやんでも悔やみきれなかった。

「……明智さま。わたしの読みが甘かったようです。もしも風ふう魔まがお二人を暗殺しようと動けば、五右衛門さんだけではお二人は守り切れません。お一人が、限度でしょう」

「さりとて大人数で押しかけていけば、風魔にたちまち発見されて藪やぶ蛇へびになります。十兵衛が単身、二人を追いかけて守ります。箱根で追いつければまだ間に合うはずです」

「お二人が宿しゆく泊はくする箱根の旅籠はたごは、今井さまのご尽じん力りよくですでに確保してあります。が、箱根は風魔の庭とも呼べる土地。危険すぎる任務ですが、行ってくださいますか」

「無論です。必ずや信奈さまと相良先輩をお守りします。金ヶ崎でも証明しましたが、十兵衛は悪運が強いですから。こういう時のための十兵衛です！」

　半兵衛は（治まっていたはずの熱が……わたし自身が小田原城を読み誤ったことが衝しよう撃げきだったのか、熱が再びあがってきました。数刻は寝ね込こまないと、意識を保てそうにありません）と寒けに震ふるえながら、光秀の耳元で、「信奈さまと良晴さんが追い詰められた時にはこの策を用いてください。失敗すればそこで命運が尽つきる大変危険な策ですので、可能な限り用いぬように」と前置きして囁ささやいた。

「それはまさに、一か八かの奇策ですね。ですが、竹中どのを信じますです」

「……一度失策を犯すと、その失点を取り返すためにさらに危険な策を用いねばならなくなるのです。くすん。悪あく循じゆん環かんですが……申し訳ありません」

「軍師どの、お気を落とされず。サル先輩も木から落ちることがありますし、天才軍師といえども人間ですからたまにはこういうこともあるです！　このお利口でかしこくて高貴な十兵衛が、切り抜ぬけてみせるです。十兵衛不在の間、浅あざ井い朝あさ倉くらの動きにご注意あれ！」

　光秀は、颯さつ爽そうと立ち上がっていた。




　　　　※




　上じよう弦げんの月が夜空にのぼった頃。

　箱根の坂をのぼった良晴と信奈は、芦あしノの湖この畔ほとりにある旅籠に部屋を借りていた。

　今回の信奈は「今をときめく堺さかいの大商人今井宗久の娘むすめ・吉きち」というはぶりのいい身分なので、とびっきり豪ごう華かな旅籠の最上の部屋をあらかじめ予約し、堂々と占せん領りようしている。

　襖ふすまを開くと風流な日本庭園があり、その向こうに雄ゆう大だいな芦ノ湖が、そのさらに向こうには富士山が一望できる。

　浴衣ゆかた姿に着替えて箱根の名物・黒たまごをいただきながら、畳たたみの上に素足をのばした信奈が一言。

「明日あしたは命をはった大勝負よ。もしかしたら明日で、お別れになるかもしれない。今夜だけは戦国の世のことは忘れてまったりしましょうね。良晴」

　しみじみと、この貴重な時間の大切さをかみしめるように言った。

「お、おう」

　良晴のほうは、「ついにこの時が。だが迷ってる余よ裕ゆうはねえ」と緊きん張ちようして固まっている。

　なかなか、皿に盛られた黒たまごをたいらげることができない。

「それにしても、どうして箱根のたまごは黒いんだ？　ねねのおみやげ用に買い置きしておかなくちゃな……ウケないかな？　子供には」

「箱根の温泉のお湯でゆでると、黒くなるんだって。一個食べると七年寿じゆ命みようがのびるそうよ。『人間二十年』だけど、三個くらい食べてうんと寿命をのばしておこうかしら」

「前から思ってたんだけどな。『人間二十年』って、やけに短くね？　俺が知っている『敦あつ盛もり』の歌詞では……」

「この戦国乱世だもの。もののふの家に生まれた者は、二十年生きられるかどうかもわからないじゃない。わたしだって良晴だって今まで何度も死にかけたでしょう？　明日、仲良く死んじゃうかもしれないしね」

　信奈が、浴衣の帯をほどいて脇わき腹ばらにうっすらと残っている銃じゆう創そうの痕あとをちらちらと良晴に見せた。

　今の良晴には、完かん璧ぺきな美び貌ぼうを誇ほこる信奈の身体からだに残ったその傷きず痕あとまでが愛おしく思えた。

「ま、まあな」

「こうして、二人きりで宿に泊とまって一晩を一緒に過ごせることが、奇き跡せきみたいなものよ」

「……そ、そうかもしれねえな。そもそも、俺はこの時代の人間ですらないからなぁ」

「わたしは合理的にものを考える人間だから神仏の加護なんて信じないけど、天だか神だか仏だか、それとも大勢の未来人の意志か、とにかくそういう説明のつかないものが良晴をわたしのもとに遣つかわしてくれたってことだけは信じられるの」

　信奈は、良晴の手をつかんで自分の脇腹に添そえながら、瞳ひとみをきらめかせて語り続けた。

　その澄すんだ瞳は、良晴だけを映している。

「良晴が来てくれなければわたしは弟を斬きるはめになっていただろうし、叡山も本ほん猫びよう寺じも焼き討ちしていただろうし、それ以前に桶おけ狭はざ間まか金かねヶが崎さきで死んでいたかもしれない。ここまで来られたのも、良晴のおかげよ」

「い、いや。俺が来てなくても、俺じゃない他の人間が俺の役目をつとめていたさ。そのおっさんの名は木きの下した藤とう吉きち郎ろうって言ってな、俺を守るために合戦場で死んじまったんだ。だから俺はおっさんのかわりに……」

「今は、わたしのことだけを考えて」

「……あ、ああ」

　信奈のすべすべの脇腹をなでながら、良晴は（誰だれが送ってくれたのか知らねーけど、俺はこの世界に来てよかった）と心から思った。

（俺を助けてくれた藤吉郎のおっさんを供養するために、もしも明日の勝かつ千ち代よちゃんとの外交を二人で生き延びて俺自身が一国一城の主あるじとなった暁あかつきにはでかい寺を建てるぜ）とも。

　良晴の胸に頭を乗のせてきてほほえむ信奈は、この世の人とは思えぬほどに美しかった。

　良晴は震えながら、信奈の脇腹に残った傷痕の上を何度も指でなでた。

「痛むか？」

「ううん。くすぐったい」

　なんてかわいい笑顔なんだ、ちくしょうこんなの反則だぜ！　仏頂面でつんけんしているからこそ信奈じゃねーか、こんなに無防備にほほえまれたらかわいすぎて俺の心臓のほうがもたねえよ！

　良晴はふと光秀のことを思いだした。

（そういえば十兵衛ちゃんをきちんと説得できたんだろうか、俺は……正直に俺の思いを伝えたつもりだけど。あの時は予想すらしてなかったけれど、こんな奇跡のような一夜を信奈とすごせる機会を得られたということは、十兵衛ちゃんに『信奈をあきらめた』と言って噓うそついてだましたことになっちゃうんだろうか……それに、十兵衛ちゃんは俺にいきなりキスしてきたけど、あれはいったいなんだったんだろう？　また俺をおちょくってるのだろうか、それともまさか……）

　あの本能寺での明智光秀は、凜りんとした月の如き美しさに満ちていて、信奈一筋の良晴ですら思わず胸の高鳴りを抑おさえられなくなるほどだった。

　信奈の夢を果たすまでは妻はめとらない、という言葉であきらめてくれればいいのだけれど、どうも悪い予感がする。そのうちまたしても文金高島田姿で押しかけてくるのでは……？

　いくら信奈と俺の悪い噂うわさを気にかけてるとはいえ、わざわざ俺なんかと祝しゆう言げんをあげようとしなくてもいいのに。十兵衛ちゃんって妙みように生き真ま面じ目めだよなあ。まさかとは思うが……十兵衛ちゃん本人が気づいていないだけで、もしかして真しん剣けんに俺にほれてるんじゃないだろうな？　だったら、とてつもなくまずいよな……本能寺で十兵衛ちゃんと接せつ吻ぷんしたこの俺自身が「本能寺の変」の原因になりかねない、と良晴はふとため息をついた。

「良晴。他の女のことを考えてるわね」

　カンの鋭するどい信奈に、頰ほおをぎゅううとつねられた。

「痛い痛い。じゅ、十兵衛ちゃんはどうしてるかな、ってちょっと考えただけだよ！」

「十兵衛がどうしたって？　今夜はわたしのことだけを考えていなさいって言ったでしょう？」

「う、うん。悪かった」

　信奈ってやっぱ、おっかねえ……ほっぺたの肉をひきちぎられそうになったぜ、と良晴はぶるぶる震えた。

　藤吉郎と約束したモテモテハーレムの野望は、今宵こよい限りで露つゆと消えそうだった。

　でも、これでいい、後こう悔かいはない。

　天下一愛おしい女の子が、自分の腕うでの中にいるのだから。

「二人きりで契けい約やくしたことを覚えてるでしょう。わたしの夢がかなうまで、良晴はわたしに仕えるのよ。わたしの独どく占せん物なのよ。どこにも行っちゃダメなんだから」

「お、おう。たしかにそう約束したよな」

「……でも……わたしの夢がかなったら、契約は終わっちゃうの？　良晴は帰っちゃうの？　わたしを置いて、未来の世界へ……」

　ふいに、信奈の瞳が曇ったように見えた。

　良晴は、笑いながら信奈のおでこを指でつっついた。

「バカだな。帰りたくても帰る方法なんてわからねーよ。そもそも、俺はどうやってこの世界に来たのかも覚えてないんだぜ？」

「そうね。ちょっとだけ心配になっちゃった」

「それに、帰る気もないよ。未来の世界に残してきた家族や友達は心配だけどさ、お前のほうがずっと心配だからな。目を離はなしたらすぐに危険なところへ飛び込んでやがるし、放火癖へきはあるし」

　実際、良晴は信奈に仕えて以来、未来に帰る方法なんてぜんぜん探していなかった。

　忙いそがしくてそれどころじゃなかったという理由もあるが、目の前に天下一の女の子が……ここまで惚ほれぬいた女の子がいるというのに、どうして帰らなくちゃならないのだろう？

　家族や友達に会えなくてさびしいという思いはある。だが、この世界にもねねという妹がいてくれる──仲間もいる。そして、信奈がいる。

「俺にとっては信奈、お前がいちばん大事なんだ」

「……嬉うれしい」

　良晴に頭をなでられながら、信奈は子こ猫ねこのように目を細めて良晴の胸にほおずりしてきた。

　本猫寺で猫耳冥めい土ど服を着せられた「笑ってはいけない織田信奈」の時以来、どことなく猫っぽい仕草が癖くせになっているらしく、ほんものの子猫に見えた。

「良晴。わたしのこと、好きって言って」

「え？　な、なんだよ。は、はずかしいじゃねーかよ、そんなの」

「言ってよ。これから契ちぎりを交かわそうっていう時なんだから照れていないで、はっきり言いなさいよ」

「お前のほうが先に言えよ。相良良晴が好きだ、愛している、って言ってくれよ。そしたら俺も照れずに言えるさ」

「〝愛している〟……？　変わった言い回しね。キリシタンがよく、愛って言葉を口にするけど」

「惚れた、好きだ、にくわえて未来の日本じゃ〝愛している〟って南なん蛮ばん風の告白もするのさ。どれだけ好きかという順番に並べれば、そうだな、〝愛している〟という言葉がいちばん上だな。重い言葉だ。俺なんて未来の世界じゃまだ高校生のガキだったから、実際に口にした経験はねえな」

「ふうん。〝愛〟ねえ。南蛮風でかっこいいわね……じゃあ、わたしを愛している、って言って。良晴」

「い、いや、それは……最上級の言い回しだからな、緊張しちまうぜ！　なにしろキリスト教の教会で結けつ婚こん式しきをあげる時には、〝永遠の愛〟を誓ちかうんだからな～」

「永遠の、愛……素敵ね。惚れた、好きだ、は一いつ瞬しゆんの感情だけど、〝愛〟は永遠なのね……やっぱりキリシタンの趣しゆ味みってお洒落しやれで素敵だわ。うっとりしちゃう」

「ガチガチの教会で式をあげるとうかつに離り婚こんできないとか、いろいろ困ることもあるらしいけどな」

「まぜっかえさないで！　ほら、わたしの唇くちびるにキスして。そして、永遠にわたしを愛する、って誓いなさい。良晴。お願い」

　ほんのりと上気した信奈が瞼まぶたを閉じて、良晴に小さな唇を近づけてくる。

　たしかに、俺はこの子を……信奈を愛している、と良晴は思った。

　ただ、織田信長としての歴史的使命を背負っているからだけじゃない。見た目がきれいだからだけじゃない。

　まっすぐで純じゆん粋すいな孤こ高こうの志を抱いだいて、誰に誤解されてもなお唇をかみしめて前へ前へと進み続ける信奈の意志の力が、その孤こ独どくさとまぶしさが、どうしても良晴をひきつけてやまないのだ。

　俺だけは、信奈をほんとうに理解できる──たまたま未来から来たためにすぎないかもしれないけど、だけど、うぬぼれじゃなくそう思う。幼い頃ころから戦国ゲームマニアだったのも、信奈と出会うためだったのかもしれない。

　良晴は本気で、そう思えるようになっていた。

「愛してる、って言って。お布団に入りたいなら、早く言いなさい」

「……お、おう……でもほんとうにいいのか？　俺たち、たとえ結ばれても祝言をあげられないんだぜ？　天下人とその家臣じゃ、身分が違ちがいすぎる。しかも俺は本来、織田家に仕えて武士をやれるような人間じゃないんだぜ。そもそも身分すら持たない風ふう来らい坊ぼうだったんだからな」

「身分なんてどうでもいいのよ。わたしが良晴を選んだのだから。世間の誰にも、文句は言わせないわ」

「でもな。バレたら天下布武どころじゃなくなるぜ。富士山が女人禁制だなんていうこんなモロに中世な時代じゃあ……」

「でも良晴は未来から来た人間だわ。身分なんて関係ない。そうでしょう」

「そ、それはそうだが。しかしな」

「今は誰も見ていないわ。ほら、早く言いなさいよ。そして、今宵はわたしを……いっぱい、愛して……」

　その信奈のしおらしい言葉が、良晴の理性を決けつ壊かいさせた。

　もともと、理性よりも感情と根性と気合いと欲よく望ぼうで生きている野生の良晴だ。

　いちど決壊すれば、あとは怒ど濤とうの進しん撃げきをはじめるのみ。

　良晴はじいいんと感動にうたれながら、心の中で叫さけんでいた。

　俺ほどの果報者がこの世にいるだろうか。いや、いない！

　藤吉郎のおっさん！　金ヶ崎で散った野や郎ろうども！　みんな、見てくれているか？　俺は今、天下一の恋こい人びとをこの手に抱だきしめているところだぜ！

　今から俺は狼おおかみになる！　サルじゃなくて！　今にもサルになりそうだけど、ウッキー！

　そこを敢あえて渋しぶく、狼になる！

「の、の、信奈ああああっ！　お、お、お、俺は、俺は、俺は……！」

「……良晴」

　信奈は目をきゅっとつむって、良晴の腕の中でじっと動かない。

　信奈の浴衣の中へ滑すべり込んでなだらかな脇わき腹ばらをなでていた良晴の指が、信奈のきゅっと盛り上がった胸のほうへと自然に吸い寄せられていく。

　良晴にとって信奈の胸だけは見てもいけないし触さわってもいけない、神聖なものだった。

　勝かつ家いえのおっぱいのように、ただドキドキと興奮する対象というだけではない。

　霊れい峰ほう・富士山にも匹ひつ敵てきする、いや、それ以上に神聖な場所だった。

　信奈の胸へと登り詰つめた次にはこんどは深い深い海かい溝こうを目指して新たなる冒ぼう険けんにチャレンジしなければならないなんて、今まで彼女を作った経験のない良晴にはあまりにも困難でハードでめくるめく体験だったが、明日あした死ぬかもしれない二人だ。

　勇気をふりしぼって、どこまでも行くしかない！

　良晴ははじめて、信奈の素の胸を手でにぎりしめていた。信奈は浴衣一枚を羽織っているだけで、いつもの見せブラをつけていなかった。

　大きすぎず、さりとて小さすぎず、ちょうど良晴の掌たなごころにぴったりと収まる絶ぜつ妙みようのサイズだ。

　信奈がひどく緊きん張ちようしているせいか、白い絹のような肌はだざわりの胸全体が汗あせばんでいた。とくとくとく、と心臓の鼓こ動どうが激しく高まってくるのが手から伝わってくる。

　思わず信奈の胸をにぎり潰つぶしたくなる、狼のような衝しよう動どうに駆かられる。

「……あ……よ、良晴」

　信奈が、声を漏もらした。

　怯おびえと喜びとが、微び妙みように混じったようなため息をつく。

　もう良晴はこれ以上我が慢まんできない。

「信奈、俺は……！」

　お前を愛している、と良晴が力の限り叫ぼうとした時だった。




「待ちやがれ、です！」

「えっ、十兵衛っ!?」

「うわああああっ？　十兵衛ちゃん、どうしてここにっ!?」




　間かん一いつ髪ぱつ。

　良晴と信奈の二人を引き裂さくかのように、明智十兵衛光秀が投げつけてきた短刀が良晴の首筋ぎりぎりのところを「びゅんっ」と高速で通過していた。

「球よけのヨシ」の異名を取る良晴でなければ、頸けい動どう脈みやくにずぶりと短刀が突つき立てられていたことは間ま違ちがいない。

「あ、あぶねえええええっ!?　なにするんだよ十兵衛ちゃん！　マジで死ぬところだったぞ！」

「京都所司代の仕事はどうしたのよ？　どうしてここにあんたがいるわけ？」

　よくぞ聞いてくださいました、とばかりに得意満面の光秀が、大見得を切った。

「天知る、地知る、人が知る──この十兵衛、敵地に乗り込まれた信奈さまと相良先せん輩ぱいを救うために馬と船を乗り継ついではるばる箱根までかけつけてきた次第ですぅ！」

「じゃあ下の階の部屋で詰めていればいいでしょ！　どうして邪じや魔まするのよ、このきんかん！」

　信奈はあわてて帯を巻いて浴衣を着直しながら、まさしく第だい六ろく天てん魔ま王おうそのものとしか言いようのない怒ど気きを発して光秀の前に仁王立ちしているし。

「十兵衛ちゃん。もしかして俺を素で殺すつもりだったろ、今……」

「当たり前です！　なにをやっているのですか先輩は！　敵地のまっただ中で、自分の主君を押し倒たおして襲おそおうだなんて！　武田信玄との外交交こう渉しようのために小田原城へ乗り込むという任務は口実だったのですかっ？　ははあ、わかりましたよ。さては先輩が竹中どのを言こと葉ば巧たくみに騙だまして信奈さまを敵地に連れ出したのですね！」

　十兵衛は十兵衛で、「こんどというこんどは先輩にはあきれ果てました！　まさかここまでバカなエロザルだっただなんて。もう許しません！」と激げき怒どしている。

　良晴は顔面蒼そう白はく。

　良晴はどうにかこうにか本能寺で光秀を納得させたつもりだったが、失敗していたのだ。

　信奈なんか好きでもなんでもねーむしろ大だい嫌きらいだ！　とでも言っておけば、人を疑うことを知らない光秀をあっさり騙すことだって可能だったろう。

　だがあの時、運命の「本能寺」で切せつ羽ぱ詰つまっていた光秀に、そんな大おお噓うそをつくことは良晴にはできなかった。好きだと正直に告白するしかなかった。

　そのかわり、信奈がいかに日本の、いや世界の歴史にとって大切な人間なのかという話を真しん剣けんに語ったり、好きだけど自分の手に届く相手じゃないことはわかっていると苦しい本音まで伝えたり、光秀が信奈にとってどれほど欠かせない重要な存在かを説明したりして、光秀を納得させた……つもりだったのだが。

「相良先輩？　少々の浮うわ気きでしたら、この許嫁いいなずけの明智十兵衛光秀は許してやるです。われながら心が広い女ですから。しかし、相手が主君の信奈さまだとなればこれは話がぜんぜん別ですぅ！　それも、最前線の虎とら御ご前ぜ山やまを放り出して信奈さまを言葉巧みにかっさらい、箱根の旅籠はたごまで拉ら致ちして襲うとは──許せませんです！　天下布武の大事業をなんとこころえるですか！　サル人間は、すっかり色ボケしやがったですか！」

「ちょっと良晴。あんた十兵衛をうまく説得したんじゃなかったの？　相変わらず婚こん約やく者しやヅラしてるじゃないの」

「……ごめん……説得に失敗したらしい……っていうか、俺とお前が相思相愛だということすらいまだに十兵衛ちゃんは理解できていない。俺が一方的に信奈を襲っていると今でも思い込んでいる」

「とことん鈍にぶい奴やつね……それだけが救いといえば救いかもしれないけどお」

　ひそひそ話す二人の前で、光秀は刀を抜ぬいた。

「サル人間、上杉謙信が迫せまり来る戦場の真っただ中から主君をさらって襲おうとしたその罪は万死に値するです！　わが婚約者なれど成敗します！」

「待て、待ってくれ！　明日の任務のことは忘れていないよ、俺たちは！」

「そ、そうよ。わたしはサルに誘ゆう拐かいされたんじゃないのよ！　サルを斬きっちゃダメよ！」

「しかし、先ほど明らかにサル人間は信奈さまを襲っていたです！　あ、あ、あろうことか、む、む、胸を手でつかんで……い、い、いやらしいです！　信奈さま、この男になにか弱みでもにぎられておられるのですかっ？　でしたら、汚よごれ役はこの十兵衛にお任せください！　十兵衛がどうしようもなく淫みだらなサル人間にこの身を捧ささげて、その煩ぼん悩のうを浄じよう化かしてさしあげますから！　これも家臣としてのつとめですう！　というわけで先輩、この場で二人の祝しゆう言げんをはじめましょう♪」

「十兵衛ちゃん。俺を斬るのか祝言をあげるのか、どっちなんだよっ」

「こ、こ、このきんかんは……なんだかんだと理り屈くつをこねてるけど要は、サルをわたしから奪うばい取るつもりなんでしょっ！」

　ぶっちーん。

　とうとう、信奈の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて底が抜けて火を噴ふいた！

「待て信奈！　それ以上しゃべるな、修しゆ羅ら場ばになる！　『その時歴史が動いた！　織田信奈と明智光秀、泥どろ沼ぬまの愛あい憎ぞう劇！』って展開になっちまうぞ！」

「あーもう、うるさーい！　きんかんっ！　いいこと、サルはねえ、わたしの独どく占せん物なのっ！　わたしの飼いザルなのっ！　サルといちゃいちゃしていいのは、このわたしだけっ！　あんたには絶対絶対ぜ──ったいに、あげないんだからっ！」

「うわあああああ！　なんてことを言いだすんだ、信奈ああああっ!?」

「な、なんですと？　信奈さまっ？　そんな心にもない台詞せりふを言わされるほど、サル人間に大きな弱みをにぎられておられるのですかっ？」

「きんかん！　あんた、なにがなんでも目の前の現実を否認するつもりねっ!?　ああもうっ、許せないっ！」

　ブチ切れた信奈は、衝動的に決断した。

　もはや、絶対に誤解できないようにはっきりとほんとうのことを──真実を教えるしかない、と。

　その結果、光秀が出しゆつ奔ぽんしようが謀む反ほんしようが、もう信奈の知ったことではなかった。

　信奈は旅籠中に響ひびき渡るカン高い大声で、叫んでいた。

「どーして素直に解かい釈しやくできないのよ！　わたしは、本音を言ってるだけよっ！　良晴はねえ、身も心もわたしのものなの──────っ！」

「……なんですと？」

「そうよ、良晴はわたしの男なのっ!!!!!!　これからやっとはじめての契ちぎりを交かわすところだったのに、邪魔しないでっ！」

「ええええええっ？　の、信奈さまっ!?　そ、それは、まことなのですかっ？」

「まことに決まってるでしょっ！　この気位の高いわたしがこんな噓うそ言うわけないじゃん！　いいから、あんたはいーかげん良晴をあきらめなさい！　これは上意よ上意っ！」

「の、信奈さま？　血迷われたのですか？　いったいなにを言っているのですか？　それだけはいけません。冷静になってください。仮にも天下人の信奈さまが生まれすら定かでない相良先輩と恋こい仲なかになろうだなんて、叡えい山ざんを焼き討ちにするよりも無茶な話ですう」

「だからなによっ！」

「このような不適切な関係が露ろ見けんすれば、天下布武の事業は瓦が解かいするです……信奈さまは尾お張わりのうつけ者という悪い評判に逆ぎやく戻もどり。いえ、もっとひどいことになるです。世に身分というものがあることも知らないたわけ者と……」

「知ったこっちゃないわよ！　反対する者はみんな敵よ！　しのごの言う奴はみーんな、やっつければいいのよ！」

「の、信奈さま～、目を覚ましてください！　ただでさえ上じよう洛らくして以後の織田家は四し面めん楚そ歌かですのに、反織田家勢力を一いつ斉せい蜂ほう起きさせる絶好の口実を与あたえてしまいますう！　民草も納得してくれないですぅ！」

「その時は民もみ～んな敵にまわして戦う覚かく悟ごよ！」

「ひいいいん。そんなの無理ですう！　この日ノ本を滅ほろぼすおつもりですかっ!?」

「あーもう、うるさいわね！　要は正式に祝言をあげなければいいんでしょっ！　あんたが黙だまっていればすむことでしょ、十兵衛！　見み逃のがしなさいよ！」

「そそそそんな～!?」

　できません！　と生き真ま面じ目めな光秀が頭を抱かかえた。

「きんかん。あんたは良晴と祝言をあげて夫婦になりたいだけなんでしょ、要するに！」

「ちちち違ちがいます、十兵衛はただ今流れている悪い噂うわさを消して、そして先輩を癒いやしてさしあげたい一心で……」

「……それはわたしの役目よ！」

「いいえ。先輩を優しくお守りできるのは、この十兵衛だけなのです。僭せん越えつながら短気な信奈さまには先輩のお母さん役をつとめるなどご無理な話です」

「むっ……それって、わたしが良晴に愛されることばかり求めて、良晴を愛する能力に欠けているとでも言いたいわけ？」

「むむっ……あ、愛……そのようなキリシタンの言葉まで口走るとは、信奈さまはそこまでサル人間に洗脳されて……いけません！　目を覚ましてください！」

「なにがいけないのよー！」

「もうこの十兵衛は何度も先輩と接せつ吻ぷんしましたからっ！　今さら手て遅おくれなのですう！」

「わたしだって、良晴とキスしたわよっ！　クリスマスの夜にっ！」

「えええええっ？　あ、あ、あの噂はほんとうだったのですかっ？　道どう三さんどのが亡くなられたどさくさに、エロザルはなんてことを……」

「ちょっと待ちなさいよ！　どうしてあんたが良晴とキスしてるのよっ？　しかも、何度も、ってどういうことっ？」

　光秀乱入からここまで、実にわずか三分足らず。

　良晴はもう、失神寸前だった。このままでは、ほんとうに斬り合いになってしまう。

　光秀はすでに刀を抜いているし、信奈も壁かべに立てかけておいた名刀・圧へし切きり長は谷せ部べをたぐり寄せていつでも抜ばつ刀とうできる体勢に入っていた。

　両者は、生まれてはじめて「修羅場」を体験した衝しよう撃げきで呆ぼう然ぜんとしている良晴を横目に、激しくにらみ合っている。

（やっとわかったわ。十兵衛は良晴に夢中なんだわ！　こいつは気位が高くて超ちよう鈍いから自分では気づいていないだけで、良晴にすっかりへろへろのめろめろじゃないの！　うきいい！　エロザルはいつの間に十兵衛の心を奪ったのかしら！）

（義父であった斎さい藤とう道三どのを失った信奈さまはきっと愛情に飢うえて一時的に錯さく乱らんしておられるのです！　そんな信奈さまの心の隙すき間まに忍しのび寄ってここまで完かん璧ぺきに洗脳しやがった相良先輩……信奈さまになにかあやしげな薬でも飲ませたに違いないです。このエロザル、信奈さまに手が届かないことはわかっているとか泣ける台詞を言っておきながら、十兵衛に黙ってこっそり信奈さまに手をつけようとするとはなんという不義不忠の輩やから！　この純じゆん朴ぼくな十兵衛をだました罪は重いです！）

　二人は、無言でうなずきあい、そして揃そろって刀の切っ先を良晴のほうへと向けた──。

「サルっ！　今すぐどちらかを選びなさい！　わたしを選ぶか、それともきんかんを選んでわたしに斬られるかよ！」

「先せん輩ぱい、この十兵衛を選ばないと言うのでしたら信奈さまをお守りするために即そつ刻こく斬り捨てますです！　お覚悟を！」

　ひゅんっ！

　思わず腰こしを引いた良晴の顔面すれすれを、棒手しゆ裏り剣けんが飛んでいた。

　逃にげ腰ごしになったおかげで幸運にもかろうじて外れたものの、刺ささっていれば致ち命めい傷しようだ。

「ひい。刀を構えながら手裏剣を!?　あ、あ、危なかったぁ!?　洒落しやれになってねえ！」

「い、今のは十兵衛が投げたのではないですぅ。そいつは忍にん者じやの武器です！」

「それじゃあ、まさか五右衛門が俺を？　どうして？」

「相良氏うじ、たいへんでござる！　旅籠を風ふう魔まに包囲されたでござる！」

　畳たたみを返しながら、床下から五右衛門が三人の前に飛びだしてきた。

「「「風魔!?」」」

「ククク。もう遅おそい。われら風魔の懐ふところである箱根に飛び込んでおきながら、主従で痴ち話わゲンカとは恐おそれ入った。ここが貴様らの死に場所だ」

　そう。光秀が乗り込んだ時には、すでにこの旅籠は風魔の結界内に封ふうじ込められていたのだ。

　小窓から巨きよ体たいをものともせずにするりと乗り込んできた風魔の頭領──般はん若にやの面を被かぶった風魔小こ太た郎ろうが、「者ども。殺やれ」と叫さけぶと同時に、いっせいに十数人の風魔忍びが信奈たちをめがけて襲いかかってきた──しかし、忍びの一人一人が順々に、すでに抜刀している信奈と光秀の間合いに飛び込んでは、勝機は薄うすい。とりわけ、光秀の剣けん技ぎは風魔忍びが見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんの腕うで前まえだった。ゆえに、風魔忍びたちは部屋の四方をぐるぐるといっせいに駆かけながら、その輪をじりじりと縮めていく。そして、四方より棒手裏剣を放って信奈たちの腕うでを封じようとする。

「マジかよっ？　五右衛門ほどの忍びが、これほどの人数の接近を許すだなんて。風魔を用いている雇やとい主は、小田原城主の北条氏康か!?」

「申し訳ないでござる！　これでは拙せつ者しや、相良氏を守るので精せい一いつ杯ぱいでござるよ！」

「まままずいです！　竹中どのから与えられた策を用いたくても、この箱根の山中では……刺し客かくが襲おそってくるにしても、予想よりも早すぎです！」

「ああもう！　せめて一晩くらい待ちなさいよ、無ぶ粋すいな連中ねっ！　斬って斬って斬りまくるわよ、十兵衛！」

「御ぎよ意いです！」

　かんっ！

　がんっ！

　信奈が、そして光秀が、次々と飛んでくる棒手裏剣を刀で叩たたき落とす。だが、多勢に無勢。しかも、風魔の輪はどんどん狭せばめられてくる。手裏剣を投げてくる風魔との距きよ離りが、詰つまってくる──！

「にんにん。これでは四人揃そろってなますのように刻まれるのを待つばかり。煙えん幕まくを張るでござる！」

「フハハ。蜂はち須す賀か流の忍びよ、そのような古典的な術など風魔には通じぬ。煙幕弾だんは『水』に弱い。手は打ってあるぞ」

　ざばっ！

　窓の外から、大量の水が注ぎ込まれてきた。

　どこから引き込んでいるのよっ!?　と信奈が叫ぶが、箱根山中は風魔にとっては庭のようなものだ。川の水の流れ、地下水の流れ、地中を進む洞どう窟くつなど、彼らは複雑な様相を呈ていする箱根のあらゆる地形に精通している。屋内に水を引き込むなど、容易たやすい。

「うにゅう！　東国の忍びには得体の知れぬ者がいるとは聞いていまちたが、ちょうぢょういぢょうでちゅな！　ちゃがらうぢ、これにておわかれとなりまちゅ！」

「待て、五右衛門っ!?　なにを仕し掛かけようとしているんだっ？　死ぬな！」

「主あるじをお守りするために死ぬのが、忍びの定めでござる！」

　部屋の片かた隅すみに仁王立ちしていた小太郎が「ほう。この子供乱らつ波ぱ、最後の大技を隠かくしていたか。なるほど。身体からだの中に火薬を仕込んでいれば、肌はだが濡ぬれても問題なく吹ふき飛ばせる」と般若の面の奥で低い笑い声を立てていた。

「ダメよ五右衛門！　もしかして自じ爆ばくするつもりっ!?」

「待つですっ！」

「うにゅう、かかる事態はそれがしの失態でござる！　待っている余よ裕ゆうはありまちぇん！」

「いや、耳を澄すませ五右衛門！　天てん井じよう裏うらだ！　また新手が来るッ！　俺たちは目の前の風魔の棒手裏剣を防ぐので精一杯だ、上から来る敵を防いでくれ！」

「……天井裏っ？　相良氏、忍びよりも冷静でござるな！」

「そりゃあな！　たった今繰くり広げられていた信奈と十兵衛ちゃんの修しゆ羅ら場ばに比べれば、忍びの大軍に襲われる恐きよう怖ふくらい、屁へでもねえ！」

「どーゆー意味ですか先輩っ！」

　小太郎もまた「この足音は風魔ではないぞ！　者ども、天井からの攻こう撃げきに備えろ！」と、風魔忍びたちに命じていた。

「「「応！」」」

　風魔忍びたちが忍者刀を抜刀して、空中よりの敵に身構えると同時に──。

　ばんっ！

　天井裏の板が数枚、勢いよく吹き飛んだ。しかし、その天井裏から飛び込んでくる者はいなかった。逆だった。足下から、攻撃が来た。煙幕弾を封じるために風魔忍びが室内へと注ぎ込んで畳の上に溢あふれさせた水が、いっせいに細かな水すい滴てきとなって宙へと舞まい上がっていた──。

　まるで重力に逆らうかのように、畳の上を流れる水が天井めがけて上じよう昇しようしている！　と、良晴は目を見張った。

　その良晴の視界は、たちまち無数の粒りゆう子しとなった微び細さいな水滴によって、まるで利かなくなっていた。

　突とつ如じよとして、室内に真っ白い濃のう霧むが発生したのだ。

「おおっ!?　霧きり隠がくれの術!?　火薬を封じる水術を、逆手に取られたか！　真さな田だめ！」

　霧隠の術。この術を用いることができる忍びは日ノ本広しといえども、霧隠才さい蔵ぞうただ一人しかいない。

　武田配下の真田忍群が、風魔の相良良晴暗殺を阻そ止しするために、強きよう攻こう突とつ入にゆうしてきたのだ。

　敢あえて足音を立てたのは、天井からの攻撃が来る、とわれらの意識を「上」へと誘ゆう導どうするためだった。

　そう気づいた小太郎が舌打ちしながら「散！」と叫ぶ。

「なにも見えねえ!?　どうなってるんだっ？　なんで部屋の中に霧が!?　前鬼が時々用いる陰おん陽みよう術じゆつかっ？」

　相良良晴の身体は、小こ柄がらな少女忍びの腕に搦からめ捕られて、するすると天井裏へと引き上げられていた。五右衛門が「待つでござる、主をどこへ攫さらうおつもりか！」と飛び上がって慌あわてて追ってくる。

「間に合ってよかったあ！　佐さ助すけたちが受けた主命はぁ、相良のお猿さるさんを守って御お屋や形かたさまのもとへ連れていくことなんだよっ！　織田信奈さんはあ、招待した覚えがないから自分で自分の身を守れ、だって！　舞ぶ台たいは箱根、相手は風魔だしねっ、実際一人を拉ら致ちするのが限度だよね！　きっびし～い！　それじゃ小田原城へ行くよっ！」

「相変わらず任務中だというのにおしゃべりだぞ佐助。千ち代よ女め！」

「……はい。才蔵どの。この旅籠はたごを、吹き飛ばします」

　五右衛門の赤い瞳ひとみには、この白い霧の中でも「真田忍群」の者たちの姿がおぼろげながらに見えた。良晴の背中におぶさっている、やけに笑顔が明るい小さな子供忍び。いかにも下忍らしい鎖くさり帷子かたびらに身を包んだ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの南なん蛮ばん人じんの少女。そして、盲もう目もくなのだろう、目を閉じている、きゃしゃな巫み女こ。この三人が、武田信玄の命令によって駆けつけてきたらしい。

「ありがてえと言いたいが、信奈と十兵衛ちゃんも守ってくれ！」

「……無理だ少年。真田はわずか三人、風魔は八十人はいる。ワタシたちはお前一人を連れ去るためにこの旅籠の地底に埋うめた地じ雷らい火かを爆ばく破はし、その混乱に乗じて風魔の結界を脱だつ出しゆつする。それで精一杯だ」

「なんだってえええ！　信奈！　十兵衛ちゃん！　旅籠を丸ごと吹き飛ばすそうだっ！　逃げろっ！」

「ご両人！　至急一階へ下りて、玄げん関かん口ぐちの戸板を外すでござる！」

「わかったわ、五右衛門！」

「信奈さま、参りましょう！」

　まっ白い霧の中、「真田忍びは何人だっ!?」「もしも地じ雷らい也やがいたらまずいぞ！」「地雷火を探せ！」「旅籠のどこかに埋めてある！」と混乱する風魔忍びたちの輪を突とつ破ぱし、階下へ駆けていた信奈と光秀は、次第に遠ざかっていく良晴の声に応こたえていた。

「相良先輩、十兵衛に策ありです！　竹中どのから教わった生き残りのための秘策が！　必ずや信奈さまを無事に小田原城へ送りとどけますので、合流いたしましょう！」

「良晴！　心配しないで！　この旅籠の結界さえ突破すれば、あとは二人で逃げ切れるわ！　きっと小田原城で再会できる！　だから、無茶して死んじゃダメよ！　約束して！」

　わかった、生きて再会して逢おう瀬せの続きをしよう！　と良晴は叫んでいた。

　相良良晴。さすがは金かねヶが崎さきでしんがりを務めた勇者、大だい胆たん不ふ敵てきな男だ、と風魔小太郎は笑っていた。が、笑ってばかりはいられない。わずか三人でこの風魔の結界を破れるとは、武田信玄も考えまい。ならば真田忍群のうち、もっとも高い殺傷能力を持つ忍び──難なん攻こう不ふ落らくの砥と石いし城じようを一夜で破は壊かいしたという伝説を持つ「地雷也」が投入されていることはもはや疑いなかった。

　そして相良良晴の身み柄がらはおそらく、あの猿さる飛とび佐助が確保している。

　信州・戸と隠がくし忍びに伝わる「猿飛の術」の、最後の継けい承しよう者。

　ならば、どれほどの数を繰り出そうが山の中で相良良晴を捕とらえるのはもはや困難。

　しかし、真田と風魔が正面切って相争うとは、面白い。相良良晴は関東に愉ゆ快かいなケンカの種を持ち込んでくれたものだ、と小太郎は再び笑っていた。

「者ども。相良良晴よりも織田信奈の首を優先する！　天井裏には十名が向かえ！　しかし深追いはするな！　残りの者は、一階へ下りようとしている織田信奈を討て！　蜂須賀がすでに抜ぬけ道を準備しているようだ。急げ、生かして旅籠から出すな！」

　信奈と光秀が、階段を駆け下りながら風魔の包囲を突破しようと刀を振ふりあげ、斬り下ろし、けんめいに突つき進んでいたその時。

　旅籠の建物に隣りん接せつした庭園。

　その地中深くに埋め込まれていた「地雷火」が、大だい轟ごう音おんとともに炸さく裂れつしていた。

　黒こく煙えんと爆ばく風ふうに覆おおわれながら、木造の旅籠は、一いつ瞬しゆんにして倒とう壊かいした。

　この時。

　滝たき川がわ一かず益ますほどに小柄な真田忍び・猿飛佐助に背負われながら、良晴の身体はどうしたことか、旅籠の建物を遠く離はなれて宙を舞まっている。

「……信奈……十兵衛ちゃん……！」

「玄関口に辿たどり着いていれば、だいじょうぶでござる。山の麓ふもとへ出る抜け穴あなを、いまいちょーきゅーどのがあらかじめじゅんびちているでごじゃりゅよ」

　木の枝から木の枝へと飛びながら、五右衛門がけんめいに良晴と佐助を追いかけてくる。

「そうか。もともと今井のおっさんが用意していた旅籠なんだったな。サンキューだぜ五右衛門！　だが……」

「だが、抜け穴の出口を出て、そこから小田原城へ生きて入れるかどうかは、ひめちゃまたちちだいでごじゃるぞ」

　あの半兵衛ちゃんが、十兵衛ちゃんになにか新たな策を授けて送り込んできてくれたんだ。きっと二人は生きて小田原城へ辿り着く。良晴は「織田信奈と明智光秀。あの二人がこんなところで人知れず瓦が礫れきの下に埋もれて消えちまうはずがない」とうなずいていた。

「ところで、どうやって飛んでるの、俺？　物理の法則を無視してねえ？　五右衛門、忍にん者じやには空を飛ぶ術なんてなかったんじゃあ……？」

「にんにん。拙者にもわからぬでござる」

「これが猿飛の術だよ！　理り屈くつは秘密だよっ！　っていうかねー。佐助にも実は、なぜ飛べるのかよくわかんない！　あははっ！」

「うにゅう。伝説の猿飛の術でござるか！　しかし、ずいぶんと幼い佐助どのでござるな」

「まあねー！　ちっちゃいから、あまり長い距きよ離りは飛べないんだけどねっ！」

　才蔵たちが風ふう魔まの追っ手を阻はばんでくれているから、このまま御屋形さまのもとへ一気に飛んでいくねっ！　と、佐助が宙を飛びながら陽気な声をあげた。







　　　巻ノ三　武たけ田だ信しん玄げんの温泉会議







「長なが夜や叉しや！　そんなひよわな腕うでで、朝あさ倉くら家の当主がつとまると思うておるのか！　槍やりを取れ！」

　その幼子は、鬼の形相で立ちはだかる老将に頭ごなしに[image: しか]しかりつけられ、木刀で滅めつ多た打うちにされていた。

　長夜叉の父親も、この朝倉家を支えてきた老将・朝倉宗そう滴てきには口をはさめない。

　名将の中の名将、朝倉家を北陸一の大大名の地位にまで押し上げた朝倉宗滴自らが「長夜叉の教育はわしにまかせよ」と名乗りをあげたのだから。

　母親は、長夜叉を産んだ直後に不運にも命を落としていた。

　名門・朝倉家の次期当主として生を受けた長夜叉は、だから、母を知らない。

　長夜叉は鬼神の如ごとき老将、朝倉宗滴に毎日猛もう特とつ訓くんをほどこされ、立ち上がれなくなるまでしごかれ続ける幼少時代を過ごしていた。

　だが、いくら特訓を受けようとも、戦のような血なまぐさいものを好まぬ内向的な性格に生まれついた長夜叉は、朝倉宗滴を失望させるばかりだった。

「お前に朝倉家を継つがせねばならぬとは、心配でならぬわ。お前の父も病弱で、どれほど生きられるやらわからぬ。朝倉家の軍事を支えてきたこのわしはすでに老人で、いつ黄よ泉みの国からお呼びがかかっても不思議ではない。このような大事の時に、お前みたいな女のようにひよわいこわっぱに名門朝倉家を守ることができようか」

　倒たおれてせきこんでいた長夜叉に頭から水を浴びせながら、宗滴はなおも説教を続けた。

　長夜叉は一いち乗じよう谷だにの邸てい宅たくにこもって、平安王朝の絵巻物語を読むのが好きだった。

　王朝文化に詳くわしい父の影えい響きようで、つたないながら自ら絵画や歌をたしなんだりもする。

　だが、この朝倉宗滴なきあとの朝倉家の当主がそれでは困るのだ、と宗滴は一いち途ずに朝倉家の未来を心配していた。

　朝倉家は軍事のいっさいを一族きっての猛もう将しよう・朝倉宗滴に任せきり、代々の当主は都での政治活動と風流趣しゆ味みを仕事としてきた。

　つまり朝倉家には、文化・政治の担当と軍事の担当が別々に存在していたのである。

　だが軍事の要かなめ・宗滴はもはや老いていて、先は長くない。

　当主である長夜叉の父もまた、生来病弱で長命は期待できなかった。

　その焦あせりが、長夜叉への猛もう烈れつなしごきになってあらわれていた。

　まだ幼い長夜叉には、宗滴の気持ちはわからなかった。

（ぼくは、どうして毎日やりたくもない武術の稽けい古こで宗滴にしごかれるのだろう。せめて母上にひとめ会いたかった。それがかなわぬのなら、平安絵巻の世界に母の面おも影かげを探し求めたい……）

　とりわけ、平安王朝文学の最さい高こう峰ほうである『源氏物語』の世界に長夜叉は心を惹ひかれていた。

　生母を知らず、母の面影を大勢の女性たちの中に追い求めてさまよう光ひかる源げん氏じの生き様に、「きっと将来、ぼくは彼のような男になるんだろうなあ」と己を重ね合わせていた。

　ただ、光源氏は事実上の都の支配者にまで出世して絢けん燗らん豪ごう華かな館やかたに美女たちを集めるという栄えい耀よう栄えい華がを極めていながら、結局は幸福にはなれなかった。

　年老いて美しい容姿も衰おとろえた晩年は、新しく迎むかえた正妻に浮うわ気きされたり、最愛の女性・紫むらさきの上うえに先立たれたり、次々と不幸に見み舞まわれて、最後はすべてを捨てて出家してしまったのだ。（紫の上という理想の女性を妻にしておきながら、他の女たちにも心を移したからだ。光源氏は生しよう涯がい、母の面影をいろいろな女性の中に見つけようとして、紫の上を大切にしなかった。だから失敗したんだ。ぼくは違ちがう。ぼくは、理想の女性を見つけたらその人だけを一生大切にする。一乗谷の館にお迎えして、生涯その人のために尽つくし続ける……）

　芝しば生ふの上に倒れながら幻まぼろしの「紫の上」を夢想していた長夜叉は、腹を朝倉宗滴に蹴けり上げられて宙を舞っていた。

　激痛が腹部を襲おそった。

　舞まいながら、吐はいた。

「小こ僧ぞう！　またしても、絵空事の女のことなどを考えておったな！　この馬ば鹿か者ものが！　うつけ者が！　そのようなことで、戦国の世を生き抜けると思うておるのかあっ！」

　宗滴は、長夜叉の風流趣味を「女子供のやること」と軽けい蔑べつしきっていた。

　仮にも朝倉家の次期当主が、そのような趣味に耽たん溺できして弱肉強食の乱世から目を背けるようなことがあってはならないのだ。

　ううう、と涙なみだをこぼしながら這はおうとする長夜叉の背中を踏ふみつけ、宗滴は心を鬼おににして叫さけび続けた。

「風流の道など、しょせん厳しい乱世という現実から逃にげるための道楽趣味にすぎぬ。この乱世の真理は、ただひとつじゃ！　武士とは犬じゃ、畜ちく生しようじゃ、ただ戦にて勝つことのみが武士の真理にて候そうろう！　しっかと覚えておけい！」

　越えち前ぜんで蜂ほう起きした北陸の一いつ揆き勢、その数、実に朝倉軍の三十倍という大兵力を一いち撃げきで破り、しかもそのことごとくを殺し尽くそうとした朝倉宗滴が叫ぶその言葉には、動かしがたい現実の重みがあった。

　だが、長夜叉にもただひとつ、どうしても譲ゆずれないものがあった。

　それは、母への思し慕ぼの情だ。

　これだけは、宗滴にいかに厳しくしごかれようとも捨てられなかった。

「……ぼくは……ただ、母上にひとめお会いしたいだけです……戦なんて……ただ、人を殺すだけの残ざん酷こくな仕事ではないですか！」

「甘いわ！　乱世に父も母もない！　お前は駄だ目めだ！　見込みがない、朝倉家もお前の代で終わるであろう！」

　宗滴は、ボロぞうきんのようになった長夜叉を蹴り飛ばしながら予言した。

「尾お張わり織お田だ家の跡あと取とりとされておる姫ひめぎみ、吉きち。あの子供の未来が見てみたいものよ。あれは、地元尾張ではうつけと呼ばれておるがとてつもない大器の持ち主よ。幼いながらに堺さかいの宣教師と対等に語り合ってこの世の理ことわりをよく理解しておるというではないか。尾張の者どもはあの姫を変わり者と嫌きらっておるようじゃが、英えい雄ゆうの気き概がいは英雄にしかわからぬ。つまり、わしにはわかるのじゃ。あの姫は、成長すればやがて尾張を飛びだして天にのぼるであろう」

　これは、晩年の宗滴の口くち癖ぐせだった。

「織田家はもとはといえば越前の神官あがりぞ。それがいまや尾張一国を支配しようとしておる。しかも跡取りはお前とは比ひ較かくにならぬ英えい傑けつじゃ。朝倉家は、あの吉という姫に滅ほろぼされるやもしれぬわ。風流趣味などにうつつを抜かしておるお前の代でな」

　長夜叉はいつも、会ったこともない尾張の幼い姫、吉と比較され続けていた。

　そして、「お前は吉にはるかに劣おとる」と宗滴に罵ののしられてきた。

　長夜叉は、まだ見ぬ吉という少女が憎にくかった。

　……

　……

「嫌な夢を見た」

　小お谷だに城じようの小丸。

　朝倉義よし景かげが目覚めた時、彼は全身にじっとりと嫌な汗あせをかいていた。

「宗滴の夢など。あの老人はとっくに死んでいる。今さら、なぜ死人に怯おびえねばならぬのだ」

　義景はひとりごちた。

　余はかつて、織田信のぶ奈なを憎んでいた。

　宗滴が余の頭の中に叩たたき込んだ織田信奈という幻を、だ。

　だが、今は違う。

「宗滴の言う通りだった。織田家の家か督とくを継ついだ織田信奈は、桶おけ狭はざ間まの戦いと美み濃の攻こう略りやく戦を経て英雄となり天にのぼった。すなわち、武たけ田だ信しん玄げんや上うえ杉すぎ謙けん信しん、毛もう利り元もと就なりですらなしえなかった全軍を率いての上じよう洛らくに成功した。しかしひとつだけ宗滴にも読めなかったことがあった。それは、織田信奈がこの世に二人といない余の理想の女性であったことだ、わが母になってくれる運命の相手だったことだ──こればかりは、風流を解さぬ宗滴にはわかるまい」

　小こ姓しようを呼んで持ってこさせた手て桶おけの水で顔を洗いながら、朝倉義景は暗い笑みを浮うかべた。

「余は、織田信奈を手に入れるまでは一歩も退かぬ。たとえどれほどの犠ぎ牲せいを払はらうことになろうともだ」

　はじめは、まだ見ぬ母を求める純じゆん粋すいな感情だったのかもしれない。

　だがいまや義景の心の中で、長らく宗滴に押さえつけられてきたその感情は、暗くよどんだものに変質しきっていた。

　義景が居座っている小谷城の小丸に、朝倉家への人質として自ら乗り込んできていた浅あざ井い久ひさ政まさ──浅井長なが政まさの父──が、「大声で叫んでおられたが、なにごとかな」と義景のもとにかけつけてきた。

　織田軍との決戦に敗れた浅井久政はすでに世せ俗ぞくを捨てて、事実上隠いん居きよの身になっている。

　朝倉義景は、織田信奈を手に入れるためなら小谷城の主あるじである浅井長政をすらだまし討ちにしかねない。浅井長政は、離り縁えんした信奈の妹・お市いち（その正体は津つ田だ信のぶ澄すみ）にいまだに心を惹かれていて、織田軍との決戦に乗り気でない。むしろ和わ睦ぼくしたがっている。

　信奈に心を奪うばわれ、もはや一種の狂きよう気きを帯びた朝倉義景が内心降こう伏ふくを考えている浅井長政をその毒どく牙がにかける危険が、多分にあった。

　そこで久政は自ら、義景のもとへ人質として居座り、義景の害が長政に及およばぬよう自ら盾たてとなっていたのである。

　が、その久政も、義景が夢にうなされて叫んでいた言葉を聞くに及び、義景もまた戦国乱世の大名家に生まれてしまったがために犠牲となったのだ、とはじめて知り、この男に同情した。

　朝倉義景が画家の長は谷せ川がわ等とう伯はくに入れ込み、小谷城の小丸の襖ふすまに幾いく多たの美少女画を描えがかせているのも、自らなりたくてもなれなかった風流画家としての夢を等伯に託たくしているからなのだろう。

「義景どの。宗滴どのをお恨うらみなされてはなりませぬぞ。大名の跡取りを育てることは、親としての心を、人としての心を捨てることかもしれぬ──これほど戦下手で脆ぜい弱じやくなわしとて、長政を愛らしい姫として育てることができなんだ。長政を六ろつ角かく承しよう禎ていの人質に差し出し、男装までさせねばならなくなった……そして、ついには天下盗とりという野望のために長政と信澄の仲を引き裂さいてしもうた。わしほど、自分の娘むすめを苦しめた愚おろかな父親もおるまい。死ねば地じ獄ごく行きじゃ」

　久政の言葉を、義景は止めた。

「貴様は反省しているだけ、まだ救われている。宗滴は死の寸前まで、己が正しいと信じ切っていた」

「わしは戦国の武将としては、心が弱いのじゃ。そこが宗滴どのとの差よ」

「武士とは犬いぬ畜ちく生しようなりなどと言い張る男よりは、よほどましであろう。だがこたびは勝たねばならぬ。天下などに興味はないが、この戦だけは勝たねば、な」

「宗滴どのを見返すためか、義景どの」

「違う。宗滴など、関係ない。織田信奈だけが、余を現世につなぎとめてくれるただひとつの夢なのだ。どこの馬の骨とも知れぬサルなどには絶対に渡わたさぬ！　悪い噂うわさを聞いた。あの二人が雪の夜に接せつ吻ぷんを交わしていたという噂だ──あんな嫌いやな噂を耳にしたために、余はあのような悪夢を見たのだろう」

　勝ちが見えてきたよ、とあどけない子供の声が聞こえてきた。

　土つち御み門かど久ひさ脩ながだ。

　安あ倍べの晴せい明めいを始祖に持つ陰おん陽みよう師じの本家・土御門家の少年当主。

　竹たけ中なか半はん兵べ衛えとの力比べで大敗して行方知れずになっていたが、今け朝さ方ひょっこりと戻もどってきたのだ。

「どこへ消えていた。若わか狭さにあるお前の屋や敷しきは無人だったが」

「加賀へ行っていたんだよ」

「加賀へ？」

　にやり、と久脩が口元をつりあげた。

「上杉謙信さんから、手紙を受け取ってきた。宛あて先さきは……言わなくてもわかっているね」

「余と、浅井長政か」

「越えち後ご軍は越えつ中ちゆうを越こえて、すでに加賀まで進しん撃げきしている。まもなく越前に入り、そしてこの小谷城にまで後ご詰づめに来てくれる。越後と越前の間には、加賀・越中の本ほん猫びよう寺じ一揆が立ちふさがっていたのだけれど、そこはやんごとなきお方がうまく処理したそうだよ」

「……本猫寺当主のけんにょですら統制できない北陸の一揆衆を鎮しずめるとは、さすがは関白・近この衛え前さき久ひさだな。あの妖よう怪かいじみた男は、無能なお歯黒の麻ま呂ろを装ってはいるが上杉謙信とはかねてより昵じつ懇こん。関白でありながら、自ら関東公く方ぼうとなるべく謙信の関東出兵に同行し参戦したほどの男だ」

「今、武田さんは小田原城に釘くぎづけで動けないからね。上杉さんはこの隙すきに武田領を空き巣す狙ねらいすることを潔しとはしないが、さりとて座して宿敵・信玄の上洛を見守り続けるつもりもない。どうやら上杉さんは関東の仕置きを奥おう州しゆうの伊だ達て政まさ宗むねに託して、自らは越えつ軍を率いて一気に上洛すると決めたようだ。よほど伊達政宗を気に入ったようだねえ」

「よい。信奈がわが妻になるならば、上杉にだろうが武田にだろうが天下などぜんぶくれてやる。久政、異存はないな？」

「……わが子長政には、もはや自ら天下人になる野望はなかろう……今はただ、長政が生きのびてくれればそれでよい。だがそのためには、織田家を滅ぼさねばならぬ。あれほどの裏切りをしでかした浅井家を、織田家が許せるはずがない……許せば、天下に面目が立たぬであろう。たとえ織田信奈が当家を許したくても、絶対に滅ぼさねばならぬ。天下布武の野望を達成するためにはのう」

「だろうな」

　他にもいい知らせはあるよ、と久脩が続けた。

「ボクはこんどこそ、あの竹中半兵衛に勝てる。陰陽師でなければ読めないある大きな変化が、今この国に起きている。ボクは各地の龍りゆう脈みやくを自分の足で辿たどって、この目で、この身体からだでたしかめてきた。虎とら御ご前ぜ山やまの結界を破る勝算はばっちりさ」

　あとは惑まどっている浅井長政に決断させるだけか、と義景はうなずいた。




　　　　※




　深夜。北ほう条じよう氏うじ康やすの居城・小田原城内。

　箱根山中からからくも救出された相良さがら良よし晴はるは、真さな田だ忍群の導きによって、小田原城内に割り振ふられている武田家陣じん営えいの館やかたへと転がり込んでいた。

　武田陣営は、八はち幡まん山やまに入っていた。

　小田原城は拡大に拡大を重ねて巨きよ大だい化しているが、もともとは箱根山系列の八幡山を城じよう塞さい化した山やま城じろであった。

　小田原城を奪だつ取しゆして本ほん拠きよとした北条は、やがて相模さがみ湾わんにより近い山さん麓ろくに降りて、城下町と一体化したいわゆる「平ひら城じろ」に居住するようになった。だが、八幡山の山城部分も合戦の際の「詰つめ」として残され、かつ平城部分と山城部分とが「総構え」によって繫つなげられることで小田原城は日ノ本に類例を見ない異様な巨城となっていったのだ。

　そして今、武田軍はこの「旧小田原城」にあたる山城の一角をあてがわれている。

　風ふう魔まの追つい撃げきを逃のがれてきた良晴は畳たたみの上に寝ね転ころんで、息を継いでいた。

　良晴を畳の上に放り投げてすぐに、佐さ助すけは「あー疲つかれたっ！　才さい蔵ぞうたちを迎むかえに行ってくるねっ、それじゃあねっ！」と再び闇やみの彼方かなたへと姿を消してしまっている。

　身体は小さいが、とてつもない元気者らしかった。

　猿さる飛とびの術を実際に見たのははじめてでござるが、あれはいわゆる忍にん術じゆつではござらぬ。ちかけもなしにちゅーをまっておりまちたじょ、どーにゃっているにょかわけがわかりまちぇんでした、と五ご右衛え門もん。

「大坂の陣じんで大だい活かつ躍やくする忍にん者じやじゃなかったのか、猿飛佐助って」

「はて。大坂の陣とは？」

「あ。いや。聞かなかったことにしてくれ五右衛門。猿飛の術って要は空を飛ぶ術なんだよな。五右衛門の蜂はち須す賀か流はもちろん、伊い賀が甲こう賀がにもないぶっ飛んだ忍術だな」

「あくまでも忍しのび界での噂ですが、猿飛の術とは、信州戸と隠がくし山やまのごちんたいからはっちゅるぴかりをあびてもちななかったおちゃなごにょみがみにつけりゅことのできりゅわじゃなのだとか」

「悪い。今回ばかりはほんとうになにを言っているのかぜんぜんわからん、五右衛門。嚙かまなくても理解困難な解説らしいから、三十文字ずつ切ってくれ。せめて句読点を入れてくれ」

「そもそも、猿飛佐助は川中島の合戦で死んだと聞いておりましたが……うにゅう」

　それはありえない。だって大坂の陣までは猿飛佐助が生きていなければ歴史がおかしくなるはずだぜ？　って、待てよ？　猿飛佐助は後世「立たつ川かわ文ぶん庫こ」が創り上げた架か空くうの忍者だったのでは……いやいや、それはあくまでも猿飛佐助の起源にまつわる仮説のひとつにすぎない。やはりモデルは実在したってことか。あの幼さなら大坂の陣の時代になってもまだぜんぜん現役だろうし……うーむ歴史ってのは奥が深いぜと良晴は首を捻ひねった。

「とにかく、理り屈くつがわからないのに宙を飛んでる間は生きた心地ここちがしなかった。それよりも信奈と十じゆう兵べ衛えちゃんは無事なのか!?　旅籠はたごの抜ぬけ道の出口は、どこに繫がっているんだ？」

「急いで迎えに行きたいところですが、明あけ智ち氏うじが来たからにはしんぱいごみゅようでちょう」

「心配するなと言われたって心配だよ！　風魔の大将らしき男は、身長二メートルを超こえる化け物みたいな忍びだったぞ？　顔はお面で隠かくしていたけど、あいつ、明らかに人間の類いじゃねーよ！」

「うにゅ。とても殺せそうになかったでござる」

「あれが噂の風魔小こ太た郎ろうなのだろうか？　風魔小太郎も謎なぞだらけで正体不明なんだよなあ」

「忍びは過去を語らぬもの。己の正体を明らかにする忍びなど二流でちゅからな」

「五右衛門の過去も、親父おやじさんから川かわ並なみ衆しゆうの頭領の座を継いだということと、蜂須賀流忍術の使い手だということ以外、ほとんど謎だよな。藤とう吉きち郎ろうのおっさんとはどこで知り合ったんだ？　俺らも長いつきあいなのに、そろそろ教えてくれてもいいんじゃねえか？」

「せせせ拙せつ者しやを口説く気でござるかっ？　ええええ遠えん慮りよするでござる！　せっちゃ、おにょこがにがてでちて、うにゅう。ちゃわるな、ちゃわるなっ！」

「ちょっと肩かたを抱だいただけでなんだよ五右衛門。子供忍者のくせにませてんな」

「子供ぢゃないっ！　うにゅう～屈くつ辱じよくでござる……はっ？　誰だれか来たようでごじゃるぞ」

「おっ！　真田忍群の頭領か、それとも武田家当主の武田信玄こと勝かつ千ち代よちゃんか？」

「……しろう、です」

　信玄ではなかった。

　良晴と五右衛門を出で迎むかえた者は、幼い巫み女こ姿の少女だった。

　まだ幼くて髪かみは禿かむろなのに、なかなか立派な巫女姿だった。

　伊い勢せ平定のために巫女になりおおせているとはいえ、根は忍びの姫ひめで邪じや悪あくかつわがままな滝たき川がわ一かず益ますとは正反対。高貴かつ純真そうな、瞳ひとみの大きい幼女だった。

「四し郎ろうどのでござるか。めんこいお嬢じようちゃんでござるな」

「五右衛門もめんこいお嬢ちゃんだと思うけどな」

「拙者は過去に訳ありの忍びでござる。お嬢ちゃんではごじゃらぬ」

「まあいいや。四郎ちゃん、か。きみが、俺たちを助けてくれたのか？」

「……ううん。姉上が、さがらさまをたすけよと、さすけたちに」

　幼い巫女が恥はずかしそうに、こくり、と小さくうなずく。

「姉上？」

「晴はる信のぶ姉様。いまは、『しんげん』となのっている姉上が」

　今は『ぐんぎ』にでているので、いもうとのしろうがかわりにさがらさまをおでむかえに、と四郎がためらいながらたどたどしい口調で説明してくれた。

「とにかく、命を救われたよ。ありがとう。なにか礼をしたいけれど、手ぶらで逃れてきたのでなにもあげられないなあ」

「忍びの殺し道具がいくつか残っているでござるよ」

「五右衛門。殺さつ伐ばつとした道具をあどけない巫女ちゃんに渡すんじゃないぞ」

「……いい。いらない」

　ぽっ……と頰ほおを赤らめながら、幼い巫女がおずおずと返事をした。

　なんていい子なんだ。良晴は感激した。妹のねねも、これくらい素直な幼女だったら俺はどれだけ楽できるか。ここまで純じゆん朴ぼくな子じゃなくてもいい、せめておみやげの食べ物をぜんぶみそ味にしようとする、あの尾お張わり人特有の悪あく癖へきさえ改めてくれればそれでいいのに。

「よい子でござるな」

「海かい賊ぞくを率いるエセ巫女だったり朱しゆ槍やりで突ついてきたり金的を蹴けってきたり火か炎えん弾だんで自じ爆ばくしようとする邪悪幼女が多いこの戦国の世では、貴重な存在だな。やまと御ご所しよの姫ひ巫み女こさまを思いだすなあ」

「んにゅ？　相良氏、あのお方のお姿を見たことがあるでござるか？」

「あ、いや。どうして姫巫女さまを思いだしたんだろう？　この子は、どこか似ている気がするんだよな。なぜだろう？　巫女姿だからだろうか。でも、勝千代ちゃんの妹なんだよな？　ということは武田一族、甲か斐い源げん氏じの末まつ裔えいだ。どうして巫女姿なんだい？」

「武田家が信濃しなのの諏す訪わ家から義妹として迎えた四郎勝かつ頼よりどのでござろう」

「あい。しろうは、諏訪の巫女……」

「えええ？　それじゃあ……この子が、未来の武田勝頼っ？」

　良晴の知識では武田勝頼といえば、武田信玄亡きあと武田家の当主の座を継ついだ悲劇の武将である。

　信玄と諏訪家の姫との間にできた子供だったはずだが……俺が知っている歴史とズレている、と良晴は思った。

「信濃は特別な国なのでござるよ、相良氏」

　五右衛門いわく、諏訪家は信濃の諏訪神社の大おお祝ほうり（神官）として地元では絶対的に崇すう拝はいされてきた高貴な家いえ柄がらで、神の血をひく古い一族だという。

「神の血？」

「諏訪家の由来は、やまと御所の姫巫女さまの一族よりもさらに古いのでござる」

「信奈の地元の熱あつ田た神宮や、一益ちゃんになぜか乗っ取られている伊い勢せの神宮が祀まつっている天あま照てらす大おお神みかみが、やまと御所の始祖とも言える神じゃなかったっけ？　そりゃまあ、神話の上ではさらに伊い弉ざ諾なぎ伊い弉ざ冉なみやそれ以前の謎の神々にまでさかのぼれるけれど」

「天照系列は、天あま津つ神かみの一族にござる。諏訪家は国くに津つ神かみの末裔でござる」

「国津神。日本神話に出てくる、あの？　天津神の一族に負けた、日ノ本の古い神々か！」

「うにゅう。高たか天まが原はらより天下り、出雲いずもへ攻せめてきた天津神との戦いに敗れたたけみにゃかちゃのきゃみが、しなのへのがれてきてすわじんぢゃにまちゅられたのでごじゃるよ」

「嚙み嚙みだが、『建たけ御み名な方かたの神かみ』と言いたいんだな。その諏訪家が日ノ本の戦乱の中で武装して戦国大名化し、そして武田家に滅ほろぼされたというわけか」

「……あい」

　四郎がうなずいた。

　四郎のたどたどしい説明によれば、かつて武田信玄が信濃に侵しん攻こうした際にこの「神みわ氏し」諏訪家を滅ぼしたのだが、その際、諏訪家直系の血をひく幼い巫女・四郎を自分の義理の妹としたのだという。以来、四郎は信玄に実の妹以上に愛され、平へい穏おんに暮らしているのだとも。

「やまと御所より歴史のある神々の末裔を滅ぼすとは、容よう赦しやないな勝千代ちゃんも。見た目は愛らしい女の子でも、やっぱり武田信玄なんだな」

「しかし武田家に引き取ってもらえて、よかったでござるな」

「……かんすけが、すすめてくれた。いえをうしなったしろうがこうしていきていられるのは、かんすけのおかげ」

「山やま本もと勘かん助すけのおっさんが。会ったことはないが、戦においては悪あく辣らつな謀ぼう略りやくを次々と繰くり広げたが、えらく幼女に優しい性格だったとか。梵ぼん天てん丸まるの境きよう遇ぐうに同情して大切な自分の眼帯を贈おくってくれたりしたとも聞いたぜ。しかも、武田のための戦にすべてを捧ささげて生しよう涯がい独身を貫つらぬいた。男の中の男だったんだな……男たる者、かくありたいものだぜ」

「未来語で言うところの露ろ璃り魂こんでござろう」

「そうやってなんでもロリコンの一言で片付けるのはよくない風潮だぜ五右衛門！　大の男が幼女に優しくしてなにが悪いんだーっ！」

「相良氏もずいぶん露璃魂の病が進んだでござるな」

「……でももう、かんすけはいないの。くすん」

　そうだった。

　川中島でなぜか奇き跡せき的に命をとりとめた山本勘助だったが、斎さい藤とう道どう三さんとともに「岐ぎ阜ふの合戦」で散ってしまったのだ。

　あたかも、本来は「長なが良ら川がわの合戦」で死すべき運命だった斎藤道三を自ら迎えに行くかのように、戦場を駆かけ抜けてそして唐とう突とつに病を発し、そのまま帰らぬ者となった──。

　背後に浅井朝倉という強敵を残したまま斎藤道三の仇あだ討うちを果たさねばならなかった信奈と、本国を伊達・上杉に脅おびやかされながらも山本勘助の悲願であった上じよう洛らくを果たすために目の前の織田軍を粉ふん砕さいしようとしていた武田信玄。

　岐阜で壊かい滅めつ的な総力戦を行って、共とも倒だおれになる寸前だった織田家と武田家。

　しかしその信玄を押しとどめたものは、いまわの際に勘助が真田忍群に残した信玄への遺言だったのだともいう。

「四郎ちゃんにとっては、山本勘助はお父さんのような人だったんだな。だいじょうぶ。いずれ勝千代ちゃんも婿むこを迎むかえるさ。勘助のおっさんのような、子供に優しい人だといいな」

「……あい」

　五右衛門が無言で四郎の頭をそっと撫なで、良晴は「五右衛門にも案外子供に優しいところがあるんだな」と鼻をすすりながらつぶやいていた。

「でも、どうして勝千代ちゃんは俺を外交の使者として招待してくれたんだ？　長なが秀ひでさんでも十兵衛ちゃんでもよかったはずだが。どうして俺なんだろう？」

「……あい。『ぐんぎ』のばに、おまねきせよと、姉上が」

「えっ？　軍議に参加しろって？　まさか、今から？」

「あい」

「俺は、今なお風ふう魔まに追われている信奈と十兵衛ちゃんが心配なんだが」

「二人なら心配ご無用。それに、われらこそ脱だつ出しゆつは無理でござるよちゃがらうぢ。しろうどのをひとぢちにでもとらにゅかぎり」

「……もちろん、そんな幼女を利用する真ま似ねは山本勘助のおっさんを尊敬する俺にはできないし、ここは小田原城のど真ん中だ。じたばたしても無む駄だだな。つーか俺は外交の使者として来たんだから、暴れてる場合じゃねえ……暴れたらすべてがご破算だ。信奈たちが気がかりでしょうがないが……」

「耐たえるでござる。今こそ、降ってわいた外交交こう渉しようの絶好の機会でごじゃる」

「そうだな。勝千代ちゃんも、俺になにか重要な用事があるんだろうしな。どういう用件かは想像もできないが、それを俺が吞のめば取り引きできるかもしれない。上杉の上洛を阻そ止ししてくれ、と頼たのむチャンスだ」

　それじゃあ勝千代ちゃんとの軍議に臨もう、と良晴がうなずいた。

　あい、と四郎が声を発するとともに、四方の襖ふすまがいっせいに開いて、華はなやかな四人の姫武将が姿を現した。




「「「「ここから先はわれら武田四天王がご案内します!!」」」」




　みな、一いつ騎き当とう千せんの豪ごうの者と一見してわかる腕うで前まえの持ち主であり、手には自ら得意とする得え物ものを持ち、そしてそれぞれ個性はあるが優ゆう劣れつの付けがたいとびきりの美少女である。

「はじめまして、武田の副将・内ない藤とう昌まさ豊とよです。相良良晴どの？　われら四天王はあなたを試していたんです。信玄さまがおっしゃるように、ほんとうにあなたが信用できる人物かどうかを。もしも、あなたが少しでも四郎さまにおかしな真似をすれば」

　石いし礫つぶてを手にとった、どこか影かげの薄うすい姫武将がにこりと笑っている。顔もスタイルも整った美少女なのだが、いまいち個性がなく、他の三人の派手な姫武将の中でどことなく埋まい没ぼつしているように良晴には見えた。

「高こう坂さか昌まさ信のぶです！　そうなれば即そく座ざに四天王同時連撃によって殺さねばならないところでしたっ！　いや～そんな修しゆ羅ら場ばは苦手なのでこっそり逃にげたかったですっ」

　内藤昌豊とは対照的なひまわりのような明るい笑顔で、派手な顔の作りを誇ほこる姫ひめ武将・高坂昌信が小刀をぽんぽんと宙に飛ばしては手て許もとへと回収する。

「山やま県がた昌まさ景かげよ。主君が風魔に追われ、自らも敵地に拉ら致ちされてきたというのに、ずいぶんと度胸がある少年だわ。さすがは山本勘助の後こう継けい者しやと信玄さまが見込んだだけのことはあるわ」

　真紅の鉄てつ扇せんを広げながら、兎うさぎのように小こ柄がらな少女武将・山県昌景が微笑ほほえんだ。貴族のように高貴な顔立ちだが、口を閉じるとωの形になって、ただ高貴なだけではなくなんとも愛らしい。

「……わが名は馬ば場ば信のぶ房ふさ……この男は四郎さまを見ても鼻血を流さなかったぶん、山本勘助どのよりまともかもしれない……ある意味……」

　巨きよ大だいな金かな鎚づちを構えた大おお柄がらな姫武将・馬場信房が、半分まぶたを閉じながらぼそりとつぶやく。

　やはり包囲されていたでござる、暴れなくてよかったですな相良氏、と五右衛門が苦笑いしていた。

　が、良晴は、

「うおおおおっ!?　四人が四人とも、ありえないレベルでかわいい女の子ばかり……!?　た、た、た、武田家は、は、は、は、ハーレムだあああ！　こんな夢のような職場にいながら勘助のおっさんはどうして生涯独身を貫いたんだっ？　悪いが俺には理解できねえええええ！　うおおおおん。藤吉郎のおっさんが生きていたら、絶対に仕官を勧すすめたのによう！　みんなまだ独身だよね？　旦だん那なさまはいないんだよね？　フリーだよねっ？」

　最大の弱点である「女好き」を唐突な四天王の登場によって一点突とつ破ぱされて、鼻の下を伸のばしたサルと化していた。信奈と光みつ秀ひでに見られたら、即座に首を落とされるところだ。

「相良良晴どの、聞いているんですか!?　われら四天王の殺し文句を聞き流さないでください、少しは震ふるえあがってください！　四天王同時連撃がどれほどの殺傷能力を誇るか知らないんですか!?　あなた、死ぬところだったんですよ？」

「あわわ。突とつ然ぜん、人間からサルに変身しましたよ、この人？　なにやら身の危険を感じます、貞てい操そうの危機を感じます！　逃げましょう！」

「はあ。度胸があるのかと思ったけれど、ただの馬ば鹿かだったのね。信玄さまの人材鑑かん定てい眼にも、乱れが生じることがあるのね」

「あー……ほんとうに、こんないやらしいサルをあそこに連れていっていいのだろうか……信玄さまが心配……殺しておいたほうが……」

「そうね。信玄さまが穢けがされてしまうわ。殺しましょう」

「そうです。こんなエロザルをわれらの憧あこがれである信玄さまに近づけては危険です！　殺したあと、信玄さまのお怒いかりが解けるまで逃げましょう！」

「「「承知！」」」

「副将の内藤昌豊としてはですね……皆みなさん、聞いてくださいよ!?」

「ええっ？　ちょっと待って！　客人の俺を殺すって、なんで、どうしてっ？　もしかして前ぜん鬼きが言っていた『女難の相』ってこのことだったのか～っ!?」

　せっかく「死の試練」に合格しておきながら、自分から死亡確定の方向に全力で突つっ走っているでござる、と五右衛門の視線は冷め切っていた。

「やれやれ。さっきの苦笑いを返してほしいでござる」

「俺はただ、一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれて心が乱れただけなんだよ～！　金かねヶが崎さきで二万の朝倉軍に追つい撃げきされても俺は動じねえが、かわいい女の子たちがずらりと不意打ちで登場してきたからわれを忘れて頭が沸ふつ騰とうしちまったんだ！」

「うにゅう。おにゃのこに鼻の下を伸ばして手打ちというお最期では、信奈姫ひめもついとーしがいがにゃいというものでござるな」

　だが、良晴をかばうように手を広げて、四天王を止めた者がいた。

「……このひとは、かんすけに、にているひと。やさしいひと」

　四郎勝頼だった。

「……あー……四郎さまが、そうおっしゃるなら……」

「信玄さまの言いつけ通り、案内しましょう。でも、信玄さまがこのエロザルに襲おそわれて怒おこっちゃったら……皆さん、逃げましょう！」

「いいえ。諏す訪わの巫み女こである四郎さまがおっしゃるのだから、間ま違ちがいない……はずだわ。きっと、そうだわ。連れていきましょう」

「私たち武田四天王は全員、山本勘助どのに育てていただいた弟子ですからね。軍学。築城術。各国の地勢に風土。そして武士道とも言うべき、主あるじに仕える侍さむらいとしての精神。みな、勘助どのから丁てい寧ねいに教えていただいたのです。四郎さまが勘助どのに似ているとおっしゃる人を討つことは、ためらわれますね」

「……自分にとっても、勘助どのは大恩ある師し匠しよう。勘助どのを亡くされたばかりの四郎さまを、これ以上傷つけることはできない」

「でも信玄さまは、相良良晴は勘助どのよりもむしろ太た郎ろうさまに似ているとおっしゃられていたわ。それなのに四郎さまの目には、勘助どのに似ている殿との方がたに見えているのだわ。不思議な男だわ」

「太郎さまに？　そんな話、あたしは聞いていませんよっ？　どういうことなんですかっ山県どのっ!?　この高坂昌信の目をかいくぐり、いつ信玄さまと閨ねやをともにして」

「閨などともにしていないのだわっ！　嫉しつ妬とするのはやめなさい高坂！」

「……高坂が信玄さまを見る目は、われらとはなにかが違ちがう……かもしれない」

「いーえ、違いませんっ！　みんな隙すきあらば信玄さまの嫁よめになろうと企たくらんでいるくせにっ！　だから全員お年とし頃ごろになっても独身を通しているんでしょう、そうに違いないですよーっ！」

「よ、嫁になろうだなんて。女同士で意味がわからないのだわ。でも」

「信玄さまが婿を取られない限り、家臣である私たちが婿を取ることは」

「……はばかられる……」

「だって、信玄さまの心の穴をよそ者の殿方が埋うめることは無理なんですっ！　信玄さまの家族にも等しい四天王でないとっ！　とりわけこの愛らしい高坂昌信がっ！　いつかきっと、必ずお埋めいたしますっ！」

「敵将の前でその話はおやめなさい、高坂」

「あーっ！　そうでしたっ、すみませんっ！　このサルはどうぶつではなくて、織田家の武将でしたねっ！」

　やれやれどうやら殺意は消えたでござる、助かりましたな、四天王同時連撃はちゃがらうぢにもかわせませぬぞ、と五右衛門。

　良晴は、自分が今、戦国時代の「伝説」となっている武田四天王と会っているのだとようやく実感していた。全員が目の覚めるような美少女だったので、脳がそのことを理解するのに時間がかかってしまったらしい。

　美形だが、欠点がなさすぎてかえって影の薄い内藤昌豊は──四天王でありながらなぜか一人だけ大河ドラマで出番がなかったりする薄はつ幸こうの副将・内藤修しゆ理りだ。

　アイドルのように華やかな高坂昌信は──「逃げましょう」の口くち癖ぐせから察するに、撤てつ退たい戦を得意とする「逃げ弾だん正じよう」こと高坂弾正だ。川中島の合戦では、妻さい女じよ山さんへの別働隊を率いて八はち幡まん原ばらへ急行し、信玄の窮きゆう地ちを救っている。

　小さな小さな少女・山県昌景は、身長百三十センチという小柄な身体からだでありながら真紅に染め上げた戦国最強騎き馬ば隊「武田の赤備え」を率いて諸国に恐おそれられた、問答無用の武田家最強武将。

　そして、すらりと背が高く、その珠たまのような美しい肌はだに傷きず跡あとひとつない馬場信房は、あの「長なが篠しのの合戦」で壮そう絶ぜつな討ち死にを遂とげるまで、幾いく多たの戦場において一度も傷を負わなかったという伝説を持つ「不死身の馬場美み濃の」だ。

　四人が四人とも、その気になれば戦国大名として一国一城を支配し、天下を争える実力の持ち主なのだ。にもかかわらず、四人は主君の武田信玄に絶対的な忠誠を誓ちかい続け、最後まで武田の一武将として戦い続けたのだ。なにしろ四人のうち、留守を任された高坂昌信を除く三人までが、信玄なきあと「長篠の合戦」でまるで信玄のために追い腹を切るかのように織田の鉄てつ砲ぽう隊の前へと突とつ進しんし続け、壮絶に討ち死にしていった──ほとんど、殉じゆん死しに等しい死だったといえる。己の意に反してただ一人生き残ってしまった高坂昌信は、武田家が滅ほろびゆく中で武田信玄の業績を残すべく「甲こう陽よう軍ぐん鑑かん」を書き継つぎ、信玄と勘助、そして武田家の諸将たちの伝説を後世へ残すという辛つらい仕事を果たした。盟友の三人が長篠で討ち死にしたあとも、「甲陽軍鑑」は書き継がれた。高坂昌信は生き延びてしまった者としての任務を遂すい行こうしたのだ。四天王はそれほどに武田信玄を崇あがめ慕したい続ける名将たちであり猛もう将しようたちなのだ。むろん、侍としての戦せん闘とう力も高い。

　その四人が「この男、信玄さまに近づけては危険なエロザルにつき」と良晴の処分を決意し、この狭せまい室内でそれぞれの得物を手に四方から同時連撃を繰くり出してくれば──いくら良晴でも、避よけようがない。

　そのことに気づくと同時に、良晴の足がふるふると震えていた。

「では、ただちに回かい廊ろうを渡り四郎さまとその忍しのびさんとともに軍議の場へ来てください、相良良晴どの。改めて、武田四天王が案内します」

「武田の副将」内藤昌豊がうなずいていた。

　勝千代ちゃんの心の穴ってなんだろう？　と良晴はふと思ったが、四天王はまだ織田家からやってきた敵国の武将である良晴を信しん頼らいしていいのか半信半疑なので、とても質問できそうな空気ではなかった。

　良晴は、四天王と四郎に連れられて、山中の回廊を進んだ。




　軍議の場は、八はち幡まん山やまの草深い森の中にあった。

　闇やみの中、深い堀ほり切きりの上にかけられた吊つり橋を渡った先に、良晴は通されていた。周囲は木々に覆おおわれていて、しかも暗いので視界が利かない。

　人ひと気けのない、八幡山の外れにある森だった。その鬱うつ蒼そうとした森の中央部分が、陣じん幕まくで覆われている。この陣幕の向こうが軍議場。織田家の命運を賭かけた武田信玄との外交交こう渉しようがこれからはじまる、と良晴は生なま唾つばを飲んだ。

「われら四天王は、曲くせ者ものを中に入れぬよう、見張りをしますので」

「相良良晴。お前は四郎さまとともに、陣幕の向こうにある、軍議の場へ」

「……あい」

「わ、わかった。五右衛門も同席していい？　一応、俺の用心棒ということで」

「拙せつ者しやは相良氏うじの影かげ。軍議の場で見聞きしたことは黙もくして語らぬでござる、ごあんちんを」

「……構わないが、ただし」

「軍議の場に入る者は全員、着ているものを脱ぬいでくださ～い！」

　うにゅう!?　と五右衛門が悲鳴をあげ、良晴が顔を覆った。

「ええええええっ!?　どうしてっ!?」

「武田の軍議場は、温泉なんですっ！　甲か斐いでもよく温泉で軍議を開きますが、それはあくまでも温泉大好きな信玄さまの趣しゆ味み！　ここ小田原城の温泉にはまた別の意味があるんですっ」

「用心深い信玄さまは、軍議の場で隙を見せすぎたり、あるいは逆に防備を固かためすぎたりすれば、北条氏康が風ふう魔まを用いて自分や家臣を衝しよう動どう的に暗殺するかもしれないと用心しているのです。それで、裏手の箱根山から湯を引き入れさせて、軍議場を温泉に。お互たがいに裸はだかになってしまえば、警けい戒かい心も解けるし忍びによる暗殺も防げるだろうと。さすがは信玄さまですね」

「……温泉だから、裸の者でなければ入れない。甲かつ冑ちゆうを着て入浴すれば、湯あたりするし重くて動けなくなるから自分のほうが危険になる……裸だから、暗器も持ち込めない……濡ぬれるから、火薬も効かない……」

　山県昌景が「お前のようなエロザルが全ぜん裸らになって美しい信玄さまと一いつ緒しよに入浴するだなんてあまりにも無念だから、せめて腰こしにこの風林火山印の手ぬぐいを巻いて隠かくして頂ちよう戴だい。この手ぬぐいが腰から落ちて醜みにくいお前の下半身が信玄さまの目の前でさらされたら、その場で手討ちにするのだわ」と赤い手ぬぐいを良晴に渡してきた。

　そうだった。よく考えたら俺と勝千代ちゃんとの初対面の場は、山の中の温泉だったよな。あの時は勝千代ちゃんに子こ供ども扱あつかいされていたからなにげなく和わ気き藹あい々あいと混浴しちまったけれど、勝千代ちゃんを崇すう拝はいしている四天王に知られたら俺、問答無用で殺されるな、と良晴は気づいて震ふるえあがった。

　あの時はよくもまあ包ほう囲い網もうをかいくぐって武田信玄の隠し湯に潜せん入にゆうできたものだ……一益ちゃんって実は忍びとして優ゆう秀しゆうなんだな、と改めて実感し、（あの時は勝千代ちゃんのおっぱいを拝ませてくれてありがとう一益ちゃん。湯気とお湯が邪じや魔まで、肝かん心じんの部分は見えなかったけれど、眼福だった）とまた鼻の下を伸のばし、山県昌景に鉄てつ扇せんで頭をゴンッと殴なぐられた。

「いてえええ！　それ凶きよう器きじゃねえか！　死ぬ、死んじまう！」

「興奮して鼻から血を流しているのだわ。やはりこのサルは危険どうぶつ」

「鉄扇で殴られたから出血しただけだよっ！」

「急ぐでござるよ、脱ぎ脱ぎ。照れずにさっさと脱ぐでござるよ相良うぢ」

「わーっ!?　五右衛門ッ!?　お前もちょっとはためらえよっ！　ふんどし姿のお尻しりを俺に見せるな！　お前、男が苦手じゃなかったのかっ!?」

「ふんどしは忍びの魂たましいでござる。いやらちい視線で見るほうが心が汚よごれているのでごじゃる」

「「「「相良良晴、さっさと脱げ！」」」」

「……あい」

　四天王たちに囲まれて「脱げ」と迫せまられる良晴。抵てい抗こうすれば鉄扇攻こう撃げき。これは現代で言えば集団女子による逆セクハラではないでしょうか、と良晴は泣きたくなった。信奈をはじめ姫ひめ武将だらけの織田家でも、男女混浴など御ご法はつ度とである。「お風ふ呂ろを覗のぞくなサルッ」と勝かつ家いえに殴られることはあっても「さっさと脱げ」と迫られるようなことはない。どうやら武田家では、姫武将の立場が圧あつ倒とう的てきに強いらしい。四天王には乙女おとめらしい羞しゆう恥ち心しんはあるが、それ以上に良晴をどうぶつ的に見下しているので、男に対する羞恥心よりも貴族意識的な自尊心のほうが勝っているということか。当主・信玄の家臣団育成方針が、姫武将にほぼ全振ふりなのかもしれない。

　ぷぷぷ照れてるですね。威い張ばっていても、裸に剝むいてしまえば男とは貧相で憐あわれなものなのだわ。……胸がぜんぜんない……同じ人間とは思えない……。なるほど殿方の身体とは、女のできそこないのような身体なのですね。こんなふうに四天王があまりに物もの珍めずらしそうに良晴の裸を観察するので、（動物園に入れられたサルになった気分だ）と良晴は泣きたくなった。

「……皆みなさん、あんまり見ないでください。特に四郎ちゃん。興味しんしんで覗かないででください。照れます……」

「……あい」

「拙者、ふんどしだけは脱がないでござる。殿方の前でふんどしを取る恥ち辱じよくだけはかんべんでござる。ささ、いくでござるよちゃがらうぢ」
















「五右衛門。お前はふんどしよりも胸を隠せ胸を。過去に訳ありの大人の忍びじゃなかったのかよ。いくら俺がロリコンじゃないと言ってもだなあ……ギャー！　腰に巻いた手ぬぐいが落ちた！」

「うにゅうっ？　ややややめてくだされでござるっ！」

「「「「いやああああっ!?　相良良晴、殺すッ!!」」」」

　良晴はもう一刻も早く、四天王の視線から逃のがれたかった。這はいつくばって慌あわてて腰に手ぬぐいを巻き直しているうちに、四人の足が同時に良晴の後頭部めがけて襲おそってきた。

「ごめんごめん！　わざとじゃないんだっ！　それじゃあ皆さん、さようならっ！」

　良晴は前方確認する余よ裕ゆうもない。中ちゆう腰ごし状態で這いながら陣幕に頭を突つっ込み、軍議の場──露ろ天てん温泉へと突とつ入にゆうした。

「四天王は全員甲冑を着ているから、温泉へは入ってこられない。た、助かった～！」

　ぽむっ！

　なにか柔やわらかいものが、良晴の顔面を直ちよく撃げきしていた。ぽよん、と強い弾だん力りよくに跳はね返されると同時に、良晴は「げっ!?」と悲鳴をあげていた。

「お……女の子の、お尻ッ!?　や、柔らかくて濡れている……！　しかも……蒙もう古こ斑はんつき……！」

　良晴は、全裸になって露天温泉に入っていた女の子のお尻に、顔を埋うずめてしまったらしかった。彼女が「のぼせそうだわ」とちょうど立ち上がったところに、運悪く突進してしまったようだ。しかし、その姫武将は武田信玄ではなかった。長い黒くろ髪かみの持ち主で、身体からだは瘦やせている。振ふり向いたその顔は、お人形のように整ってはいたが、表情は氷のように凍こおり付いている。

　そして、なぜか手に、鈴すずを持っていた。

「ひいっ!?　なっ、なんなのお前はっ!?　お、お、男がどうしてこの軍議の場にっ!?　見たわね、私の秘密を目にしてしまったわね！　風魔衆ッ！　信玄との約定などたった今無効になったわ！　ただちに私の秘密を見てしまったこの不ふ埒らちな男を殺し──」

「ちょっと待ってくれえ！　事故だ！　俺は刺し客かくでも間者でも露ろ天てん風ぶ呂ろを覗きに来た変質者でもない！」

「黙だまりなさい！　お前が誰だれであろうが知ったことではないわ！　この関東最高の智将・北条氏康のお尻にいまだに蒙古斑があることを知った男は必ず殺すと決めているの！　そもそも蒙古斑以前に私のお尻に顔を埋めたわね、その罪は万死に値するわ！」

「関東の獅し子し・北条氏康ッ!?　きゃ、きゃしゃな女の子だけれど、お尻は大きくて柔らかいっすね？　あ、でも、胸は薄うすいかな？」

「相良氏。その、心に浮うかんだ言葉をそのまま口にする癖くせはいっちょうなおりゃらないでござるな」

「……死ね！　ただちにこいつを殺しなさい、風魔！」

　ちりちり、と氏康が屈くつ辱じよくに震えながら鈴を鳴らした。

　どうやら、風魔を呼ぶための道具らしい。遠くに潜ひそんでいても、氏康が鳴らした鈴の音を聞きつけるとともに参上するのだろう。

「五右衛門、しかたがない！　いったん逃にげるッ！」

「相良氏、腰の手ぬぐいがまたずり落ちているでござるよ！」

「ヒエ～ッ？」

「……いっ……いやああああああ！」

　終わった！　良晴が（信奈、すまない！　こんなところで「女難の相」が炸さく裂れつして、わけのわからない最期を遂とげることに……！）と絶望して座り込んだまま固まっていると、

「まあ待て氏康。そいつがあたしの客人だ。織田家の家臣、未来から来た相良良晴だ。悪いが、良晴？　そうやって若い男が裸でうろついているとあたしたちには目の毒だから、さっさと湯に浸つかれ」

「……あい」

　じっと湯に浸かっていたもう一人の大おお柄がらな姫武将──武田信玄こと勝千代が、声をかけてくれた。

　その隣となりには、巫み女こ服を脱いだ四郎勝頼が、ちゃぷん、とお湯に浸かっている。

「か、勝千代ちゃん！　助かったあ！　箱根に入ってから、俺も信奈も風ふう魔まに襲われ続けなんだ！　真さな田だ忍しのびをよこしてくれてありがとう！」

「い、いいから前を隠せ。恥はずかしいから、湯に入れ。お前、見ないうちに身体が一回り大きくなったな……もうガキ扱あつかいはできないな……」

「え？　そうかな？　俺は、勝千代ちゃんに妙みように警戒されてそうやって胸を隠されるくらいなら、ガキ扱いされていたほうが幸せだけどな！」

　このサルみたいな男がほんとうに織田家の重臣・相良良晴なの？　なんなの。いったい何者なの。さっきから私のお尻と信玄の胸しか目に入っていないようだけれど、恐きよう怖ふ心しんとか持ってないの？　もしかしてとてつもなく豪ごう胆たんなの？　と、再会を喜び合う信玄と良晴の和気藹あい々あいとした姿を見て殺意を削そがれた氏康が、あきらめてとぷり……と湯に浸かりなおした。ここは、小田原城内だ。氏康が良晴を殺そうと思えば、いつでも殺せる。

「関東は物ぶつ騒そうなのだぞ、相良良晴。この胸が洗せん濯たく板いたな女・北条氏康は、なにかといえば風魔を動かして暗殺だの調略だのをやらかす女だ。織田信奈とお前の動きなど、風魔にははじめから筒つつ抜ぬけだった。あたしが守ってやらなければ、お前は風魔に討たれていたぞ」

「洗濯板じゃないわよっ！　殿との方がたの前でその話をするわけっ？　あなたという女は！　いいこと。胸は大きいほうがいいだなんて、南なん蛮ばん人じんが持ち込んだ邪じや悪あくな思想だわ！　小さいほうが美しいに決まっているでしょう？　この日ノ本では今までずっとそうだったわ！　最近の男どもがおかしいのよ。胸が大きいほうがいいだなんて……俗ぞく物ぶつの戯たわ言ごとだわ！」

「負け惜おしみを言うな。さっきから相良良晴の視線はあたしの胸に釘くぎづけで、お前の胸には一いち瞥べつもくれない。それで勝負はついているだろう」

「いいえ。私のお尻には夢中になっているみたいよ？　って、夢中にならないでちょうだい気持ち悪いッ！　そもそも蒙古斑の秘密を男どもに知られたら私、お嫁よめに行けなくなってしまう！　関東一の智将のお尻が実はいまだにお子さまだなんて知れたら……やっぱりこのサル男だけは殺すわ！」

　氏康は容よう赦しやなく風魔忍びを操って暗殺を行える冷れい徹てつな智将だが、どうにも信玄を苦手にしているらしい。外見・性格・嗜し好こうのすべてにおいて反りの合わない二人らしかった。上杉謙信という共通の敵がいなければ、三み増ませ峠とうげの合戦のような死し闘とうをえんえんと繰くり返していたかもしれない。

　良晴は（勝千代ちゃん。氏康の殺意を削いでくれてありがとう）と感謝しながら、「信奈と十兵衛ちゃん……明智光秀も風魔に追われているんだ。真田忍びの力で保護して、小田原城へ入れてくれないだろうか」と信玄に頼たのんだ。だが、さすがに「甲か斐いの虎とら」信玄はそこまで甘くはない。良晴に甘いのは、特別な理由がある。

「使者としてよこせ、とあたしが竹中半兵衛に言いつけた相手は、相良良晴、お前一人だ。あとの奴やつは知らん。そもそも当主の織田信奈が自ら小田原城へやってこようなど、自殺行こう為いに等しいと思うがな。風魔の手で殺してくれといわんばかりだ。織田家の連中はみな、北条氏康がどれほど陰いん険けんで陰いん湿しつで小ずるくて執しゆう念ねん深ぶかくて暗殺好きで乱らつ波ぱ好きで胸と情が薄い女かを知らなかったのか？」

「……信玄。あなたもたいていしつっこいわね。とりあえずあなたの客人なのだから、好きに話させてあげるわよ。だから胸の話はやめてちょうだい」

「ハ。相良良晴にも刺客を放っておきながら、よく言う。良晴？　織田信奈がまことに天下人の器うつわの持ち主ならば、風魔ごときに暗殺されたりはしないだろう。あの上杉謙信は毎年関東出兵を繰り返しているが、氏康が放った風魔忍びなど寄せ付けもしないぞ」

「上杉謙信はだって、勝千代ちゃんと北条氏康が連合して戦っても勝つことができない毘び沙しや門もん天てんの化身、越えち後ごの軍神だろう？　謙信の強さは特別だよ。信奈はそうじゃないよ。いくら十兵衛ちゃんが護衛についていても……」

「ふふ。箱根山にも、風魔の攻こう撃げきを封ふうじることのできる安全圏けんはある。そのことに気づける知ち恵えがないというのならば、あたしの知ったことではないな。仮にも天下人を自認するほどの姫ひめ武将ならば、今いま頃ごろは箱根山に安全圏を発見してそこへ飛び込み、九死に一生を得ているはずだ。そうでなければならない」

「そんな場所が箱根にあるのか？」

「口が軽いわよ、信玄！　それ以上、北条家の内部事情を漏もらさないで！」

「氏康の浮かない顔を見ろ。あるさ。織田信奈は生きているという前提で話をするか、相良良晴？　あるいはもう死んだ、という前提で？　再さい上じよう洛らくの時を待っているあたしとしては後者のほうが助かるのだがな──」

　前者で、と良晴は即そく答とうしていた。

「半兵衛ちゃんが十兵衛ちゃんをあとから送り込んできたということは、不足していた風魔対策を完かん璧ぺきに埋める策を考え出したということだ。だから信奈は、生きてこの小田原城へ到とう達たつするよ」

　信玄は「そうなればいいな」と苦笑し、「織田家が持ち込んできた用件はもうわかっているから言わなくてもいい。上洛しようと出兵した上杉謙信を越後へ帰き還かんさせてほしいのだろう？　川中島か、あるいは上野こうずけに武田が出しゆつ陣じんすればそれで済む。伊達政宗さえ奥おう州しゆうへ帰れば、簡単なことだ。だが、織田信奈に伊達軍を追い返す算段はあるのか？」と問うてきた。

　まさか、半兵衛の読み──あと一ヶ月もすれば奥州軍は自動的に撤てつ退たいすることになるので、それを織田家による外交交こう渉しようの手て柄がらにすればいい──を素直に打ち明けるわけにはいかない。さてどうしよう。俺は噓うそが苦手なんだよな、と良晴が頭をかいていると、

「一ヶ月で奥州軍が帰ると思っているなら間ま違ちがいだぞ相良良晴。真ま面じ目めに内政を考えれば、農のう閑かん期きが終わるとともに兵を帰国させねばならない。しかしな、伊達政宗はでたらめだ。今までの戦国武将とはものの考え方が根本的に違う。というか、まるっきり訳がわからん奴だ。あれは、下手すれば半年であろうがこのまま小田原城を包囲し続けるぞ」

　上杉の遠えん征せい軍は自国の農耕に問題が発生しないように少数精せい鋭えい主義で、かつ兵ひよう糧ろうは現地調達をむねとする。越えつ軍が何度も遠征を行えるのには、そのような理由がある。だが規格外の巨城である小田原城を包囲する戦では、上杉であろうとも武田であろうとも、そして伊達軍も、関東諸将を集結させて常識外の「大軍」を編成しなければならない。どれほどの勇将・名将であろうとも、少数精鋭では小田原城は絶対に落城させられないのだ。そしてそのような大軍は雑ぞう兵ひようが主体とならざるを得ないから、農閑期でなければ編成できない。夏になれば、諸将が自国に帰りたがり不満を抱いだきはじめ、次々と風魔の調略にかかることとなる。しかも大軍であればあるほど、兵糧不足問題が大きくなる。とても現地調達で追いつくレベルではなくなるからだ。

　半兵衛が「小田原城包囲はあと一ヶ月」と読んだのは、その大軍ゆえの弱点から逆算してのことだった。

　北条家が三代にわたって続けてきた小田原城の巨城化改修には、「大軍でなければ包囲すらできない」「しかし大軍になればなるほどその軍を長期間維い持じできなくなる」という二重のメリットがあるのだった。智将の信玄などは包囲してからわずか数日で「小田原城は落ちない」と包囲戦の継けい続ぞくをあきらめている。

　だが、その信玄が今、「こんどばかりはそうはならない。だから、あたしも小田原から動けないのだ。本来ならば小田原などいつもの調子で氏康に守らせておいて、あたしはさっさと上洛したかったのだがな」と舌打ちしている。

「それに伊達軍には、いつもの風魔による調略がなかなか通じないわ。関東諸将、特に常ひ陸たちの佐さ竹たけ義よし重しげなどは伊達への忠誠心などかけらもないはずなのだけれど、みな、あの妙ちくりんなお子さまがお子さまゆえになにをやらかすかわからないと警けい戒かいしているらしくて、今回の遠征だけは大人しく伊達に従おう、と言いなりになっている」

　まるで織田信奈が子供のままで家か督とくを継ついだかのようだわ、と氏康がため息をついた。

「あの梵天丸がなあ……あいつがこんなに早く奥州の覇は者しやとなって関東へ打って出てくるだなんて。奥州の歴史の進行が十年、いや十五年は早まっているな……半分はあいつが生まれてきたのが史実より微び妙みように早いためだが、半分は俺のせいかもなあ」

　政宗とも知り合いか？　と信玄が笑い、「ああ。堺さかいで会った」と良晴が素直に答えた。

　なるほど、一応脈はあるわけね……意外と顔が広い男ね、と氏康。

「あたしが引き連れてきた武田騎き馬ば隊を突とつ撃げきさせれば蹴け散ちらせるだろうが、あの小こ娘むすめの戦意の高さを見るに、おそらくは川中島での八はち幡まん原ばら決戦のような激戦となるだろう。そうなればこちらも無傷では済まない。氏康のために武田だけが将兵を消しよう耗もうするのはごめんだ。上洛が遅おくれることになる。軍師・勘助を失ってすぐに、あたしの大切な四天王を一人でも損じるのはいやだしな。人材というものは、そう容易には育成できるものではない」

　しかし相良良晴、お前の返答次第では、小田原城から今すぐに撤退して無敵の武田騎馬隊を対上杉戦線に回してやってもいい、一ヶ月くらいならば上杉を足止めしてやる、その一ヶ月の間に浅井朝倉と決戦をして勝てれば織田家にも生き延びる目は出てくる、と信玄が笑った。

　氏康が「それは困るわよ！　あなた、同盟相手を見捨てるの？　いちど北条との同盟を破っておきながら、またそういうことをするわけ？」と顔をしかめたが、信玄は「この鉄てつ壁ぺきの引きこもり要よう塞さい・小田原城ならば北条勢だけでも一ヶ月は耐たえられるだろう」と鈴すずを鳴らそうとする氏康の細い手首をつかんで押しとどめる。

　良晴は、（光明が見えた！）と心の中で叫さけんでいた。

　梵天丸側との外交を飛ばして今すぐに武田を上杉に向けられれば、浅井朝倉との決戦が早々と可能になる。あとは信奈と光秀の安否だが、半兵衛の新たな策と二人の決断力が、必ずや二人を風魔の魔ま手しゆから救っているはずだ。今は、そう信じて行動しなければならなかった。

「わかった！　俺はどうすればいいんだ勝千代ちゃん？　是ぜ非ひに、上杉の足止めを頼む！　一ヶ月でいい！　一ヶ月あれば、信奈ならば浅井朝倉を撃げき破はして小お谷だに城じようを落とせるはずだ！　上杉軍の進軍さえ止まれば！」

　信玄は、切れ長の目を細めながら、言った。

「もともとそのためにお前を呼んだのだ、相良良晴。宿すく曜よう道どうを修め、敵国の武将たちの将星を占うらなっていた山本勘助は死んでしまった。未来人であるお前が武田家の、新たな軍師になれ。上杉謙信をはじめとする敵国武将たちの運命を、読め。京に武田菱びしを翻ひるがえさせるために、あたしの右みぎ腕うでになれ」

　調略。いや、正面からの露ろ骨こつな引き抜ぬきだった。

　一いつ瞬しゆん、良晴は信玄がなにを言っているのかわからず、頭が真っ白になった。

　無言でお湯に潜もぐっていた五右衛門にそっと背中を小こ突づかれて「はっ!?」とわれに返った。

「俺が？　武田軍の？　軍師に？　ど、どうしてだ!?　俺には山本勘助みたいな軍学も築城術も、まして星を読む能力なんてものもないんだぜ？　俺はただの素人しろうとで、未来世界では普ふ通つうの高校生だった！」

「勘助いわく、未来から来たお前は『天命を動かす者』だ。勘助の宿曜道をもってしても変えられない人間の運命を、お前は変えた。お前は、長良川で息子むすこ義よし龍たつに討たれて無残に死すべき運命だった斎藤道三の寿じゆ命みようを延ばし、その最期を変えた。岐ぎ阜ふを武田軍から守り通し、息子・義龍と和解し、義娘むすめ・織田信奈に看み取とられて大往生を遂とげるというまったく異なる人生の最期を、あの蝮まむしにもたらした。あるいは、勘助があの川中島で『啄木鳥きつつき』の策を破られた責を負って自殺するために上杉謙信のもとへ突撃していながら奇き跡せき的に生せい還かんし、岐阜の合戦に参戦することができたのも──」

「ちょ。ま、待ってくれ。たしかに俺は過去の歴史をある程度知っているから、未来を予言する能力のようなものがあるかに見えるけれど、俺に、そんな大それた力なんてないよ！　道三の爺じいさんを長良川から救出できたのだって、五右衛門たち仲間の協力があればこそ……」

「むろん、お前に佐助や霧きり隠がくれのような超ちよう人じん的な異能力があると言っているわけではない。良晴、お前は平へい凡ぼんな、ただの人間だ。今のお前の武将としての能力は、せいぜい足軽頭が務まるかどうか、という程度だ。織田軍はともかく、戦国最強の武田軍ではな。だがそれでも、未来からこの戦国の世にお前は召しよう喚かんされた。なに者かの意思で。それが誰だれの意思なのかはわからないが──お前がいなければ、お前と会っていなければ、あたしは三み方かたヶが原はらの合戦に勝利したあと、種たね子が島しまで撃うたれて暗殺されていた。今頃は『三年はあたしの喪もを隠かくせ』と家臣団に遺言して、諏す訪わ湖こへと遺い骸がいを沈しずめさせていただろう。あたしが無理に無理を重ねて領土を拡大してきた武田家は、まっすぐに滅ほろびの道を進んでいたはずだ」

「……勝千代ちゃん」

「あたしには子がいない。父を甲斐から追放したその日から、ひたすら合戦に生きてきたからな。一日たりとも、国盗とりの仕事を休んだことはない。それが、父親から家督を奪うばった者の義務だ。戦場で戦い続けることこそが、あたしの運命だ。婿むこなど取る余よ裕ゆうはなかった。だが、あたしの死後に武田家を継ぐべき者はもう、死んでしまった……本来、父から武田の家督を継ぐはずだった妹の次じ郎ろう信のぶ繁しげも。弟の太郎義よし信のぶも。残された妹の逍しよう遥よう軒けんは、絵師を本業とする繊せん細さいな娘で、所領百万石を超こえて天下を争う戦国大名の仕事などとても無理だ。そして義妹の、この四郎勝頼は将才こそあれど、まだ幼い」

「……あい」

　そうだった。武田信玄は──上洛軍を興して三方ヶ原で徳川（松まつ平だいら）軍を撃ち破り「戦国最強」の伝説を残した直後に、忽こつ然ぜんと死んでしまう。それが、俺が知っているはずの歴史だった。俺が「暗殺に気をつけろ」と勝千代ちゃんに教えたことがきっかけとなって、歴史がどこかで俺が知らない方向に分ぶん岐きしたんだ。だが、

「だが、俺がきみを救ったわけでもないし、きみの運命を変えたわけでもない。きみは、たしかに暗殺者に撃たれたはずだ。きみ自身が、自分の力で運命を変えたんだ。そうだろう」

「そうだ。あたし自身が、自分の運命を乗り越こえたのだ。しかし、そのきっかけを与あたえてくれたのはお前だ。相良良晴。山本勘助なき今、武田の軍師になれる者はお前しかいない。これより、軍師としてあたしに仕えろ。さすれば、織田家との共存を約束してやろう。たとえ上洛し織田軍を蹴散らしても、織田信奈は殺さずに尾お張わりの大名として領土と命を安あん堵どしてやる」

「勝千代ちゃん。俺は俺だ。俺には、山本勘助の代わりはできないよ。武田信玄の未来はすでに変わったんだ。その先はもう、俺には見えないよ。この先は、きみが自力で……」

「そんなことはわかっている！　しかし、あたしは『天命を動かす者』が欲しい！　どうしても、手て許もとに置いておきたい！　お前は、織田信奈に天下を盗らせるつもりなのだろう？　なぜあたしでなく、織田信奈なのだ!?　あたしが上じよう洛らく途と上じようで死ぬ運命だったからなのだろう？　だが今はもう違う。いまや武田家こそが天下にもっとも近い存在のはずだ。日ノ本の戦乱を終わらせたいというのならば、あたしの軍師となれ相良良晴！」

「それは……」

　相良良晴が承知しないのは、相良良晴と織田信奈が恋こい仲なかだからよ、と氏康がさらりと口にした。

　信玄が、ぱあっと頰ほおを赤らめた。

「……こ、恋仲!?　良晴が？　織田信奈とっ？　ま、まさか!?」

「ちょ。う、氏康ちゃん。いや、北条氏康……そ、そ、そ、それは。待ってくれ～！」

「いやよ待たないわ。ええそうよ。天下人と、氏素性も持たない風ふう来らい坊ぼうの家臣とが、禁断の恋に落ちているわけ。でも、自国内で密通などすれば発覚してしまうでしょう？　だから織田領から遠く離はなれた箱根にわざわざ逢あい引きのための旅籠はたごまで建てて、武田との外交交渉の旅に出るついでに二人で甘い夜を過ごすつもりだったのよ。なにもかも風ふう魔まが調査済みだわ。あとちょっとのところで、邪じや魔ましてあげたけれどもね」

　北条氏康。まさに冷血の女だ。いくらなんでも、表情ひとつ変えずにこんなことを自分の長年の同盟相手である勝千代ちゃんの前でぺらぺらとしゃべれるものだろうか？　良晴は（信奈たちはほんとうに無事なんだろうか）と不安になった。

「相良良晴。お前……下げ克こく上じようの戦国の世にも、崩くずしてはならない最低限の秩ちつ序じよというものがあるのだぞ。たとえば父殺しや将軍殺しなどがそうだが、姫ひめ武将絡がらみでの禁きん忌きというものも厳しい。姫大名とその家臣との恋は御ご法はつ度とだ。そんな醜しゆう聞ぶんが発覚すれば織田信奈は破は滅めつするぞ。わかっているのか？　女好きだとは知っていたが、呆あきれた男だな。そして、もう、お前は子供ではないのだな……」

　やばい。なんか俺、勝千代ちゃんに殺されそう。この場で。俺を見る勝千代ちゃんの目がなぜかいきなり冷たくなった。良晴は必死で弁明する。

「い、いや、それは、その。ま、ま、まだ、結ばれたわけじゃないから……み、未み遂すいというところで……お、お、俺は、ざ、残念ながら、ま、まだ、こ、こ、子供っすよ？」

「あたしが家臣団の主要な面々を同性の姫武将で固めているのも、上杉謙信が毎度のように男の家臣の謀む反ほんに悩なやまされているのも、すべては姫大名であるがゆえだ。あたしは姫武将たちに周囲を固めてもらうことで最初から面めん倒どうな男武将との恋れん愛あい問題を避さけているのだし、上杉謙信は生しよう涯がい不ふ犯ぼんを宣言することで男どもからの求きゆう婚こんをひたすらに退けて、その結果、男武将たちの不満が次々と爆ばく発はつして謀反に繫つながっているのだ。もっとも、北条氏康は胸が薄うすいから男に相手にされないだけだがな」

「風魔を呼ぶわよ」

「……まあいい。未遂ならば、問題なかろう。今のところはな。取り返しがつかないことになる前に、武田家に来い。嫁よめが欲しいならば、あたしが斡あつ旋せんしてやる。四天王はみな身持ちが堅かたくて独り身だしな。もっとも、あ、あたしを嫁にしたいと言われるのは困るが……主君と家臣ではな……そ、それはほんとうに困る……ち、父上に知られたらなんと罵ののしられるか……ま、まあ、四天王の誰かと偽ぎ装そう結けつ婚こんさせて、その陰でこっそり……という手もないではないが……危険だな……氏康に脅おどされる種を抱かかえることになるしな……だ、だいいち、じょ、上じよう洛らく前に、み、身ごもってしまったらどうするのだ……」

「勝千代ちゃん、それはできないっ！　武田家への移い籍せきは無理だ！　そもそも信奈が許さないぜ！　俺はなんとかして、伊達軍を奥おう州しゆうへ追い返す！　梵天丸に頼たのみ込んでみる！　その機会をくれ！」

「ちょっと待て！　速そつ攻こうであたしの今の恥はずかしい台詞せりふを流すとはどういうことだ、相良良晴！　殺されたいのかっ!?」

「ひいっ？　ごめん焦あせっていて聞こえてなかった！　とにかく、俺が動いて伊達軍を奥州へ帰せばいいんだろうっ!?　それで上杉謙信を止めてくれるんだよな？　頼むから、そこで手を打ってくれ！」

「いやっ、武田家の軍師にするっ！」

「ダメだっ信奈に殺されちまう！」

「断るというのならば、今この場であたしが殺す！　どっちを選ぶ!?」

「無茶言わないでくれよ～！　戦は七分の勝ちが理想なんだろう？」

「七分だけ武田に仕え、三分は織田に仕えたいとでもいうのか？　そんな都合のいい軍師がいるか！」

　敵国の武将同士とは思えないやりとりね……まるで実の姉と弟のような。織田家の武将のくせに、武田信玄を相手にこんな関係を築ける相良良晴は妙みような男だわと不思議に思いながら信玄と良晴の言い合いをじっと聞いていた北条氏康は、この時すでにある策をひそかに実行に移していた。

「二に虎こ強食の計」であった。

　今は同盟相手だがひとたび敵に回せば最強の悪夢と化す武田騎馬隊と、恋こい人びと・織田信奈のために奔ほん走そうする「天命を動かす者」相良良晴。

　とりわけ、相良良晴が、武田信玄や織田信奈たち姫武将に妙に好かれる存在であることは、もはや明白だった。信玄は男嫌ぎらいではないが、合戦への執しゆう着ちやくが激しいぶん、恋愛への興味が薄い姫武将だったはずだ。過去には、同性であり宿敵であるはずの上杉謙信と恋仲なのだという噂うわさまであったくらいだ。だが、どうやらその信玄が良晴には惹ひかれているらしい。おそらくは、亡き弟の太郎義信とどこか似ているからだろう。そういえば太郎義信も、礼れい儀ぎ知らずで馬ば鹿かでお調子者で、そして一いち途ずだった。

（信玄と相良良晴が手を結んだら、小田原城とて保もたないかもしれないわ。だって相良良晴は、小田原城と北条家の運命も知っているのでしょう？　その知識を信玄が利用すれば──いけないわ。私が生きている間は小田原城は落ちないと信じていたけれど、この両者の結びつきだけは絶対に阻そ止ししなければ。織田信奈は相良良晴の未来に関する予言を聞こうとしないそうだけれど、信玄は合戦に利用できるものならばなんでも利用する。信玄が相良良晴の未来知識を用いれば、北条家の運命が暗転する！）

　この二者を、同時に始末できるかもしれない──いや、しなければならない。北条家の安あん泰たい、小田原城の防衛、そして「関東独立王国」の悲願のために。

　だから氏康はひそかに──陣じん幕まくの一部を開き、信玄と良晴の「武田の軍師になれ、ならない」という激しい言い合いを──陣幕の外で待機して信玄を警護していた四天王に、聞かせていたのだった。

　当然、武田騎き馬ば隊を率いて戦ってきた四天王は「こんな者を軍師になど認められません」と信玄に進言するに違ちがいないからだ。四人は、山本勘助を師として敬愛している。対する相良良晴は、馬に乗るのがやっとという程度の少年で、軍学などからっきしだ。

　しかし四天王の反応は、氏康の予想以上だった。

　慌あわてた四天王は、「いけませんよ信玄さま！」「そのサルを軍師にだなんて！」「……乱心された？」「サルの催さい眠みん術じゆつにかかっているんです！　逃にげましょう！」と軍議の場に突とつ撃げきしてきたのだった。しかも、甲かつ冑ちゆうを着たままでは規約違い反はんになるので、四人とも顔を真っ赤にして涙なみだを浮うかべながら衣服を脱ぬぎ捨てて、一糸まとわぬ姿で次々と温泉に飛び込んできたのだった。それほどに、信玄が、武田軍の軍師という長年山本勘助が務めてきた輝かがやかしい職務と身分を、得体の知れない敵方の武将・相良良晴に与えようとしていることを知って、焦ったのだ。

「うわああああああっ!?　どうしてみんな裸はだかになって温泉にっ!?　もしかして勝千代ちゃんの調略がすでにはじまっているというのかあああっ!?　眩まぶしい！　はあれむだ、はあれむが実現した！　た、た、耐たえられない、五右衛門っ助けてくれっ！」

「……木きの下した氏の悲願が実現したでござる。にんにん」

「し、四天王!?　お前たちが良晴を勧かん誘ゆうするために、温泉に飛び込んできてくれるとは!?　あれほど男を寄せ付けずに身を守ってきたお前たちが……なんという忠義心溢あふれる家臣団なんだ。死ぬほど恥ずかしいだろうに。あたしは感謝するぞ！　相良良晴の最大の弱点は女好きだ、効いている効いている！　もっともっと舞まい上がらせろ！」

「そそそそうではありません信玄さまっ！　誰だれが裸で男を勧誘などしますかっ！」

「温泉に裸の乙女おとめが八人、そして雄おすザルが一匹ぴき！　なんなんですかこの状じよう況きようは！　サルの得意技は催眠術です！　このままでは信玄さまもあたしたちもみな、おサルさんの肉奴ど隷れいにされちゃいます！　逃げましょう！」

「……完全に、乙女のすべてを見られた……もうお嫁に行けない……」

「で、でも、嫁入り前の娘むすめが殿との方がたにあられもない姿を見せてしまった以上、この男を婿にしないと収まりがつかないのかもしれないのだわ……」

　北条氏康は（馬鹿ね。襦じゆ袢ばんくらい羽織ってくればいいのに、よほど慌てたのか、それとも律りち儀ぎすぎるのか……でもこれで、四天王は自分の裸を見た相良良晴に決定的に敵意を抱いだいた。「二虎強食の計」は成ったわ）と微び笑しようを浮かべていた。

「四天王はつまり、相良良晴には山本勘助の後を継つげるような才覚も実績もない、だから軍師としては認められない、と言っているわけよ信玄。いくら軍師とはいえ、武田家の軍師たる者は実戦の場で武田騎馬隊を縦横に指揮できる武将でなければ」

「「「「そうです、氏康どののおっしゃる通りです！　あの偉い大だいな勘助どのの後継ぎが謎なぞのサル人間では、勘助どのが浮かばれません！　納得できません！」」」」

「む。武田家は合議制だからな……あたしの一存で人事を押し通すわけにはいかない。それではお前たちは、どうすれば相良良晴を武田軍の軍師として認めるというのだ？」

　わがことなれり、と氏康は確信した。

「こういうのはどうかしら？　相良良晴が、実際に四天王と武田騎馬隊を率いて、伊達軍と手合わせしてみせるの。奥州最強の誉ほまれ高い伊達本ほん陣じんが少しでも後退すれば、相良良晴に軍師の才があると四天王も認めるでしょう？」

「「「「はい。もしも、ほんとうにできるのでしたら。絶対に無理だと思いますが！」」」」

「良晴が伊達本陣を少しでも後退させれば、良晴を武田軍軍師として迎むかえることに四天王ともども、異い存ぞんはないということか？　では、良晴に騎馬隊を与えて指揮させるとするか……多少危険な賭かけだが、それくらいの実力がなければ『天命を動かす者』とは言えないかもしれんしな……良晴、やってくれるな？　お前ならば、きっとできる。もともと武田騎馬隊は平地における合戦では戦国最強だ。お前と、四天王との呼吸さえ合えば」

「か、勝千代ちゃん!?　梵天丸とは一応俺、友達なんで、合戦はちょっと」

「心配するな。なにも、正面切って玉ぎよく砕さい突とつ撃げきする必要はない。軽く騎馬隊を率いて奇き襲しゆうをかければそれでいい。相手は長滞陣ですっかり油断しているからな。慌てさせて数里ほど後退させれば、四天王もお前を認める。お前が晴れてわが武田の軍師となれば、即そく座ざに上杉軍を足止めしてやろう」

「そ、それくらいならばできそうだけれど……い、いや、だから俺は移籍はしないってば！」

　だが、良晴はもはや断れなくなった。

　氏康の策は二段構えの論法から成り立っていたのだ。

「もっとも、相良良晴が山本勘助に匹ひつ敵てきする天才軍師であれば、後退させるどころかそのまま伊達軍を奥州へ追い返してしまうかもしれないけれどもね。その場合、相良良晴は武田と北条の苦境を独力で救ったことになり、武田に大きな貸しを作ることになるわね」

　氏康は、良晴に武田騎馬隊を指揮させて、政宗率いる奥州連合軍と嚙かみ合わせようとしていた。まずは、よそ者の良晴を軍師として受け入れることに不満を持つ四天王を軍議中の温泉へと引き入れることで、良晴に「武田騎馬隊を率いて奥州連合軍を奇襲し、伊達本陣を後退させる」という第一の『賭けの勝利条件』を示した。

　しかし、この第一の勝利条件は難易度こそ低いが、たとえ成功して信玄が信奈の要よう請せいを受けることとなっても、四天王に能力を認められた良晴自身は、信玄が主張するように武田軍へ軍師として移籍しなければならない。

　そこで、受じゆ諾だくをためらう良晴にすかさず第二の勝利条件──「奥州連合軍を撤てつ退たいさせる」という難易度の高い条件を提示したのだ。この第二の勝利条件を良晴が達成すれば、この小田原合戦はその時点で終わる。勲くん功こう一等はむろん、良晴となる。そうなれば良晴は武田に大きな貸しを作ることになり、武田家へ移籍せずとも信奈の要請を信玄に吞のませることができるのだ。

（なんてこった。北条氏康め。俺の立場を利用して、武田騎馬隊と奥州連合軍を二匹ひきの虎の如ごとく嚙み合わせるつもりだな！　だが、断れば武田・織田両家の交こう渉しようはここで行き止まりになり、信奈は詰つむ。俺は断れないじゃねえか！）

　北条氏康──たしかに、半兵衛ちゃんがあとから新たな策を追加しなければならなくなるほどの智ち者しやだ、しかも陰いん謀ぼうに長けている、と良晴は思わず舌を巻いていた。

（受けるしかないが、俺に勝算はあるだろうか。第二の条件を達成できる可能性は）

　上杉謙信率いる越えつ軍とならぶ、戦国最強の「武田騎馬隊」。

　いずれがより強いかは甲こう乙おつ付けがたいが、良晴の戦国知識によれば強さの性格が違う。越軍の強さの大本は「軍神」謙信個人の強さであるが、武田騎馬隊の強さは信玄個人の武勇によるというよりも、四天王たち優ゆう秀しゆうな指揮官と、兵士一人一人の強さによって成立している。つまりは組織力なのだ。

（一ヶ月で帰らないとなると、どうやって梵天丸を奥州へ戻もどせばいいのだろう）と手て詰づまりになっていた良晴にとって、「無敵の武田騎馬隊を指揮できる」というこの機会は、絶対に逃のがしてはならないものだった。

　信玄は、武田騎馬隊を投入すれば伊達軍には勝てる、と確信している。

　ただ、四天王たちや兵士を失い傷つけることを忌き避ひして、籠ろう城じよう戦を続けているのだ。

　しかし、たしかに奥州連合軍の士気は緩ゆるんでいる。戦意があるのは、梵天丸が率いる伊達本隊だけだろう。

（士気が低い関東諸将の陣に「武田の赤備え」を率いて奇襲をかければ、全体が崩くずれて動どう揺ようするはずだ。その勢いに乗じて梵天丸の陣へ斬きり込めば、梵天丸といえども包囲戦の継けい続ぞくをあきらめるはず。関東諸将を敗走させれば、梵天丸も引き返さねばならなくなるからな。そうなれば俺が武田家に移い籍せきせずとも、勝千代ちゃんは俺への借りを返すために謙信を足止めしてくれる。もっとも、敵だって紙の兵隊じゃない。そこまで激しい戦いをやるとなれば、奇襲部隊の先せん鋒ぽうを務める武将は討ち死にするかもしれないな……四天王はみんな歴戦の猛もう将しようとはいえ、女の子だ。俺の賭けのために死なせるわけにはいかない。山本勘助のおっさんがそうしたように、俺が、先頭に立つ）

　良晴は「わかった。その賭け、乗った。俺が武田騎馬隊を率いて、奇襲をかける」とうなずいていた。

　それが北条氏康の罠わなとわかってはいても、良晴は、可能性に賭けるしかなかったのだ。

　むしろ、氏康が織田家を生き延びさせるための絶好の案を捻ひねりだしてくれた、と考えることにした。

「さすがは織田家にこのサルありと呼ばれる相良良晴だわ。もっと迷うかと思ったのに」

「俺はバカなんでな、北条氏康。迷えるほど考える知ち恵えがないんだよ！」

　ひとたび覚かく悟ごを決めると、良晴は腹が据すわる。

　みんなの白い肌はだと、お湯に浮いているおっぱい上部をまじまじと観察して今生の思い出にしておこうとサル面づらになって、怒おこった四天王から「「「「やめてください！　やっぱり、お前に軍師は無理です！」」」」とお湯をかけられた。

　この時、北条氏康の二段構えの提案を聞いて激しく動揺していたのは、良晴ではなかった。もう一人、いた。

　信玄だった。

「待て、良晴！　お前はもしかして織田信奈の窮きゆう地ちを救うために、先頭に立って一か八かの戦いをやって討ち死にする覚悟か？　それは許さんぞ。『天命を動かす者』であることを証明しろ。絶対に、死ぬなよ!?　死ねば、たとえ伊達の本陣を後退させても、貴様との約束は反ほ故ごにするからな！」

　勝千代ちゃんがこれほど動揺する姿をはじめてみた……と、良晴は思った。

「勝千代ちゃんは、俺との約束を破ったりしないよ」

「ふざけるな！　あたしは、父を甲か斐いから追放し、川中島で妹を討ち死にさせ、駿する河が欲しさに弟を切腹させた女だぞ！　三国同盟を破は棄きして氏康をも裏切った！　お前との約束など、平然と踏ふみにじる女だ！　領土を広げるためなら、なんだって犠ぎ牲せいにできる女だ！　家族であろうが、家臣であろうが、お構いなしに死地に追いやれる女だ！　決して、あたしを信用するな！」

　信用しているよ、と良晴は涙目になって近寄ってきた四郎の頭を撫なでながら、笑っていた。

「武田家の宝である四天王を俺の賭けのために死なせるわけにはいかないんだから、俺が先頭に立つよ。もともと、武田家に織田家の頼たのみ事を持ち込んだのは、俺だからな」

「お前は……お前は、どうしてそんなに、馬ば鹿かなんだ。お前の主君の織田信奈はもう、風ふう魔まに討たれて死んでいるかもしれないのだぞ？」

「あいつは生きているよ。俺はあいつのために、戦国時代に来たんだから。俺が、そう決めたんだ。最後の最後まで、そう信じる。『天命』なんて、俺の知ったこっちゃない」

「いくら言っても、聞かない性格らしいな、お前は」

「だって信じなければ、運命だか天命だか知らないが、そういう得体の知れない大きな力に飲み込まれてそこで終わりじゃないか。だから俺はさ、最後までなにもあきらめないんだ」

「……わかった。行け。四天王、相良良晴を討ち死にさせるな。生かして、小田原城へと連れ帰ってくれ。頼む……山県、こんなわがままを言って、ほんとうに、すまない……」

　信玄が、四天王に頭を下げていた。

　とりわけ、山県昌景に。

　相良良晴を信用していなかった四天王の心がはじめて揺ゆらいだのは、この時だった。

　四人は、信玄のその表情を、かつて見たことがあった。

　もう、家臣の前では永遠に見せることはないはずの、泣き顔だった。




　　　　※




　山県昌景率いる「武田の赤備え」を中心とした武田騎き馬ば隊。

　信濃しなのでは山さん岳がく地帯に整備した「棒道」を用いて、軽騎馬部隊による機動戦に威い力りよくを発揮し、関東や駿河・遠江とおとうみの平地戦では重騎馬隊と化して圧あつ倒とう的てきな突とつ進しん力を見せつけてきた。

　幾いく通とおりもの性能を、地勢・戦略によって縦横に使い分けることができる、まさに戦国最強の騎馬部隊である。

「岐ぎ阜ふの合戦」では、もしもあの斎藤義龍の「返り忠」がなければ、斎藤道三率いる織田軍はこの騎馬隊に蹂じゆう躙りんされて野に屍しかばねをさらしていたことだろう。

　相良良晴を臨時の軍師に迎えて、奥州連合軍への夜や襲しゆう作戦決行を控ひかえた四天王たちは、陣じん屋や内で軍議を開いた。

　良晴も当然参加しているが、歓かん迎げいされている雰ふん囲い気きはない。

「相良良晴どの。温泉でわれら四天王のあられもない肢し体たいを見たことは忘れてください」

「忘れないと逃にげますよっ！」

「……自分はもう汚よごれてしまった……信玄さまに添そい寝ねする資格を失った……うう」

「わたくしがいちばん被ひ害がいが少なかったのだわ。なぜなら、胸が薄うすいからあまり見られなかった。それはそれで許せないのだわ。飯お富ぶ一族は、代々胸が薄い家系……」

　勝手に飛び込んできておいてどうして俺が、と良晴は嘆なげきたかったが、どうしても気になることがあった。

　信玄と山県昌景の間には、過去になにかがあったらしい。

　どうして信玄があれほど、自分を戦で死なせることを躊ちゆう躇ちよしているのか、あるいは動揺しているのか。それも、気がかりだった。たしかに良晴と信玄とは会うのは二度目だし、気に入られているようだが、それにしてもあの良晴と山県昌景に対する態度は「戦国の名将・甲斐の虎とら・武田信玄」のものではない。あれは、武田信玄という仮面を脱ぬいだ、素の勝千代ちゃんだ……と良晴は気づいていた。同盟相手とはいえ油断のならない北条氏康の前で、彼女が生身の姿をさらし弱い部分を見せるなど、考えられないことだった。

　それほどに信玄は動揺していたのだろう。

「山県昌景ちゃん？　飯富一族ってなんだい？　山県家の出身じゃなかったんだっけ？　ああ、そういえば」

「わたくしは山県家の血をひいていない。飯富一族出身よ。戦国時代に詳くわしい未来人ならば、多少の事情は知っているのではなくて？」

「……もしかして……きみは、その……飯富虎とら昌まさの妹さん？」

　内藤昌豊たちが「あっ」「知っているんですか!?」「……その話は、武田家では触ふれてはならない禁きん忌き」と思わず声をあげた。

「いや、俺が知っている歴史とこの世界の歴史は微び妙みようにズレているから、知っているとは言えないんだけれどさ」

「言ってごらんなさい相良良晴。妙な誤解をされたまま戦場に出るのは、すっきりしないわ。わたくしが自ら、訂てい正せいしてあげるわ」

「いいのか？　辛つらい過去を思いださせることになると思うんだけど」

「馬鹿にしないで頂ちよう戴だい、相良良晴。その程度のやわな心で、武田四天王は務まらないのだわ。わたくしはその四天王でも最強の『赤備え』部隊二代目総大将、山県昌景なのよ」

　良晴は、「わかった。すまない」と背筋を伸のばし、自分が知っている「義信事件」のあらましに、触れた。

「俺の知っている歴史では、武田信玄には武田太郎義信という嫡ちやく男なんがいた。駿する河が今いま川がわ家の姫ひめを嫁よめに取っていた義信は、三国同盟を破棄して駿河攻こう略りやくをはじめようとした信玄に逆らい、幽ゆう閉へいされて自決したとも殺されたとも言われている。その義信をかばおうと奔ほん走そうし、自ら謀む反ほん人の罪を被かぶって死んでいった忠臣が──『赤備え』部隊を率いていた、飯富虎昌。だが虎昌の死をもってしても結局、義信は救えなかった。駿河攻略のために、二人とも犠牲となってしまった。きみはその虎昌の……妹さんなのか？」

「さすが未来人ね。一部間ま違ちがっているけれど、おおむねその通りだわ。太郎義信さまは、信玄さまの息子むすこではなく、弟だった。あとはお前が言った通り。このわたくしが、姉の謀反を信玄さまに密告して、姉と太郎さまを死に追いやったのだわ」

　やめましょう、もうその話は！　と涙なみだ目めになった高坂昌信が山県を止めたが、山県は「一夜限りとはいえ仮にも武田騎馬隊を預ける軍師に隠かくし事をしていては、統制が乱れるのだわ」と動じない。

「相良良晴はこたびの奇き襲しゆうにおいて自ら先せん陣じんを切って、こと敗れた場合は討ち死にする覚悟なのだわ。川中島で『啄木鳥きつつき』を破られた勘助どのが、そうしたように。軍師としての才覚の有無はともかく、その心根は立派なもののふ。ならばわたくしたちも、彼に心を開かなければならない。そうでなければ、礼を失するのだわ」

　子供のように小こ柄がらだけれど、おそろしく強きよう靭じんな精神力の持ち主だ、と良晴は思った。

「……山県は、出世のために姉を売ったわけではない」

「飯富虎昌どのが、妹に命じて、自らを密告させたのです。武田家の崩ほう壊かいを食い止めるために捨て石になられたのです」

　馬場と内藤が、交こう互ごに言葉を補い、自分が知っている事実をともに織り交ぜながら、「義信事件」の真相を語った。足りない部分は、想像力が豊かな高坂が補った。

　良晴は、名将・武田信玄の仮面の裏に隠れている勝千代の真実の姿を、知った。彼女の心の中にあり、よそ者の男には決して埋うめられないという「穴」の正体がなんであるかも──。




　　　　※




　武田信玄と山本勘助は、貧しい山国である甲斐から上じよう洛らく軍を興すために、まずは信濃の肥ひ沃よくな土地と、そして「海」を奪だつ取しゆしなければならないという大戦略を立て、その野望を果たすために当主の信のぶ虎とらを駿河の今川家に追放した。信玄の父・信虎は長年にわたり合戦を続けながらも勢力拡大に失敗し、しかも跡あと取とりの信玄を疎うとみ、次女の次郎信繁に家か督とくを継つがせるつもりだったからだ。

　信玄が「父親追放」という生しよう涯がい消えない悪名を背負ってまで遂すい行こうした信濃侵しん略りやくはしかし、苦戦の連続だった。

　北信濃の村むら上かみ義よし清きよという孤こ狼ろうのような武将が信玄の前に立ちはだかり、敗北を重ねた信玄は父・信虎の代から武田に仕えていた旧四天王──板いた垣がき信のぶ方かたや甘あま利り虎とら泰やすらのうち、三人までをも合戦で死なせてしまった。

　旧四天王のうち、ただ一人戦場を生き延びたのが、信玄の弟・太郎義信の守もり役で幼なじみだった若き姫武将・飯富兵ひよう部ぶ虎昌だった。

　小柄ながら、真紅の鎧よろいによって騎馬と武者とを真っ赤に染めた「赤備え」を率いた飯富虎昌は、武田軍随ずい一いちの猛もう将しようとして諸国に恐おそれられ、川中島でも活躍していた。

　太郎義信と、飯富虎昌は、お互たがいに勝ち気な戦好きで、実の姉弟きようだいのように気が合い、戦場では互いの背中を守り合って戦い続けてきた。いつしか、男と女としても惹ひかれ合うようになった。だが、主君と家臣。飯富虎昌は武田の一門ではなかった。結ばれない運命だった。太郎義信は、武田と今川の同盟を維い持じするために、駿河の今川義よし元もとの妹を嫁に取った。戦略結けつ婚こんである。

　繊せん細さいな信玄は、太郎と飯富虎昌の仲を引き裂さくこの祝しゆう言げんを気に病んでいた。だが、二人は承知した。武田家存続のため、信玄の「上洛」という野望を果たすために、互いの想いを断った。しょせんは、身分違ちがいの二人なのだ。信玄が「海」に出るためには、どうしても、越えち後ごの長なが尾お景かげ虎とら（上杉謙信）を破らねばならなかった。謙信を破れば、越後の海へと到とう達たつできる。だが無敵無敗の軍神・謙信に勝つためには、駿河今川家・小田原北条家との「三国同盟」を、なんとしても死守しなければならなかったのだ。

　単純で粗そ野やだが、心根の爽さわやかだった太郎義信は「姉上はいまだに、親父おやじを駿河に追放したことを引きずっている。このままいつまでも川中島に縛しばられていては、姉上が親父どのを追放したことが無む駄だになっちまう。どうしても、越えつ軍に勝たせてやりてえ。そのためならば」と今川の姫と祝言をあげ、飯富虎昌も「そうさね、太郎。次こそは勝とうぜ。あたしのことは気にすんな。あたしはどうせ独り身で死ぬ定めさ。四天王のうち、生き残っちまったのはあたしだけだ。女だから死なずに済んだ、とは言われたくない。戦場で戦い、戦場で死ぬと決めている。次こそ、越軍を倒たおそうぜ」と太郎の祝言を「守り役」として見守った──二人は、運命に耐たえた。

　だが──。

「桶おけ狭はざ間まの合戦」で東海道の覇は者しや・今川義元が織田信奈に敗れて囚とらわれたことが、武田家騒そう乱らんの発ほつ端たんとなった。

　もともと、いずれ今川家が上洛軍を興した隙すきに同盟を破は棄きして駿する河がを盗ぬすみ取るという策を、勘助は抱いだいていた。ただ、追放した父を駿河に住まわせていた信玄が、その策を忌き避ひしたのだ。今川を攻せめれば、人質となっている父を殺すことになる。それが、川中島への固こ執しゆうの一因となり、信玄の戦略を大きく狂くるわせたのだ。

　その父・信虎がしかし「今こそ駿河を攻めよ！　なにをぐずぐずしておる、この臆おく病びよう者め！　この父が駿河内部から呼応する。今川領を奪うばい取って、海に出よ。東海道を押さえよ。織田より先に上洛軍を興さぬか！」と信玄へ書状を送ってきたのだ。信虎は信玄を常に「臆病者」と罵ば倒とうしてきたが、武田家による天下盗とりという信玄の野望については「是ぜ」としていたらしい。むしろ、信玄は臆病すぎるためにいつまでも川中島などで上杉謙信と遊び続けて上洛せずにいるのだ、このままでは信濃の山の中で信玄はその生涯を終えてしまう、と業ごうを煮にやしたらしい。

　信玄は「太郎の妻はその義元の妹だ」と逡しゆん巡じゆんし、太郎もまた「なんだって？　今さら駿河と手切れして攻め込むだなんて、冗じよう談だんじゃねえ！　それじゃあ、俺と兵部はいったいなんのために……！」と激高した。

　武田家が駿河を攻めるか否か、家臣団が真っ二つに割れて議論している間に、信虎は内応を気取られて今川家を追われ、東海道筋に姿を消した。自分がいる限り、信玄は駿河を攻められない、と悟さとって身をひいたのかもしれなかった。駿河今川家と武田家の同盟関係は、ここに崩壊したのである。両軍の小競り合いが、国境ではじまった。

　それでも信玄は、川中島から越後へ向ける道を、なおも模も索さくした。

　川中島でよたび上杉謙信と決戦し、こんどこそ越後の海へ出る、と。

　しかし、乾けん坤こん一いつ擲てきの決戦を挑いどんだ「第四回川中島の合戦」で、信玄はまたしても謙信に勝てなかった。山本勘助渾こん身しんの奇き策さく「啄木鳥」は、神がかりとも言える上杉謙信の霊れい感かんによって、完かん璧ぺきに破られた。信玄に忠実に仕えてきた妹で「武田の副将」と呼ばれ、信玄亡きあとの後こう継けい者しやだった次郎信繁が討ち死にし、この取り返しのつかない失敗の責任を負って越軍へと特とつ攻こうした山本勘助も生死不明となった。無数の武田兵が、八はち幡まん原ばらに倒れた。

　しかし合戦の中ちゆう盤ばん以後、形勢は逆転した。武田本軍と妻さい女じよ山さんから引き返してきた別働隊とに挟きよう撃げきされた越後兵たちは、みな、謙信を死なせまいと異常とも言える力を発揮し、「車くるま懸がかりの陣じん」という玉ぎよく砕さい陣じん形けいを取って、信じがたいほどの損害を出しながら武田軍の包囲を突とつ破ぱしようと戦い続けた。謙信は「これ以上戦い続ければ敵味方ともに文字通り全ぜん滅めつする」と総力戦を続ける愚ぐを悟り、乱戦の中、武田本ほん陣じんに自ら突とつ進しんして信玄に一いつ騎き打うちを挑んだ。信玄は傷を負いながらも奇き跡せき的に生き延びた。謙信はそのまま白馬を駆かって敵中を突破し、越後へと去った。

　両者の力は完全に拮きつ抗こうしていた。だが、武田信玄は努力によって強くなってきた。上杉謙信は、違った。生まれながらの合戦の天才だとしか、言いようがない。その強さはまるで、戦の神だった。武田信玄がどれほどの名将に成長しようとも、上杉謙信に勝つことはできない。武田軍がどれほどの犠ぎ牲せいを払はらおうとも、戦場で謙信を倒すことはできない。本気で決戦を挑めば、お互いに滅ほろびてしまう。いや、もしも謙信が「敵将を殺さず」という己に課した縛りを解き放てば、滅びるのは、武田だろう。

　川中島で上杉謙信を倒し、越後を奪い北の海に出るという信玄の戦略は、ついに頓とん挫ざしたのだ。太郎義信と飯富虎昌の恋こいを引き裂いてなお、勝てなかった。片かた腕うでの次郎と軍師勘助を失った信玄は、「粗そ暴ぼうな短気者ゆえにとても大名は務まらない」と父・信虎にすら評されていた太郎を、後継者に指名した。せめてもの詫わびの気持ちも、含ふくまれていたのかもしれない。

　家を支える柱石を失い大戦略を見失った武田家は、大きく揺ゆらいだ。

　もはや、武田家に残された道は、駿河へ出るしかなかった。

　家中は完全に、親今川派と駿河侵しん略りやく派とに分断されてしまっている。

　その「親今川派」の筆頭となってしまい、かつ信玄の後継者ともなっていた太郎義信は、武田家の分ぶん裂れつを回かい避ひしようと努力した。「悪いな。姉上は俺のために謙信に勝とうと必死であがいた。そして、次郎姉さんたちを死なせちまった。勘助も死んじまったようだ。もう、俺には姉上を止められねえ。許してくれ」と妻を離り縁えんし、駿河へと送り返した。

　武田信玄による、本格的な駿河侵略のはじまりである。

　三国同盟は、完全に破れた。

　父親追放に次ぐ、信玄が背負った悪名である。

　親今川派の武将たちの間で、信玄を追放するべしという動きが、起きた。川中島でよたびも上杉謙信と戦いながらあたら貴重な将兵を失うだけに終わり、今また父親を追放した亡命先である駿河今川家を裏切って攻める。まるで、天下盗りという野望に取りつかれた鬼おにだ。もはや、御お屋や形かたさまをこれ以上信じることはできない──と。

　信玄は真さな田だ忍群の諜ちよう報ほうによってこのクーデターの動きを察知したが、彼らが担ぎ上げている弟・太郎義信を処断することはできなかった。太郎は、駿河に送り返した妻との間で律りち儀ぎに書状を交わし続けていた。その書状の中に、「今川家への内通」と受け取られても仕方のない文章があった。一本気な太郎はそれほど姉の裏切りに憤いきどおっていたのだ。だが、武田家の後継者としては考えが足りない行動であることは言うまでもない。親今川派はその書状を手に入れ、謀反を正当化することに成功しつつあった。信玄は「父親を追放した娘むすめが、自らもまた家臣団によって追放される。因果応報だ」と、運命の時を待った。

　だが、姉の信玄を甲か斐いから追放せよと親今川派の家臣団から迫せまられ「ふざけるな！　そんなことができるかよ！」と懊おう悩のうしていた太郎義信は、駿河侵略派の家臣たちによっていつ暗殺されるかわからぬ立場となっている。

　信玄は、太郎を幽ゆう閉へいすると称しようして、安全な屋や敷しきへとかくまった。通つう称しよう義信館やかたという、小ぶりだが平ひら城じろに近い建物である。

　個性的な武田家のきょうだいたちを堅かたく結びつけてきた副将の次郎信繁もいまやなく、軍師勘助はやはり死んでしまったようで甲斐には戻もどらず、内政と軍事の要かなめを失った武田家はもはや収拾がつかない。姉と弟のどちらかが倒れるしかないところまで、武田家は来ていた。

　そして、信玄は太郎を殺せない。

「武田家には、一族を、家族を決して殺さないという掟おきてがある」

　信玄は、太郎義信処分を迫られるたびに、その言葉を繰くり返した。

　野望のために殺しなされ、と鬼の面となって囁ささやくであろう勘助は、もういない。

　両者の緊きん張ちようが極限に達したその日の夜。太郎義信は、守り役の飯富虎昌を呼んだ。

「兵部。俺は知っての通り、馬ば鹿かだ。そして姉上は気き丈じようぶっているがほんとうは優しい甘ちゃんだから、俺を殺せない。もう俺には、どうしていいのかさっぱりわからねえ。このままじゃ、姉上は甲斐を追われちまう。しかし、裏切りを繰り返した姉上にはかつての親父と違って、亡命先がねえ。今川と手切れした今、北条も姉上の敵だ。甲斐を追われたら、姉上はどこへ行くんだよ。どこにも行き場がねえ。だいいち、俺だって親父の追放に荷担したんだ。こうなったら、俺は切腹する。俺がいなくなれば、武田家中の騒そう動どうは永遠に終わるからよ」

　飯富虎昌は「てめえ、いくら馬鹿だからって切腹でぜんぶ片付けるつもりかよ？　今夜一晩だけ待て！　いいなっ？　あたしがなんとかするっ！」と悲鳴のような声をあげて、信玄に仕える小こ柄がらな妹──飯富三さぶ郎ろう兵ひよう衛えのもとへと駆け込んでいた。

　そして、

「あたしが御屋形さまに──信玄さまに謀む反ほんを企たくらんでいる首しゆ謀ぼう者しやだと、あたしを殺せばこの騒さわぎは終わると、今すぐ密告しろ。甲斐が二つに割れる前にすべてを片付けなきゃあならないと、訴うつたえろ」

　と、三郎兵衛に命じた。

　姉を敬愛している三郎兵衛は、認めなかった。かたくなに拒きよ絶ぜつした。

　が、飯富虎昌は、譲ゆずらなかった。血相を変えていた。武田家と、そして太郎さまをお守りするために姉は命を捨てたのだわ、と聡そう明めいな三郎兵衛はすべてを悟った。

「密告者がお前じゃなきゃ、信玄さまも本気で取り合わない！　さっさとしろっ！　頼たのむ。お前はこれからの生しよう涯がい、姉を売った女と罵ののしられることになる。妹にこんな命令を下すなんて、あたしは酷ひどい姉だ。だが、どうしても、あたしは」

「……わかったのだわ」

　わたくしのことならば心配することはないわ、お父上を追放された信玄さまはずっとずっと苦しんでいる。これからも、生きる限りおそらくずっと。そのお苦しみに比べればわたくしがこれから背負う罪などは耐えられるわ、信玄さまに弟殺しの罪までを被かぶせることはしないわ、と三郎兵衛はうなずいていた。

「恩に着るぜ！　お前は戦馬鹿のあたしと違って、出来のいい妹だ。姉を売ったという汚お名めいに負けるな。武田家随一の名将に、なれよ」

　飯富三郎兵衛が、姉・飯富虎昌の謀反を、躑躅つつじヶが崎さき館の信玄に密告。

　信玄、苦く渋じゆうの表情で「飯富兵部虎昌に切腹を命ずる」と決断。

　これですべてが片付く、はずだった──。

　だが、そうはならなかった。

　ほんのわずかに、間に合わなかったのだ。

　三郎兵衛からの密告を受けた信玄は、四半刻ばかり、逡巡した。

（あたしは兵部から太郎を取り上げ、今また、その命まで奪い取ろうとしている。いくら天下盗りのためとはいえ、戦国最強を目指すためとはいえ、こんなことが許されていいのか……いいはずが……）

　その逡巡が、太郎の命運を尽つきさせたと言えば、あまりにも過か酷こくかもしれなかった。

　ようやく切腹の命令を与あたえられた飯富虎昌が、妹の三郎兵衛を連れて太郎の屋敷へ大急ぎで舞まい戻った時にはすでに、太郎の屋敷は炎ほのおに包まれていたのだった。

「あいつ！　待てと言ったのに……てめえの屋敷に火ぃかけやがった！　あの、大おお馬ば鹿か野や郎ろうがああああ！　そんなだから、信虎の旦だん那なから家か督とくを譲ゆずられなかったんだっ！」

「……姉上。行ってはいけないわ。太郎さまは、姉上を死なせたくないからこそ、自決を選んだのだわ。姉上がなにを考えどう動いているか、待っている間に気づいてしまったのだわ。それで、迷わずに自決を」

「うるせえっ！　あたしは太郎の守り役なんだ、あいつが生まれた時からずっと一いつ緒しよだったんだ！　あいつとは、生きている限りは結ばれることのない運命だったけれど……せめて、最後は……！」

「……姉上!?　いけない！　戦場で死ぬのが姉上の定めだったはず！」

　あたしはたった今、武士をやめた。女に戻った。女として死なせてくれ、と飯富虎昌は、泣いた。静かに、泣いていた。三郎兵衛はもう、姉を止めることができなかった。

「三郎兵衛！　御屋形さまを。武田家を。あたしが育成してきた最強の『赤備え』を、頼むぞ！」

　三郎兵衛だけが、焼け落ちていく義信館の中で、すでに自ら腹を切って虫の息になっていた太郎義信と、炎に包まれながら館へと突とつ入にゆうした飯富虎昌がともに刺さし違ちがえて抱だき合い崩くずれ落ちていく姿を、目もく撃げきしたという。

　最後の最後。抱ほう擁ようしながら、命尽きていこうとする二人の唇くちびるの動きを、三郎兵衛は読み取ったのだという。

（……太郎。勝手に死ぬんじゃねえよ。ずっと一緒だぜ。お前は、ガキの頃ころから寂さびしがり屋だったからな……）

（……なあ、兵部。こんど、生まれてくる時は……）

　家中の分ぶん裂れつ騒そう動どうは、義信館の炎えん上じようとともに、終結した。

　信玄はもちろん、誰だれにとっても想定外の結末だった。太郎の守り役・飯富虎昌がけじめをつけるために義信館へ乗り込んで自ら陰かげ腹ばらを切り、太郎を切腹させた。公式には、そう語られることとなった。

　武田信玄は、駿する河がを、平定した。

「海」が、武田家の前に、開けた。

「姉を売った女」と家中で忌き避ひされ軽けい蔑べつされるようになった飯富三郎兵衛は、「『飯富の妹』という過去を捨てろとは言わない。だが、あたしのように生きながらに悪夢にうなされ続けることはない」と彼女の心を案じた信玄から、名門「山県」の姓せいを与えられた。

　これより三郎兵衛を罵る者は問答無用で誅ちゆう殺さつする、と信玄は家臣団の前で宣言した。

　彼女は以後、飯富三郎兵衛改め、山県昌景と、名乗る。

「飯富の赤備え」は「武田の赤備え」として、山県昌景に引き継つがれた。

　信虎の代から戦ってきた旧四天王は、全員が死んだ。

　山県昌景は、内藤・馬場・高坂とともに「新四天王」に数えられる猛もう将しようとなり、ついには赤備えの騎き馬ば軍団を縦横に操って「四天王最強」の称しよう号ごうを得た。

　だが、ただひとつ、山県昌景にもわからないことがあった。

　炎上した義信館の跡あとに、信玄はなぜか、「毘沙門堂」を建てた──あの生涯の仇きゆう敵てき・上杉謙信は、自ら毘び沙しや門もん天てんの化身を名乗っている。越えつ兵たちも、それを信じている。その毘沙門天の像を信玄は、太郎が死んだその館の跡に安置し、そして、時折毘沙門堂を訪れて籠こもっている──。

　なぜ毘沙門堂なのか？　死なせてしまった太郎さまの霊れいを弔とむらっているのか？　しかしなぜ上杉謙信の分身ともいえる毘沙門天なのか？　いろいろな噂うわさが飛んだが、それらもやがて消えた。

　義信事件について、武田家では語ることそのものが禁きん忌きとなっていったからだった。

　だが、家臣団はみな、囁き合うようになった。御屋形さまは、信玄さまはもう、夫を迎むかえることはないであろう、と。太郎さまのために毘沙門天を祀まつっているのは、あるいは、上杉謙信のように生涯戦に生き、戦に死ぬと心のうちで定めたからかもしれない、と。

　なぜなら、武田の血をひかない義妹の四郎勝頼を、信玄が後こう継けい者しやに指名したからだった。

　父を追放し、弟を殺した。おそらく信玄さまは自ら子を産みわが子に武田家を継がせるおつもりがないのだ、「人の親」となる資格はもう自分にはないとお考えなのだ、と家臣団は信玄に同情した。

　山本勘助が奇き跡せきの生せい還かんを果たした時にはもう、すべては終わっていた。勘助は「それがしが今少し早く回復して帰参しておれば、お二人をお救いする策もあったものを」と信玄の前に伏ふして泣いた。その老いた姿は、「野望のために殺しなされ」と囁ささやく鬼の勘助ではなかった。そしてその勘助もまた、戦いのうちに散った──。
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「信玄さまは相良良晴、お前の中に、太郎さまを見ているのだわ。顔形の美しさに大きな違ちがいはあれど、二人は年下で、粗そ野やで下品で、けれども自分に正直な男で……とても似ているのだわ。だから、お前を死なせたくない、と怯おびえているのだわ」

「信玄さまは国を、城を奪うばうたびに、大切な家臣や家族を死なせてきました！　それは偶ぐう然ぜんであったこともあれば、合戦による討ち死にのような必然であったこともあります！」

「……信玄さまは、国盗とりと家族を失うこととは交こう換かんだと心のどこかで信じられている。婿むこを取らず子を産まないのもおそらくは、国盗りとわが子を交換したくないから」

「三国同盟を破は棄きして駿河を奪うために太郎さまと飯富兵部どのを失ったことが、決定的だったと思います。上じよう洛らく戦でも、勘助どのを……」

　勝千代ちゃん……それで、俺にあんなに優しくしてくれるのか。だから俺にあんなに甘いのか。俺は、俺の命とこの戦での勝利を交換なんかさせねえ、と良晴はつぶやいていた。

「わかった。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで臨むつもりだったが、それじゃあ勝千代ちゃんの『呪のろい』みてえな心の傷口に塩を塗ぬっちまう。だったら生き延びてやらあ。俺は誰よりも厚かましいんだ。奥おう州しゆう軍も追い払はらうし、俺も生き延びるし、四天王も死なせない！　みんなも、頼むぜ！」

　了りよう解かいです、と四天王がうなずいた。みな、相良良晴の表情が俄が然ぜん別人のように引き締しまり、しかも熱く燃えていることに気づき、（この者は平和な世界から来た未来人とはいえ、れっきとした武士だわ。頼たよりない弟の顔から、いきなり戦う男の顔になったわ）と驚いていた。信玄さまはやはりこの少年の中にただ弟の姿を重ね合わせていたのではなく、たしかな将器を見いだしているのだとも。

　だが、武田家の合戦は、常に、厳しいものだった。

　武田軍は多くの重臣を戦場で失っている。

「……横よこ田た備びつ中ちゆうどのがかつて、同じような言葉を。信玄さまの思い込みを振ふり払う、と。横田どのは信玄さまに恋こいをされておられたのです」

「ですがその戦で、横田どのは討ち死にされました」

「あれ以来、信玄さまと殿との方がたとの恋の話は、まるで出なくなりました」

「相良良晴。あなたは、だいじょうぶかしら？」

　もう、良晴は自分の安否については考えていない。

　四天王をいかにして無傷で生還させるか、を考えていた。

「俺よりも四天王、きみたちのほうこそ用心してくれ。たしかに武田の騎馬隊は最強だ。しかし、馬は鉄てつ砲ぽうに弱い」

　そう。

　良晴は知っている。

　設楽したらが原はらで、四天王のうちの三人──内藤、馬場、そして山県が織田軍の誇ほこる大量の鉄砲隊へ騎き馬ば突とつ撃げきを敢かん行こうし、無数の銃じゆう弾だんを浴びて討ち死にするという歴史の結末を。戦国最強の武田騎馬隊の最期を。

　むろん、ここはその運命の設楽原ではない。だがなぜか、ふと、悪い予感がしたのだ。

「鉄砲ですか？　逃にげたほうがいいでしょうか？」

「織田軍の鉄砲はたしかに壮そう絶ぜつだったのだわ。馬たちが棒立ちになって」

「……だがあの程度の弾だん幕まくなら、馬の速度で突とつ破ぱできる」

「ですが奥州軍や関東軍には、あんな大量の鉄砲は存在しませんよ。相良どの……相良どの？」

　設楽原で、この美しい姫ひめ武将たちが鮮せん血けつに塗まみれて落馬し、事切れていく光景をつい思い浮うかべてしまった良晴の表情が、今にも泣きだしそうになっていた。

　明らかに、自分の身の上を悲しんでいるのではなかった。

　四天王は、誰からともなしに、なにかを察していた。

（この少年は、織田家の家臣でありながら）

（おそらく、わたくしたち四天王の運命を──）

（……知っている。勘助どのとは異なる方法で）

（知っていて、これほどに悲しんでくれるのですね。織田の宿敵であるわれわれの運命を）

　良晴は、「誰が欠けても、勝千代ちゃんはやはり戦と家臣が交換されたと思うだろう。だから、この五人全員が生き延びなければいけない。鉄砲だけには注意してくれ。もしも……万が一にでも奥州軍に大規模な数の鉄砲隊がいたら、躊ちゆう躇ちよせずに撤てつ退たいするんだ。絶対に、騎馬隊の速度を頼たのんで突とつ進しんしちゃダメだ」と、四天王に何度も念押しした。

　今日出会ったばかりの敵将・相良良晴。しかしわれらはこの者にならば軍配を任せ、命を預けることができる、と四天王は思った。

「相良良晴どの。あなたが『天命を動かす者』だと、私たちも信じます」
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「もうご安心を。半兵衛どのが、箱根山中で風ふう魔まに襲おそわれた際にはこの寺へ逃げ込めと。この寺中では風魔は暴れられないのです、信奈さま！」

「……十兵衛、ここは？」

「はっ。箱根と小田原の狭はざ間まにございます、湯本の『早そう雲うん寺じ』です！」

「デアルカ。北条家の始祖、初代北条早雲を祀まつる北条家の寺ね」

「氏康の父・二代北条氏うじ綱つなの墓もございますです。北条家にとっては歴代の当主を祀る聖地。風魔も、この早雲寺には手出しできないです」

　信奈と光秀は、追いすがる風魔忍しのびたちの追つい撃げきを逃のがれながら箱根山を東へ降り、小田原方面へと駆かけていた。その途と上じよう。箱根山さん麓ろくの湯本に建てられていた「早雲寺」本堂裏手にある緑の庭園へと間かん一いつ髪ぱつで飛び込んで、九死に一生を得たのだった。

　しかし、早雲寺の周囲には八十名を超こえる風魔忍びが重厚な結界を築いており、寺を一歩でも出れば二人の命はない。小田原城まではあとほんの少しの距きよ離りだが、とても生きて辿たどり着くことは不可能だった。

「それにしても風流な庭園ね……荒あら武む者しや揃ぞろいだと思っていたけれど、関東にもこれほどの庭園を設計できる風流人がいるのね」

「枯かれ山さん水すいですね、信奈さま。関東は、平将門公を輩はい出しゆつし、鎌かま倉くら幕府の本ほん拠きよがあった武士の国。禅ぜん宗しゆうの本拠地とも言える土と地ち柄がらですから──常に生死を賭かけた戦いに生きる武士は己の死生観を研とぎ澄すます禅宗に、銭の戦いに励はげむ商人は現世利り益やくを説く法ほつ華け宗しゆうに、日々の生活に苦しむ庶しよ民みんは猫ねこ極楽を目指す本ほん猫びよう寺じに帰き依えする者が多いのです」

「でも、どうしようかしら？　真さな田だ忍びに拉ら致ちされた良晴は、五右衛門とともにすでに小田原城入りしているはずだわ。信玄が招いた客人とはいえ、あいつは単純でお調子者だから氏康の謀ぼう略りやくにあっさりひっかかって始末されちゃうんじゃないかしら……心配ね」

「はいです。先せん輩ぱいはどんどん危険なほうへ危険なほうへと突つっぱしっていきますからね。先輩をお救いするためにも、われらが小田原城へ生きて到とう達たつする術すべを見いださねばなりません。半兵衛どのの策は『早雲寺へ逃げ込め』で終わりなのです。なにぶん切せつ羽ぱ詰つまっておりましたので、その先の策までは考える暇ひまがなかったのでしょうか。むむむ」

「妙みようね。半兵衛のことだから、その先の事態まで見通しているはずだけれど」

「半兵衛どのはどうも体調がかなりお悪いようで……」

「半兵衛が寝ね込こむのはいつものことだけれど、氏康の謀ぼう略りやく癖へきを見み逃のがしてしまったりと、今回はちょっと心配ね……」

　ふぉっふぉっふぉっ。

　庭園に屹きつ立りつする銀杏いちようの大木。その根元に、年ねん齢れい不ふ詳しようの老ろう婆ばがうずくまって歯の抜ぬけた口元をすぼめていた。

「今孔こう明めいどのの知ち恵えは健在じゃよ。早雲寺へ逃げ込めば、風魔を束ねておるこのおばばが待ち受けておることを、竹中半兵衛は承知しておったのであろう。ふぉっふぉっふぉっ」

「げげ。齢よわい百歳は超こえている白髪しらがばあさんです！　幽ゆう霊れいですか仙せん人にんですか、それとも鬼おに婆ばばですかっ!?」

「まさか……『北条のおばば』こと、北条幻げん庵あん!?」

「そうじゃ。わしが北条幻庵。北条のおばばじゃ。よくぞ見み抜ぬいた」

　北条幻庵──北条家の最長老であった。しわくちゃの小さな猿さるの如ごとき仙人じみた老婆で、正確な年齢はもう、よくわからない。同年代の者は誰だれも生き延びていないのである。

　幻庵自らは「おばばはまだ若い。北条早雲の娘むすめじゃぞえ」と称しようしているが、実は早雲の妹なのだとも、いやいや早雲のご母堂なのだとも噂され、ほとんど正体不明の妖よう怪かい的存在として北条家では一目置かれていた。姫でありながら北条家を継いだ三代氏康に対しては「好きにすればよい」とあまり口出しせず、影かげの軍師的な立場を守り続けているが、しかし幻庵はいつの頃ころからか──おそらく北条早雲が関東制せい覇はに乗り出したその当時から──箱根の風魔忍びたちを、雇やとい主として束ねている。

「織田弾だん正じようの忠ちゆう信奈と、その家臣・惟これ任とう日向ひゆうがの守かみこと明智光秀どのじゃのう。これはなんとも美しい姫君たちじゃのう。氏康が会おうたら嫉しつ妬とするであろうの。ふぉっふぉっ」

　早雲寺はたしかに北条の聖地よ。じゃが、このおばばが「構わぬ。やれ」と命ずれば、たちどころに小太郎率いる風魔忍びたちはこの早雲寺へと乱入し、そなたら二人の首を盗るであろう、と幻庵はなおも笑っている。

「つまり、このおばばは織田信奈、そなたに小田原城へ入る資格があるかを判断する、北条家最後の門番じゃよ。いまや、そなたを生かすも殺すもおばば次第。そなたの人物、器量を見極めねばのう。竹中半兵衛は、そなたならば突破できる、と信しん頼らいしておるのじゃて」

「デアルカ。それで、わたしを小田原城へ通す気になった？　それとも、殺すつもりになった？」

　光秀は（さすが信奈さま、悠ゆう然ぜんとしておられるです。幻庵のおばばも、信奈さまのご器量を認めて小田原城へ入れてくれるはず）と希望を抱いだいた。だが、幻庵は「織田信奈。そなたの目に宿る野望の炎ほのおは、激しすぎる。日ノ本すべてをわがものにせんとする女を、氏康のもとへは通せぬのう」と答えた。

「関東独立による天下二分をもくろむ北条家の悲願と、やまと御ご所しよを掲かかげて日ノ本全土を武力で統一せんとする織田信奈の野望は両立せぬよ」

　闇やみの彼方かなたにそびえる小田原城が見えるかのう？　と幻庵が目を細める。

「はじめは山やま城じろであった。それがいまや、氏康が己を守るために際限なく拡張し続けた巨城じゃ。氏康はなおも総構えを拡張し、田畑までをも囲い込もうとしておる。いずれは山と海と町と田畑のすべてを内包し、百年の籠ろう城じようにも耐たえうる、城じよう塞さいの世界を築き上げようとしておる」

　幻庵はたんたんと語った。氏康は臆おく病びようゆえに強い。己を上回る強者に対しては勝たずともよい。負けなければ、それで勝ちである、と知っておる。

「武田信玄も上杉謙信も、氏康を倒たおせなんだ。なぜか？　氏康が、信玄とも謙信とも正面切って戦わなかったからじゃ。小田原城こそは北条家の悲願である関東独立を象しよう徴ちようする『東国の結界』よ。西国の都である京は、霊れい的てき防衛・宗教的防衛にのみ特化した町。軍事的防衛を放ほう棄きしておる。いかにも貴族が作りそうな都じゃ。それゆえに西国は乱れ、いつまでも治まらぬ。しかし坂東武者の都である小田原は、はるかに質しつ実じつ剛ごう健けんで実利的じゃ。あくまでも軍事的防衛に特化しておる。かつて天てん竺じくと南なん蛮ばんの狭間に、千年王国があったという。千年もの間、外敵の襲しゆう来らいを防ぎ続けた城塞都市があったとな。氏康のもとで小田原はいずれ、千年の防衛をも可能とする東の都になるであろう」

　信奈と光秀は小田原城という名の「結界」を、闇の彼方に見た。

　京の都の結界とはまた違ちがう「結界」がそこにあった。軍事に特化した、武力による結界が。上杉謙信の関東管かん領れい復興の志を事実上阻はばみ、武田信玄の野望をも阻んだ城という名の異様な「結界」が。

「むろん小田原城防衛の主力は武士じゃが、西国から小田原への通り道である箱根山を風魔が守り、相模さがみ湾わんもまた伊い豆ず・相模水軍の海かい賊ぞくどもによって守られておる。本来は気ままな山の民であった風魔もまた、早雲どのの『関東独立』という夢に乗ったのよ」

　幻庵は、北条家初代・早雲以来の「北条の志」を語った。

　日ノ本に戦乱が繰くり返される一因は、西国と東国が本来、別々の国であるからだと。そもそもかつて独立していた東国は、西国のやまと御所勢力によって征せい服ふくされたのだと。

「古来より、箱根より東は異国よ。西国の貴族どもからの脱だつ却きやくを果たすべき武家政権は、東国に本拠を置かねばならぬ。新皇となり御所からの独立を果たそうとした平将門公。本家本元の北条家が執しつ権けんとなって武家を統治した鎌倉幕府。関東独立、天下二分によって、日ノ本はようやく安定する。彼ら関東武士たちはそれを知っておった。蒙もう古こ襲来から日ノ本を守ることができたのも、東国に鎌倉幕府という武家政権があったればこそ。失敗じゃったのは、かの後ご醍だい醐ごさまと足あし利かが幕府との争いよ──」

「ええ。やまと御所による王政復興を目指した建武の新政により、鎌倉幕府という名の東国武家政権は、滅ほろび去った。でも武士たちは、再び西国の貴族に仕えるつもりなどなかった。そこで、源げん氏じの名門である足利家が幕府を再興した」

「足利尊たか氏うじは、鎌倉に引きこもって東国のみを統治すればよかったのじゃ。ところが後醍醐さまと戦うために、御所を二つに割ってしもうた。もはや、互たがいに引くに引けなかったのであろうがな。西国と東国との争いは、南北朝分ぶん裂れつという天下の一大事によって終わりが見えなくなってしもうた。このため、足利幕府は京に本拠を構えねばならなくなり、関東には関東将軍こと『関東公く方ぼう』とその執権『関東管領』を置いて、東西を分割統治せねばならなんだ」

　南北朝の争いが終わったのち、こんどは武家同士、同じ足利家同士が京の将軍と関東公方とによる勢力争いに突とつ入にゆうし、ついにはあの「応おう仁にんの乱」へ。そして、収拾のつかない戦国の世が到とう来らいしてしもうた。

　ゆえに日ノ本は今いちど、しかも恒こう久きゆう的に天下二分されるべきである、この国に平へい穏おんをもたらしたいのであれば西国と東国とは交わってはならぬのじゃ、と幻庵は言った。

「都に上り、やまと御所を担いだ織田家の天下布武構想は、上杉謙信の関東管領就任と同じで、かつて西国方が掲げていた古びた秩ちつ序じよの再興でしかない。関東を武力で攻せめて再び西国に屈くつ服ぷくさせる、それがそなたの野望であろう？」

　だが、信奈は笑顔で幻庵の疑念を否定した。

「おばば。わたしは京には住まないし、京に政権を置くつもりもないわ。お飾かざりの今川将軍には、足利将軍に倣ならって京で暮らしてもらっているけれどもね。天下人のわたし自身は京には仮住まいしか持たない。それが本能寺よ」

「ではそなたは、安あ土づちなどという片かた田舎いなかを新たな都とするつもりか？　あるいは小田原を奪うばい本拠とするつもりなのかの？」

「わたしの都は、京でも、関東でもない。永遠の都を定めるつもりもない。わたし自身がいるところが、わたしの都。ただね──これは内ない緒しよだけれど、わたしは京からさらに西へ、西へと向かうわ。いずれは堺さかいに連なる水の都・大坂へ。いつかは、毛利を切り従えてもっと西へ。九州の博はか多たへ」

「九州、じゃと？　そこはもう、地の果てではないか？」

「いいえ。地の果てかもしれないけれど、海の玄げん関かん口ぐちよ。博多はわたしにとって終着点ではなく、出発点なの。博多を拠きよ点てんとして巨きよ船せんを築き、大船団を率いてもっともっと、西へ向かう。まだ見たことのない、海の彼方へ。琉りゆう球きゆう。呂宋ルソン。暹羅シヤム。天てん竺じく。ポルトガル。イスパニア。そしていつの日か、羅馬ローマへと」

「……羅馬じゃと……？　日ノ本の王になることがそちの最終的な目的ではないというのか？　織田信奈。そちはいったい、何者なのじゃ。未来人か、南蛮人か。それとも」

「ただの人間よ」

　目を見開いている幻庵に呼応して、小太郎率いる風魔衆が、枯山水の庭園のそこかしこに忍しのび入り、いつしか信奈と光秀を完全に包囲していた。

　だがひとたび胸の内に炎を燃え上がらせた信奈には、風魔に対する恐きよう怖ふ心しんなどなかった。

「わたしにとって、西国も東国もない。貴族も武家もない。この世界全体から見れば、日ノ本はほんとうに狭せまい狭い島国よ。この島の中で、同じ日ノ本の人間同士が争う必要なんて、ないの。だから、米こめ粒つぶのような土地を奪い合ってきた東西の戦いの歴史を、わたしがここで終わらせるわ。そのためならば、わたしは小田原城を落とすこともいとわないし、やり遂とげる。この日ノ本の戦乱を終わらせ、ひとつの『国』として束ねることがわたしの野望よ。そしてその野望を遂げた時から、夢がはじまるの。幼かった頃からの夢。海の彼方の世界へと──」

　いつの間にか幻庵の背後に無言で屹きつ立りつしていた巨きよ人じん・風ふう魔ま小太郎が、「俺のような化け物も、海の彼方には大勢いるのか」と問うた。信奈は「あんたも、人間でしょ？」と笑っていた。

「海の向こうの世界には、肌はだの真っ黒い人間や、肌が真っ赤な人間もいるそうよ。ろくろ首みたいに首が長い人間もいるんだって。象みたいに鼻が長い獣けものがいるのだから、首が長い人間だってほんとうにいるかもしれないわ。でも、ほんとうかどうかにわかには信じがたいから、わたしはこの目で確かめてみたいの！」

　その時は良晴も十兵衛も一いつ緒しよよ、と信奈がうなずき、光秀が「動機が子供じみてます信奈さま。もう少し真ま面じ目めに海外の政局について下調べしてからでなければ、危なっかしくて羅馬へは出発できないです。南蛮の海賊どもは大おお筒づつを搭とう載さいした巨船で七つの海を自在に往来しているですよ」と苦笑いしている。

「そうね。今の日ノ本の和船じゃ関せき船ぶねじゃ、外海を冒ぼう険けんするのは無理ね。でも、大筒も巨船も、いずれ必ず造ってみせるわ！」

「小田原城を包囲している、伊達政宗も」

　幻庵が、思わず声を、漏もらした。

「羅馬教皇へ使者を派は遣けんする、と言いだして巨船を建造しておる。すでに、船を博多へと出発させたやもしれぬ」

「梵ぼん天てん丸まるがっ!?　関東遠えん征せいの最中に？」

「そうじゃ。あの娘こは小田原城を落とすことよりも、むしろ船造りに熱中しておる」

「むむ。信奈さまと似ておられますね。先を越こされてはなりません！」

　織田信奈も明智光秀も、ひとたび「海の彼方へと冒険に乗り出す」という夢を語りだすと、目の前の危険を忘れてしまう。日ノ本という島国の中で、土地や血筋や下げ克こく上じようの野望のために長々と戦い続けている武士たちとは、この二人はまるで異質じゃ、と幻庵は悟さとった。そしてこの二人を、国盗とり合戦という残ざん酷こくな現実から与あたえられる幻げん滅めつと疲ひ弊へいと心の「穢けがれ」から守っている者こそが、未来人・相良良晴なのかもしれぬ、と。

　織田信奈よ。ただちに小田原城へ行くがよい、と幻庵は叫さけんでいた。

「氏康は、必ずや相良良晴を謀ぼう略りやくによって葬ほうむろうとするじゃろう。急ぐがよい、織田信奈よ。おばばは今宵こよい、そなたにひとつ貸しを作ってやろう。そなたが箱根・小田原に滞たい在ざいする間、風魔衆にそなたらの命を守らせる。氏康にも、手は出させぬ。いずれこの借りを返すと、約束せよ」

「いいわよ。どうやって、返せばいいの？」

「……織田が天下を統一するにせよ、北条の悲願がかなって天下が二分されるにせよ、いかなる形であれ……戦国の世が終わった暁あかつきには……関東の騒そう乱らんが終わった暁には……いつか氏康を、小田原城より連れ出してやってくれぬか。海の彼方の世界を、見せてやってくれぬか。あの娘は、自ら築き上げた巨城・小田原城の壁かべの中に閉じこもり、武田、上杉、伊達の連年の猛もう攻こうから城を守り北条を守るという責務の重さに押しつぶされそうになっておる。盟友であった今川義元がそなたに敗れて捕とらえられてからは、氏康にのしかかった責務はより厳しく重くなっておるのじゃ。明らかに、そなたに降こう伏ふくした今川義元のほうが、はるかに生を謳おう歌かしておる。じゃが、世よ継つぎである妹の氏うじ政まさが凡ぼん庸ようなために、氏康は隠いん居きよすることも婿むこを取ることもできぬのじゃ。このままではこのおばばよりも早く、氏康の命は尽つきてしまうであろう」

　般はん若にやの面を被かぶった小太郎が、視線だけで信奈になにごとかを訴うつたえてきた。

　承知したわ、と信奈はうなずいていた。

「ただし、わたしが天下布武の志半ばで横死しなければ、だけれどもね。それでいい？」

「おう。構わぬ。命を、いとうがよい。織田信奈。そなたは、不思議な娘むすめよのう」

「いいえ。信奈さまを道半ばで横死させるなど決して。この明智十兵衛光秀が、どこまでもお守りいたします」

　光秀が「急ぎましょう」と立ち上がっていた。







　　　巻ノ四　予期せぬ銃じゆう声せい







　北近江おうみの山やま城じろ、小お谷だに城じよう。

　小丸に詰つめていた朝あさ倉くら義よし景かげは、今だ、今、虎とら御ご前ぜ山やまを攻めるしかない！　と叫んでいた。

「防戦一方だった形勢を逆転する時は今をおいてないぞ！　虎御前山から織お田だ軍を追い払はらって、再び京へと兵を進める好機だ」

　お抱かかえ絵師の長は谷せ川がわ等とう伯はくを呼びつけて平安王朝絵巻と織田信のぶ奈なの艶あでやかな立ち姿を融ゆう和わさせた屛びよう風ぶ絵えを描えがかせていた義景が、等伯が描く織田信奈の絵姿を凝ぎよう視ししているうちに「そうだ。上うえ杉すぎ謙けん信しんが合流するまで待っていてはまずい！　潔けつ癖ぺき症しようの謙信は、織田信奈を余に与えぬかもしれぬ！」と不意に焦あせりを感じて、立ち上がっていたのだ。

「それにしても絵の力で余を戦場へ駆かり立てるとは、さすがは等伯よ。余はいかなる犠ぎ牲せいを払ってでも、生きた実物を余の館やかたへ持ち帰りたくなったぞ！」

　少年陰おん陽みよう師じの土つち御み門かど久ひさ脩ながを供に連れて、朝倉義景は本丸へと向かった。




　小谷城の本丸には、浅あざ井い長なが政まさがいる。

　長政は虎御前山のどこかにいるという津つ田だ信のぶ澄すみ宛あてに、この時も文を書いていた。

　内容は、

（浅井家の当主・浅井長政と、あなたの妻・お市いち。ひとつの身体からだで二人ぶんの人生を生きることはできません。次にお目見えした時には、約束通り、どちらの人生を選ぶかを返答したいと思います。しかしいまだどちらも選べずにおります。できることならば、私自身が二人いればよかったのに。今、わが心は千々に乱れています）

　と、おのが心の葛かつ藤とうを訴えるものだった。

　戦意はある。戦意はあるが、決断ができない。「お市」というもう一人の存在が長政の内面にいて、その「お市」は日に日に大きく強く育ちつつあった。

　だが、このままあてのない籠ろう城じようを続けていてはいずれ浅井家は織田家に滅ほろぼされる。

　織田信奈は弟のために自分を助けたいだろう。

　だが、それは不可能なのだ。

　浅井家が織田家に対してしでかした裏切りは──たとえ長政の反対を押し切って父・久ひさ政まさがやったことだとしても──それほどに決定的で取り返しがつかぬことだったのだ。

　そのことだけは、痛々しいほどに長政もまた理解していた。

　しかし今の長政は、誰だれを責める気にもなれなかった。

　結局は、自分自身が「浅井長政」と「お市」のどちらかを選び取る勇気を持てなかったことが、今日の事態を招いたのだ。

　長政が惑まどったために、誰一人、幸せになれなかった。

　信澄を選ぶか、浅井家を、父と家臣団を選ぶか──ついにこの選せん択たくに答えが出せないまま、長政は今、織田家との最終決戦に臨まねばならなくなったのだ。

　朝倉義景と土御門久脩が、本丸にかけつけてきて、「今すぐに全軍で虎御前山を急きゆう襲しゆうすべし」と進言してきたからだった。

　義景は、まるで別人のように大おお汗あせをかき目を血走らせ、口をとがらせて長政に決断を迫せまった。物ものの怪けにでも憑つかれているかのようだった。

「上杉謙信が越えち前ぜんへ後ご詰づめに来てくれる！　上杉謙信は小谷城を経由して一気に京へとのぼるつもりだ。だが上杉には宿敵の武たけ田だ信しん玄げんがいる。小谷城での長期籠城は上杉軍には無理だ。謙信が到とう着ちやくする前に、われらは虎御前山から織田軍を蹴け散ちらして京への道を開いておく必要がある！　これは時間との戦いだぞ！　上杉謙信が参戦しているうちに織田家を滅ぼさねばならぬ！」

「それでは、義あ姉ね上うえの運命は」

「案ずるな、織田信奈の命は決して取らせぬ。余が館に連れ帰るのだからな。思う存分戦われよ」

　惑いに惑い続けている長政は、義景が（潔癖な謙信は織田信奈を余に与えぬのではないか）という疑ぎ惑わくを謙信に抱いだいて出兵を焦っていることを見み抜ぬけないでいる。

「まあ、聞いておくれよ。ボクの策を」

　土御門久脩は、いちど竹たけ中なか半はん兵べ衛えに陰陽術対決で完敗してしばらく姿を消していたはずだったが、いまやすっかり自信を取り戻もどしたようだった。

「虎御前山が落ちないのは、知っての通り竹中半兵衛が奇き門もん遁とん甲こうの術を山の周囲にほどこして迷路の陣じんを作っているからだよ。でも破る方法はある」

　土御門久脩は、名門陰陽師の一族・土御門家の当主である。

　この道には熟達していた。

「ボクの見たところ、虎御前山を取り巻く迷路は『石せき兵へい八はち陣じん』だね。石兵八陣には休・生・傷・杜・景・死・驚・開の八門の出入り口があるのだけれど、ボクたちが攻せめ入る際には杜門・死門の二つの門からしか入れないように巧こう妙みように構築してある。この二つの門から攻め入る限り、陣を抜ぬくことはできない。だが、隠かくされている生門・景門・開門のいずれかを発見してそこから突とつ撃げきすれば、陣を抜くことが可能になるよ。この三つの門が八陣の弱点なんだ。織田軍はこの三つの門から出入りしているが、こちらには門の位置を悟らせないように巧妙に陣を設計しているんだよ」

　そこで、どうやって三つの門を探し出すかだが──と朝倉義景が意見をはさんだ。

「宙を舞まう式神を繰くり出せばよかろう。空から探せばよい。陰陽師の得意分野だ」

「ふふ。それはできないんだ」

　久脩が首を振ふる。

「とある事情があってね。ボクは式神を召しよう喚かんする力が落ちている……だがそれは竹中半兵衛も同じこと。せいぜい、前ぜん鬼きを出すのがせいいっぱいだろう。しかも前鬼の力は叡えい山ざんでの時とは比べものにならぬほど弱まっているよ」

「ほう。陰陽師にも力が出る時期と出ない時期があるのか？」

「ふふん。ボクの推測では、今の竹中半兵衛には無理押しがいちばん有効だよ。体力勝負だね。三日三晩、休むことなく陣を襲おそい続けて三つの門のうちのどれかを探し出すんだ。どれほどの犠牲が出てもかまわないよ」

「だがどの門が破れる門だと見分けられるのか？　余には見分けがつかぬ」

「門さえ発見すれば〝気〟の流れで簡単にわかるさ。見つければただちにボクが全軍突撃の指示を出す。あの迷路の陣さえ突とつ破ぱすれば、虎御前山なんて小さな砦とりでにすぎないからね──ここでどれほど兵士を損じても、まもなく越えち後ご兵が来る。虎御前山さえ落としてしまえば、畿き内ないの国人や小大名はみな上杉謙信になびくだろう。そうなれば兵は勝手にどんどん増えるよ」

　なにか陰陽道の世界に起きている秘密をにぎっているらしい久脩の笑顔はどこか謎なぞめいていたが、勝利を信じていることだけはたしかだった。

　朝倉義景が、長政に迫った。

「浅井長政。勝利条件は揃そろった。どうする」

「……」

「決断するのだ。余はこの戦にわが命と朝倉家のすべてを賭かけた。長政、そなたはどうするのだ！　武士ならば、潔く己の運命を自ら決めよ！」

「……攻めぬ、と言えばどうなる」

「むろん、人質として小丸に住んでいただいている浅井久政どのの首をいただく。風流なやり方ではない。余の美学にも反する。だが、余はそこまで覚かく悟ごしている！　それほどに、織田信奈がほしいのだ！　余が現世に生きる場所を見いだすためには、生身の織田信奈を手に入れる他はないのだ！　さもなければ、余は永遠に『源氏物語』の絵巻の世界から自分の魂たましいを呼び戻せぬ！　この世に戻れぬのだ！　朝倉家の真の当主に……もののふになれぬのだ！」

　すさまじい妄もう執しゆうだった。

　なにかにせきたてられ、追い詰められているかのようだった。

　長政は、逆らえばこの男はほんとうに父を殺すだろう、と思った。

　父が死ぬにしても、名めい誉よの戦死ならば、いい。

　それは、武士としての本ほん懐かいだ。

　だが、ここで子である自分が父を見捨てて自分の同盟相手の手で殺させるなど、とても選べる道ではなかった。

（あるいは父上は、自分を義景に殺させてでも浅井家そのものを終わらせてしまえ、お市として生きろ、と私に最後の機会をくださったのかもしれぬ。だが……武家の子として、それだけはできない。槍やりを取って名誉の戦死を遂とげるのと、子に裏切られて人質として斬ざん首しゆされるのとでは、同じ死でもまるで違ちがう）

　長政は、決断した。

　土御門久脩が「武家はたいへんだねえ。ボクは陰陽師の家に生まれてよかったよ」とからかうような口調でおどけてみせた。

「……よかろう。私は、結局は猿さる夜や叉しや丸まるなのだ。虎御前山を攻めよう……だが義姉上と勘かん十じゆう郎ろうの命だけは保証してほしい」

　ついに、長政は決断した。浅井長政として戦おう、と。

「よくぞ決断した！　そなたは、捕とらえた信澄と復ふく縁えんするがよい！　これよりわれらは義理の兄妹きようだいということになるな」

　そんな日は来ない。虎御前山が落ちるような激戦となれば勘十郎は壮そう絶ぜつに討ち死にするだろう、姉川でもそうだった、あの姉弟きようだいの仲むつまじさがうらやましい、と長政は思った。

「……勘十郎もまた、私ではなく義姉上を選んだのだ。私も、父を選ぼう」

　ついに小谷城から、浅井朝倉軍が、虎御前山へと襲いかかった。

　総そう攻ぜめが、はじまった。

　虎御前山の本ほん陣じんは騒そう然ぜんとなった。

「せ、せ、攻めてきたよ！　ああ、お市……ついに浅井長政として姉上と戦う道を選んだのだね」

「この鬼おに柴しば田たにお任せあれ！　こっちには半兵衛もいるしねっ！」

　だが土御門久脩が看破していたように、前鬼と半兵衛の力はかつてよりも大おお幅はばに弱まっていた。

　それでもなお、半兵衛には軍学があった。ことに、半兵衛の得意技は拠きよ点てん防衛である。かつて偶ぐう然ぜん、稲いな葉ば山やま城じようをわずかな手勢だけで奪うばい取ってしまったために「城攻めの名人」と呼ばれるようになった半兵衛だが、性格的にも技能的にも実際には防衛の名人だった。

　だが、その半兵衛が構築した奇門遁甲の迷路を破る強敵──土御門久脩が、再び舞い戻ってきたのだ。

　これは、半兵衛にとっては大きな誤算だった。

「けほけほ。良よし晴はるさんと信奈さまが帰き還かんするまで、なんとしてでも支えねばなりません。信玄さまとの交こう渉しようが成功すれば、東国の守りは必要なくなり、信奈さまが岐ぎ阜ふ城から大軍を引き連れてくださいます」

　半兵衛は何度もせき込みながら、眼下の浅井朝倉軍の動きを観察した──今までとは動きが違う。陰おん陽みよう師じが敵軍の軍師についたのだ、と聡そう明めいな半兵衛は瞬しゆん時じに察した。

（またしても、わたしは読み違えを……土御門さんが舞い戻ってくるだなんて）




　　　　※




　小田原城。

　出しゆつ陣じん直前の武田騎き馬ば隊は、士気に満ちていた。長い籠城で戦意を喪そう失しつするどころか、「一刻も早く奥おう州しゆう連合軍を追い払はらって再さい上じよう洛らくする」という闘とう志しに燃えていた。

　良晴率いる武田騎馬隊は、開門して一気に打って出た。奥州連合軍に参加させられている関東諸将の陣を奇き襲しゆうし壊かい乱らんさせ梵ぼん天てん丸まるを小田原から退かせる。これが良晴の策だった。

「相良さがらどの、最前線に立たれては危険です！　敵の総大将、伊だ達て政まさ宗むねは『邪じや気き眼がん』というあやしの技を使うおそろしい武将です、逃にげる準備を！」

　高こう坂さか昌まさ信のぶが、馬を進めながら良晴に進言してくる。

　もしも政宗自身が出陣して、くだんの『邪気眼』を用いたら、いかなる事態となるかわからない。武田騎馬隊にとっても、正体不明の『邪気眼』は脅きよう威いであった。

　前方で、槍隊同士の衝しよう突とつがはじまっている。

　頭上を弓が飛び交う。

　馬上の良晴は、腹におさめていた秘密をここでようやく四天王に語った。

「実は、俺は『邪気眼』の正体をおおむね知っているんだ。だから、恐おそれる必要はないよ」

「「「「ええっ!?」」」」

「迷信深い戦国時代の奥州では梵天丸の『邪気眼』が有効なのかもしれないが、坂東武者には通用しねえ。だから、心配せずにこのまま敵てき陣じんを荒あらすだけ荒らしてやれ！」

　まさかこの男、ほんとうに勘かん助すけどのを継つぐ軍師？　と四天王は驚おどろいた。

　またたく間に奥州の覇は者しやとなった伊達政宗の秘密兵器、『邪気眼』の正体をすでに見破っているとは！

「……信玄さまが、この男にこだわった理由が……わかった気がする……」

「さすが信玄さま。身分や外見にこだわらず軍師としての才を見抜く眼力は一級品ね。わたくしなら、はずかしながら勘助どのや相良良晴を軍師として取り立てる気にはならなかったわ」

「ですよねー。男は顔じゃないですねっ♪　この高坂弾だん正じようも、今回は逃げなくてすむ気がしてきましたっ」

「武田騎馬隊の奇襲を食らった関東諸将はみな浮うき足だっている！　さあ、進しん撃げきだ！　このまま一気に敵陣を中央突破して分断させよう！　武田騎馬隊の突破力を見せてくれ！　奥州連合軍が崩くずれたら、俺は梵天丸を説得して奥州へ帰らせる。殺したり傷つけたりするんじゃねーぞ！　あいつはまだ子供だ！」

「「「「承知[image: !!!]」」」」

　相良良晴に率いられた武田騎馬隊が、「出てきた！」「まさかっ」とあわてふためく奥州連合軍の真っただ中へと突とつ進しんを開始した。

　まさに、疾はやきこと風の如ごとし！

　奥州連合軍は、伊達政宗の本隊を除けば奥州と関東のあちこちから寄せ集められた雑軍で、数は多いけれどまとまりはない。しかも、今まであまりにも北ほう条じよう氏うじ康やすが消極的だったので、どうせ小田原城から兵は出てこないと油断しきっていた。戦せん況きようはあたかも、北条氏康が関東連合軍に奇襲をかけた「河かわ越ごえ夜よ戦いくさ」の如き一方的な様相となった。

　風のように突進する武田軍自じ慢まんの名馬に乗って駆かけながら、良晴は、

「この俺が武田騎馬隊を動かすなんて身み震ぶるいがするぜ！　この武田騎馬隊を相手に小勢で真っ向から渡り合った斎さい藤とう道どう三さんは、ほんとうにすげえ爺じいさんだったんだな……！　しかも重い病でぼろぼろだった身体からだで、信奈のために最後まで最前線から逃げずに踏ふみとどまったんだな！　道三の爺さんのぶんまで、俺はでかくならなきゃならねえな！」

　思わず、熱くなって叫さけんでいた。

　ほろり、と目から熱い水が流れ落ちた。

　つくづく、ほんとうに、斎藤道三は老いてなおすごい男だった。

　今こうして精強な武田騎馬隊を率いる立場になってみて、道三のすごさがしみじみと理解できた。

　とてもじゃないが、自分が追いつけるような男じゃないことも良晴はよくわかっている。

　それでも、道三の夢──信奈の天下布武を補ほ佐さし実現するという夢を自分が継つがなければならないことも、だ。

　ただ一点だけ、道三より勝っていることが良晴にはある。

　武田騎馬隊の弱点を、未来から来た良晴は知っているのだ。

　野戦陣じんを構築されて大量の鉄てつ砲ぽう隊に待ち構えられたら、この突進力が、この機動力が仇あだになって武田騎馬隊は壊かい滅めつする。

　だが今、それほど大量の鉄砲を持っている集団は本州には見当たらない。堺さかいを押さえた信奈ですら、まだ武田騎馬隊を撃げき滅めつするのに必要な量の鉄砲を揃えられていないのだ。

　それほどの鉄砲集団が存在するとすれば、紀き伊いの傭よう兵へい軍団・雑さい賀か衆しゆうくらいのものだ。

　いずれにしても、奥州連合軍には精強な騎馬隊はいても大規模な鉄砲隊は存在しない。そして騎馬隊同士のぶつかり合いなら、武田に分がある。必殺の新兵器「邪気眼」の噂うわさという呪じゆ縛ばくから武田騎馬隊を解き放った良晴は、「行けるぞ！」と叫んでいた。




　　　　※




　虎とら御ご前ぜ山やまでは、浅井朝倉の猛もう攻こうが途と切ぎれることなく続いていた。

「また敵てき襲しゆうが来たぞおおお！　追い払っても追い払っても撤てつ退たいする気がないらしい！」

　槍を手に石の迷路の中を暴れまわりながら、柴田勝かつ家いえはあまりにも浅井朝倉軍の攻こう撃げきが執しつ拗ようなことに閉口した。

（上杉謙信の到とう着ちやくを待たずに決戦を挑いどんでくるなんて。まさか、姫ひめさまが不在だということがバレたんじゃないだろうな？　それとも、この迷路を突とつ破ぱする策でもひらめいたのか？　ああっ、姫さま！　早く戻もどってきてくださいっ）

　勝家はけんめいに「死ねや死ねや姫さまのために」と声をからしながら敵兵を薙なぎ倒そうとする。

　だが、今までとは勝手が違う。

　敵兵たちは、織田軍の兵を見つけても、まるで無視しているかのように避よけていく。

　そして、迷路の中を四方八方へと散っていくのだ。

「いつもの攻せめ方と違いますにゃあ！」

「われら足軽には目もくれず、あちこちの道をかけずり回っていますみゃあ！」

「まるで、迷路を出る道を見つけようとしているみたいですみゃあ」

　味方の足軽たちが、口々に勝家に異変を報告してくる。

「バカな。あたしはよほどの軍学者か陰陽師でないとこの迷路は抜ぬけない、と半兵衛から聞いているけど」

「その、『よほどの者』が敵方にくわわったのでは」

「だとすれば、いずれ迷路を抜けられますみゃあ」

「虎御前山の山頂に置いてある本陣は手て薄うすですみゃあ」

「姫さまの危機ですみゃあ」

「乙おつつけ、いや、落ち着けみんな！　このあたしがいる限り、虎御前山の本陣は守りぬいてみせるっ！　浮き足だつんじゃないっ！」




　その本陣も、意外な浅井朝倉の攻撃にすっかり浮き足だっていた。

「けほけほ。今までとは違います。どうやら敵軍は、この石の迷路を破る見込みがついたようです」

　激しくせき込みながら、半兵衛が本陣に駆け込んできた。

　良晴に扮ふんしている前鬼、南なん蛮ばん甲かつ冑ちゆうを脱ぬいだかわりに信奈自じ慢まんの南蛮帽ぼう子しをかぶって女装している信澄、そして虎とらのかぶりものをかぶった犬いぬ千ち代よの三人が本陣の床しよう几ぎに腰こしを下ろしていた。

「八はち陣じんの道理を知っている者が敵軍についたようです。けほけほ」

「まずい。土御門のガキが例の秘密に気づいて、舞まい戻ってきたようだ。結界が破られるかもしれぬ」

　前鬼が牙きばをむきだしてうなり声をあげた。

「それにしてもわが主あるじ、ご無理をしてはなりません。お休みください」

「前鬼さん、今はそれどころではありません。信奈さまと良晴さんが帰還するまでこの拠点を守りぬかなければ、このまま京まで進撃されてしまいます。そうなればもう形勢逆転は不可能です。松まつ永ながさまは西近江おうみで浅井方と交戦中、伊い勢せの滝川さまと安あ土づちの丹に羽わさまは六ろつ角かくへの備えとして動けません。ここにいる兵力だけで信奈さまたちが帰還するまで守りきらねば……けほけほ」

「だ、だいじょうぶさ。ぼくが姉上の影かげ武む者しやだとバレなければ……」

　ばーん！

　敵方が放った鉄砲の弾たまが、信澄の頭をかすめた。

　本陣に弾だん丸がんが届いたということは、すでに迷路のかなりの部分まで攻こう略りやくされてしまっているらしい。

　水攻ぜめ・火攻めその他あらゆる罠わなをしかけておいてはいるが、浅井朝倉軍はいくら罠にかかっても決して撤退しようとはせず、がむしゃらに迷路の中をかけまわり続けている。

「ひいっ！　し、し、死ぬかと思ったよ！　いやあ、ぼかぁ悪運が強いなあ」

　信澄に幸い怪け我がはなかったが、頭の南蛮帽子が飛ばされて落ちてしまった。

　信澄の素顔が、あらわになった。

「織田信奈じゃないぞ！」

「影武者だ！」

　信澄の顔を見た敵兵たちが口々に叫びはじめた。

「本ほん陣じんまではあとわずかだ！」

「しかも織田信奈はいないぞ！」

「虎御前山は、虎は虎でも張り子の虎だ！　攻め落とせ！」

　敵軍の士気は否応なしに高まり、味方の士気は「姫さまがいない？」という驚きとともに一気に下がっていく。

「……」

　犬千代が無言で朱しゆ槍やりをとって、臨戦態勢に入る。

「ば、ば、バレた！　バレてしまったあ！　きちんと兜かぶとをかぶっておくべきだった。南蛮帽子のほうが兜より涼すずしいからって、ぼかぁなんて失態を……どうすればいいんだあっ!?」

「俺は弾丸というものが苦手でな。いかんともできなかった……わが主・半兵衛どの。これは容易ならぬ危機だぞ。まもなく、迷路の出口を発見されるであろう。結界は破られる」

「……けほ、けほ。次の策を考えます。次の、策、を……」

「しかし半兵衛どの。そなた、これ以上術を使ってはならぬぞ。その身体で新たな式神を召しよう喚かんすることはできぬ」

　犬千代が「ついに敵が迷路を突破した。防いでくる」と言い捨てて本陣を飛びだし、山腹を駆けおりていった。

「……もはや、明あけ智ちさまが無事に信奈さまと良晴さんを守ってくださっていると、信じるしか……すみません……信澄さま。わたしの責任です」

「ぐ、具合が悪そうだけど、だいじょうぶかい？」

「は、はい。平気です……うっ」

　半兵衛は信澄に気け取どられまいと作り笑いを浮かべようとしたが、胸を押さえて倒れ込んでしまった。

　そして。

「けほ、けほ……」

　赤い鮮せん血けつを、口から大量に吐はきだしていた。

　まるで、肺の臓が破れてしまっているかのような、大量の吐と血けつだった。




　　　　※




　小田原城での攻こう防ぼう戦せん──。

　良晴はまだ、虎御前山で信澄たちが窮きゆう地ちに陥おちいっていることを知らない。

　序じよ盤ばんの戦局は、武田方が圧あつ倒とう的有利のうちに展開した。

　政宗直属軍を除く奥おう州しゆう・関東諸将の軍勢は、士気が低かった。武田騎き馬ば隊のあまりの圧力と速度に度ど肝ぎもを抜かれて次々と逃にげ散っていく。

「……わざと逃げているようには見えない……罠はない……」

「逃げてますね！　敵が逃げてますね！」

「足軽の命をみだりに奪うばうのはもののふの仕事ではないわ。逃げる兵はうち捨てましょう。ここで退く？　あるいは危険を覚かく悟ごでさらに突進して、伊達本陣を蹴け散ちらし、奥州連合軍を敗走させる？　いずれにせよ軍師であるあなたの判断に従うわ、相良良晴」

「このまま梵天丸のもとまで突進だ！　梵天丸を怪我させないように頼たのむぜ四天王！」

「「「「御ぎよ意い[image: !!!]」」」」

　良晴は騎馬隊の先頭に立って声をからし、「出会え出会え、梵天丸！　もうさんざん暴れただろう、そろそろ満足して帰れよっ！」と采さい配はいを振ふりながら政宗の本陣を目指した。

　政宗本陣の旗印が見えてきた。

　真っ黒くてあちこちが破れた不ふ吉きつな印象の旗に「６・６・６」の「びぃすと数字」が描かき込まれ、さらにはこれまた黒い逆さ十じゆう字じ架かがその旗印の真横に突つき立てられている。

「相変わらず、中二病丸出しだなあ。あのアンチ・クライスト臭しゆうに満ちた陣が梵天丸の本陣だ、間ま違ちがいない！」

「「「「御意です[image: !!!]」」」」

　いまや武田四天王は、良晴の「未来人」としての神眼、そして矢が飛び交う戦場で堂々とひるむことなく先頭に立って駆かける剛ごう胆たんさに心服していた。

　良晴もまた確信していた。勝かつ千ち代よとの『賭かけ』に勝利したことを。

　あと少し！

　梵天丸を奥州へ帰せば勝千代ちゃんが上杉謙信を足止めしてくれる。俺も織田家へ帰参できる。それに、俺にはわかる。肌はだで感じられる。信奈と十じゆう兵べ衛えちゃんは、きっと風ふう魔まの罠を突破して生きている！

　これで小お谷だに城じようにこもっている浅井朝倉の攻略は成るはずだ！

　良晴が猛もうスピードで本陣へとつらなる丘きゆう陵りようをのぼっていくと。

　丘おかの上に、見覚えのある顔が、待ち受けていた。

「あれ？　良晴はんやないか？　奇き遇ぐうやなあ、南なん蛮ばん蹴け鞠まり大会以来や。あはははっ！」

　紀き伊いの鉄てつ砲ぽう傭よう兵へい部隊・雑さい賀か衆しゆうを率いる、雑賀孫まご市いちだった。

　本ほん猫びよう寺じで漫まん才ざい用に着用していたふんどし姿ではなく、年とし頃ごろの乙女おとめが好む愛らしい振り袖そで姿すがたで馬上に座っていた──が、その腕うでには言うまでもなく、あの漆しつ黒こくの大おお鉄でつ砲ぽう「八や咫た烏がらす」が構えられている。

「ま、孫市姉さんっ？　どうして伊達軍に姉さんがいるんだよ？」

「いやー。畿き内ないには良晴はんを超こえる天下一の男はいなさそーやったんでなー。ちょうど奥州の大将に呼ばれたんで、わざわざ小田原まで出張してきたんやー。まさか小田原で再会できるとはなー、うちらはよほど縁えんがあるんやなぁ。あはははっ」

　良晴は真っ青になっていた。

　味方ならともかく、敵方に孫市姉さんが八咫烏を携たずさえて待ちかまえているなんて！

　鉄砲名人の孫市姉さんに狙ねらい撃うたれたら、逃げられねえ！　一発で撃ち殺される！

「けんにょとの漫才コンビは解消したのかよっ？」

「あー、漫才はなあ。けんにょはんが松まつ平だいら元もと康やすはんから『眼鏡めがね、眼鏡～』のネタを高い銭を払はらって買い取ったんや。それで、相方がうちやのうてもどっかーんとウケが取れるようになってしもてな。退たい屈くつなんで久々に傭兵仕事をやってみたわけや。あははっ！」

　ずどーん！

　地を揺ゆるがすような大だい音おん響きよう。

　孫市が馬上から、良晴の兜の前立を狙って撃ち抜いたのだ。

「うわあっ、避よける暇ひまもねえ！　退ひけっ！　みんな、退け！　雑賀衆の鉄砲軍団が伊達本陣に加勢していたぞっ！」

　先頭を走る良晴は怒ど濤とうの勢いで進しん撃げきする武田騎馬隊を制止しようと采配を振り回したが、その采配も八咫烏のさらなる一いち撃げきで木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだかれてしまった。

　びりびり、と良晴の全身が震ふるえてあやうく落馬しそうになる。

「孫市姉さん、馬上からこんなにも正確に大鉄砲が撃てるのかよ!?　どれだけ鉄砲名人なんだよ！」

「殺そうと思えば殺せたけどな、うちの旦だん那なになる、と誓ちかえば命だけは助けてやってもええで。いちどはあきらめた縁やったけどな、ここで再会したっちゅうことはうちらは赤い糸で結ばれとるらしいわ♪」

「ぐ、偶ぐう然ぜんだぞ！」

「偶然やない！　織田と本猫寺におった二人が、関東の伊達と武田の戦いで再会するやなんて、偶然ではありえへん！　選ばせたる。ここで死ぬか、うちと添そい遂とげるかや！」

　前鬼助けてくれ、俺の『女難の相』とはこのことだったと、良晴は泣きたくなった。

「うちら雑賀衆は曲撃ちが得意でな。馬上からでも鉄砲が撃てるんや。さっそく奥州の馬を借りて、『騎馬鉄砲隊』ちゅうのを結成してみたで。今日が初うい陣じんや！　蛍ほたる、小こ雀すずめ！　武田騎馬隊へと突とつ撃げきや！」

　ざっ！　ざっ！　と、馬に乗った雑賀衆の鉄砲名人少女たちが前進してくる。

「『鉄砲騎馬隊』だって？　ちょっと待ってくれ。そんなものが登場するにはまだ時代が早すぎ……」

「『騎馬鉄砲隊』や！　馬の大きさでは奥州馬は武田に劣おとるけどな、鉄砲の火力と馬の速度が一いつ緒しよになっとるぶん、うちらのほうが強いで！　壊かい滅めつさせられたくないなら、うちの旦那になれや？」

「そんな条件吞のめるかよ！　俺が今、どんな立場にいるか知ってて言ってるのか？」

「知らん！　知らんけど、良晴はんと織田のお姫ひめさんとはどうやっても結ばれへんのやで。ここが年ねん貢ぐの納め時、あきらめや。うちが尽つくしてやるさかいな」

　まさか梵天丸が雑賀衆を雇やとって呼び寄せていただなんて……そうか、海路か！　雑賀衆は鉄砲で有名だが、もともとは海かい賊ぞくも兼かねていると聞く。紀伊から船を使って相模さがみ湾わんまで移動してきたんだな！　うかつだった！　と良晴は自分の頭を叩たたいた。

　小田原城を囲んでいるだけでは落とせないと見ていちはやく遠方から雑賀衆を雇い入れるとは、さすがは奥州の覇は者しや。

（ただ『邪じや気き眼がん』で素そ朴ぼくな奥州人を怖こわがらせて勝ってきただけじゃなかったんだ！　俺は梵天丸があの天下に名高い伊達政宗だということを忘れていた！）

　ここに武田騎馬隊と、伊達騎馬隊＆雑賀衆が合体連合した騎馬鉄砲隊が激げき突とつした。

　雑賀衆が、丘の上を取っている。

　丘の下から駆けのぼる武田騎馬隊が、いまや完全に不利だった。

　鉄砲の大だい轟ごう音おんが戦場に鳴り響ひびき、武田騎馬隊の快かい進しん撃げきは止まった。

　良晴は（しまった、これでは『設楽したらが原はらの合戦』になっちまう！　武田騎馬隊と四天王だけは守らなけりゃあ、俺は勝千代ちゃんに顔向けできない！）と歯がみしながら、素足で良晴の馬の背後を駆けていた五ご右衛え門もんに「四天王に退たい却きやくを命じろ！　全軍が鉄砲の的になる前に！」と言い捨てて、ただ一騎きで雑賀孫市のもとへと突とつ進しんした。

「どうやら俺の女難の相とやらは、避けては通れねえ運命らしい！　孫市姉さん、刀と刀で一騎打ちだ！　俺が勝ったら、梵天丸に会わせてくれ！」

「おおー。望むところや。負けたら、うちの旦那になるかー？」

「それは、お断りします！」

「なんでやねーん！　って、八咫烏を担いどるうちにつっこませんなやボケ！　うっかり引き金を引いてしもたわ！」

　そう。

　けんにょとの漫才の癖くせで、孫市はつっこむ時に条件反射で八咫烏を撃ってしまうのだ。

　しかも、相方の胸をめがけて──。



















　ドゴオオオオオン!!

「球たまよけのヨシ」を名乗る逃げの名手も、雑賀孫市が放つ大鉄砲の弾たまは避けられない。それほどに孫市の鉄砲の腕は破格なのだった。

　飛んでくる弾だん丸がんが、良晴の目にはっきりと見えた。だが、避ける時間はもうない。

　死が迫せまっているから、俺の感じる時間の流れが遅おそくなっているんだ、走馬灯って奴やつだ……と良晴は気づいて、そして、絶望した。

（俺は、本猫寺と織田家の合戦を回かい避ひできたと思い上がっていた。雑賀衆との泥どろ沼ぬまの十年戦争をなかったことにできたと！　だが、歴史はこんな思いもよらぬところで帳ちよう尻じりを合わせてきやがったんだ！　やっぱり、俺ごときが歴史を変えようとしても無理なのかっ？　なんらかの見えない力が、歴史を予定通りに進行させようとするのかっ？　だとしたら「本能寺の変」も決して逃のがれられない運命なのかっ？　冗じよう談だんじゃねえ！）

　自分の死よりも、信奈が気がかりだった。光みつ秀ひでが心配だった。そして武田四天王が。

「本能寺の変」だけは、回避しなければならない。たとえ自分がここで倒たおれても、あの悲劇だけは……日本の、そして世界の歴史を変えてしまったあの悲劇だけは……！

「ちょ。良晴はん！　避けてえな！　死んだらアカンでえ！」

　無理だよ、孫市姉さん、と良晴は馬上で泣き笑い。

　もう、間に合わない。

　心臓に、正確に、着ちやく弾だんする。

　着弾まで、あと五ミリ。

「くそおおおおっ！　のっ……信奈ああああ～！」

　戦場に、良晴の断だん末まつ魔まの叫さけび声が木霊こだました。




　　　　※




「良晴が、討ち死にした!?」

「どういうことなのですかそれはっ!?　相良先せん輩ぱいがなぜ武田騎き馬ば隊を軍師として指揮していたのですかっ!?」

　湯本の早そう雲うん寺じで「おばば」北条幻げん庵あんという関門を突とつ破ぱしてついに正面から堂々と小田原城への入城を果たした織田信奈と明智光秀を待っていたものは、武田四天王からの衝しよう撃げき的な報告だった。

　信奈と光秀を茶室に通した内ない藤とう昌まさ豊とよが、二人に経けい緯いを説明した。

「相良どのは、北条氏康どのの提案を受けて、信玄さまと賭けをなさいました。武田騎馬隊を率いて伊達政宗の本ほん陣じんを後退させることができれば、相良どのは武田家の軍師に就任する。そして信玄さまは、織田家の要よう請せいを受け上杉軍を足止めする、と」

「武田軍の、軍師に？　それって、どういう賭かけなの？」

「信玄さまは無条件に相良どのを武田の軍師として雇い入れたかったのです。ですが、われら四天王が勘助どのの後あと釜がまに外と様ざまの相良どのをいきなり据すえることに反対し、その結果、実戦で相良どのの軍師としての手しゆ腕わんを測ろうということに」

「それじゃあ信玄は、たとえ良晴が勝っても負けても、良晴を武田軍に引き抜ぬくつもりだったの？」

「いえ。もしも奥州連合軍撤てつ退たいという大戦果を相良どのがあげられれば、信玄さまは相良どのを雇い入れることをあきらめて、無条件で上杉謙信の上じよう洛らくを阻そ止しすると約束されました……それゆえ、軍師どのは軽い一当たりの奇き襲しゆうで敵てき陣じんを混乱させるに留めるわけにはいかず、一気に伊達本陣を突ついたのです。自ら先頭を切って──自分は伊達政宗の『邪気眼』の正体を知っている、勝算はあるとおっしゃっておられました。たしかな言葉でした」

　ところが、予想もしていなかった雑賀衆の鉄砲部隊が待ち構えていたのだわ。相良良晴はあらかじめ「鉄砲隊の大軍が現れたら迷わずに逃にげろ」とわれら四天王に命じていたのだわ。相良良晴は未来人。なにか悪い予感のようなものがあったようだわ。そして、実際に鉄砲部隊が出現したことを知るや、四天王と武田騎馬隊を即そく時じに全軍退却させ、自ら雑賀衆の頭領・雑賀孫市との一騎打ちに──と、山やま県がた昌まさ景かげが内藤の言葉を継ついだ。

「デ、アルカ。孫市は傭よう兵へい。本ほん猫びよう寺じと織田は停戦していても、雑さい賀か衆しゆうが戦場へ出てはならないという理り屈くつにはならない。むしろ、本猫寺が平へい穏おんな間は地方に出で稼かせぎをしなければならない。ありえない話では、ないけれど」

「しかし信奈さま、信じられないです！　紀き伊いの孫市がなぜ関東に、それも奥おう州しゆう軍に!?」

「雑賀衆は海賊でもあるから、海路を用いて関東へ入ったのでしょうね」

「そういうことではありません。関東遠えん征せい中に紀伊からわざわざ雑賀衆を雇い入れるという発想が、理解不能です！」

「……これは推測だが……伊達政宗は突進する武田騎馬隊の『速度』という強みを、大量の鉄てつ砲ぽう隊を率いて自じ陣じんで待ち構えることで弱点にひっくり返せると、閃ひらめいていた……だから、千金を投じて紀伊から鉄砲集団・雑賀衆を雇い入れた……その雑賀衆を隠かくし持ち、こちらが焦じれて打って出てくるのを、じっと待っていた……まだ幼いが、恐おそろしい奇き才さいを誇ほこる武将……」

　と、馬ば場ば信のぶ房ふさ。

「しかも、雑賀衆はみな馬上で種たね子が島しまを放つ『騎馬鉄砲隊』だったのです！　武田騎馬隊ほどではないにせよ馬の速度で移動し、馬上から射しや撃げきを行うという見たことも聞いたこともない奇き異いな軍団でした！　もしも相良どのがおられなければ、いかに武田騎馬隊とはいえどうなっていたかわかりません！」

　高坂昌信が「雑賀衆でなければあのような曲芸じみた鉄砲隊の編成は不可能ですが、種子島と騎馬隊を組み合わせるという策をひねり出したのは雑賀孫市ではなく、伊達政宗でしょう！」と声をあげ、信奈もうなずいていた。

「……野田・福島の合戦の折には、雑賀衆は馬を用いてはいなかった。いくら鉄砲名人揃ぞろいの雑賀衆でも、馬上からでは命中率は大おお幅はばに下がる。種子島は、徒歩で放つのが戦の常識。とはいえ……」

「無敵を誇ってきた武田騎馬隊の馬と兵を驚おどろかせるには、十分です。心を攻せめて動どう揺ようさせるだけでも、効果があります。信奈さま」

「相良良晴は、なぜかわたくしたち四天王に対して、大量の鉄砲にだけは注意しろ、見たら逃げろと重ねて命じていたわ。おかげでわれわれは被ひ害がいを出すことなく、小田原城へ退却できた……けれども、相良良晴は自ら盾たてとなって、ついに敵陣より戻もどらなかった」

　孫市の銃じゆう弾だんを胸に浴びて落馬した姿を多くの兵が見ています、それきり相良どののお姿は敵兵に紛まぎれて消えました、と内藤昌豊が肩かたを落とす。

「それで良晴は、賭けに勝ったの？　良晴は伊達本陣を後退させられたの？」

「いいえ。関東諸将の陣じんは大混乱に陥おとしいれることができましたが、最終的に後退したのはわれら武田騎馬隊のほうでした。伊達本陣は微び動どうだにしていません」

「……ほんとうに、申し訳ない……」

「すみません！　ですがまだ、首が見つかったわけではありませんから！　もしかしたら相良どのは生き延びて戦場から逃げおおせているという万一の可能性も！」

「さすがは天下人・織田信奈の片かた腕うでとして活かつ躍やくしてきた男。まことのもののふだったのだわ。相良良晴が生きていることをわれらみな、祈いのっているわ」

　四天王が「信玄さまと氏康どのが参ります」「われらはこれにて」と退席し、そしてついに、武田信玄と北条氏康が信奈と光秀の前に姿を現した。

「一歩遅かった、織田信奈。相良良晴は『天命を動かす者』。もしかしたら良晴は、このあたしにかけられた呪のろいを解いてくれるのではないか。あたしはそう信じ、己のために良晴の命を『賭け』に用いてしまった。許せ」

　上洛の野望に燃える、上杉謙信と並ぶ「戦国最強」甲か斐いの虎とら。信奈よりもひとまわり背が高く、姫ひめ武将としては身体からだが大きい。

　信奈の鋭するどい眼光を、武田信玄は真っ向から受け止めて、一歩も退かなかった。むしろ、信奈のほうが押された。

（この女が、武田信玄。川中島で上杉謙信と総力戦を行い、一騎打ちに及および、武田騎馬隊と四天王を縦横に操り、真さな田だ忍群を用いて全国の情報すべてを一手に収めているという、戦国最強の武将──強い。合戦においては、わたしよりもはるかに強い。三み方かたヶが原はらで竹たけ千ち代よが大敗を喫きつした理由もわかった。もしもわたし自身が武田信玄と激げき突とつしていても、結果は同じだった……！　あの、突とつ然ぜんの雪で鉄砲が使えなくなった一いつ瞬しゆんの隙すきを武田騎馬隊に突かれていれば、岐ぎ阜ふで織田軍は壊かい滅めつしていた……）

　武田信玄と上杉謙信。この両りよう雄ゆうには、合戦での強さでは自分は遠く及ばない、と信奈は知っている。ただ両雄には「天の時」が、あるいは「地の利」がなかったのだ。生まれた地が、京から、遠かった。そして、川中島を挟はさんで隣となり合わせたこの両雄は、互たがいに戦わねばならなかった。最強と最強がぶつかり合えば、容易に決着はつかない。川中島での合戦は五度に及んだ。とりわけ第四回川中島の合戦で、両軍は互いに途と方ほうもない打だ撃げきを受けた。信奈の電でん撃げき的な上洛は、その間隙をぬって行われたのだ。

　しかし、戦場での強さだけが武田信玄の本質ではない、と信奈は気づいた。

　武田信玄もまた、年とし頃ごろの姫武将なのだ。本来は、多感な少女なのだ。

（信玄が全身から放つ『闘気』には、なにか違い和わ感かんがある。強くなることの代だい償しように、なにかを失ってきたかのような）

　そう。信玄は良晴を失ったことに衝撃を受け、憔しよう悴すいしているようだった。

　頰ほおが、こけていたのだ。

　それほどに良晴を軍師として欲ほつしていたのだろうか。

　いや。ただ、勘助に代わる軍師候補を失ったというだけではない、と信奈は察した。良晴の死を心から悼いたみ、悔くやんでいることが、信奈にも伝わってくる。だから信玄を、憎にくみきれなかった。

「……武田信玄。岐阜での合戦の話をここで蒸し返すのは、やめましょう。お互いに、大切な人を失ったわ。わたしたちは、罵ののしり合い憎み合おうと思えば、いくらでも続けられる。けれども、川中島であんたと謙信が連年戦い続けたあの愚ぐ行こうを、わたし自身がやるつもりはない」

「そうだな織田信奈。川中島も、あたしにとっては一種の呪いだった。あたしがあれほど川中島に拘こう泥でいしていなければ、織田信奈、貴様が武田に魁さきがけけて上洛することなどなかった。そして川中島であたしは妹の信のぶ繁しげを失い、弟の太た郎ろうを死なせる一因となった。それに……」

「この小田原の合戦では、わたしたちはお互いに、良晴を失ったわ」

「……そうだな。あたしの中ではもう、相良良晴は武田の軍師だったからな。はじめから相良良晴を武田家へと呼びつけて、織田家から引き抜くつもりだったのさ。未来から来たあいつは、『天命を動かす者』だったからな──あたしは欲よくをかいたようだ。その結果、相良良晴まで失ってしまった。許せ」

「あんたにかけられた呪いってなに？　良晴はその呪いを、解けなかったの？」

「武田の家族や家臣は、わが国盗とりの野望と交こう換かんとなって次々と死んでいく。いざとなればあたしが、死地に彼らを平然と投入できるからだ。わが父・武田信のぶ虎とらを甲か斐いから追放して国を奪うばって以来、国を奪うたびに、城を奪うたびに、大切な家臣や家族が失われていくことになった。あたしは武田家を守もり立てるつもりで国を奪ったが、そのあたしの野望のために武田家の人間を次々と死なせることになってしまった。それが羅ら喉ごうの星を背負ったあたしの天命というやつだろう……父を裏切った娘むすめが受ける、当然の報いだ」

「羅喉の星、ですって？　古くさいわね武田信玄。良晴は、運命だの天命だのをいっさい信じなかったわ。あるいはどこかで信じていたのかもしれないけれど、ずっとその運命に抗あらがってきたのよ！」

「そうだ。相良良晴こそは生きて武田に勝利を与あたえてくれる、天命は変えられる、とそう信じたかった。相良良晴が、三方ヶ原の合戦の直後に死ぬべき運命だったあたしを、救ってくれた。あたしがこうして生きていられるのは、良晴のおかげだ。あいつには、敵も味方もないんだ。みな同じ日ノ本の人間だと、本気で信じていた」

　それでわたしから良晴を奪い取ろうとしたのね、と信奈は思った。

「あいつは、あたしが駿する河がを奪い取るという野望のために殺した弟の太郎に、どこか似ていた。陽気でまっすぐで単純で……不器用で一本気で純じゆん粋すいな奴やつだったはずだ。だがまさか、四天王を庇かばって自ら敵中へ突とつ撃げきするとは思っていなかった」

「……わたしも、自分が好きになってしまった人はみんな死んでしまう、と思い込んで怯おびえていたわ。武田信玄。でも今は違ちがう。良晴と出会ったからよ。戦国の世で武将として生きるということは、仲間や家族、愛する人との別べつ離りを繰くり返さねばならないということ。でも、だからと言って心を閉ざして怯えているうちに、人生は終わってしまうのよ。だから、自分がたしかに生きている今この瞬しゆん間かんを、わたしは……」

　織田信奈。あたしは自らの生死を、死への恐きよう怖ふを超ちよう越えつして『武田信玄』として完成したつもりだったが、岐阜で戦っていればあたしはお前に負けていたかもしれないな、と信玄が微び笑しようを浮うかべていた。

「でも信玄。あんたは思い違いをしていたわ。良晴は、良晴なの。太郎義よし信のぶじゃないの。太郎義信は剛ごう勇ゆうを誇る武将だったそうだけれど、良晴は合戦では無敵ではないの。平和な未来の日ノ本で生きてきたのだから……人を傷つけ血を流させることが、なによりも苦手なの。武田四天王の死と自分の命の危機ならば、迷わず後者を選んでしまう。そんな奴よ」

「そうだな。良晴と太郎とは別人。良晴の命を、そんな理由で賭けてはならない。自分の過ちにあたしが気づいた時にはもう、良晴は撃うたれて戦場から姿を消していた。一歩、遅おそかった。あたしは武将としては完成し、上杉謙信やお前よりも高みに成長したと信じているが、一人の娘としては、『勝千代』としては……まだ、子供にすぎなかったようだ」

「ええ。統率力。武力。知ち謀ぼう。政治力。武将として、大将として求められる能力においては、なにもかもあなたのほうがわたしを上回っているわ、武田信玄。一目見れば、わかるわ。川中島で上杉謙信と空前絶後の死し闘とうを繰り広げてそれでもなお生き延び、休むことなく戦い続け、武田家の領土を広げ続けてきた不ふ屈くつの闘とう志しが、あなたを戦国の巨きよ人じんに成長させた。でもあなたは……恋こいを、したことがないのね」

「ああ、そうだ。恋に近い感情ならば知っているが、殿との方がたとの恋は、知らない」

「知っていれば、良晴をこういう形で死なせることはなかったはずだわ。たとえ自らの命令で良晴を死地に送り込み、死なせたとしても、今のあなたのように憔悴して後こう悔かいにさいなまれることなんて、ない。失った存在の大きさに悲しみ傷ついても」

「お前は、金かねヶが崎さきで、良晴をしんがりとして置き捨てていったのだったな」

「そうよ。わたしにだけはその権利があると、良晴に『わたしのために死んで』と命じる権利も覚かく悟ごもあると、そう信じていたから。それは、良晴が、わたしを……」

　これ以上の言葉を、十兵衛の前で口にするべきではない、と信奈は思った。光秀もまた、良晴を失って衝しよう撃げきを受けているのだ。

「でも信玄、あんたにはその覚悟はなかった。呪いなどという迷信を振ふり払はらいたいがために、良晴を……弟の太郎と良晴とが別人だということにぎりぎりまで気づかず……なぜ、自らの過ちに気づくのに一いつ瞬しゆん遅おくれたの？　それが、許せないわ」

「織田信奈。お前の理屈は正しい。しかしお前は弟を相良良晴に救われたから、そんなことが言えるのだ。お前がもし弟の勘十郎をその手で誅ちゆう殺さつしていたら、同じことが言えただろうか？　相良良晴と、殺した弟を同一視せずに、男と女として出会えただろうか？　もしも。もしも、良晴が尾お張わりにではなく、甲斐に現れていたら──」

「やめてよ！　それこそ、『たられば』だわ！」

「あくまでも、『天の時』は貴様にあると言いたいのか、織田信奈？」

「他人の宝物を欲しがるのが、あんたの業のようね、武田信玄！」

「相良良晴はお前の所有物だと言いたいのか？　お前が戦国の世にあいつを召しよう喚かんしたわけではあるまい。あたしが良晴を家臣にしようとしたことが、いけないことなのか？」

「そうよ！　良晴は、あたしのためにこの戦国の世に来たのよ！　だって、良晴自身が、そう言ってくれていたのだもの！」

「ならば、あいつが小田原で消えてしまうはずがない！　そもそもお前一人のための相良良晴であるはずがない。あいつは、あたしの天命を変えて命を救っておきながら……なぜ、武田に……来てくれなかった？　なぜ敵てき陣じんの奥深くまで突つっ込んで、奥おう州しゆう連合軍を退たい却きやくさせようとした！」

　信奈と信玄が、互いに唇くちびるを嚙かみながら激しく睨にらみ合う中。




「二人とも。天命だの恋だのと、そんな話は目の前の伊達政宗を追い払ってからにしてちょうだい」




　第三者的な立場で沈ちん黙もくを続けていた北条氏康が、口を開いた。

「現実の戦の話に戻もどりましょう。雑さい賀か衆しゆうの合流に気づけなかったのは、北条水軍の手落ちね。あと一ヶ月もすれば退たい陣じんすると思っていたけれど、今回の奇き襲しゆう失敗によって奥州諸将の士気は高まっている。兵ひよう糧ろうについても、里見水軍が雑賀衆と組んで海路を用い、どうにか無理やりに調達し続けているみたい。伊達政宗は、あと半年は包囲を続けそうだわ。農のう繁はん期きになっても国元を無視して、しつこく包囲を続ける覚悟らしいわね。まったく非常識な……」

　青白い顔をした、相模さがみの獅し子し・北条氏康。冷たい視線で、信奈をにらみつけている。全身が燃え盛るかのように攻こう撃げき的な姫武将である武田信玄とは、なにもかもが対照的だった。

「北条氏康！　そもそも、あんたが良晴とわたしに風ふう魔まの刺し客かくを放ったから、こんなことになったんだわ！　その上、信玄と良晴に危険な賭かけなどを提案して！　どう責任を取るつもり!?」

「風魔が結界を守ろうとするのは当然の責務よ。それにね、私は織田と武田の妥だ協きよう点を見つけて、提案しただけ。そして相良良晴がその賭けに自分の意思で乗って、破れた。それだけのこと。それよりも織田信奈、よくも生きて箱根の結界を突とつ破ぱできたわね？　幻庵のおばばが、早そう雲うん寺じであなたにとどめを刺さしてくれると思っていたのだけれど」

「北条氏康！　この三者会談の席では、あくまでも信奈さまの随ずい伴はん者として無言を貫つらぬくつもりでしたが……もはや、黙だまっていられません！」

　激高した明智光秀が、刀の鯉こい口ぐちを切っていた。

　光秀は冷静な智ち将しようである。常つね日ひ頃ごろは、短気な信奈よりもはるかに忍にん耐たい強い。だが、ただひとつ、彼女の鉄のような自制心を失わせる存在があった。それが、相良良晴であった。

「……斬きる……畿き内ないの情勢になんの興味も持たないくせに、小田原城に籠こもってこの関東から一歩も出るつもりもないくせに、天下を争う武田と織田との外交に横よこ槍やりを入れて相良先せん輩ぱいを……お前ははじめから、相良先輩を戦場に立たせて伊達軍の手で始末させるつもりだったですね！　雑賀衆加勢のことも、知りながら黙っていたに違いないです！　お前だけは絶対に生かしてはおけないです！」

「待ちなさい十兵衛。落ち着いて！　ここは小田原城内よ！　わたしもあなたと同じ気持ちだけれど、良晴の首が見つかるまでは、耐たえなければダメよ！」

「信奈さま」

「生きているかもしれない。そう信じなければ！　もしも良晴が生きていたら……わたしたちが小田原城で良晴の仇かたきを取るために暴れて斬り死にしたと知ったら……良晴が帰る場所が、なくなってしまうわ」

「……ぎょ、御ぎよ意いです……ですが、先輩が生きている可能性は……あれほど先輩を信しん頼らいし慕したっていた武田四天王が、見つけられなかったということは……すでに先輩の首は、伊達軍の手に」

「だとすれば、良晴をさらし首にするなり、あるいは政宗は良晴の友達だったというからそこまではやれないのだとしても、小田原城の士気を下げるために『相良良晴討ち取ったり』と戦果を喧けん伝でんしているはずよ。だからまだ、生きているのかもしれない。生きて、伊達の陣じん中ちゆうに捕とらえられているのかも」

「即そく死ししておらずとも、胸に銃じゆう弾だんを浴びていれば瀕ひん死しの重傷です。このままではもう」

「明智光秀。刀を納めなさい。風魔を呼ぶわよ。おばばはお前たちの命を保証したのでしょうけれど、北条家の当主に殺意を向ければ、風魔衆とてそのおばばの命を破って私を守らねばならなくなるわ」

　あなたたち織田家主従の無理心中に付き合わされるのはご免めんだわ、と氏康は冷笑していた。まるで心がないかのような、凍いてついた笑顔だった。

　信奈も、光秀の言葉を聞いているうちに、なぜ良晴がこれほど危険な賭けに出ざるを得なかったかを理解した。

　武田信玄は、合戦に勝つたびに、領土を奪うたびに大切な家臣や家族を失う運命にある、という強きよう迫はく観かん念ねんに──文字通り「呪のろい」と言ってもいい思考に憑つかれている。おそらくは父親を追放した時から。良晴を軍師としてだけではなく、死なせてしまった太郎義信という「心の穴」を癒いやしてくれる弟分として、いや、弟以上の存在として、求めていた。

　一方の良晴はむろん、織田家を出しゆつ奔ぽんするつもりはなかった。しかし、武田家を動かさなければ織田は上杉と浅井朝倉に攻せめ潰つぶされてしまう。それに、信奈自身がよく知っているように、良晴は戦国の世の厳しさに押し潰されそうになりながらけんめいに戦っている姫ひめ武将を放ってはおけない性格だ。それこそ、織田家にとって最大の敵である信玄を、暗殺者の銃弾による悲劇的な死という運命から救ってしまうくらいに。

　その両者の間に北条氏康が割り込んで、絶ぜつ妙みようの提案を行ったのだ。

「……織田信奈。武田信玄。明智光秀。あなたたち、少し冷静になりなさい。天下に隠かくれなき姫武将たちが、取り乱しすぎよ。私だって相良良晴が敗れたことで、困っているの。小田原城を包囲されているのは、この私なのよ。仮に私が雑さい賀か衆しゆうの加勢を知っていて黙っていたとしても、騎き馬ば鉄てつ砲ぽう隊の出現は完全に予想外の事態だわ。奥州連合軍にこれ以上粘ねばられては、さしもの小田原城も内部から崩くずれるかもしれない。現にこうして、あなたたちは激しくいがみ合っている」

　お前が引っかき回したのだろうが！　と信玄が怒ど鳴なるが、氏康は素知らぬ顔でちょこんと座っている。

「だから、落ち着きなさい。織田信奈と相良良晴を追っていた風魔たちは、昨夜おばばがその任を解いた。彼らは今、奥州連合軍の情報を探っている。そして──摑つかんだわ。相良良晴は、生存している。伊達政宗の本ほん陣じん内よ。落馬した際に負傷して寝ねているらしいけれど、息はあるし、死ぬほどの怪け我がを負ってはいない、と。つまり、雑賀孫市が放った弾だん丸がんは、相良良晴に命中していない」

　噓うそです！　こんどは信奈さまを伊達政宗の本陣へ向かわせて、捕らえさせるつもりです！　これで氏康は小田原城にいながらにして信奈さまと相良先輩の二人をともに始末し、主あるじと片かた腕うでを欠いた織田家を空中分解させられます！　畿内の騒そう乱らんを長引かせて関東統一のための時間を稼かせぐのが氏康の目的です！　と光秀が氏康に言い寄るが、氏康は「信じるも信じないもあなたたち次第。私は常に、情報や提案を与あたえるだけよ。死んだと思いたいのなら、捨て置けばいいでしょう？　ただしその場合、相良良晴はもう織田家には帰参できなくなるでしょうけれどもね」と冷たく笑っている。

　この女……よくもこんな策略ばかり練り続けて神経がもつものだわ。信じられないわね、と信奈は氏康の青ざめた顔をまじまじと凝ぎよう視ししていた。

　氏康の顔色は、およそ健康的とはいえない。まだ若いはずなのに、疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているかのようだった。

　幻庵のおばばが「いつか氏康を、小田原城より連れ出してやってくれ」と頼たのんできたことを、信奈はふと思いだした。

　桶おけ狭はざ間まの合戦の時と同じだわ、と信奈は思った。あの時はもうなにも怖こわくなかった。敗れれば死。その覚悟が、桶狭間へ奇襲をかける勇気となった。北条氏康もまた、河かわ越ごえ夜よ戦いくさで信奈と同じように、大軍への少数奇襲を敢かん行こうして奇き跡せきの勝利を手に入れて関東の覇は者しやとなったはずだった。勇気のない姫武将であるはずがない。いつからか、籠ろう城じようと謀ぼう略りやくによって負けない戦を生き延びる道へ、氏康の生き方が切り替かわったのだ。

　信奈がその目でたしかめた小田原城は、文字通り、日ノ本に例を見ない難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さい都市だった。

　この城塞都市を、自らを守る壁かべとして改築し続ける氏康を城の外へ連れ出さなければ、自分が生きている間に北条家を屈くつ服ぷくさせ、戦国の世を終わらせることはできないだろう、と信奈は悟さとっていた。

　北条氏康との心理戦に、勝たねばならなかった。

　氏康の陰いん謀ぼうを、正面から粉ふん砕さいしなければならなかった。

　陰謀を見破って避さけるのではなく、陰謀に乗りながら、その陰謀を自らの幸運へと、勝利へと、転てん換かんしてみせなければならなかった。

　信奈は、決断した。

「デアルカ。わかったわ、北条氏康。万一の時のために十兵衛は留め置いて、わたし一人で伊達政宗の本陣へ使者として行くわ！」

「……織田信奈？　あなた、私の罠わなだと見切っていて、どうして」

「あんたにとってはわたしを始末するための罠でも、わたしにとっては良晴を取り戻す千せん載ざい一いち遇ぐうの機会でしょう？　わたしは、良晴が生きていると信じている。武田信玄が羅ら喉ごうの星の呪いだとかなんだとか言っているけれど、そんな世よ迷まい言など、わたしが粉砕してみせるわ！　そして──北条氏康！」

「……な、なによ？」

「わたしはこれより、この巨きよ大だいな鳥とり籠かごのような小田原城を出て、伊達政宗と一対一で対たい峙じしてみせるわ。天下人と奥州の覇者の堂々たる一いつ騎き打うちよ！　籠城なんて、わたしはやらない。あんただって『河越夜戦』の時には少数で大軍に奇襲をかけたのでしょう？」

「織田信奈……！　私を愚ぐ弄ろうするつもり？　お前は、上杉謙信率いる十万の大軍に自国を蹂じゆう躙りんされた経験がないから、そんなことが言えるのよ！　あの、合戦に勝つために生まれてきた軍神のような女に挑いどまれて、あなたは耐えられるの!?　野戦を挑んで、勝てるの？　引き分けに持ち込めるの？」

「武田信玄は、川中島で決戦に及およんで、引き分けに持ち込んだでしょう」

「それは違ちがうわ！　信玄は特別なのよ！　織田軍など、上杉謙信や武田信玄と正面から戦えば、一いち撃げきで瞬しゆん殺さつされる程度の弱兵にすぎないのよ……！　畿内の軟なん弱じやくな上方侍さむらいなどとばかり戦っているあなたに、なにがわかるというの!?」

「あんたと議論している時間はないの。今すぐに、行くわ。わたしは自分の足で小田原城から出て、そして良晴とともに必ず生きて戻ってくる。風魔に、道を作らせなさい！」

「……織田、信奈……！」

　氏康は震ふるえながら、手て許もとの鈴すずを鳴らした。風魔衆に、伊達本陣へ使者として向かう織田信奈の護衛を命じたのだ。

「の、信奈さま？　危険すぎます！　ここはこの十兵衛が参ります！」

「武田信玄。『賭け』はまだ、終わってはいないわ。良晴が乗った賭けは、わたしが続行する。奥州連合軍が包囲を解いて帰き還かんすれば、織田家の勝ち。武田軍に、謙信の上じよう洛らくを阻そ止ししてもらう。包囲を解けなければ、あんたの勝ちでいいわ。そうね。その時はもう、謙信の上洛を止めなくてもいいし……良晴を武田家に移い籍せきさせてあげるわ」

　武田信玄が「武士に二言はないぞ、織田信奈」とうなずいていた。

　良晴の生せい還かんを、心の底から祈いのっている、そんな、真しん摯しな表情だった。

「織田信奈。『胸が薄うすい』以外の言葉で氏康を半泣きにさせた女を、はじめて見た。お前はどうやら、あたしにとって終生の強敵なのかもしれないな」

「上杉謙信ほど強くはないけれどもね」

「ふん。貴様が賭けに勝って浅井朝倉を滅ほろぼしたとしても、その程度で武田に追いつき追い越こせると思うな。あたし自らが再上洛軍を興したその時こそ、織田家の最後だ」

「ええ。戦場で、決着をつけましょう。人間二十年よ。あまりぐずぐずしていたら、わたしはたちまち天下の半ばを統一してしまうわ。急いでね」




　信奈が退室し、光秀が後を追った。

「十兵衛……人間、死ぬ間際くらいは素直になれるものよ。今までケンカばかりしてきた気がするけど。わたしは自分が死んだら十兵衛、あなたに後事を託たくすつもりだったの。わたしが帰らなかった時には、あなたが織田家を継ついで天下布武の戦いを続行するのよ。ついてきちゃダメよ！」

「いいえ！　なんと言われようとも、参ります！」

「でも。信玄と氏康の前では強気に出たけれど、実際には良晴がすでに死んでいる可能性が高いし、仮に生きていても伊達軍を退たい却きやくさせる策なんてわたしにはないわ」

「策は、ないのですか？」

「ええ。堺さかいで良晴が友達になれた相手だから、良晴のやり方を見習ってみよう、と思っているだけ。本ほん猫びよう寺じとだって、わたしのやり方では和わ睦ぼくなんてできなかったでしょうから。でもわたしは伊達政宗とは面識がないし、もし良晴が死んでいれば、わたしはきっと激高して政宗と刺さし違ちがえて死ぬと思う。今のわたしは、桶おけ狭はざ間まの時よりも無む謀ぼうなことをしているのよ」

「いいえ！　信奈さまがおられぬ世界には、十兵衛の夢はありません。どうか、十兵衛を密かに後こう継けい者しやと認めてくださっておられるのでしたら、最後までともに！」

「……困ったわね……わたしは家臣に恵めぐまれているけれど、蝮まむしの夢、わたしの夢を受け継いでくれる者は十兵衛しかいないと見込んでいたのに」

「それに、相良先せん輩ぱいをお救いするのは、この十兵衛の役目です。もしも宿星というものがほんとうにあるのでしたら、十兵衛の星は、戦国時代にただ一人で流されてこられた相良先輩を支え、守る星に相そう違いありません」

「……金かねヶが崎さきでは、良晴を救ってくれたのだものね。あの時、戦場で一人はぐれた良晴はもう心の臓が止まって、息絶えていたんだったわね……」

「はい。敵味方を問わず姫ひめ武将たちに次々と命を分け与あたえ続ける性分の相良先輩にとって、十兵衛はその先輩ご自身の命をお守りする幸運の女神のようなものです。戦場で最後に命を拾う力は、『運』です。必ずや、先輩をお救いいたします。もしも先輩がすでにこの世におらず、伊達の陣じん中ちゆうで斬きり死にすることになれば、その時は冥めい府ふまでおともいたします。信奈さま。どうか、最後まで、ともに」

「デアルカ。これ以上来るなと言っても説得できそうにないわね。それじゃあ、どこまでも、ともに──行くわよ、十兵衛」

「御ぎよ意い！」

　信奈と光秀は、互たがいの拳こぶしと拳を、突つき合わせていた。







　　　巻ノ五　二人の魔ま王おう







「ついに八はち陣じんの迷路を突とつ破ぱした！　余は小お谷だに城じようを下りて陣を前進させ、虎御ご前ぜ山やまの正面へと打って出る。長なが政まさは虎の子の親衛隊を手許に残し、機を見て山頂から駆かけ下りて勝負を決してくれ──余は貴公をもののふとして信じている。ゆめ、土ど壇たん場ばで心変わりするでないぞ」

「言われずとも。すでにこの長政、猿さる夜や叉しや丸まるとして死ぬ覚かく悟ごは決めている。姉川の時のような恥はじは、二度と繰くり返さぬ。それ以上私を愚弄するな」

「これは失言だった。われらの悲願成じよう就じゆは目前だ。小丸におられる久ひさ政まさどのはお返ししよう。くれぐれも頼むぞ！」

「いや、父は決して私のもとには戻もどるまい。この戦がわれらの勝利で終わるまでは──」

「そうか。久政どのもまた、一人のもののふなのだな」

　朝あさ倉くら義よし景かげは自らの旗本衆と陰おん陽みよう師じの土つち御み門かど久ひさ脩ながを率いて、小谷城を下りた。

　猛もう将しよう・浅あざ井い長政率いる浅井軍の旗本親衛隊を最終兵器として本丸に温存しつつ、自ら前線で血を浴びて勝機を呼び込む覚悟なのだ。

　すでに虎御前山を難攻不落の要よう塞さいとしていた半はん兵べ衛え得意の迷路は、土御門久脩によって破られている。

　両軍の敵味方が入り乱れ、血しぶきをあげている大乱戦の真っただ中へと義景は突とつ入にゆうした。

「御大将自らが、最前線へ出てこられた！」

「ここで雌し雄ゆうを決するつもりじゃ」

「あの戦を好まぬ御大将が、命を賭かけておられるのじゃ」

　朝倉軍の足軽たちは、いよいよ士気をあげる。

「虎御前山の正面に陣を張れ！　一歩も後退せぬという覚悟を見せるのだ」

　弓矢と銃じゆう弾だんが飛び交う中、小こ姓しようたちに本陣を構築させていた義景のもとに、間者から驚おどろくべき報告が入った。

「虎御前山の本陣にいる織お田だ信のぶ奈なは影かげ武む者しや！　しかも、織田信奈にはべっていた相良さがら良よし晴はるまでもが影武者にございます！」

「なんだと!?　間ま違ちがいないのか？」

「はっ！」

　一いつ瞬しゆん、「決して結ばれることのない運命の二人が手を取り合って戦場から逃にげた」という信じがたい光景を義景は幻げん視しした。

「……まさか、天下をかなぐり捨てて駆け落ちを……いやバカな。余とて、現実と妄もう想そうの区別くらいはついている！　織田信奈は天下布武の野望をこの大一番の土壇場で投げ捨てるような心弱き女人ではない。たおやかで繊せん細さいな少女でありながら、同時に鋼の意志力を持つ強い女性だ。二人はなにか火急の用件があって、一時的に陣を留守にしているにすぎない。だが──」

　今の信奈と良晴にそれほど重大な「火急の用」があるだろうか。義景はにわかには思い当たらなかった。

「だが、あの二人がいないのならば、この戦──勝てるぞ！」




　　　　※




「相良氏うじ、目を覚ますでござるよ」

「……五ご右衛え門もん……あれっ？　俺、生きてるのか？」

　五右衛門の声に気づいた瞬しゆん間かんに、良晴はようやく夢うつつの境地から抜ぬけ出していた。

「いやー。一晩中目を覚まさんかったんで心配したけど、息を吹ふき返してよかったわ。一時はもうアカンかと思ったけど、良晴はんには相方の忍しのびがついとったんやなぁ。あやうく自分で自分がほれた男をツッコミで撃うち殺してしまうところやったわ、あっははは」

　雑さい賀か孫まご市いちが、良晴に膝ひざ枕まくらをしてくれていた。漫まん才ざい稼か業ぎようから遠ざかっているためか、やんごとなき姫ひめさまのような振ふり袖そでを着て女の子らしくなっている。こうしてみるとなかなか高貴な美女に見えるから衣装とは不思議なものだ。

「孫市姉さん？　あいててて。うう、頭が痛む……俺は生きてるのか？　どういうこと？　ここはどこだ？」

「拙せつ者しやが間かん一いつ髪ぱつ、相良氏を馬上から引きずりおろして馬の腹側へと隠かくしたでござる」

「馬の腹側へ？」

「地上に落ちたら、足軽どもに首をとられるところでちた。拙者は、さがらうぢを小こ脇わきに抱かかえて馬の腹にはりついて、ちゃがらうじのすがたを隠したでござる」

「なるほど。それじゃ俺は弾だん丸がんをくらわず、落馬もせずにすんだってわけか……毎度のことだがありがてえな五右衛門！　どう礼を言えばいいのか！」

「だ、だきちゅくな、だきちゅくなあ！　うにゅうう～！」

　良晴は感激して五右衛門の小こ柄がらな身体からだを抱だきしめたが、五右衛門はゆでだこのように真っ赤になって痙けい攣れんしはじめた。

「だったら、どうして俺は一晩中気を失っていたんだ？」

「拙者がとっさに身体を隠した折に、頭を馬の腹にぶつけて気を失ったのでごじゃる。かなりむちゃなうごかしかたをちまちたからな」

「それで頭が痛むのか」

「うにゅう。相良氏の肺に口移しで空気まで送らされ、爆ばく死ししたい心境でござる。うう」

「いやあ。またしても命を救ってくれてサンキューな、五右衛門！」

　孫市が「めでたいめでたい。あはははは」と扇おうぎを広げて高笑いした。

「このちんまい忍びのおかげで、良晴はんは命拾いしたちゅうわけや。そやけど頭を打って失神しとったから、とりあえずこの本ほん陣じんに連れてきて今まで介かい抱ほうしとったんや」

「本陣って……誰だれの？」

「うちの今回の雇やとい主、伊だ達て政まさ宗むねはんの本陣や！」

「ええええっ？」

　良晴はまだ痛む頭を押さえながら、周囲を見み渡わたした。

　漆しつ黒こくの陣幕のあちこちに、「６・６・６」の数字が刻印されたぼろぼろの黒い旗がなにやら意味ありげに配置されており、さらには逆十じゆう字じ架かがまるで墓ぼ碑ひのようにぽつん、ぽつんと所々に突つき立てられている。

　世は戦国時代。まだ十六世紀である。この時代にこんなアンチ・クライストで中二病丸出しの奇き天て烈れつな本陣を考案する戦国武将は、ただ一人。

　梵ぼん天てん丸まること、伊達政宗だった。

「ククク。堺以来、久し振ぶりではないか相良良晴。うぬのおかげでこの邪じや気き眼がん竜りゆう政宗は奥おう州しゆうの覇は者しやとなることができたぞ！　礼として、我われ自らが茶をふるまってやろうククク」

　颯さつ爽そうと漆黒の奥州馬にまたがって良晴の前にあらわれた政宗は、バカでかすぎる金色の弦げん月げつ前立を兜かぶとに装着し、これまた真っ黒い黒くろ漆うるし五ご枚まい胴どう具ぐ足そくを身にまとった一人前の武者姿。

　だが忘れもしないあのさらさらとした金きん髪ぱつ、そして「６・６・６」というびぃすとの数字を刻印したあやしげな中二病眼帯。

　間違いなく、堺さかいの南なん蛮ばん寺じでフロイスが朗読する「ヨハネの黙もく示し録ろく」に夢中になっていたあの梵天丸だった。

「梵天丸のチビガキ！　ほんとにお前が伊達政宗だったんだなー！」

「ククク。うぬが教えてくれた『邪気眼』の威い力りよくはすごかったぞ！　相良に見せたかったぞ、奥州をまたたく間に席せつ巻けんしていったわが勇姿を！　もっとも、まだ関東では試しておらんがな。切り札は最後の決戦まで隠しておくものだからなククク──むろん、最後の決戦とは聖書で預言されている〝はるまげどん〟だ！　我こそ〝黙示録のびぃすと〟なり！」

　政宗が「うんせ、うんせ」とお供の片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうに手伝ってもらって馬から降りながら、「ちょちょーん」とポーズを取って大見得を切った。

「おっとっと。この弦月の前立、重すぎて首が揺ゆれるぞ小十郎。コケる、コケる～！」

「そりゃそうでしょう。いくら戦場で目立ちたいからって前立が大きすぎますよ姫。あ、ボクは姫のお守もり役で、片倉小十郎と申します。相良さんには、姫が堺でとってもお世話になったそうで、いちどお礼をしなければと思っていたところだったんですよー。はい、これ、米よね沢ざわ名物のこけし人形です。おひとついかがですか？」

「あ、どうも」

「我が奥州の覇者になれたのも、相良のおかげだからな。感謝の気持ちをこめて、我はこの人形をこれより『相良人形』と呼ぼうと思う。ククク」

「あー、それいいですねー。頭を抱えたくなる逸いつ話わばかりの姫にしてはめずらしく、『政宗のちょっといい話』ですね♪」

　良晴はめまいに襲おそわれた。

　俺のせいで奥州の時間の流れが速くなっている！　伊達政宗が奥州の覇者になるにはまだまだ時間がかかるはずだったのに、歴史がどんどん俺の知らない方向へと流れている！

「邪気眼だけでは天下覆ふく滅めつは難しい。そこで、この関東覆滅戦では雑さい賀か衆しゆうを雇って『騎き馬ば鉄てつ砲ぽう隊』を編制してみたのだククク。海と港を手に入れたことで、我の活動範はん囲いはぐっと広くなった。紀き伊いの雑賀衆を船で呼び寄せることも可能になったし、羅馬ローマ教皇にも使者を派は遣けんしたしな。世界最終合戦〝はるまげどん〟は近いぞ相良。〝はるまげどん〟でキリシタン軍をやっつけるには、船と鉄てつ砲ぽうが大量に必要だ！　鉄砲に日ノ本の武士が得意とする騎馬隊を合体させれば、宇宙最強の軍隊が完成するぞ！　我こそが真の魔王であることを織田信奈に知らしめてやろうではないか、ククク」
















　政宗は、すっかり上じよう機き嫌げんだった。

　良晴は孫市と五右衛門に両りよう脇わきを支えられながら、（さすが梵天丸、戦国最強の中二病武将だ。話の流れがめちゃくちゃで未来人の俺ですらついていけねえ）とあきれ、政宗が語る意味不明の言葉を必死で解かい釈しやくしようと頭を働かす。

「つまりお前、西洋の……南蛮の列強諸国とドンパチやらかすつもりなのか？」

「当然だ。我は〝黙示録のびぃすと〟なのだからな。預言を成就するためには、奴やつらと最終決戦せねばならんのだククク」

「無茶言うなよ！」

「安心せよ。いきなり奴らと戦ったりはせぬ。まずは日ノ本を覆滅してからだ。南蛮の海軍を日ノ本に呼びつけて我に逆らう諸大名どもをともにやっつけ、しかるべきのちに南蛮軍と雌雄を決するのだ。どうだ、わが構想の雄ゆう大だいさは？　戦国大名にこれほど大がかりな戦略を持っている者はいるまい。ククク」

　はあ……信奈が頭悪くなったらこんな感じになるのかなぁ……まあ梵天丸はまだ子供だからなあ、妄想と現実の区別がいまいちついてねー。いちど[image: しか]しかってやらなきゃな、と良晴はふかーいため息をついた。

「大がかりな戦略じゃなくて、お前のは中二病っていうんだよ。異国の軍隊を日本に引き入れたりするんじゃねーよ」

「最後には我がやっつけるので、問題ないククク」

「まったく、困ったガキだな。お尻しりぺんぺんしてやるから、こっち来い」

　良晴が手をのばすが、政宗はちょろっ……と駆かけだして逃げた。

「いやだー！　奥おう州しゆうの覇者をガキ扱あつかいするなあ！　小十郎、相良のお仕置きから我をかばうのだ！」

「了りよう解かいしましたー。でも姫、相良さんのおっしゃる通りだと思いますよー？」

「いいから、お尻ぺんぺんの刑けいから我を守るのだ。相良、我は今ここに結界を張った！　えろいむえっさいむ、えろいむえっさいむ！　我から半径五寸以内に近づいたらうぬは我が召しよう喚かんした〝でぇもん〟に取り憑つかれて死ぬぞ！」

　政宗は、「えろいむえっさいむ！」と唱えながら、小十郎の背中の後ろにぴょこんと隠れてしまった。

　えらい変わった姫さまやなー、あははは、と孫市は笑っているが、政宗の子供じみた妄想力には異常な実行力がともなっている。ほんとに南蛮の軍船を呼びつけられたらやばいな、と良晴はちょっとだけ心配になってきた。まさかほんとうには来ないだろうけど。

「すみません。うちの姫はまだまだ子供で」

　こいつが政宗の片かた腕うで・片倉小十郎かぁ。もっとごついおっさんだと思っていたけど、なかなかの美少年だなあ、どちらかというと腐ふ女じよ子し向けのキャラだな、と良晴は思った。

　ほんとうは女の子なのだが、男装しているので良晴はまだ気づいていない。

「とにかく、相良人形をどうぞ♪　姫からの感謝の印です。姫が他人に感謝するなんて、人生にいちどあるかないかですから。これは貴重な品ですよ。ボクなんていちども姫に感謝されたことがありません……くすん」

「おう、ありがとう。でも伊達家の本ほん拠きよ地ちって仙せん台だいじゃなかったっけ？　てっきり俺は、牛タンを食わせてもらえると思っていたんだけど」

　政宗が、小十郎の背後からぶーぶーと不満げに声をあげた。

「せ、仙台はすでにわが領地となっているぞ！　だが奥州はまだ完全には平定していないのでな、米よね沢ざわから仙台に拠きよ点てんを移したいのだが敵の勢力に近いので移せぬのだ」

「なーんだ。お前、まだ奥州平定を完かん了りようしていないのかよ？　それで勝手に奥州の覇者を名乗っていいのか？」

「ええ。実はまだ完全平定は達成してないんです。姫が奪うばったのは奥州六十六群のおよそ半分くらいです」

「みよ相良、奥州『六十六』群というこの数字もまた、我が〝びぃすと〟であることを証しているではにゃいか。奥州全土を制せい覇はした暁あかつきには、奥州を六百六十六群に再分割してやろうと思っている、ククク」

「増やしすぎだろ！　でもなんで半分盗とったところで奥州平定を中断してるんだ？」

「さっさと関東に出たかったのもあるが、他にも理由があるにょだ」

「出で羽わの伯お父じさまが邪じや魔まをしましてねー」と小十郎。

「出羽の伯父さま？」

「……出羽の大名・最も上がみ義よし光あきだ。狐きつねみたいな顔をした腹黒いイヤな親父おやじなのだ。母上の兄にあたるわが親族のくせに、我が奥州の覇者になるのがねたましいのかいちいち我の邪魔をしてくるのだ！」

　政宗が、さらに不満そうに頰ほおをふくらませて、どっかと良晴の正面にお尻を下ろした。

「いつか、あの狐もやっつけてやるー！　我は奥州だけでなく羽う州しゆうも統一するのだ！」

「姫ひめ、最上さんはお母上の実のお兄さんですよ？　いけませんよ、戦っては」

「小十郎。あっちがケンカを売ってくるのではないか。やはり、母上が我を嫌きらっているせいだ。母上が嫌っている娘むすめを、伯父上が好いてくれる道理などない……ふ、ふんっ！　いいのだ、我には小十郎がいてくれるからなっ！」

「……姫……」

　奥州と羽州はひとまとめにして「奥おう羽う」と呼ぶこともある広大な地域であり、つまり現在の東北地方である。

　奥羽の諸勢力は複雑な婚こん姻いん関係を結んで互たがいに滅ほろぼしあうことのないよう心がけてきた。最上義光の妹・義よし姫ひめが伊達家に輿こし入いれして政宗を産んだのも、そのような奥羽の習慣のひとつのあらわれだった。

　だが頭の中はすっかり中二病、〝はるまげどん〟を目指す政宗はその古いしきたりをガン無視して、かたっぱしから奥州を切り取りまくり「奥州の覇者」を自じ称しようした。

　しかし最上義光にしてみれば、政宗も親族だが政宗に攻せめられている勢力にも親族がいる。ゆえに、伯父という立場でありながら反政宗派にまわったのだろうか。

「姫。お母上が姫を嫌っておられるからではありませんよ。姫が、婚姻関係にある諸しよ侯こうを本気で攻め滅ぼしてはならないという奥州の掟おきてを破ったから最上さんはあちらについたんですよ。そう、ひねくれて考えないでください」

「いーや小十郎！　母上もあの狐も、我を嫌っておるのだ！　なにしろ我は伊達家の血をひいていない、南なん蛮ばん人じんの子だからな。ふ、ふん。戦国の大名たるもの、親子親族などに頼たよってはならんのだ！　家族などみな敵だ！　例外は小十郎と成しげ実ざねと竺じく丸まると愛めご姫ひめと猫ねこ姫ひめだけなのだ！」

「例外だらけじゃねーか」

「そのような悲しいことをおっしゃらないでください、姫……お母上の話をする時の姫は、とても悲しげなお顔をしておられます。ボクは見ていられません」

　梵天丸もお母さんと不仲だったんだな、そういえば、と良晴は思いだした。

　堺で出会った頃ころの政宗は自分の出自（伊達家の血をひいておらず、母親と南蛮人との間に産まれたハーフ）と戦国時代ではやたらに目立つ自らのオッド・アイを深く恥はじていて、劣れつ等とう感の塊かたまりのようにいじけていた。

　未来人の良晴が「未来の日本ではハーフの美少女もオッド・アイも大人気だぜ！　そのオッド・アイを邪じや気き眼がんとして戦の武器にしろ！」とはっぱをかけたことで梵天丸は覚かく醒せいし、自信に満ちあふれて奥州へ帰っていったのだったが……。

　その結果、親族を攻め滅ぼしてはならないという掟を破り、こんどは母親の実の兄と対立する羽目になっていたのだった。

「ええとこの姫さんは、みな苦労しとるなあ。それを思えば、うちなんか気楽な身分や。姫は姫でも、紀州の土ど豪ごうやからなー。まあ、武たけ田だ軍も城にひっこんだし、良晴はんの回復を祝って茶でも飲もう！」

　空気を読んだ孫市が、すねる政宗に茶を点たてて差し出した。

　政宗は「うむ」と茶器を受け取り、一服した。

「……これ、甘いぞ」

「甘酒や。お子さまには茶よりこっちのほうがええやろ。あははは！」

「ククク。そうかもしれぬな」

　良晴は、ふと信奈と政宗のさびしげな表情を重ね合わせていた。

（信奈も、お母さんとすげぇ仲が悪いんだよな……俺はいちどもあいつのお母さんに会ったことがないけど、それって、お母さんが信奈に寄りつかないってことだよな……実の娘が仮にも天下人に出世しているんだから、いちどくらい挨あい拶さつに来るはずだよな。普ふ通つうの家族ならば）

　信奈と政宗の共通点は、それだけではない。

　母親が、姉よりも弟のほうをかわいがっている、という点でも共通していた。

　信奈の母・土つち田だ御ご前ぜんは八方破れで南なん蛮ばん趣しゆ味みにかぶいた信奈ではなく、弟の信のぶ澄すみに家か督とくを継つがせたがっていたのだ。

「我われには竺丸という弟がいてな。母親は同じだが竺丸は父上の実子なので、母上は竺丸に家督を継がせようと思っていたのだ。だから、我が強引に父上から家督を譲ゆずり受けて以来、母上は機き嫌げんを損ねたにょだ。近ちか頃ごろは口もきいてくれぬのだ……あの出羽の狐をけしかけたのも、母上に違ちがいないのだ。母上は我を排はい除じよして竺丸に伊達家を継がせたいのだ」

「考えすぎです、姫。お母上は南蛮かぶれの姫をもてあましてどう接していいのかよくわからないだけで、姫を嫌ったりなどしていませんってば」

「小十郎。慰なぐさめはよい。〝黙もく示し録ろくのびぃすと〟に家族の情愛などいらぬ……」

　どこまでも中二病をこじらせた困ったガキだが、こんなさびしそうな顔をされちゃあほうっておけねえ、といたたまれなくなった良晴はつい政宗の肩かたをつかんで大声をはりあげていた。

「まったく、ひねたガキだなあ相変わらず！　堺さかいで俺さまのお説教を聞いて覚醒したんじゃなかったのかよ！」

「ふ、ふんっ。我はたしかに〝びぃすと〟として覚醒はしたが、黙示録の魔ま王おうの道とは孤こ独どくなものなのだ！」

　政宗は、信奈に似ていた。しかし、目を潤うるませて「母に甘えたい」という抑おさえきれない感情を全身から漏もらしているあたりは信奈よりもずっと幼い。政宗はまだ子供と言ってもいい年ねん齢れいなのだから、それも当然だった。

　だから良晴は、半ば信奈に語りかけるつもりで、でも信奈よりももっと年若い幼い子供を優しくさとすつもりで、政宗と話してみることにした。

「……俺の知り合いに、似たような強がりを言う女の子がいるんだけど、そういうふうに孤独をきどる女の子に限ってほんとうはお母さんの愛情に飢うえているものなんだ」

　政宗は、黙だまって良晴の顔を凝ぎよう視ししている。

「俺ん家ちはごく普通の庶しよ民みんの家だったし母さんとはすげぇ仲がよかったから、梵天丸、お前の気持ちを完全には理解してやれねえけど……いずれ必ず、お互いに歩み寄れる機会が訪れるって。血をわけた母親が、自分の娘を愛さないわけねえだろ？　いろいろな事情があって今は不和かもしれねえけど、絶対にきっかけさえあれば仲直りできるさ。肝かん心じんなのはその好機が来た時に、絶対に逃のがさないことだ。人間はいつ死ぬかわからない、特にこの戦国時代では。だから、自分の気持ちを正直に相手にさらすことをためらっちゃいけないんだ」

　あれ、おかしいな。どうして俺、目から水が漏れてるんだろう、と良晴はふと気づいた。

　別に俺が泣くような場面じゃねえだろここは、梵天丸が「うっく」と涙なみだぐむはずの場面だろう？　と自分で自分の気持ちがわからなくなった。

「……相良。未来から来たうぬは、母上と生き別れになったきり二度と会えないのだったな……とてもとても、さびしいのだな……母上とケンカすることさえも、できないのだな」

　まだ幼い政宗が、良晴の感情を代弁してくれた。

　ちくしょう！　これじゃまるで、俺がチビガキの梵天丸に慰められてるみてえじゃねえか、かっこわりい！　と良晴はあわてて涙をぬぐった。

「そ、そんなんじゃねーよ。目にゴミが入っただけだよ！」

「良晴はんは、子供にも優しい男やなあ。涼すずやかなええ男やぁ。年上のうちが嫁よめになったるさかい、おかんやと思っていくらでも甘えてええで？」

「孫市姉さん。ふんどし姿をお姫さま風に改めたのはいいけど、『おかん』と関西弁で言われるとどうも萎なえるんだよなあ」

「ふ、ふんどし姿は漫まん才ざいする時の舞ぶ台たい衣装やがな。うちは一応、紀州ではやんごとなき姫さまやで？　今の振ふり袖そで姿すがたが普ふ段だん着ぎやねん」

「ほんとかなあ～」

「そこは、ほんまかいな、って言うんやで。それがツッコミの基き礎そや！」

「あーはいはい」

　孫市と話していると、ついつい漫才のペースになってしまう。良晴はついつい笑顔になり、涙も止まっていた。

「孫市と相良良晴はそういう仲だったのか、ククク。二人には世話になっているから、我がここで〝あんち・くらいすと〟風の祝しゆう言げんの儀ぎ式しきをやってもよいぞ。まずは活いきのいい鶏にわとりと山や羊ぎを生いけ贄にえに使ってだな……〝あんち・くらいすと〟の儀式ではな、山羊の頭を煮に汁じるの具にするのだ。ククク」

「いや待て梵天丸。その儀式はいろいろと間ま違ちがっている。どう考えても祝言じゃねえ」

「せやなー！　ここで再会したのも良晴はんが生きのびたのも縁えんや！　それに、どうせ良晴はんは伊達軍の捕ほ虜りよや！　逃にげられへんで？　いっちょ祝言あげるか、良晴はん♪　きっちり尻しりの下にしいたるでー、あっはははは！」

「むぎゅ！　孫市姉さん、悪い予感がするからそれ以上俺に抱だきつかないでくれ……最近の俺は女難の相がどんどんひどくなっていてだな……」

　五右衛門が、孫市に抱かれて困っている良晴の袖を無言で引っ張った。

　良晴が視線を、五右衛門が指し示す方向へ動かすと……。




　そこに、織田信奈と明あけ智ち光みつ秀ひでの二人が抜ばつ刀とうしたまま仁王立ちしていた。




「……サル。言い訳は、あとでゆっくり聞かせてもらうわね。伊達方に寝ね返がえったあんたを拷ごう問もんする小田原城地下の座ざ敷しき牢ろうで！」

「素直に『生きていてよかったです先せん輩ぱい』と言わせるつもりが先輩にはないようですね。虎とら御ご前ぜ山やまが陥かん落らくの危機に陥おちいり、われらが命を賭かけて先輩を奪だつ回かいするために乗り込んできたというのに、またしても妙みような女と浮うわ気きしているとは……二度あることは三度あるとは言いますが!!」




　良晴は、ただただ無言で土下座した。

　だが、意外にもこんどはいじめられなかった。

　信奈と光秀は、決死の覚かく悟ごで使者として伊達本ほん陣じんへ乗り込んできたのだ。良晴が生きている可能性はほとんどない、という恐きよう怖ふと戦いながら──それなのに、良晴はあっけらかんと生きているし、しかも伊達政宗と仲良く話しているし、知らない女と祝言だのなんだの騒さわいでいるしで、完全に拍ひよう子し抜ぬけしてしまったらしい。

　特に信奈は、良晴が政宗に「母親と仲直りしろ」と語っている時のその視線、その言葉の優しさに（良晴が生きていたわ！）という喜びもあってついもらい泣きしそうになってしまい、良晴がまたしても他の女といちゃいちゃしている姿を見ても本気で怒おこれないでいる。

　政宗へ語りかける良晴の優しい言葉が、まるで自分へ向けられているかのように思えてならなかったのだ。

　良晴は敵てき陣じんの真っただ中でも、自分のことをこんなにも気にしてくれている……そう思うと、良晴が生きていてくれてほんとうによかった、と信奈は喜びのあまり叫さけびだしたかった。

　もちろん、そこは素直じゃない信奈だから、

「……ま、生きていてよかったわね。お仕置きはあとでゆっくりやってあげるわよ」

　一応は憎にくまれ口を叩たたいておいたけれど。

　ここで「良晴、会いたかった！　生きていたのね！」とわんわん泣いて抱きついたりしたら二人の関係が関東全土規模でバレてしまうし、他の女の子といちゃいちゃしていたことも黙もく認にんしてしまうことになる。それで、どうにか良晴に抱きつきたい衝しよう動どうを我が慢まんした。

　あとで二人きりになったら……でもなれるのかしら？　十じゆう兵べ衛えがいる限り難しいわ、と信奈も道ならぬ恋こいの行方ゆくえを思うと頭が痛いところ。

　一方、母親との関係に悩なやんだことなどいちどもない良い子の光秀は、良晴が生きていてくれた喜びも大きかったけれども「またまた浮気ですか」と素直にぷりぷり怒っている。

「ふんっ。先輩の浮気性にはほとほと呆あきれるです。われらに生きていると連れん絡らくもせずに伊達軍に寝返っているとはどういうことですか！　しかも、その尻のでかい女と祝言を挙げようとはなにごとですかっ？　誰だれですか、そいつは！」

「うちや、うちや。雑賀の孫市や。あっははは！　二人ともぜんぜん気づいてへんの？」

　孫市が「なんでわからへんの？」とけらけら笑った。

　信奈と光秀は、またしても驚おどろいた。

「えーっ？　あんた、ま、孫市だったのっ？　漫才していた時と衣装が、違ーう!?　馬子にも衣装だわ……って、あんた、どうしてサルを撃うったのよ!?」

「あれは、うっかりツッコミを入れてしもうたんや。うちのツッコミ道具は、鉄てつ砲ぽうやさかいな。殺すつもりなんかあるかいな。うちの未来の旦だん那なさま候補を♪」

「誰が旦那さま候補ですって？　来年の南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦では、ギッタギタにしてやるんだから。覚えておきなさいよ！」

「あーはははは！　そうはいかんな、うちの動きを封ふうじたちびっこ対策はもう考えとる。来年の蹴鞠合戦ではもう負けへんで」




　ともあれ。

　良晴と信奈は、生きて再会することができた。

　本陣中で、即そく席せきながらも茶会がはじまった。

　合戦中ではあるが、織田家と伊達家とは敵対しているわけではない。信奈たちと孫市とは既き知ちの関係である。そして政宗は良晴に懐なついている。良晴が生きていたと判明した今、戦せん陣じんのまっただ中とはいえど、険悪な雰ふん囲い気きにはならなかった。

　信奈は、そっと良晴の手をにぎってみた。

　ただし、顔の半分は幸せそうな笑顔、もう半分は（次から次へと金きん太た郎ろう飴あめじゃあるまいし、このエロザル～）と怒いかりにひきつらせていたが。

　しかしこれはただの茶会ではない。織田家の運命がかかった外交交こう渉しようの席なのだ。

　しかもこの時、〝黙示録のびぃすと〟伊達政宗と、第だい六ろく天てん魔ま王おう・織田信奈が、はじめて顔を合わせたのである。

　史実ではついに出会うことのなかった二人の英えい傑けつが、奇き跡せき的に邂かい逅こうしたのだ。

「わたしが天下人の織田信奈よ。ほんとうはサルの仇あだ討うちに来たのだけど、サルは生きていたし、なんだかあんたと仲がよさそうだから仇討ちはやめにしてあげるわ」

「ククク、うぬが噂うわさの第六天魔王か！　魔王と名乗るからには牙きばや角でも生やしているかと思っていたが、わりと見た目は普ふ通つうではないか」

「普通とは失礼ね。わたしほどの美少女が天下に二人といると思って？」

「なかなかの自信ではないかククク。よいか！　我われこそが奥おう州しゆうの覇は者しや、〝黙もく示し録ろくのびぃすと〟、日ノ本の歴史に伝説を刻みつつある大英傑、人呼んで邪じや気き眼がん竜りゆう、梵天丸こと伊達政宗である！　ククク」

　おおー長い名乗りをかまずに決められた！　と政宗が白い歯をきらりと光らせ、土の中に埋うもれて隠かくれている五右衛門が「……身み震ぶるいがする名乗りでござる」と感想を漏らした。

「だが織田信奈よ。どうして畿き内ないで戦ってるはずのお前らが関東にいるのだ」

「いろいろ事情があるのよ。細かい話はさっぴくわ。さっさと奥州へ帰ってちょうだい」

　さっぴきすぎだろ、と良晴が思わず突つっ込んだ。

　しかし信奈は「虎御前山が危ないので早く交渉を終えたい」という本音を言いだせない。言いだせばその分、足もとを見られて交渉が不利になる。

「帰れだと？　そうはいくか。我は奥州に続いて関東をも覆ふく滅めつするのだククク」

「……どう考えても、素直に人の意見を聞き入れるガキじゃないわね、こいつは。誰よ、こんな子供に兵権を持たせた奴やつは？」

「急がねば、第六天魔王に先を越こされてしまうからな。日ノ本を破は壊かいして〝はるまげどん〟に参戦するのはうぬではなくこの伊達政宗である。ククク」

「……〝はるまげどん〟ってなによ……？　変わった子ねえ」

　年ねん齢れいこそ離はなれているが、お互たがい、似た者同士である。

　南なん蛮ばんかぶれのかぶき者。

　素直じゃないひねくれ者。

　古いしきたりを無視して次々と破壊し、その想像力が軽々と日ノ本を飛びだしてしまうスケールの持ち主。

　二人とも日ノ本の中だけを見ているのではなく、広い海外へと飛びだそうとしている。

　そんな飛び抜ぬけた先見性にくわえ、弟の存在が原因となって母親との関係が長らくこじれて、母親への愛情に飢うえているところまでがそっくりだった。

　良晴は、信奈と政宗が互いに茶を飲みあっている光景を見つめながら、生なま唾つばを飲み込んでいた。

（俺は今、ありえない光景を目の前に見ているんだな。梵天丸が中二病をこじらせたちんちくりんのガキんちょじゃなければ、鳥とり肌はだものの場面のはずなんだけどな）

　史実では信長と政宗は活動していた時代が違ちがう。信長が本能寺で死んだあとに、政宗が台頭してきたのだ。

　なにもかもがよく似た二人の英えい雄ゆうがもしも出会っていれば、戦国の世はいったいどう変わっていたか──戦国ファンの良晴はかつて何度も妄もう想そうしたことがあった。

　その出会いが、まさか、こんなに早く実現するだなんて。

　もしかしたらこの二人が意気投合すれば、歴史が大きく変わって「本能寺の変」は回かい避ひできるんじゃないだろうか？　と良晴は信奈の外交力に期待した。

　今回は万事そつなくこなす光秀も同どう伴はんしてくれているから、いつものように信奈が無礼な態度を取って大おお揉もめに揉めて終わるということはないだろう。

　信奈は、良晴が生きていたのでめずらしく外交交渉の席だというのに上じよう機き嫌げん。それに虎とら御ご前ぜ山やま陥かん落らくまでもう時間がない。

「奥州に帰ってくれたら、馬とか茶器とかいろいろあげるわ。わたしが天下を統一した暁あかつきには、あんたの領地はぜんぶ安あん堵どしてあげるし。今いま川がわ幕府の名のもとで奥州探題に任命してあげてもいいわよ！　それであんたは奥州を切り取り放題でしょ！」

　と、政宗にこれでもかとばかりに異例の好条件を出した。

　なにしろ、名物茶器なら武田信しん玄げんが受け取らなかったので余っている。

　だが、中二病まっさかりの政宗が「はい、わかりました」と素直にうなずくわけがない。

「織田信奈、お前は第六天魔王として日ノ本の西を覆滅せよ。我は〝黙示録のびぃすと〟として日ノ本の東を破壊する。しかるのちに、〝はるまげどん〟に魔ま王おうとして参戦する者がどちらかを決めればよいではないか。箱根の峠とうげより東にまで口をはさむでない、ククク」

「……だから、〝はるまげどん〟ってなんなのよ？　サル、あんた知ってるんでしょ？」

「悪い。聖書に出てくるヨタ話でな。俺もあまり詳くわしくないし、フロイスちゃんがいない場で説明するのは難しいんだ。簡単に言えば、いずれこの星で人類の命運をかけた世界最終戦争が起こるという預言ネタなんだけど」

「そんな物ぶつ騒そうな話、聖書にあったかしら？　わたしは聞いたことがないわよ？」

「あるんだなこれが」

　つまりお子ちゃまなのね、扱あつかいに困るわね、と信奈が思わず漏もらした。

「我はお子ちゃまではないぞ！　我をバカにするのなら、この小田原の戦でどちらが真の魔王かを決めようではないか！　くっ!?　待てっ、わが邪気眼よ！　ここで発動してしまってはまずい！　小十郎たちまでをも魔の力に巻き込むことになってしまう……耐たえよ、ここは耐えるのだ！」

「……急に眼帯を押さえてもだえはじめたわ。いったいなんなのよ、邪気眼って？　サル、説明しなさいよ」

「これもまた一言では説明しにくい難解な概がい念ねんでな。まず、インターネットというものの説明から入らないと正確には伝えられないと思う」

「い、淫いん多たねっとり……？　なによそれ。またいやらしい未来語を引っ張り出してきて」

「そこまで無理して、いやらしい方向に解かい釈しやくしようとするなよ！」

「ククク。どうやらわが邪気眼の力をこれ以上封ふう印いんしておくことは無理なようだ。『二人の魔王が出会う時、天は荒あれ狂い大地は裂さけ海はうなりをあげる』と『梵天丸の黙示録』にも預言されていたからな。織田信奈、うぬは小田原城へ戻もどれ。そして、わが軍と正面から対決しようではないか」

　そんな黙示録は聞いたことないぞと良晴が思わずツッコみ、小十郎が「姫ひめが自分で書いて地面に埋めて掘ほり起こした、自作自演の預言書なんです」とはずかしそうに教えた。

　政宗が「くっ、ダメだ！　これ以上魔王同士が同じ空間にいては日ノ本の大地が真っ二つに割れてしまう！」とかっこよくポーズを決めて叫びながら席を立ち、交渉は決けつ裂れつか？　と思われた。

　だがこの時、「黒くろ脛巾はばき組ぐみ」と呼ばれる政宗直属の忍しのび衆たちが、音もなく政宗の真横にあらわれた。

　とてもルビがなければ読めない名前の軍団だが、言うまでもなく政宗の中二病趣しゆ味みがここでも全開になっているのである。

　しかも彼らは全員が漆しつ黒こくの忍び装束に身を包んでいながら、胸の部分に輝かがやく黄金製の弦げん月げつプレートをはめ込んでいる。この、政宗が徹てつ夜やして自ら一枚一枚せっせと作り上げた弦月こそが彼らが黒脛巾組の軍団員であることを示すかっこいいエンブレムなのだが、夜間こんな光りものを身につけて活動していれば目立つことこの上ない。

　そのため、彼らは北条家の風魔などに比べれば日ひ頃ごろはあまりこれといった成果を聞かない……それ以前に名前が読めないので人の噂にものぼらない謎なぞの（悲運な）忍び軍団なのだが、この時ばかりは重大な情報を政宗のもとへ持ってきたのだ。

　それは……。

「出で羽わの最上義光が、姫の不在の間かん隙げきをついて奥州の伊達家本領、米よね沢ざわへと兵を進めてきました！」

　という衝しよう撃げき的なものだった。

　つまり、よりにもよって伯お父じが空き巣す狙ねらいをやらかしている、という情報だった。

「バ……バカな……いくら不仲とはいえ、あの狐きつねはわが伯父上ではないか。姪めいの留守中を襲おそうとは……いや待て、あの腹黒い伯父上ならありうるな！　わが伯父上でなければとっくに呪じゆ殺さつしているところだ、ええい！　えろいむえっさいむ、えろいむえっさいむ！」

「米沢城を落とされてしまえば、せっかく服従させた奥州と関東の諸しよ侯こうは散り散りに！」

「急ごしらえの奥州連合軍じたいが危うい。佐さ竹たけ義よし重しげに知られれば、伊達家を見限り、再び独立大名に返り咲ざく好機とばかりに無断で常陸ひたちへ帰国する恐おそれがございますぞ」

「今でこそ佐竹義重は仇きゆう敵てきの北ほう条じようを打だ倒とうするために伊達に恭きよう順じゆんしていますが、常陸統一・北関東制せい覇はの野望を捨ててはおりませぬ。もしも風魔が、義重どのを煽あおれば……」

「このことを風魔に知られれば破は滅めつです。風魔が奥州連合軍諸将に米沢が危機に陥おちいったとの噂を流せば諸将が動どう揺ようし、連合軍は空中分解。姫は退路を断たれ、帰る場所を失います」

　小こ姓しようの小十郎が、「今すぐ帰き還かんしましょう姫。天下の武田騎き馬ば隊を退たい却きやくさせるという武功を収め、われらも面目が立ちました。農のう閑かん期きももうすぐ終わりますし、ここがちょうどいい潮時です。今ならば、まだ間に合います」と帰国を勧すすめた。

「だが小田原から米沢はあまりにも遠い。遠すぎるぞ小十郎。今からでは到とう底てい間に合わん」

「では姫。いかがなさります？」

「そうだな……成実が守る江え戸ど城じように逃にげ込んでも、勢いを得た小田原城の武田・北条軍と、武蔵の北方で踏ふん張っている北条綱つな成しげの軍勢とに挟きよう撃げきされる。佐竹ら連合軍諸将に気け取どられて連合軍が崩ほう壊かいする前に、つまりたった今より総そう攻ぜめを行い、目の前の小田原城を落として新たな本ほん拠きよ地ちにする他はあるまい」

「無茶です！　野戦ならば雑さい賀か衆しゆうが率いる騎馬鉄てつ砲ぽう隊が活かつ躍やくしてくれますが、攻城戦となれば小田原城が圧あつ倒とう的てきに有利です。関東人は奥州の人間ほど迷信深くはありませんし、それに完全版の『邪気眼』を発動させる条件も揃そろっていません。強引に総攻めをすれば、われらは大敗します」

「……仕方あるまい、小十郎。ククク……わかったか相良良晴。やはり魔王には家族の情など無む縁えんなものだったということだ」

　良晴も信奈も孫市も、政宗のこの苦境を打開する策を考えだせなかった。

　玉ぎよく砕さいを避さけるとすれば、武田北条連合に降こう伏ふくするか、それとも恥はじを忍んで信奈のもとに一時食しよつ客かくとして厄やつ介かいになるか──いずれにしても、奥州を失しつ陥かんするという結果は免まぬかれない。

　それならば、最後まで〝奥州の覇者〟として堂々と戦って倒たおれるぞ、と政宗が大見得を切るのも道理といえば道理であった。

　だが黒脛巾組の一人が、決死の小田原城攻めを覚かく悟ごした政宗に「いえ、まだ間に合います」と告げた。

「なぜだ？」

「姫のお母上、義姫さまが輿こしにて戦場の最前線へと乗り込まれ、最上義光軍の侵しん入にゆうをお一人ではばんでおられます！　最上義光がなにを言っても動こうとせず、娘むすめの留守中に伊達領へ一歩でも入れば自害すると仰おおせです」

「……母上がっ？」

「はっ。さすがの最上義光も妹ぎみにそう言われては前進することができず、米沢へ向かう途と上じようで立ち往生しております。今すぐに関東から軍を引き返せば、義姫さまのお命を救えますし、伊達領も失わずにすみましょう」

　政宗は、この情報をにわかには信じられなかった。

　最上義光が妹の義姫、つまり政宗の母に甘くて頭があがらないということは知っていた。最上義光は、現代で言うシスコンなのだ。

　だが、あの自分を疎うとんじていた母が、自分の苦境を見かねて命がけで兄の侵しん略りやくを阻そ止ししようとするだろうか──してくれるだろうか。

　あまりにも唐とう突とつで、政宗にとって都合がよすぎる話ではあるまいか。

　策略だ、と疑った。

　あの策士の狐ならば、それくらいの芝しば居いはやってのけるに違いない。母上は「今後、伊達家は竺丸に継つがせる」という条件ですでに狐に懐かい柔じゆうされているのではないか。

　だって、自分がいなくなったほうが、母上には都合がいいのだ。

　竺丸に家か督とくを継がせることができるのだから──。

「我われには信じられんぞ。伯父上と母上が一芝居打っているのではないのか。すでに米沢は伯父上と母上の手に落ちていて、我がのこのこ引きあげてくるのを待ち構えているのだ！　このまま我に他国へ亡命されては厄介だからな！　そうに違いない！」

　思わず、片倉小十郎が声をあげた。

「姫！　それは疑いすぎです！　義姫さまがせっかく姫のために命をかけてくださっているというのに、そんな、あんまりです」

「言うな小十郎。お前は知っていよう。我が今まで、どれだけ母上から疎んじられてきたかを……この奥おう州しゆうの覇は者しやが最大の苦境を迎むかえた今になって、急に母上がわが味方をしてくれるとはとても思えぬ」

「姫～！」

「これは罠わなだ。我はだまされぬぞ！」

　ぱちいんっ！

　唇くちびるをぎりりとかみしめて「罠だ。信じない。噓うそだ」と戸と惑まどいながら小声でつぶやき続ける政宗の頰ほおを、良晴が思わず張り飛ばしていた。

「……な、なにをする～!?　うぐぅ……ぶ、ぶ、ぶったにゃあ～!?　こ、こ、この奥州の覇者の頰を……ううう～！」

　いきなり張り飛ばされた経験が今までなかったのだろう。

　ぽろぽろぽろ、と政宗が大おお粒つぶの涙なみだをこぼした。

　怒おこるよりも先に、驚おどろいて身がすくんでしまっていた。

　それほどに、良晴は激しく怒っていた。

　相手はまだ子供だ、しかも中二病をこじらせているいちばん厄介な年とし頃ごろだと理性では承知していても、良晴にはどうしても我が慢まんできないことがあった。

「バカヤロー！　今すぐ、お母さんのもとへ帰れっ！　疑ってる場合かよっ！　人間ってのはなあ、日頃は本音を隠かくしたり心とは裏腹な態度を取ったりするもんだけどな、最大の危機を迎えた時には否応なしにその本性が出るんだよっ！　お前のお母さんは、なんだかんだ言ってもお前を死なせたくねーんだよっ！　その好意を信じずに親を見殺しにするつもりかっ？　その上、討ち死に覚悟の玉ぎよく砕さい突とつ撃げきとか、バカ言ってんじゃねー！」

「……さ、相良」

「たしかに空き家同然の米沢城を最上義光に狙ねらわれている伊達家は今、存亡の危機だ。だが、今こそお母さんと和解する最大の好機じゃねえか！　それも、向こうから手を差し出してくれているのに……自分の母親を信じろっ！　そんなことすらできねー奴やつに、天下だの日ノ本だのを語る資格なんかあるかよっ！」

「……ううっ……ぐすっ……」

「今すぐ、お母さんを救いに米沢へ戻れっ！　関東攻こう略りやくなんて、いつでもできるだろう！　関東と自分の母親と、どっちが大事なんだ？　いいなっ！」

　小十郎は「さ、相良さん。それほどまでに本気で怒って姫を張り飛ばしてくださるなんて……あ、ありがとうございます！」と思わず良晴に礼を言っていた。

　光秀は、「先せん輩ぱいはやっぱり、お母上が恋こいしいのですね……」と涙目で良晴の背中を見つめている。

　そして信奈は、まるで良晴が自分に対して怒っているかのような気になって、言葉が出てこなかった。

「うわあああっ！　我は信じぬ！　信じたくても、信じられぬのだ！　うぬは、自分の母上に毒を盛られたことがあるのかっ？　母上に殺されるかもしれないという恐きよう怖ふで眠ねむれぬ夜を過ごしたことがあるのかっ？　相良にはわからぬのだあああっ！」

　政宗はぽろぽろと涙をこぼしながら、良晴の胸に体当たりしてきてぽかぽかとげんこつで殴なぐりつけてきた。

（梵天丸……こんな幼さで、それほどの悲しい経験を背負ってきたのか。これじゃ、黙もく示し録ろくにかぶれて日ノ本を覆ふく滅めつするなんて言いだすはずだ。こいつの心の傷は、温かい家庭でぬくぬくと育ってきた俺なんかじゃ癒いやせない……）

　良晴は、戦国時代の大名家の激しさと厳しさを目まの当たりにして、自分の限界を感じた。

　政宗はまだ、信奈のように思し慮りよ分別がつく年ねん齢れいではないのだ。

　良晴はただ、泣きじゃくる政宗の背中をなでることしかできなかった。

　小十郎は嗚お咽えつをこらえるように、掌てのひらで自分の口をけんめいに押さえていた。

　だが──。

　あの信奈が、良晴のあとを受けてくれた。

　良晴をなおも殴ろうと振ふりあげていた政宗の手をにぎりしめて、そして信奈とは思えぬような静かな優しい声で政宗に語りかけていた。

「……今なら、まだお母さんと和解できるわ。魔ま王おうになってしまう前に、お母さんのもとへ行きなさい……梵天丸」

「……ぐすっ……ぐすっ……だって……だって」

「魔王は一人でいいのよ。わたしのかわりに、あなたにはお母さんと仲直りしてほしいの。もちろん、弟さんともね。絶対に、自分の弟を斬きったりしちゃダメよ。ほんとうに魔王になってしまうから。あなたはまだそれほどの業を背負うには幼すぎるわ。そういう辛つらい魔王の仕事は、わたしに任せておきなさい」

　優しく、しかし、凜りんとした声。

　なにかを決意し、なにかをあきらめたかのような。

「……織田信奈……うぬは、母をあきらめるつもり……なのか？」

「そうよ。あなたよりは、ずっと大人だもの。だから耐たえられるわ。ずっと迷っていたけれど、あなたと会って、母上から生しよう涯がい『第だい六ろく天てん魔ま王おう』と罵ののしられる覚悟ができたわ。だからあなたには、わたしが生きられたかもしれないもうひとつの生き方を選んでほしいのよ」

「……わかった……織田信奈、お前は強いな。梵天丸も、かくありたい」

　おい信奈どういうことだよ、と不安になった良晴が口をはさもうとしたが、信奈は首を振ってそれ以上良晴にしゃべらせなかった。

　孫市が政宗の頭をなでながら、

「伊達の大将。うちら雑賀衆がしんがりをつとめるさかい、急いで米沢へ戻もどりーや！　うちがついとる、武田にも北条にも手ぇ出させへん！」

　と、危険なしんがり役を買って出た。

「ぐすっ。ぐすっ……ほ、ほんとに、や、やってくれるのか？　お、お前らは金で雇やとわれた傭よう兵へいだぞ？」

「任せとき！　親子仲直りの絶好の機会やないか。粋いきに感じたとはまさにこのことや！　良晴はんたちの好意を無む駄だにしたらあかんで！」

　孫市は大おお鉄でつ砲ぽうの八や咫た烏がらすを片かた腕うででかつぎあげ、「すんすん」と鼻を鳴らしている政宗の背中を押してせきたてる。

　小十郎の背中を借りて馬上へ乗った政宗は、

「全軍退却～！　はっ……母上～！　梵天丸が今、参ります～！」

　と年相応のへなへな声で叫さけびながら、本ほん陣じんを飛び出した──目指すは、本拠地・米よね沢ざわであり、さらにはその米沢から最上軍の正面へと突出した母・義姫が立てこもる輿だ。

「相良良晴！　この伊達政宗が無事に母上をお救いして狐きつねを追い返したら、使者をよこす！　その時は必ずわがもとへ挨あい拶さつに来るのだぞっ！　それが撤てつ退たいの条件だ、いいなっ！」

　いったいなにをやらされるのだろう？　まあ梵天丸はまだチビガキだから女難の相とは関係ないだろうと安心していた良晴は、

「おう！　いつでも呼んでくれよ！　お母さんと仲良くするんだぜ！」

　と手を振って、景気よく政宗を送り出した。

　小十郎が、あわてて「姫～！　ボクを忘れないでください～！」と政宗のあとを追い、奥州軍の足軽たちは「なにがあったのか知らないが、やっと帰れる」「夢じゃなかろうか」「もう田植えの季節だからなあ」と喜んで続々と帰き還かん準備をはじめたのだった。

「追つい撃げきするもせんもそっちの好きにしいや。ただし、しんがりはうちら雑さい賀か衆しゆうがつとめるさかい。そう簡単には突とつ破ぱさせへんで～！」

　小田原城へ戻る良晴たちを見送る別れ際の孫市は、今日もからりとしていた。

　これからあるいは死地に飛び込むことになる立場の人間とは思えない、底そこ抜ぬけのご陽気さだった。

　良晴は、梵天丸のためにも孫市姉さんのためにも北条軍による追撃は阻止させる、と心に誓ちかいながら急いで馬に乗った。




　小田原城へ向かって早馬で駆かけながら、光秀が、

「一時は敵てき陣じん中ちゆうで斬り死にする覚悟で乗り込みましたが、小田原合戦も伊達家のお家いえ騒そう動どうも丸く収まりそうでよかったです。これで織田家の窮きゆう地ちは救われますです！　急いで近江おうみへ戻りましょう！　でも先輩って、お母さんがよっぽど好きなんですねえ♪」

　と嬉うれしそうにほほえんだ。

「そ、そんなんじゃねーよ。戦国時代ってさ、あまりにも親子きょうだいの争いが多くてさ……俺の世界の常識とはあまりにも違ちがうんだよな。でも、人間の本質ってのは戦国時代でも俺が生きていた未来の時代でも変わりはしないんだと思うんだ。殺さつ伐ばつとしたこの時代が、家族の関係を狂くるわせているだけなんだ。いつの世にも子供を愛さない母親なんていない。日ひ頃ごろはどれほど冷たかろうが、心の底では子供を愛しているさ。俺はそう思うぜ」

「これほど母親にこだわる相良氏うじの心境を、未来語ではたしか、露ろ璃り魂こんと言うのでござるな」

　どこからともなく、五右衛門の声。

「違う。マザコンっていうんだ！　ロリコンと一いつ緒しよにするな！　お、俺はマザコンじゃねえけどなっ！」

「ほう。魔ま坐ざ魂こん、ですか。未来語は難しいでござるな」




　小田原城へ帰還する途と上じよう、めずらしく信奈の口数が少なかった。

　十中八九死んだと思っていた良晴と、生きて再会できた。

　信玄との『賭け』にも勝かった。虎とら御ご前ぜ山やまを救きゆう援えんできる。虎御前山救援が間に合いさえすれば、浅井朝倉攻ぜめにかかることができる。

　長かった膠こう着ちやく状態にケリをつけ、揺ゆるぎない畿き内ないの支配者になることができる──天下布武にぐっと近づく大きな一歩だ。

　だが、信奈の心の片かた隅すみは、ずきずきと痛み続けていた。

　武田信玄に攻められた上うえ杉すぎ謙けん信しんが、上じよう洛らくを断念して越えち後ごへ引き返してしまえば、浅井家は滅ほろびるだろう。いや、自分がこの手で浅井家を滅ぼすのだ。天下布武を実現するためには、そうせざるを得ない。

　そうなれば浅井長政と弟・信澄の恋の結末は、いったいどうなってしまうのだろう。

　そしてその時、信奈と信澄の母・土田御前は、いったいどう思うだろうか？

　弟の恋こい路じを「天下布武」という自分の夢のために踏ふみにじった信奈をどう罵るだろうか？

　桶おけ狭はざ間まで奇き跡せき的に勝利して凱がい旋せんした時ですら、信奈は母に罵ば倒とうされたのだ。

　がんばってもがんばっても、どれだけ功名をたてても、信奈は決して母からほめてはもらえなかった。

　もし、信澄の恋を、悲劇的結末で終わらせたら……信玄は、駿する河がを併へい吞どんするために弟の太た郎ろう義よし信のぶの恋を悲ひ恋れんに終わらせてしまった。自分もまた同じ結末を迎むかえてしまったら……。

（でも、梵天丸のような子供とわたしのどちらが魔王になるべきかと問われれば、わたしよ、としか答えようがないわ。わたしは耐えられる。天下布武の夢のためなら、母上をあきらめることができる……でも、勘かん十じゆう郎ろうまでをも傷つけたくない。どうすればいいの）

　信奈は、（ほんとうに自分には天下人の資格があるのだろうか）と戸と惑まどわざるを得なかった。

　母に愛されていないという大きな負い目が、心の傷が、信奈の性格を極きよく端たんなものにしていることは本人にも痛いほどよくわかっていたのだから。そしてその負い目は、浅井朝倉攻めによってさらに大きなものになる。

　この傷だけは、良晴にも癒やすことはできないのだ。

　なぜなら良晴は、男なのだから──。

　いくら良晴に愛されても、常にどこか不安でうしろめたいのは、良晴が女の子好きだからではなくて、もしかしたら自分と母との殺伐とした関係が原因なのかもしれない、と信奈ははじめて気づいた。

（そうね。わたしに優しくしてくれる弾だん正じようは、ほんとうの母ではないものね……弾正がこんなわたしの言葉を聞いたら、泣きだすだろうけれども……こんな残ざん酷こくな言葉が浮うかんでくることじたい、わたしがどこか欠落している人間だという証しよう拠こなのかもね……）

　この痛みを良晴と十兵衛はわかってくれるかしら。

　二人とも、お母さんに愛されて育ってきた者同士だから、ぎりぎりのところでは理解してもらえないかもしれない。

　もしかしたら、最終的に良晴と結ばれる女性は、心にこんな大きな穴が空いているわたしではなくて──。

　母親の愛に満たされて育ってきた十兵衛なのかしら──。

　良晴は、未来の世界に戻らない限りは母親と会うことができない。そのさびしさを癒やすことができる女性は、愛されることしか求められない自分ではなくて、母親の愛情というものを知っている十兵衛なのでは──。

　それにどのみち、わたしと良晴が夫婦めおとになる日は来ないのだから──。

　信奈は、次々と浮かび上がってくるそんな暗い考えを振り捨すてるように馬に鞭むちを入れた。

「みんな！　もう時間がないわ、小田原城へ急ぐわよ！　ただちに信玄と氏うじ康やすに、わたしたちが『賭かけ』に勝ったことを伝えるの。そしてそのまま、即そく座ざに近江へ帰還するわ！」

　おう、と良晴が陽気に答えてくれた。

　御ぎよ意いです！　と光秀が律りち儀ぎに返事をしてくれた。

　わたしも自分の母を信じてみたい。仲直りしてみたい。良晴に、ほめられてみたい。

　でももう、わたしは引き返せない道を歩もうとしている。天下布武への道を。母上の愛情とひきかえに──。

　信奈は、駆けた。

　良晴が、そんな信奈の背中を心配そうに見つめていたことは言うまでもない。

（信奈……まるで天下布武の夢に近づけば近づくほど、どんどん孤こ独どくになっていくかのようだ。黙だまっていても、背中で泣いているのが俺にはわかる。男の俺にできることは、ないのだろうか）




　　　　※




　相良良晴の生せい還かんと、奥おう州しゆう連合軍の突とつ然ぜんの退たい却きやく。

　小田原城の北条兵たちは、「上杉謙信、武田信玄に続いて」「奥州の覇は者しや・伊達政宗も小田原城を攻こう略りやくできなかったぞ」「またしてもわれらが姫の勝ちだ！」と沸わいていた。

　良晴とともに戦場を駆けた武田兵たちも、「相良どのが」「軍師どのが生還！」「奇跡が起きた！」と盛り上がっている。

　良晴は、信奈とともに信玄の前に顔を出そうとしたが、途と中ちゆうで武田四天王に捕つかまって「よくぞご無事で、軍師どの！　甲か斐いへ逃にげましょう！」「このまま敵味方に分かれるのは、心残りなのだわ」「こたびは武田と織田は対上杉で共きよう闘とうすることになりましたが、つかの間の共闘です。信玄さまは上杉謙信を越後へ引き戻すや否や、再上洛軍を興します」「……武田の姫武将を嫁よめに。そして武田家の軍師に……是ぜ非ひ」と祝しゆく宴えんの席に引っ張り出され、武田騎き馬ば隊を構成する武者たちと酒を飲む羽目に。

　ともあれ、織田信奈は武田信玄との賭けに勝った。

　信奈は「ほんっとにサルね！　甲斐の姫武将たちといつの間に、あんなに打ち解けて仲良くなってるのよ？　やっぱり良晴の正体は山やま猿ざるなんだわ。山国の甲斐や信濃しなのが合うんだわ」とぷりぷり怒おこりながら、光秀を供として連れて信玄のもとへ乗り込んでいた。

「約束通り、上杉謙信を越後へ引き戻もどしてもらうわ。足止めは、一ヶ月でいいわ。浅井朝倉との決着は、一ヶ月以内につける。農のう閑かん期きが終わって上杉勢が越後へ引き上げる前に終わらせるわ」

　武田信玄は「相良良晴は生きていたのか。そうか……」と遠い目で窓の外の相模さがみ湾わんを眺ながめながら、「上杉謙信とあたしは、織田信奈、貴様の天下盗とりを横目に永遠にこうして戦い続ける運命なのかもしれないな。謙信はかつて敵であるあたしに塩を送ってきたが、今回はあたしが織田家に塩を送る羽目になった」とつぶやいている。

　泣いているのか、笑っているのか、信奈にも光秀にも判別しがたい。

「ともあれ『賭け』はわたしの勝ちよ、武田信玄。『運』というものがほんとうに現世に存在するのだとしたら、あんたの不運よりもわたしの幸運のほうが強かったということなのかしら？」

「いえいえ信奈さま！　先せん輩ぱいを無事に奪だつ還かんできたのは、この十兵衛の幸運ですっ」

「ふん。運の問題ではない。道理で説明がつく。あたしはずっと『織田家は忍しのびを用いぬ』と聞いていたが、相良良晴は織田家のうちでも例外だったということだろう。真さな田だ忍群や風ふう魔まにも匹ひつ敵てきする優ゆう秀しゆうな忍びを抱かかえていたことが、相良良晴の命を拾ったのだ」

「あら。国盗りの野望と家臣・家族の命とは交こう換かん、じゃなかったの？」

「今回は、あたしは寸分の土地も奪うばっていないからな。氏康の城の防衛を手伝ってやっただけだ。上杉謙信が十万を超こえる大軍勢を率いて小田原城を包囲した時も、加勢してやったものだ。氏康はあの時、風魔を用いて、連合軍を分ぶん裂れつさせた。今回は、唐とう突とつに伊達が勝手に退却をはじめたがな。国元で政変が起きたらしいな。織田信奈、あの好戦的な伊達政宗をすかさず引き上げさせたのは、お前の入れ知ぢ恵えだろう？」

　信玄は、語る。氏康は伊達を追撃しようとしたが、あたしが止めた。伊達政宗はすでに疾しつ風ぷうの如ごとく退たい陣じんし、雑賀衆がしんがりを務めている。小田原包囲を中断して撤てつ退たいしたわが武田軍を追撃して大敗北を喫きつした「三み増ませ峠とうげの合戦」の二の舞まいになると忠告してやったら、あいつは青ざめて追撃を断念した。

「奥州連合軍の撤退が速すぎて佐竹家ら諸将と伊達軍を分断できなかった、と氏康は悔くやしがっていたぞ。お前を恨うらんでいるようだ。もしかして、伊達政宗と同盟でも結んだか？」

「そうね。政宗は……梵天丸は、良晴を通して織田家と同盟を結ぶつもりのようよ」

「また、あいつか。相良良晴には、敵はいないらしい。姫ひめ武将は……いや、日ノ本の人間はみんな自分の仲間だと、心の底から思っているようだ。未来人の強みだな。運命も天命も、未来からこの時代を振ふり返る視点を持つ良晴にとっては『人が己の生を生きてきた軌き跡せき』なのかもしれん」

「いつか良晴は、言っていたわ。天上に輝かがやく星々のきらめきはすべて、過ぎ去った昔の星から放たれた光だって。何億年もの昔の光を、わたしたちは地上から眺めているんだって」

「……過去の光、か……不思議なことを言うな、相良良晴は。星から人の宿命を占うらなう勘かん助すけの宿すく曜よう道どうもまた、『過去』を見る術だったのだろうか」

「ええ。そして良晴は、『未来』から来た。宿曜道では、推し量れないわ」

　織田信奈。あたしはもう上杉謙信と川中島で正面から激げき突とつするつもりはない。そんなことをすればまたしても上洛が遅おくれる。代わりに、謙信の関東における拠きよ点てん──上野こうずけに兵を出そう。関東の拠点を伊達にさんざん荒あらされた北条氏康にも協力させる。氏康とて、関東における北条の権けん威いを回復するためにはそうせざるを得ないだろう。ただし、一ヶ月だけだ。その一ヶ月の猶ゆう予よのうちに浅井朝倉と決着をつけられなければ、織田信奈、お前の天下布武はそこで詰つみになる、と信玄は信奈に向き合って不敵な微び笑しようを浮かべた。

　はったりではない。仮に織田が浅井朝倉を倒たおし、北近江おうみと越えち前ぜんを平定してもなお、武田軍のほうが強い、という絶対の自信が信玄にはあるのだ──と、信奈は知った。雑さい賀か衆しゆうと伊達軍とが共同で生みだした「騎き馬ば鉄てつ砲ぽう隊」が武田の騎馬隊を退却させる光景を見ながら、信玄は堺さかいで鉄砲をかき集めている織田軍に対する攻こう略りやく方法を閃ひらめいたのかもしれない。あるいは、これから四天王たちとともに鉄砲対策を練り上げるのかもしれない。信玄は、後者かもしれなかった。戦の天才・上杉謙信ならば、一いつ瞬しゆんで対策を閃くだろう。信玄はきっと、時間をかけ、熟じゆく慮りよし、不敗の戦法を練り上げてくる。天下を争う相手とすれば、むしろ信玄のほうが手て強ごわい、と信奈は思った。

　だが信玄が再上洛する際には、こんどこそ三河・遠江とおとうみで粘ねばっている松まつ平だいら元もと康やすを葬ほうむり去らなければならない。三み方かたヶが原はらで元康を見み逃のがしたことが、撤退の一因となったのだ。三河と遠江を完全に併吞してから、美み濃のへとなだれ込む。戦略を、そのように切り替かえるはずだった。信奈と信玄の戦いの行方ゆくえは、あの元康にかかっている。

「織田信奈。日ノ本最強の武田軍団と互ご角かくに戦える者は、上杉謙信だけだ。次に戦場で相まみえた時には──」

「ええ。次こそは、決着をつけましょう」

「だが、織田信奈。お前と弟の『天命』はいまだ、書き換かえられてはいないぞ。妹を持たなかったお前はお前の弟・津田信澄を女装させお市いちとして浅井長政に輿こし入いれさせたが、二人の夫婦仲はなぜか良好だったという。しかし、浅井長政は織田を裏切って信澄を離り縁えんした。部外者であるあたしから見れば、もはや誰だれが男で誰が女かもよくわからぬ有様だが、これだけは確かだ。お前は、弟の恋こいを引き裂さいている。浅井長政を殺せば、お前も国盗りの野望と己の家族とを『交換』することになる」

「……」

「織田信奈。本来、お前は弟をその手で殺す運命だった。尾お張わり一国の統一と交換に、実の弟を失うはずだった。それが天下盗りに憑つかれた姫武将の運命。あの相良良晴が、お前を止めたのだろう。しかし──」

「勘十郎がお市に成り代わった瞬しゆん間かんから、次は『北近江小お谷だに城じよう』と勘十郎の恋とが交換される運命に、すり替わった。『天命』は、そう簡単には変えることができない。どこかで帳ちよう尻じりが合ってくる。そう言いたいのね、武田信玄」

「信澄は、おそらく長政を自分の手で殺して、自決するつもりだ。まことに愛し合っているのならば、二人は燃える小谷城の中で心中するぞ。お前に止められるのか、織田信奈。二人を救い、かつ小谷城を手に入れることができるか？　まさか、浅井朝倉をまたしても見逃して武田と上杉に息の根を止められる道を選ぶほど、お前は愚おろかではあるまい。そろそろ、西国の覇者・毛もう利りも上じよう洛らくに向けて動きだす頃ころ合あいだぞ」

　信奈は「最後まであきらめないわ。すべての実をつかめ、なにもあきらめるなと、良晴はいつも言っていた」と唇くちびるをかみながら、答えていた。

「相良良晴にもう一度会いたいが、会えばそのまま甲斐へ連れ帰りたくなる衝しよう動どうを抑おさえられなくなる。『賭け』に敗れた女が取るべき行動ではないな。氏康がお前になにか言いたいらしいから、あの女と会ってから帰国するがいい。駿する河がまでは、真田忍群がお前たちを守ってくれるだろう」

　信玄は最後に、信奈の隣となりに侍はべる光秀の顔をちらり、と眺めた。

「……明智十兵衛光秀。お前が奮ふん闘とうしていなければ織田信奈と相良良晴は、箱根で風魔の手にかかっているはずだった。織田に仕えさせておくには惜おしい逸いつ材ざいだ。勘助ならば、お前の背後にいかなる宿星を見ただろうな。『破は軍ぐんの星』の持ち主だ、と言っていたかもしれないな」

「いえいえ信玄どの。私は、土と岐き源げん氏じの桔き梗きようの星を背負っているです」

　流る浪ろうの素す浪ろう人にん・山やま本もと勘助を軍師として取り立て、武田四天王を見いだし育成した信玄の人物鑑かん定てい眼は、文武に長けた彼女の能力の中でももっとも優れているものだと言っていい。

　その信玄が、思った。勘助は言っていた。『破軍の星』を背負う者二人は、天下に並び立たぬと。宿曜道など知らぬあたしにもなぜか、予感がする。明智光秀は、明らかに尋じん常じようの英えい雄ゆうではない。将に将たる武将。本来ならば畿き内ないに覇はを唱えてこのあたしと戦国最強の座を賭けて争っていて当然の、天下人たる器うつわの持ち主──しかも、土岐源氏の血をひき、天下を盗れば将軍になることすら望める血筋をも備えている。上杉謙信と武田信玄が並び立てぬように、いずれ織田信奈と明智光秀とが共存できなくなる時が来るかもしれない。どちらかが歴史の表おもて舞ぶ台たいから退場しなければならない時が来るかもしれない。相良良晴はその時、どうするのだろうか、と。

「信奈さま。氏康と会う際にはくれぐれもご注意を。ですが、こたびはさすがにもう風魔による暗殺はありますまい、です。十兵衛は、四天王に『このまま武田家に来てください』と誘ゆう惑わくされているであろう相良先輩をとっ捕まえて帰り支度をはじめるです！」

「デ、アルカ。ほんっっとに、お調子者よね。良晴って」

「まったくです」




　小田原城の茶室。

　撤退をはじめた伊達軍を追つい撃げきすることを断念した北条氏康は、「風魔からの報告で、奥おう州しゆうでの騒動を知った時には手て遅おくれだったわ。あなたが伊達政宗と交こう渉しようしていなければ、あの小こ娘むすめはきっと逃げ遅れていたはず。破れかぶれで小田原城へ攻せめかかってきたかもしれない。いずれにせよ今いま頃ごろは、北条勢が奥州連合軍を蹴け散ちらしていたところだわ。策さく士し策に溺おぼれると私を笑いに来たの、織田信奈？」と冷たい表情で信奈を出で迎むかえた。

「顔色が青いわよ、北条氏康。あんた、どこか身体からだの具合が悪いんじゃない？」

「……籠城戦は、神経戦なのよ。常に野戦を挑いどむ猪いのしし武む者しやのあなたにはわからない気苦労があるの」

　伊達政宗に小田原城を包囲されて以来、氏康はもしかして一いつ睡すいもしていなかったのではないか、と信奈は気づいた。ただ籠城して寝ねていればいいというものではない。籠城戦を勝利に導くため、氏康にはやらなければならない無数の仕事がある。風魔を動かしてあらゆる情報を収集し、あらゆる可能性を検討し、最善の策を採用して実行しなければならない。兵ひよう糧ろうや士気の問題もある。小田原城は、ただ城が大きいから落ちないのではなかった、と信奈は悟さとった。北条氏康は、己の命を縮めるような激務に耐たえて、籠城戦を勝ち続けて生き延びてきたのだ、と。

「氏康。わたしは、武田信玄と上杉謙信が同時に攻め寄せてきても、籠城はしないわ。勝機を摑つかむために、二カ所の戦場を走り回って戦い続ける。いいえ。たとえ戦場が三カ所に、あるいは四カ所に拡大しても、戦い続けるわ」

「……やめて頂ちよう戴だい。武田信玄と上杉謙信が連合して攻めてくるだなんて、考えただけでも胃に穴が空きそうだわ。どうやら伊達政宗に恩を売って、奥州を抑えたようね、織田信奈。いずれ東西から挟はさみ撃うちにして、関東を飲み込むつもりね。でも小田原城は絶対に落ちないわ。このたびの包囲戦でいくつかの弱点も見えてきた。私はこの城を、さらに拡張する。田畑を抱え込んで自給自足で食しよく糧りようを生産できる城にする。総構えを海岸まで延ばして、水軍との連れん携けいを強化し、海路でのすみやかな食糧運うん搬ぱんをも可能にする。この小田原に、伊達と織田とに挟きよう撃げきされても決して落ちない『世界』を作ってみせるわ。百年でも、千年でも籠城できる究極の巨城を」

「城は世界ではないわ、北条氏康。城は城よ。小田原城は、あんたを縛しばり付けている鳥とり籠かごだわ。そして、落ちない城などこの現世にはひとつもないのよ。あらゆる城は、いずれ落城し炎えん上じようする定めなの。人の命が、永遠でないのと同じよ」

　あなたも、上杉謙信と武田信玄の上洛軍に怯おびえて、安あ土づちに大おお慌あわてで巨城を建てているのでしょう！　と氏康は怒ど鳴なっていた。手て許もとに、鞭むちをにぎりしめている。風魔から習った鞭べん術じゆつを、氏康は護身のために身につけている。身体の弱い氏康でも、鞭ならば軽々と、己の手足のように操ることができたのだ。

「わたしの安土城は、隠かくれるための城ではないの。天下万民に、新たな世が到とう来らいしたことを知らしめるための壮そう大だいな建築物よ。良晴が使う未来語では『象しよう徴ちよう』というらしいわね。わたしが作ろうとしている新しい日ノ本にはもう、西国も東国もない。公家の世に戻もどすつもりもなければ、武士のみによる政権を作るつもりもない。安土の町は、わたしなりの公界なの。楽市楽座が保障され、関所もなく、人は誰も身分を問われずに自由に生きることのできる、新たな日ノ本の雛ひな形がたなの」

　身分制度を壊こわす壊すと騒さわいでいるとは聞いていたけれど、それじゃああなたはもしかして、いずれやまと御ご所しよを簒さん奪だつするつもり？　たしかにあなた自身が姫ひ巫み女こになれば日ノ本の戦乱の根本原因である貴族と武士の二重支配体制など消えてなくなってしまうわね。とんでもない女ね、と氏康が吐はき捨すてるような表情で憎にくまれ口を叩たたいた。

　だが信奈には、氏康が本心から罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐いているのではないことが、なぜか、伝わっていた。この戦国の世に、北条家ほど善政を敷しき領民に慕したわれている大名家はない。北条家が農民や町人から徴ちよう収しゆうする年ねん貢ぐや税は、破格の安さだった。ゆえに北条家の侍さむらいたちはみな、氏康を筆頭に、質素である。北条早そう雲うん以来三代にわたって受け継つがれてきた「関東独立王国」の夢は、いまだに汚よごれていない。氏康は本気で、日ノ本の戦乱を終わらせるために「天下二分」という祖父の志を果たそうと奔ほん走そうしてきたのだ。関東の覇は者しやだった関東管かん領れい上杉家を攻め滅ほろぼしたのも、関東公く方ぼうを捕とらえて北条に取り込んでしまったのも、関東の戦乱の元げん凶きようとなっている古き権威をすべて取り除いて戦乱を終結させるためだった。

　北条そして氏康の夢は、天下布武による乱世終結を目指す信奈と通じるところが、あったのだ。大きな違ちがいは、天下を統一するか二分するかという基本戦略のみである。

　だが、古き権威を滅ぼし、善政を敷くだけでは関東では生き延びられない。上洛を果たした信奈が織田家包ほう囲い網もうに苦しめられるようになったのと同様、上杉謙信・武田信玄・伊達政宗という戦国の強つわ者ものが次々と関東へ襲しゆう来らいする。とりわけ、氏康に追われた上杉家から「関東管領」の名を継いで越えち後ごから襲来した上杉謙信の戦は苛か烈れつだった。謙信は文字通り神がかりの戦を行う。正面から激突すれば到とう底てい及およばない、と氏康はすぐに悟った。籠ろう城じようして遠えん征せい軍を乱れさせる以外に、謙信から北条を守る術すべはなかった。いつか、氏康は小田原城から出ることを恐おそれるようにならざるを得なかった──。

「完成したらいちど上洛して、安土城を見に来なさい、北条氏康。安土城と小田原城の違いは、安土城の山頂に聳そびえ立つ『天主』を一目見れば、わかるわ」

「……天主……それはいったい、なに？」

　なぜだろう。

　氏康は思わず、信奈の手をにぎりしめそうになっていた。

　だが、（どうして？　私は、織田信奈に惹かれている!?）と気づくや否や、氏康は自分の心を閉じた。

（こいつは北条の敵よ。天下二分も関東独立王国も認めない、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵なの！　決して相あい容いれない宿敵に心こころ惹ひかれた者がどのような道を辿たどらねばならないか、私はよく知っているはず！　武田信玄と上杉謙信のように、お互たがいにお互いの志を否定するために、相手を屈くつ服ぷくさせるために縛り合って、一歩も先へと進めなくなるのよ！　私がこの女に惹かれれば──お爺じいさまとお父さまの悲願だった関東平定の夢が、遠ざかってしまう！）

　決して私は小田原城から出ないわ、と氏康は信奈を睨にらみながらつぶやいていた。

「……氏康。どうして。それほど、北条家三代の夢は、あなたにとって」

「織田信奈。あなた、関東の覇は王おうである私を今、憐あわれみの目で見たわね。絶対に許さないわ。今回だけは伊達を撤てつ退たいさせてくれた功績に免めんじて見逃してあげるけれど、私は自ら織田家包囲網に参戦して、あなたを滅ぼしてあげるわ」

「小田原城から出ないあんたが、織田家と戦えるかしら？」

「むろん。城に居ながらにしても、謀ぼう略りやくはなせるものよ。とりわけ、忍しのびを重用しないあなたは、私から見れば上杉謙信よりも隙すきだらけだわ。あの謀略を好まない謙信でさえ、軒のき猿ざるを用いているというのに。今後は風ふう魔ま忍びに気をつけなさい、織田信奈」

「氏康。いいわよ。あんた流の戦いを挑んでくるというのなら、受けて立つわ。でもいつか、わたしはあんたを小田原城から引きずり出すわ。幻げん庵あんのおばばとも、そう約束したのだもの」

　氏康は（いつかその時が来る。その時こそ、北条家三代の夢が終わる時）という予感と、（そんな時は来ないで）という恐きよう怖ふとに心を引き裂さかれながら、「もう、あなたのいるべき場所へ帰りなさい。ぐずぐずしていると、虎とら御ご前ぜ山やまが落ちてしまうわ」と信奈の耳元でそっと囁ささやいてきた。




　　　　※




　──帰き還かんしていく信奈たちを陰かげから守るべく、箱根の山中に潜ひそんだ姿なき忍びたちが、声を交わしていた。それぞれ、自分がどこにいるかを悟られぬように声を木々に反射させながら、語り合っている。

「鉄てつ砲ぽう名人・雑賀孫市に撃たれた相良良晴が、ほんとうに生きていたか。まさに噓うそから出た実まことだな。だが戦国の合戦に奇き跡せきなどない。まさか、貴様ら真さな田だ忍群が相良良晴を救ったのか？　信玄は織田家との『賭かけ』に勝つことよりも、相良良晴の生存を望んだのか？」

　男であるか女であるか判然としない、風魔の頭領・小こ太た郎ろうの声。

「惜しいな、風魔の小太郎。私たちはたしかに、信玄さまより『出しゆつ陣じんする相良良晴を密かに守れ。必ず生かして連れ戻せ。たとえ、織田家との賭けの結果がどうなろうが構わない』と命じられた。しかし信玄さまのその決断はわずかに遅おそかった。その時すでに武田騎き馬ば隊は出陣していたのだ。われらは任務を遂すい行こうすることはできなかったし、彼の生存を確認することもできなかった。相良良晴を守ったのは、彼に付き従っていた蜂はち須す賀かの忍びだ」

　南なん蛮ばん人じん特有の訛なまりをわずかに残しているこの声は、霧きり隠がくれ才さい蔵ぞう。

「蜂須賀流って、どこの系統の忍にん者じやなのかな？　謎なぞだよねっ！」

　そして、底そこ抜ぬけに陽気な、猿さる飛とび佐さ助すけの歓かん声せい。

「慎重な信玄さまはわずかに逡しゆん巡じゆんしたのだ。太郎義信さまをいかがなさるか逡巡したあの時のように……」

　武田騎馬隊出陣の土ど壇たん場ばで信玄さまは、結論に辿り着いた。あたしが心こころ得え違ちがいをしていた。相良良晴は弟ではない！　彼の命をあたしの『賭け』などに用いてはならなかった！　と叫さけびながら、われらを戦場へ送った。ご自分の手許に一人の真田忍びも残さずに、全員を相良良晴のもとへ送り込んだのだ。しかし、ほんの一歩だけ、決断が遅かった。太郎義信さまに続いて、相良良晴もまた。これが信玄さまの天命なのか、とわれらもまた絶望した……だが、相良良晴は見事に生き延びたのだ。不思議な男だ、と才蔵は言った。

「全員か。真田忍群は各々が『切り札』の術を持つという。貴様らの切り札は霧隠の術と猿飛の術だけではあるまい。今回は貴様らの手の内を知る絶好の機会だったな。惜おしい」

「小太郎。それを言うならばお前の面の下に隠されている顔も、謎のままだな。私と同じ南蛮人だという噂うわさだがな」

「実は、背の高い女の子だったりしてっ！」

「ふん。真田と風魔。いずれが最強の忍びか、いずれ決着をつけよう」

「北条は信玄さまと二度と事を構えようとすまい。今後そのような機会が、あるか？」

「ああ。織田信奈がわれらが姫ひめの策さく謀ぼうにかかって横死しなければ、やがて西国の大兵力を率いて東国の眠ねむりを覚ます時が来よう。いずれ、日ノ本の歴史にない一大決戦が起こるぞ。われらが敵となるか味方となるかはわからぬが……実に、楽しみだ」

「……氏康の策謀は遠く離はなれた西国にまで及およぶのか。食えない姫だ」

「織田信奈は、切り抜ぬけるであろうよ。また、そうでなければならぬ。まこと、姫を小田原城から連れ出そうとするのであればな」

　小太郎が笑い、佐助はうつらうつらと眠りだし、そして才蔵は無言で──箱根の関を越こえゆく信奈たちの背中を見守っていた。

（『天命を動かす者』相良良晴は、信玄さまの心に空いた大穴を塞ふさぐことのできる希け有うな存在だ。だがあやつの心は、織田信奈のものだ。もしも信玄さまが本気で相良良晴を手に入れんと欲ほつした時、信玄さまはやはりなにかを交こう換かんすることになるのだろうか……）







　　　巻ノ六　小お谷だに城じように死す







　両軍兵士の怒ど声せいが木霊こだまする虎御前山の本ほん陣じんで。

　信のぶ澄すみは、知ってしまった。

　半はん兵べ衛えの喀かつ血けつを、見てしまった。

　合戦中ではあるが、半兵衛の容体は危険なものだった。信澄は半兵衛を南なん蛮ばん渡と来らいのベッドの上に寝ねかせ、けんめいに介かい抱ほうした。

「半兵衛。きみは……!!」

「……けほ、けほ……」

「わが主あるじの病のこと、誰だれにも知らせぬよう。相良さがら良よし晴はるには特に。漏もらせば、お命をちょうだいしますぞ」

　前ぜん鬼きが牙きばをむきながら、半兵衛の額を濡ぬれ手ぬぐいで冷やし続ける。

「言わない。ぼかぁ、自分のうかつさをつくづく反省した。今のこの危機も、ぼくが光みつ秀ひでに顔を見られさえしなければ防げたはずだった……でも、いつの間にこれほどの重病にかかっていたんだいっ？」

　半兵衛はなおもせき込みながら、優しい、やわらかい笑顔を浮うかべてみせた。

　信澄に心配をかけまいと、気を配っているのだった。

「……それは、叡えい山ざんである仕事を成し遂とげたためです」

「仕事、とは？　その仕事が、きみの命を削けずったというのかい？」

「はい。それは、陰おん陽みよう師じでなければできない仕事だったのです。信のぶ奈なさまと、そして良晴さんのために、どうしても成し遂げなければならなかったんです……けほ、けほっ」

「主。それ以上話してはならぬ。とにかく今は休むのだ」

「でも、八はち陣じんの結界は破られました。次の、次の策を……」

「いかん。これ以上無理をすれば、主の身体からだは」

　半兵衛がこれほどまでに命を削って成し遂げたという仕事の正体を、陰陽道に疎うとい信澄が察することはできなかった。

　しかし、そんな信澄にもひとつだけ、今できることがある。

　それは、槍やりをとって戦い、虎御前山の本陣を守りぬくことだった。

　いや、このまま座していては本陣は守れないだろう。

　すでに、頼みの綱つなだった八陣の迷路は破られてしまっているのだ。

　小お谷だに城じようの主力が、「今こそ勝機」と血ち眼まなこになり虎御前山の本陣を目指して死にものぐるいで突とつ進しんし続けているのだ。

　もはや、こちらからも全軍を繰くり出して反はん撃げきするしかない！

　信澄は南なん蛮ばん兜かぶとをかぶり、赤いビロードのマントを羽織って馬に乗った。

「姉上とサルくんは必ず戻もどってくる。光秀も一いつ緒しよに戻ってくるはずだ。それまで陣を保もたせればこちらの勝ちだ。でも半兵衛はこれ以上働いちゃいけない！　陣を守ることに知ち恵えを絞しぼらなくてもいいんだ。ぼかぁ、これから全軍で小谷城へ斬きり込む！」

　信澄は、死中に活路を見いだす他はなし、と瞬しゆん時じに覚かく悟ごを固めていた。

「敵が損害を怖おそれずにしゃにむに攻せめてくるのは、上うえ杉すぎ謙けん信しんが後ご詰づめに出てきたからだろう。もし今ぼくが虎御前山から退たい却きやくすれば、もう謙信の南下を止められなくなる──攻めるんだ。徹てつ底てい的てきに攻めて、抵てい抗こうして、絶対に退却はしないという決死の覚悟を浅あざ井い朝あさ倉くら軍に見せつけるんだ。式神くんは、半兵衛を頼む！」

「ほう。男の顔に化けたな」

　前鬼が皮肉屋っぽい笑顔を浮かべてみせた。

「当然だろう。趣しゆ味みは女装だが、ぼくだって男のはしくれさ！　半兵衛は死なせないよ！」

「足が震ふるえているがな」

「む、武む者しや震いだよ！」

　今こそ、お市いちとの約束を果たす時が来たのだ。

　信澄は戦は得意ではないし好きでもないが、男には戦わなければならない時がある。

　ましてや、幼い少女の半兵衛が命を削りながらけんめいに戦っている姿を前にして、立ち上がらないならばそれはもう男子ではない。

（金かねヶが崎さきでサルくんが自らしんがりを志願した時のように──今ここで戦わなければ、ぼくはもう男ではなくなる。お市を迎むかえに行く資格を永久に失うんだ！　半兵衛はぼくが守る！）

　信澄は、采さい配はいを振ふり下ろした。




「全軍、山頂から一気に駆かけおりろ！　神速を以もつて敵軍を突とつ破ぱし、小谷城へと攻めのぼる！　もう山さん麓ろくの迷路には構うな、行軍の邪じや魔まになる。攻城兵器を使って破は却きやくして全速で前進するんだ！」




　総そう攻こう撃げき命令と同時に、信澄も自ら馬を駆って坂を急降下した。

　敵の群れの中へ飛び込んで朱しゆ槍やりを振り回していた犬いぬ千ち代よが、そして戦場の最前線で阿あ修しゆ羅らのごとき活かつ躍やくを見せていた柴しば田た勝かつ家いえが、信澄が一いつ騎き駆がけする姿を見つけた。

「……あの信澄が、鬼になってる……」

「織お田だ家の御おん曹ぞう司しを死なせるなあ！　全軍、突とつ撃げきだあああ！　目標は、小谷城！」

　織田信奈不在！　しかも絶対の自信があった迷路を破られて惑まどっていた織田軍の足軽たちが、これでがぜん勢いを取り戻した。

「あの、女装好きでお気楽な信澄ぼっちゃんが……」

「やる気まんまんだみゃあ！」

「ういろう大臣が、猛もう虎こに化けたみゃあ！」

「さすが姫さまの弟ぎみ、かっこいいみゃあ！」

「わしらも行くだぎゃあ！」

　逆に浅井朝倉軍のほうが、浮き足だった。

　まさか反撃されるとは想像していなかったのだ。

「迷路の出口を見つけたら勝ちじゃなかったのか？」

「自分たちの手で迷路の陣を壊こわしながら、突撃してきた！」

「大将の織田信奈がいないというのに、手て強ごわい……！」

　小谷城と虎御前山とは、目と鼻の先に近接していると言ってもいいくらいに近い。

　両者の間には、猫ねこの額ほどの平地しかない。

　その狭せまい平地の上で、両軍の兵士が入り乱れる大乱戦となった。

　銃じゆう弾だんが飛び交い、矢が雨のように降り注ぎ、そこかしこで槍と槍が激げき突とつする音が鳴り響ひびいた。

　もともと、浅井軍が率いる近江おうみ兵のほうが尾お張わり兵よりも精強である。

　その上、「織田信奈が本陣に不在」「半兵衛の迷路をついに突破」「越えち後ごから上杉謙信が加勢に来る」という朗報が浅井朝倉方には次々ともたらされている。

　本来ならば、信澄が率いる織田軍はこの狭い平地でひと揉もみに揉み潰つぶされてしかるべきだったかもしれない。

　だが、可か憐れんな半兵衛の吐と血けつとそれでもなお知力をふりしぼって信奈と良晴のために戦おうとするけなげな姿を見て「ここで命を捨てなければお市との恋こいを成じよう就じゆさせる資格などない！」と全身の血を沸ふつ騰とうさせた信澄が別人のように果か敢かんに敵中深くまで突撃をかけたことで、織田軍はかろうじて崩ほう壊かいを免まぬかれた。

　それどころか、織田軍のほうが浅井朝倉軍を圧しはじめた。

　浅井朝倉軍は「迷路さえ破れば勝ちだ」と信じていたために、この信澄の物狂いのような突進に度ど肝ぎもを抜かれた形になったのだ。

　およそ、影かげ武む者しやのやることではなかった。

　信澄ですら、自分の小こ柄がらな身体の中にこれほどの力がみなぎっているだなんて、知らなかった。

　姉川でお市──浅井長なが政まさと一騎打ちした時ですら、負けることを覚悟しての突撃だった。

　勝てるなどとは、これっぽっちも思っていなかった。

　だが、今は違ちがう。

　勝たなければならないのだ。

　絶対に、虎とら御ご前ぜ山やまの本陣を蹂じゆう躙りんさせてはならないのだ。

　あのはかなげな少女をここで散らせてはいけないのだ。

　半兵衛をここで死なせたら、良晴に合わせる顔がなくなってしまう。

　半兵衛を守りたいという思いが信澄の中に芽生えた時、信澄の心中でなにかが変わったらしい。

（お市がぼくを選びきれなかった理由が、やっとわかった。これまでのぼくは、男じゃなかった。姉上やお市や勝家に庇ひ護ごされてきた子供だったんだ。でも、今は違う！　こんどは、ぼくが半兵衛を守るんだ！）

　勝家が、犬千代が、信澄の左右を駆けた。

「御曹司、すげぇ闘とう志しじゃねーかっ！　これは勝てる！　あたしと犬千代で露つゆ払はらいするから、イケイケで行こうぜっ！」

「……同意見」

「ははは。勝家はそろそろ女の子らしい言葉遣づかいを覚えたほうがいいよ。そんな乱暴な口調じゃ恋はできないよ？」

「だって、戦場で女の子らしくしてると敵になめられるんだよっ！」

「……口調を気にする意味はない。なめるどころか、勝家を見ただけで敵は逃にげ散る」

「なんだとっ？　あ、あたしには女の子らしさのかけらもないというのかぁっ、犬！」

「……お犬さま」

「お前のかぶりものは虎とらじゃねーかっ」

「……犬は虎より強い、と証明するためにかぶっている」

　ついに、浅井軍そして朝倉軍が後退しはじめた。

　山やま城じろである小谷城へと、信澄率いる織田軍は一気に攻めのぼった。




　だが、天然の大だい要よう塞さいである小谷城はただ力押しに押して落とせるような城ではなかった。

　しかも、敵軍の実質的な指揮官は、朝倉義よし景かげであった。

　上杉謙信が合流するよりも早く信奈を生け捕どりにして越えち前ぜん一いち乗じよう谷だにの館へ連れ帰るという野望に、暗い情熱を燃やし続けている男だった。

「窮きゆう鼠そ、猫をかむとはよく言ったものだな。たかが影武者ごときが、ここまでやるとは」

　小谷城から朝倉軍の旗本勢を連れて下山し、虎御前山の正面まで本ほん陣じんを前進させていた朝倉義景は、乱戦のさなかこの危機を打開する策をひらめいた。

「勝ったぞ、この戦！　織田信奈不在の報を聞いた余は一いつ瞬しゆん、織田信奈と相良良晴が天下盗とりの野望を捨てて駆け落ちした、などとありえない妄もう想そうを抱いだいたではないか。今、戦場は敵味方入り乱れての大激戦だ。足軽どもはみな興奮して判断力が鈍にぶっている！　ならば、恋に狂している余と同じく、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいりやすい！」

　この重大な戦場に君主の織田信奈がいないのは、異常である。異常だからこそ、この流言飛語は──虚きよ報ほうは効果的だ、と義景は確信した。

「足軽どもに、口々に叫さけばせろ！　織田信奈と相良良晴は織田家を捨てて駆け落ちした、もう二度と戻ってはこない、とな！」

　そう。

　二人の関係があやしいという噂うわさは、浅井朝倉軍の中にすら徐じよ々じよにではあるが広まっていた。

　まして織田軍の足軽たちは、信奈がどれほど良晴を寵ちよう愛あいしているかをよく知っている。

　クリスマスの夜に二人が接せつ吻ぷんしていた、という話も広まっている。

　だからこそ、この根こん拠きよのない噂は、効くのだ。

　義景は暗い笑みを浮かべながら、全軍に指示を出した──口々に「織田信奈、織田家を捨てて駆け落ち」と叫ばせろ、と。

「両軍の足軽どもの多くがこの流言飛語を本気にするだろう。両軍の戦力は完全に拮きつ抗こうしている。ここまで来れば、士気の勝負だ。士気が落ちたほうが、潰かい走そうする」

　浅井長政が義景の隣となりにいたら、「人の恋こい路じを愚ぐ弄ろうするな」と激高して義景の首を斬り飛ばしていたかもしれなかった。

　だが、浅井長政はこの時まだ、戦場全体を見み渡わたせる小お谷だに城じようの本丸にいて、手て許もとに残してある旗本勢の投入時期を見計らっていた。

　戦局が味方有利に動けば、一気に山を駆けくだって織田軍にとどめを刺さすために、だ。

　ゆえに、土つち御み門かど久ひさ脩ながが口笛を吹ふきながら「大人は陰いん惨さんな策を思いつくねえ。子供のボクには理解できないや」と義景をからかってみせただけで、義景の策は即そく座ざに実行された。




「姫ひめさまがサルと逃げたっ？」

「もう永遠に戻ってこないっ？」

「噓うそだみゃあ！」

「でも実際、あの働き者のサルもいねーみゃあ！」

「まさか……まさか……」

「……姫大名とその家臣である限り、二人は結ばれねえ運命だみゃあ」

「だから追い詰つめられて二人で手を取り合って逃げた……ほんとうかもしれないみゃあ」

　織田軍全体が、激しく動どう揺ようした。

　浮うき足だった。

　この狭い戦場で両軍の足軽が入り交じっている乱戦状態では、士気のわずかな減少が、大きな打だ撃げきになる。

　織田軍の進しん撃げきが止まった。

「バカな！　姉上とサルくんが逃げるわけがないだろう！　みんな、だまされるなっ！」

「ええええっ？　さささサルが逃げたんですかっ？　姫さまを連れてっ？　なんてことだ、むきいいー！」

「……勝家、騙だまされてる。ほんとうに脳筋」

　信澄たち織田軍の特とつ攻こう隊たいは、ちょうど小谷城の本丸へと続く坂を半ばまでのぼったところだった。

　足軽たちが全員騒そう然ぜんとなったために、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな位置で軍勢が一瞬、立ち止まってしまった。

　そこに、「勝機が見えた！」となにも知らぬまま浅井長政が旗本勢を率いて山頂から猛もう烈れつな勢いで逆落としをかけてきた。

　旗本勢を率いるは、近江の若き英えい雄ゆう・猿さる夜や叉しや丸まるである。

　ひとたまりもなかった。

　織田軍は、潰かい乱らんした。

　信澄も、浅井長政と邂かい逅こうすることすらできず、一瞬で馬上から転がり落ちて勝家に間かん一いつ髪ぱつで拾い上げられていた。

「……う、う……まただ。お市を迎えには、行けないのか……ぼくには、無理なのか……」

　勝家に背負われた信澄は意識をもうろうとさせながらうめいた。

　勝家と犬千代は、即座に「撤てつ退たい」と叫んでいた。

「だ、ダメだっ！　敵の勢いがすごすぎる！　撤退しないと、全員討ち死にだっ！」

　だが撤退するにも、織田軍は小谷城の山頂へと半ばまでのぼりかけていたから、虎御前山に戻もどりたくてももう退路がなかった。

　虎御前山と小谷城の狭はざ間まの平地には、浅井軍、朝倉軍の足軽たちが待ち受けている。

　挟はさみ撃うちとなった。

　しかも、浅井長政率いる騎き馬ば隊は頂上から逆落としをかけてきて、その勢いはとても阻そ止しできない。

　勝家も犬千代も、もはやこれまで、と覚かく悟ごを決めた。

「討ち死にするのかな、あたしたち？　ああ。いちどくらい、恋をしてみたかったなあ。サルにおっぱい揉まれたのが唯ゆい一いつの男の子がらみの思い出だなんて……うああああ！　サルめっ最後の最後まであたしを辱はずかしめやがって、許せないっ」

「……討ち死にする前に……ういろう、食べたい……桜味が、いい」

　ぼくの無む謀ぼうな突撃のために……ごめん、みんな……と、勝家の背中で信澄がつぶやいた。まだ意識は戻ってきていない。夢うつつの中で、勝家たちに、そして半兵衛にわびているのだろう。

「いや。信澄のせいじゃない。敵があまりにも卑ひ怯きような手を使ったからだ。姫さまが駆かけ落ちしただなんてひどい噂を流しやがって！　朝倉義景のやりそうなことだ！　……いや、最後くらいはあたしも女の子らしくしなくちゃな」

　と勝家が槍やりを振ふり回す。

「とにかくっ！　信澄は死なせないからなっ！　犬っ、ここで一いつ緒しよに斬きり死にするぞ！　敵中突とつ破ぱだっ！」

「……お犬さまと呼べ」

「お前は虎だろ、だからあ！」

「……いいツッコミ……勝家と漫まん才ざいしてみたかった」

「生きて脱だつ出しゆつできたらなっ！　やってやってもいいぞ！」

　これがこの世での最後のボケとツッコミだな、と勝家がほほえんだ。

　犬千代が、無言でうなずく。

　すでに四方八方から敵軍が迫せまってくる。

　文字通りの四し面めん楚そ歌かだった。

「御おん曹ぞう司しだけでも逃げ延びさせるんだ。行くぜ！」

「……承知」

　勝家と犬千代は、同時に駆けた。

　頂上から駆けくだってくる浅井長政の軍勢に背を向け、全速力で山からおりはじめた。

　だが、山の麓ふもとにも敵兵たちが槍やり衾ぶすまを作って待ち構えている。

　これが、最後の奉ほう公こう。

　信澄を敵中突破させるための、斬り死に上等特とつ攻こうである。

　だが、まだ天は──天、という抽ちゆう象しよう的な存在が実在するならば、だが──勝家たちを見捨ててはいなかった。

　ぎりぎりで、間に合ったのだ。

「六りく！　犬千代！　岐ぎ阜ふの軍勢を引き連れてきたわよ！」

「上杉謙信が到とう着ちやくする前に、最終決戦になだれこんでいたのか!?　間に合ってよかったぜ！」

「えへん。この明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光秀が見事、信奈さまと相良先せん輩ぱいをお救いして参りました！」

「山城攻ぜめは嫌きらいじゃが、みっちゃんが京から消えたと聞いたので心配になってわざわざ伊い勢せから援えん軍ぐんを出してきてやったのじゃ。姫に感謝せい」

　信奈の加勢が、間一髪でこの戦場に間に合ったのだ。

　岐阜にいた守備兵のほぼ全てを率いている。

　しかも、あうんの呼吸とでも言おうか、伊勢の滝たき川がわ一かず益ますまでがこたびは行軍を阻はばもうと街道を固めていた六ろつ角かく勢を蹴け散ちらし、一軍を率いてきて信奈に合流していた。

　織田軍の軍勢は、一気に倍増した。

「姫さまああぁっ！　よくぞご無事でっ！　サルと駆け落ちしてなかったんですねっ！」

「な、なにを言っているのよ六？　そんなことするわけないでしょっ！　さ、サルがわたしを誘ゆう拐かいする可能性ならあるけどっ……」

「もうちょっとで、孫まご市いちに先輩を盗ぬすまれるところだったです……まったく先輩は女たらしです、ぶつぶつ」

「みんな！　わたしもサルも無事よ！　上杉謙信は越えち後ごに撤退するわ！　武たけ田だ信しん玄げんが上野こうずけへ出兵したからよ！　浅井朝倉にはもう後ご詰づめは来ないの！　このまま一いつ気き呵か成せいに両家を滅ほろぼす絶好の時よ！」

　うおおおおおおおおおお！

　織田軍全員が、この信奈の華はなやかな勝利宣言に沸わき立った！

「もうダメにゃあ」

「駆け落ちされたみゃあ」

「わしら見放されたみゃあ」

　と落ち込んでいた反動で、その士気は天を衝つく勢いに。

　特に、「上杉謙信はもう来ない」の一言が激しく効いた。

　天下にその武名を轟とどろかせている両りよう雄ゆう、甲か斐いの虎・武田信玄と越後の龍りゆう・上杉謙信。

　その両者が再び戦いを開始するということは、浅井朝倉軍はもはや孤軍になったということである。

　しかも、東の守りが不要になった今、織田軍の主力のほとんどがこの戦いに集中している。

「勝てるみゃ！」

「姉川では、武田勢も同時に引き受けにゃあならなんだで、苦戦したけど……」

「主力が集結した今ならば、松まつ平だいら軍抜ぬきでもいけるみゃあ！」

「敵兵は全員城から出てきてるみゃ、今が勝機みゃ！」

　戦局は、再逆転した。




　小谷城をおりて虎とら御ご前ぜ山やまの眼前にまで本陣を進めていた朝倉義景は、この「織田信奈、岐阜から兵を率いて帰き還かんせり」「武田信玄、上野へ出兵」「上杉謙信、越えち前ぜんへは入れず」という凶きよう報ほうを信じようとしなかった。

　はじめに偽情報を流して敵を攪かく乱らんする策を用いたのは、義景自身である。

　自分が考えつくことは、相手も考えつくだろう。

　自分がやる策は、相手もやるだろう。

　この時の義景は、そのように自分自身の思考に縛しばられていた。

　義景の弱点は、目の前の現実に臨機応変に対応することができず、自分の頭の中でこしらえた観念によってのみ行動するというところにあった。

　人を虚報でだます人間は、自らも虚報にだまされるのだ。

　それも、他人が流した虚報ではなく、自らの心が疑ぎ心しん暗あん鬼きとなって生みだしてくる、ありもしない虚報に、である。

　信奈と良晴がなんのために虎御前山から姿を消していたか、という重大な疑問の答えに義景が思い至ることはこの時、ついになかった。

「虚報に虚報で応ずるか、織田信奈。しかし余はたばかられぬぞ」

　義景は「このままでは小谷城はもたない。余は越前の一いち乗じよう谷だにへいったん退たい却きやくし、後詰めに来ているはずの上杉謙信と合流して再び小谷城へと戻る」と言い捨てると、ただ一人で馬を走らせた。

　土御門久脩が馬で義景を追った。

「浅井さんはいいのかい？」

「浅井長政にはここで踏ふみとどまってもらう。越後勢を率いてくるまでの時間を稼かせいでもらおう」

「やれやれ。信用ならない同盟相手だなあ。挨あい拶さつくらいしておいたほうがよくないかい」

「もはやその余よ裕ゆうはない。余は身ひとつで一乗谷へ戻る」

「ここにいたら命を落としそうだ、ボクも一緒に行くよ。たいした式神は召しよう喚かんできないけど、落ち武者狩がりから朝倉さんを守ることくらいはできるだろうさ」

　朝倉義景は、浅井長政に一言も知らせずに戦場から撤退した。

　それどころか、朝倉軍をも戦場に置き去りにした。

　だが、「上杉謙信さえ来れば」という最後の希望にすがっている義景にとって、これは裏切りでも卑ひ劣れつな行こう為いでもない、正当な作戦行動だった。

　そのはずだった。

　それほどに、上杉謙信の強さは天下に轟とどろいていた。

　しかも実利では動かず、大義と筋目のために精強な越後兵を縦じゆう横おう無む尽じんに動かしてみせる、それが軍神・上杉謙信という希け有うな存在だった。

　小お谷だに城じようでの危機を謙信に訴うつたえれば、謙信はいよいよ行軍速度をあげて、そして織田軍などはただいちどの衝しよう突とつで一いつ蹴しゆうしてくれるはずだった。

「織田信奈をわが手にするまでは、絶対にあきらめぬぞ」

　義景は、上杉謙信の後詰めに最後の望みをつなごうとしていた。




　一方、しゃにむに小谷城を攻める信奈と良晴のもとへ、虎とら御ご前ぜ山やま本ほん陣じんに臥ふせっている半兵衛からの手紙が届いていた。

　その手紙には、

『朝倉さまは必ず越前へ逃のがれます。小谷城の始末は良晴さんと信澄さまに任せ、信奈さまはこのまま手勢を率いて一気に越前一乗谷城を陥かん落らくさせ、朝倉家を滅ぼすべきです』

　と達筆な文字で記されていた。

　この策を考案するに至った詳しよう細さいは書かれていなかったが、利発な信奈にはこれだけですべてが理解できた。

　しかも。

　信奈自身が自ら考えぬき、採用しようかどうか検討していた作戦と、半兵衛の献けん策さくとはぴったり一いつ致ちしていた。

「デアルカ」

　信奈は馬上で膝ひざを打った。

　良晴もうなずく。

「信奈。半兵衛ちゃんの言いたいことはわかるよな？」

「もちろん。サル、あんたの責任は重大よ。小谷城はたやすく落ちる。でも、ただ落とすだけじゃダメってことよ。わたしの期待通りの結末を、あんたの手で引き寄せてちょうだい。さもないと、ご褒ほう美びあげないわよ」

「ああ、わかっている。任せろ！」

「……姉川の戦いでわたしが小谷城を落とさなかったことを、無む駄だにしないで。お願い」

「おう。そのために俺はこの世界に来た！　こんどのご褒美は、柿かき一個じゃねーだろうな？」

「もちろん。期待してるわよ」

　二人はうなずきあった。

　信奈は、

「六！　犬千代！　十兵衛に左さ近こん！　わたしたちはこのまま越前を攻せめるわよ！　サルは勘かん十じゆう郎ろうとともに小谷城を落としなさい！」

　と叫さけぶと馬頭を翻ひるがえし、越前に向かうため北陸への道を駆けはじめた。

「どういうことですか姫ひめさまっ？　目の前にある小谷城はどうするんですかっ？」

「……良晴たちだけの手勢で落とせる、ということ……？」

「半兵衛は、小谷城の浅井長政・久ひさ政まさ親子に降こう伏ふくする猶ゆう予よを与あたえたいのよ！　仮に二人が降伏せず自じ刃じんしても、このわたし自身が手をくださなければ母上の怒いかりを買わないですむだろうと、そこまでわたしに気を遣つかってくれているのよ！　それに、長政とのことは当事者である勘十郎自身が決着をつけるべきだと言っているの！　そういうことよ！」

　へええさすが知ち恵え者だ、そこまで姫さまのお心をくみ取っているとは、と勝家が感かん嘆たんした。しかし、すぐに「あれ？　じゃあなんでサルは小谷城攻めにかんでるんだろう？」と首をひねる。

「それに姫さま。一乗谷を今から急きゆう襲しゆうして、落とせるんですか？」

「今ならば、落とせるわ！　朝倉軍の主力はこの近江おうみで戦っているから、一乗谷は空き家同然よ！　義景は上杉謙信が越前に来られなくなったという情報を信じないだろうから、味方を置き捨ててでも一乗谷へ向かうはずよ！　策士、策におぼれるって奴やつね。いずれここで戦っている朝倉軍は義景が消えたことに気づいて潰かい乱らんするわ！　この戦いはわたしたちの勝ちよ！」

「……噓うその噂うわさをばらまいたりしたから……ほんとうの情報を信用できなくなってる……？」

「そうよ犬千代。ほんとうに半兵衛は頭の回転が速いわ。わたしも同じ策を考えてはいたけれど、決断するにはあと半刻ほどの時間が必要だったわ！　この半刻の差で、越前平定と朝倉家殲せん滅めつは成ったわよ！」

「よし、行ってこい信奈！　あとは俺と信澄に任せろ！　お前の望み通りの結末を、必ず引き寄せてみせる！」

　良晴が叫ぶ。

「お願いね！」

　信奈は、駆かけた。

　金かねヶが崎さきの戦いでは、浅井朝倉に手痛い反はん撃げきを受けて、命さえ落としそうになった。

　良晴を戦場に置き捨てていくという非情な決断が、信奈自身の生きる気力すら奪うばいそうになった。

　だが今、朝倉家は卵の殻からのように脆もろい状態だった。

　最後の最後に、朝倉義景はあれこれと理り屈くつをひねりだして、戦場から逃にげる道を、風流の限りを尽つくした「小京都」一乗谷へとひきこもる道を選んでしまったのだ。

　信奈のあとを、勝家と犬千代の軍勢がけんめいに追いかける。

　その数はどんどん膨ふくれあがっていった。

　織田軍は今再び、北陸へと攻せめ入ったのだ。

　その戦意は限りなく高かった。

　あの金ヶ崎での借りを返す時が来たのだ。

　休むこともなく、信奈たちは駆けに駆けた。

　金ヶ崎での地じ獄ごくのような撤てつ退たい戦のことを思えば、これしきの疲ひ労ろうなどものの数にも入らない。

　尾お張わり兵は東海地方最弱、日ノ本でも有数の弱兵だが、ただ、足あし腰こしだけは頑がん丈じようだった。

　信奈の電でん撃げき的行軍にさんざんつきあわされてきたので、走るのに慣れているのだ。

　朝倉軍の主力は小谷城に集結していたので、信奈の軍勢は無人の野を行くがごとき勢いで一乗谷へと迫せまった。

　ついに、視界に一乗谷城を捉とらえた。

　山やま城じろである。

　その麓ふもとには、平安王朝の絵巻物語に登場しそうな風流きわまる義景の館やかたが、まるでそこだけ時間が止まっているかのようにぽつりと建っていた。

　信奈は、（義景は山上の砦とりでにはいない。あの館にいる！）と直感した。

　なるべく人の血を流さずに天下布武を達成する──良晴に教えられた道を今、信奈は歩もうとしている。

　これまでも、敵対してきた大名の首を取った経験はない。

　今いま川がわ義よし元もとの降伏を受け入れ、将軍職に就つけた。

　浅井長政を、姉川で見み逃のがした。

　六角承しよう禎ていは甲こう賀がへ逃げるに任せたし、斎さい藤とう義よし龍たつはいちど捕とらえたが放ほう逐ちくした。松まつ永なが久ひさ秀ひでは重臣として取り立てたし、三み好よし一党も摂せつ津つを捨てて四国へ逃げたあとはそのままにしてある。

　だが、どうしても朝倉義景だけは、助命する気にはなれなかった。

　もしも姉川の本ほん陣じんに良晴がかけつけてくれなければ、自分はあの男に……思いだしただけで、身み震ぶるいがする。

　同じ「天下盗とり」を競いあっている相手なら、勝てばよい。負けたほうは、勝者に降伏して家臣となることもできる。

　だが、朝倉義景は違ちがうのだ。

　ここで逃せば、今後いよいよ禍か根こんを残すことになるだろう。

　信奈は断固とした決意で義景を討つと決めていた。

「あそこよ！　朝倉義景は謙信がいない一乗谷へと単たん騎きで舞まい戻もどったばかりで、丸まる裸はだかだわ！　攻めかかれえっ！」

「おおおー！」

　織田軍は一乗谷の町を素通りして、一路、義景の館へと迫った。

　少数の守備兵だけが一乗谷を守っていた。

　だが、そんな彼らも「上杉謙信は来ない」「かわりに、織田軍が殺さつ到とうしてきた」と知って、ほとんどが逃げ散ってしまっている。

　まさか、小谷城での戦の最中に織田軍の主力が越えち前ぜんまで急襲してこようとは、越前にいる守備兵の誰だれもが想像していなかったのだ。

　もはや、義景の館を守ろうとする者はいなかった。

「館の中には、このわたしの立ち姿をたくさん描えがかせているはずよ。長は谷せ川がわ等とう伯はくの作品を燃やすのは惜おしいけど、わたし、あれだけはもう見たくないわ！　ぜんぶ焼いちゃって！」

「承知です、姫さまっ！　破は壊かい活動なら、あたしに任せてください！」

　勝家は「かかれ！　すべてを焼き尽くせ！」と軍勢に一いつ斉せい攻こう撃げきを命じた。




「……なぜだ……なぜ、上杉謙信は来ていないっ？　義の武将ではなかったのかっ？　余をたばかったのか、上杉謙信までがっ!?」

『源氏物語』の女性たちを描かせた襖ふす絵まえに囲まれた義景は、織田の軍勢に館が包囲されていく悪夢のような光景から目を背けて叫び続けていた。

「小田原に籠ろう城じようしていたはずの武田さんにいきなり攻め込まれて、進軍をあきらめたんだよ。義ぎ理り堅がたい上杉さんがいちど約束した加勢をあきらめるだなんて、それほど武田さんの進しん撃げきが苛か烈れつなんだろうね。つまり、あの『武田信玄動く』の情報は虚きよ報ほうじゃなかったってことだよ」

　ただ一人、義景に付いてきた土御門久脩は、落ち着き払はらっていた。

　自分一人くらいの命なら守れる程度には、まだ式神を使役する力を残しているのだろう。

　その手には、一いち乗じよう谷だにに上杉謙信が残していった詫わびの手紙がにぎられていた。

　謙信の手紙を義景と久脩に渡わたした小こ姓しようは、もう館にはいない。逃とう亡ぼうしてしまっている。

　手紙には、「武田信玄を追い払ったらすぐに越前へ向かうので、それまでどうにか小谷城で持ちこたえてほしい、必ず約束は果たす」と書かれてあった。悔くやしげに、切々と「信玄さえ邪じや魔まをしなければ、義の戦を遂すい行こうできたものを」と何度も義景と長政に詫びていた。

　上杉謙信は、来ない。来たくても、武田信玄のために来られないのだ。

　結果論だが──義景が小お谷だに城じように踏ふみとどまってさえいれば、まだ勝ち目は残されていたのだ。

「あーあー。うまく小谷城から逃げられたと思ったのになあ。まさか織田軍が小谷城を落とす前にこの越前まで長ちよう駆く追つい撃げきしてくるなんて、うまくいかないもんだねえ。竹たけ中なか半兵衛は術の力こそ衰おとろえたりとはいえ、知恵は相変わらずだね。ボクには、とてもじゃないけど軍師役まではつとまらないよ」

「……名門朝倉家の歴史は、余で終わるというのか。宗そう滴てきが予言していた通りだったというのか！　余は織田信奈にとって、天下布武のためのただの踏み台でしかなかったのか！　男としても認められず、武将としても認められず、そして風流人としてすら認められぬのか！」

　火矢が次々と撃うち込まれ、自じ慢まんの源氏絵が燃えはじめるのを見た義景は狂きよう乱らんした。

　宗滴にしごかれ、虐しいたげられ、風流趣しゆ味みを罵ののしられてきたあの日々の屈くつ辱じよくが、怒りが、腸はらわたの底から蘇よみがえってきたかのようだった。

　自分のすべてを宗滴に、そして信奈に否定されたかのようだった。

「燃やすな！　長谷川等伯の作品だけは燃やすな！　おのれ、織田信奈め！　余の風流趣味を徹てつ底てい的てきにこけにするか！　余はここで切腹しても構わぬ！　だが……一言の断りもなく、余が築き上げてきた風流の世界までをも燃やし尽くすつもりなのかあっ！」

　それだけは断じて許せぬ！　と義景は血を吐はきながら炎ほのおに包まれた『源氏物語』の広間の中で呪じゆ詛その言葉を叫び続けた。

　光ひかる源げん氏じは女遊びにうつつを抜ぬかしたから、紫むらさきの上うえという最愛の女性を得ていながら幸福になれず出家せねばならなかった。

　だが自分は、操みさおを守り続けてきた。織田信奈という運命の女性と出会うまで、ずっとだ。それなのに、織田信奈は母のような愛情ではなく、火と炎と矢でもって自分を焼き殺そうとしている！

　姉川であまりにも美しい信奈に魂たましいを奪われて理性を失い、信奈に襲おそいかかって恐きよう怖ふさせた因果が巡めぐり巡ってこの結末を招いたことを、義景は後こう悔かいしていなかった。義景に言わせればあれは戯たわむれではなかった。敵てき陣じんに突とつ入にゆうしてまで決行した、命がけの求愛だった。光源氏とて、紫の上を強引に奪い取ったではないか──。しかし生身の織田信奈には、なにも伝わらなかったのだ。

　ああ。源氏のような風流な生き様など現世では不可能なのだ。しょせん、これが現世なのだ！　なんと残ざん酷こくで、なんとおぞましい！

　もはや、生身の女になど、なにも求めぬ！

　朝倉義景はこの時、人ではなくなった。

　鬼おにに、なったのだ。

「土御門久脩！　もはや余は現世にも風流の世界にも行き場がない！　余は、人間をやめるぞ！　陰おん陽みよう師じの力をもって、余を式神なり鬼なり化け物なりにせよ！　余は人を捨ててでも生きのびて、そして織田信奈と相良良晴に復ふく讐しゆうしてくれるわ！」

「……やれやれ。式神を召しよう喚かんする力が弱まったボクとしても、鬼を使役できるようになるのであれば助かるけれど……ほんとうに、いいのかい？　二度と人間には戻れなくなるよ？　ここで死んだほうがましだと思うけどなあ」

「かまわぬ！　余を鬼にするがよい！」

「……わかったよ。ボクも京の都に返り咲ざきたい立場だけど、式神を召喚する力は大幅に弱まっている。鬼一匹ぴきを飼えるのなら望むところさ。お互たがいの利害は一いつ致ちするけれど……恨うらみっこなしだよ？」

　炎に包まれた館の奥で──少年陰陽師の土御門久脩が、「そうだね。立たち川かわ流の秘術を使おう」と邪よこしまな笑みを浮うかべながら、懐ふところの小刀を抜き、自らの舌をかみ切って叫さけび続ける朝倉義景の首を落とした。

　落ちた首は、なおも「おのれ織田信奈。おのれ朝倉宗滴。うらめしや、相良良晴……」とあさましくも声をあげ続けている。

　久脩は、命を絶たず、首だけを断つ、土御門家伝来の秘刀を用いたのだ。

「朝倉さんの魂を鬼として操るためには、立川流の邪じや法ほうがもっとも効果的でねえ。朝倉さんの首には、黄金の髑どく髏ろになってもらうよ。髑髏に宿る魂、すなわち鬼き神しんを取りだして化け生しようの者として生かし続けるためにね」

　久脩が義景の首を小こ脇わきに抱かかえて、真言の呪じゆ文もんを唱えはじめた時だった。

　館を支えていた柱が折れ、屋根が久脩の頭上に落ちてきた。

　贅ぜいを尽くして『源氏物語』の世界を再現していた朝倉義景の風流な館は、轟ごう音おんとともに崩くずれ落ちて燃え尽きたのである。

　北陸の雄・名門越前朝倉家は、ここに滅めつ亡ぼうした。




　……

　義景の館が全焼したのち、勝家たちは義景の遺なき骸がらを捜そう索さくした。

　だが、どうしても発見できなかった。

「ダメです姫ひめさま。義景の遺骸は見つかりません。なにもかもが灰になってしまいました」

「……この黄金の髑髏を、拾った……」

「デアルカ」

　犬千代が、焼け跡あとの中から黄金の髑髏を見つけ出してきて、信奈に捧ささげた。

　大きさは、ほんものの人間の頭ず蓋がい骨こつと同じである。

　だが、どういうわけか全体が金きん箔ぱくで覆おおわれていた。

　信奈は、その黄金の髑髏に指で触ふれながら、眉まゆをひそめた。

「なにかしら、これ？　ずいぶん精せい巧こうにできているわね。何重にも金箔が貼はり重ねられていて、ちょっとやそっとでははがせないわ」

「……なんなのか、わからない……」

「作り物じゃないでしょうか、姫さま？　きっと朝倉義景の家宝かなにかだったんですよ。なにしろ悪あく趣しゆ味みな奴やつでしたからね」

「ふうん。ま、いいわ。遺骸が見つからなかったとなると、義景はまだ生きているという風評が立つわ。これを義景の髑髏ということにしましょう」

「ええっ？　黄金の髑髏をですか？　そんなあ。たたられそうですっ」

「あんたも自分で言ったじゃない。これは作り物でしょ、六？　問題ないわよ」

「は、はあ……」

「この黄金の髑髏細工は使えるわね。ただ、母上をますます怒おこらせることになりそうだけど……」

「……姫さま？　とても悲しそう。どうしたの？」

　馬上の信奈は犬千代の質問には答えず、「あとは小谷城だけね。サルは、うまくやってくれているかしら」と南の空を見上げた。

　信奈が、そしておそらく半兵衛が考えているどんでん返しの秘策も、すべては小谷城での良晴の働きとそして機転にかかっていた。




　小谷城もまた、落城の時を迎むかえていた。

「朝倉義景が単騎で越前へ逃亡」という新たな噂うわさが駆かけ巡るや否や、まず朝倉軍の足軽兵たちが「もう終わりだ」と四散した。

　姉川の戦いでも、朝倉義景は突とつ然ぜん姿を消している。

「いつもの癖くせが出て、一乗谷の源氏館やかたに舞い戻ったのだ」

　と兵たちは口々に義景をなじりながら、いっせいに逃にげ散っていった。

　それでもなお浅井長政率いる浅井軍だけが小谷城を守ろうと孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしたが、朝倉軍が潰かい走そうした時点ですでに勝負はついていた。

　戦場に取り残された浅井長政は血路を開いて、父親・久政がいる小丸へと退たい却きやくしようとしたが、すでに本丸と小丸の間にも織田軍が充みち満ちていて、長政がいる位置から小丸へ戻ることはもはや不可能だった。

　この電光石火の小谷城攻こう略りやくの策は、すべて、本ほん陣じんに臥ふしている半兵衛が手紙に書いて鳩はとの足にくくりつけ、最前線の良晴と信澄へと送っている。

『まず小丸を攻せめて本丸との連れん絡らくを絶つべし、浅井長政は本丸へと退却させるべし』

　本丸方面の織田軍はだから、まだ手て薄うすだった。

「最後に私が逃げ込んだ本丸を攻めるつもりか。ということは……勘十郎はやはり、私との約束を守るつもりなのか」

　長政は、山道を馬で駆けあがり、本丸へと戻もどった。

　すでに味方の兵は半数以下に減っている。

　いや、もう、五分の一にも満たないかもしれない。

　朝倉軍の崩ほう壊かいは、上杉謙信が後ご詰づめに来られなくなったという噂が真実だということを示していた。

　足軽たちの多くが、浅井家も朝倉家ももう終わりだと絶望し、主家を見限って逃げ去ったのだろう。

　長政は、座して信澄が本丸に到とう達たつする時を待った。

　だが先に浅井家の三家老が、白装束で長政のもとへ馳はせ参じた。

「申し訳ござらぬ！　朝倉義景がふがいないばかりに、勝ち戦を落としました」

「久政さまがおられる小丸にはすでに織田軍が殺さつ到とうしており、救出することかないませぬ」

「これもすべてわれらの責任です……まさか武田に続いて上杉の支し援えんまで受けていながら織田家に勝てぬとは。ああ、織田信奈を裏切るのではなかった！」

「朝倉義景があまりにも情けない！　よもや一度ならず二度までも戦場から姿を消すとは」

　いや。勝敗は武家の常だ。この私も姉川では敵に後ろを見せたではないか。この敗戦は私の責任だ。お前たちは浅井家の家老としてよくやってくれた──と長政は家老たちをねぎらい、さわやかにほほえんだ。

「父上と今生でお会いすることは、もうなかろう。あの尾お張わりのサルが父上をお救いしようと暴れるだろうが、父上にも武士としての一片の意地がある。いかにすばしこいサルにも拾えぬ実はあるということを、相良良晴は学ぶだろうな」

　父を恨む気持ちも、義景をなじる気持ちも今はもうない。

　勘十郎とともに歩む、という選せん択たくをする勇気を持てなかった己自身が、この落城を招いたのだ。

　今はただ、勘十郎信澄の迎えを待つばかりだった。

　結局、浅井長政とお市、二人の人生を同時に生きることはかなわなかったのだ。

　父上、すぐに参ります、と長政は辞世の句をしたためながら小声でつぶやいた。

「殿との。この上は、腹を召めされますか」

「このようなことになり、お詫わびの言葉もありませぬ」

「……私は、勘十郎を待つ。最後は、勘十郎の手で討たれたい。もう一度だけ会おうと約束していたのだ。もうよいのだ、お前たちは上杉を頼たよるなり織田に降こう伏ふくするなり浪ろう人にんとなるなり好きにせよ。下がれ」

「「「……重ね重ね、申し訳ござらぬ……!!」」」

　家老たちが去り、再び一人になった長政は、みじろぎもせずその時を待った。

　そして、その待ち人は、来た。

　たった一人で。

「待たせたね、お市──いや、浅井長政」

　長政が思わず息を吞のむほどみちがえるような、男の、顔だった。




　　　　※




「あちちちっちいぃ！　やばいぜ、もう建物全体に火がまわっちまってらあ！　戦の時の足軽ってのは、どうしてこうも乱暴になるものなのかな」

「みんな生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわで気が立っているからでござる」

　日が沈しずみ小谷城に夜が訪れた頃ころ、相良良晴はついにその小谷城の小丸へと突入していた。

　半兵衛から『おそらく浅井久政さんは朝倉家の人質として小丸におられます。いくら良晴さんでもこればかりは無理でしょうが、可能ならばお救いしてください。良晴さんは止めてもそうしようとするでしょうけど。くすんくすん』と手紙で指示をもらっている良晴は、頭の上に次々と落ちてくる瓦かわらや燃えさかる柱をひらりひらりと避よけながら小丸の長い廊ろう下かを突つき進んだ。

　あれほど浅井朝倉軍と織田軍は拮きつ抗こうしていて長期戦に陥おちいっていたというのに、いざ落城するとなるとあっけないものだ……と良晴は戦国の世の無常を感じずにはいられない。

「浅井長政は信澄に任せて、俺は親父おやじのほうを救わねばならねーのか。できるかな、五ご右衛え門もん？」

「無理でござろう。もはや浅井家は滅ほろびるしかないでござる」

「でも、半兵衛ちゃんは、救えって書いてきてるぜ？」

「相良氏に気を遣つかって遠回しに書いているのでござる。本来の用事は別にあるでござる」

「というと？」

「行けばわかるでござるよ」

　良晴は何度も五右衛門に助けられながら、ついに小丸のもっとも奥にある部屋──浅井久政の居室に辿たどり着いた。

「やっと来たか。待っておったぞ」

　久政はすでに白装束で、かつ、今まさに腹に刀を突き立てようとしているところだった。

　戦に弱い、優ゆう柔じゆう不ふ断だん、脆ぜい弱じやくと家臣たちからもさんざん陰かげ口ぐちを叩たたかれてきた久政ではあったが、さすがにその最期は戦国大名らしく潔いものであった。

「よいか。浅井家が織田家を裏切ったのは、すべてこのわしの一存。長政は反対しておった。噓うそ偽いつわりではない。しかと伝えたぞ」

「待て待て、死ぬな！　信奈は長政を助けたいんだ！　あんたがここで死んだら、長政も追い腹を切っちまうだろっ！」

　この部屋は広すぎる。走ってももう、間に合わない！

　五右衛門、切腹を止めろ！　と良晴が叫さけぶが、五右衛門は動かなかった。

　その理由は、この時点ではまだ良晴にはわからない。

　久政は、見事に自らの腹へと刀を突き立てた。

　ずぶり、と鈍にぶい音が聞こえた。

　久政はさらに刀を左右に、さらに上下にと動かし続け、見事におのが腹を十文字にかききってみせた。

「む、む……」

「あ、ああああ。おっさん……なんてこった……！」

　良晴は、人の死が苦手である。いまだに慣れない。

　まして切腹など。

　見ていられない。思わず、顔を覆った。

　久政は荒あらい息を吐はきながら、言葉をふりしぼる。

「長政の結けつ婚こんが真実のものであったと知った今になってみれば、織田信奈どのの気持ちがよくわかる。お頼たのみ申す、本丸の長政のもとへ向かい、わが遺言を伝えてはくれぬか」

「……わ、わかった！　遺言を言ってくれ！」

「猿夜叉丸は……この……で……。それが、最後の……。そう、お伝えくだされ……」

　消え入りそうな声で久政が口にしたその「遺言」を聞き終えた良晴は、頭を抱かかえて叫んでしまった。

「なんだってええっ!?　息子むすこに……いや、娘むすめにそんな言葉を遺言として伝えろっていうのかよ？　それでも娘の父親なのか、おっさんはっ!?　今の遺言は、なにかの間ま違ちがいなんだろうっ!?」

「……いや、これでよい。父と子の間あいだ柄がら、そなたには通じずとも長政にはこれだけで意味が通じる……しかと、お頼み申しましたぞ。お頼み申す。お頼み申す……」

　久政は、身み悶もだえしながら突っ伏ぷした。

　もはや、声を発することができる状態ではなかった。

「相良氏うじ。十文字に腹をかききる痛みは尋じん常じようなものではござらぬ。これ以上もののふを苦ちめてはならぬでござりゅよ」

「で、でも、でも……お、俺には……できねえ。長政のお父さんの首を落とすだなんて……」

「相良氏！」

　良晴はためらった。ここですみやかに首を落としてやるのが武士としての情けだとはわかっていても、どうしてもできなかった。

　織田軍の足軽が一人飛びだしてきて、「介かい錯しやくつかまつる」と久政の首を落とした。

「うわああああ。おっさん……ちくしょう、なんてこった……!!」

　震ふるえる良晴のお尻しりを、五右衛門がぽんと叩く。

「本丸へ急ぐでござる！　今のご遺言を浅井長政どのに伝えねば、取り返しがつかないことになりまちゅよ！」

「取り返しがつかないこと？　だって、今のおっさんの遺言を長政に伝えてしまえば、長政はかえって……」

「相変わらず鈍いでござるな。ともかく、行くでござるよ！」

「待てよ、五右衛門！　どういうことだよっ！」

「話は駆けながら語るでござる！　浅井久政は、相良氏ならば必ずや約束を守ってくれるであろうとちんじて、むちゅめへのにゅいごんをたくちたのでござる！」

「ええっ？　かみかみでいまいちよくわからねえ！」

「織田家が天下布武を成し遂とげるためには、最悪の形で離り反はんした浅井家だけは面子メンツにかけてもほろぼちゃねばなりまちぇぬ！　ひさまちゃとながまちゃは、ちななければならにゃいのでござる！　かみかみになるにょで、いかりゃくでござる！」

「すでにかみかみで、わかんねーんだけど！」

「走りながら考えるでござる！　この建物が焼け落ちる前に出るでござるよ！」

　二人は、間かん一いつ髪ぱつ、小丸の建物から脱だつ出しゆつした。

　久政の首は、さきほど介錯をした足軽が布にくるんで織田軍の本ほん陣じんへと持っていったらしい。

（あんたの遺言は確実に長政に伝えるから成じよう仏ぶつしてくれよ、おっさん。しかし俺にはまだ理解できねえ。なんてひどい遺言なんだ……長政にどうしてこんな遺言を？　なぜだ？　あんたは、ほんとうはなにを長政に伝えようとしていたんだ？）

　山城を包む業火が、日の光の代わりとなり良晴の視界を開いている。本丸へ続く山道を走りながら良晴は五右衛門のかみかみの謎なぞかけを解こうと頭をフル回転させた。

　足はそれなりに動いてくれるが、頭はそうたやすくは回転してくれないのが良晴の悩なやみどころ。

　本丸が見えてきた。

　こちらも、すでに炎えん上じようがはじまっている。

　信澄の部隊が、本丸を囲んで次々と火矢を放っていたのだ。

　てっきり、信澄はのんびりと本丸を包囲しているとばかり思っていた良晴はあわてた。

（冗じよう談だんじゃねえぜ！　裏切りの首しゆ謀ぼう者しやだった久政は仕方がなかったとして、長政は父親の裏切りに巻き込まれただけじゃねえか！　やめろ信澄！　まさか、長政を自ら討とうとしているんじゃねえだろうな？）

　この苛か烈れつな攻せめ方を見れば、信澄が長政を救出しようとしているのではなく、長政を討つという決断をしたことは明らかだった。

　苦く渋じゆうの選択だっただろう。

　身を切られるような辛つらさと悲しさに耐たえて、姉の夢のために究極の選択をしたのだろう。

　あるいは、長政自身がすでに死を決断していて、その決断を翻ほん意いできないと信澄は理解し、長政の意志を尊重するつもりなのかもしれなかった。

（いや。それだけじゃねえ！　もしかして信澄はこの小お谷だに城じようで信奈に天下を盗とらせるために長政を殺し、そして自分も……!?　そうだ。あいつ、長政と心中するつもりなんだ！）

　だが、それでは……信奈はどうなる？

（信澄を姫ひめに仕立てて浅井家へ嫁とつがせたことで、信奈はお母さんからさんざん罵ののしられ[image: しか]しかられたらしいじゃねえか。この上、信澄が長政と心中に追い込まれれば信奈とお母さんの関係はもう修復できなくなる。冗談じゃない！　信奈は、信澄と俺の二人なら浅井長政を殺さずに降伏させられると信じて自らは越えち前ぜんへ飛んでいったんだろうけど、信澄もまた、自分の姉を裏切ることはできないんだ。長政が父親を裏切れなかったのと同じでさ！　だから、今生では結ばれない定めの長政とあの世で添そい遂げる道を選せん択たくしたんだ！）

　部隊長らしき者を捕つかまえて、良晴は怒ど鳴なっていた。

「信澄はどこだっ？」

「われらが制止したものの、『ぼくを待っている者がいる』と振ふり切って本丸の中へ一人でお入りになりました！」

　心中しに行ったのでござる！　たいへんでちゅ、と五右衛門があわててかんだ。

「俺はこれから、浅井久政からの遺言を長政に伝える！　止めるんじゃねーぞ！」

「ははっ！」

　そうか。

　愛する信澄に討たれる時を一いち途ずに待っている長政。

　長政の首を落とし、自らもその後を追うために、本丸へと突とつ入にゆうしていった信澄。

　鈍い良晴にも、やっとわかってきた。

　浅井久政の真意。

　遺言の意味。

（そうか、そういうことだったのか！）

　もう時間がない！

　炎上する柱や屋根が次々と良晴を襲おそうが、かわす。かわす。髪かみの毛を焦こがしながらも、かわし続ける。ジャンプして。のけぞって。転がって。

「待て！　信澄、待ってくれ！」

　全身に火の粉を浴びながら、良晴は駆かけ続けた。

（もう切腹の場面なんて……あんな光景なんて二度と見たくねえ、俺は！　やめろ信澄、なんのために信奈が謀む反ほんを繰くり返したお前を救ったと思ってやがる！）

　このままでは信奈に、生しよう涯がい消えない心の傷をつけてしまうことになる。勝かつ千ち代よちゃんが弟の太た郎ろう義よし信のぶと飯お富ぶ虎とら昌まさを失った時に味わった悲しみと苦しみを、信奈にも負わせてしまうことになる！

　だが、俺が絶対にそうはさせない！　俺は！　絶対に！　間に合ってみせる！

　良晴は、間一髪、間に合った。

　津田信澄が刀を構え、白装束の浅井長政が切腹しようとしているその現場に、傷だらけになりながらもぎりぎりで間に合っていた。

　二人は、今まさに切腹の儀ぎ式しきをはじめようとしているところだった。

　しばし、二人だけの間で激しい口論が行われたのだろう。

　長政は、信澄の後追いを決して認めようとしなかったろう。

　しかし信澄もまた、頑がんとして譲ゆずらなかったのだろう。

　長政は武将として父に殉じゆんじる道を選び、信澄は姉の天下盗りを補ほ佐さするために愛する妻を斬きり捨て、自らも腹を切る道を選んだのだ。

　浅井家は、絶対にここで滅めつ亡ぼうさせなければならないのだ。

　浅井家を存続させれば、天下布武は遠ざかる。織田信奈はあれほど手ひどく裏切られておきながら義弟を殺せない甘い姫大名だと、全国のもののふたちからあなどられる。

　長政を救う手立ては、最初からなかったのだ。

　長政が姫大名であれば、出家して命だけは助けてもらうという選せん択たく肢しもあった。だが、長政はついに最後まで猿夜叉丸であり、近江おうみの貴公子・浅井長政であったのだ。

　こんなバカなことがあってたまるか！　と良晴は叫びたくなった。

　信澄も長政も、すでに覚かく悟ごを決めていて、むしろすがすがしいほどの表情で二人だけの世界を作りだしていた。

「サルくん、止めてくれるな。長政は猿夜叉丸として死ぬ道を選んだんだ。ぼくも、長政の夫として、最後まで運命をともにする。ぼくはついに長政とともに生きることはかなわなかったが、せめて、死ぬ時だけは一いつ緒しよでいたいんだ。姉上には、ぼくは間ま抜ぬけにも流れ矢に当たって討ち死にしたと伝えてくれないか」

「……勘十郎には生きてもらいたかった。だが、泣いても叫んでも勘十郎を翻意させることはできなかった……サル、そなたとは糞くそだんごをともに食おうとするなどいろいろあったがこの件に関しては第三者だ。もう、口を開かないでほしい。二人きりにしてほしい……」

　そうだ。すでに二人は、決断を下している。

　二人の意志を尊重してあげるべきだ。

　良晴は思わず「わかった」と漏もらしそうになった。

　だが、ふと「違ちがう、そうじゃねえ！」と気づいた。

　山やま県がた昌まさ景かげが炎ほのおに包まれた館やかたへ飛び込んだ姉の飯富虎昌を止めなかったのは、飯富虎昌が「武士をやめる。あたしは女に戻もどる」と恋こいに殉じる選択をしたことを尊重したからだ。

　だが長政は違う。長政は、最後まで自分が女であることを隠かくし通したまま、戦国武将・浅井長政として死のうとしている！　しかも、信奈に謀反しながらも、姉に誅ちゆう殺さつされるという本来の運命を乗り越こえて新たな生を得たはずの信澄とともに！　この結末が長政自身の本意であるとは、良晴にはどうしても思えなかった。

　もちろん、信澄の本意でもない！　信澄は愛する妻をただ一人きりで死なせたくはなかった。しかし、姉である信奈を裏切ることもできない。

　だから、長政とともに死ぬ道を選んだんだ！

　信澄は、信奈の天下布武の野望のために、今こそ自分の命を捨てるつもりなんだ！

　だが、それは間違っている！　こんな結末を迎むかえちまったら、信澄の謀反騒動の時に弟を誅殺しようとした信奈を踏ふみとどまらせた意味がなくなっちまう。国盗りと家族とは交こう換かんだ、と信奈が思い定めた瞬しゆん間かんに、あいつは、こんどこそ第だい六ろく天てん魔ま王おうになっちまう……！

　それに……それに俺は、浅井久政から、「言葉」を託たくされているじゃねえか！

　この二人には『今度生まれてくる時は』だなんて悲しい言葉は、絶対に言わせねえ！

　だから、良晴は、叫さけんでいた。

「いーやっ！　違うな、俺は第三者じゃねえええっ！　出過ぎ者と言われようが、ここで空気なんか読まねえからなっ！」

　良晴は、本丸全体が地じ響ひびきするかのような大声をはりあげて、二人の動きを瞬間、止めていた。

「いいか！　俺は浅井久政どのから、浅井長政への遺言をあずかってきた！　久政どのは見事に切腹して果てた！　止めようとしたが間に合わなかった、すまねえ！」

「父上からの、ご遺言!?」

「サルくん、それは……」

「いいか、よく聞けよ！　いちどしか言わねえからなっ!!」

　良晴は胸を張り、長政と信澄を交こう互ごににらみながら、一言一句たがえることなく久政の遺言を割れんばかりの大音量で伝えた。




「猿夜叉丸は──浅井長政は今宵こよいこの小谷城で死ね!!　それが最後の親孝行である!!」
















　信澄と長政は思わず言葉を失い、そして、すべてに納得がいったかのようにうなずいた。

　お互たがいに、視線を交わしあった。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくののち──。

　信澄は無言で構えていた刀を振り下ろし、良晴は廊ろう下かへ飛びだして味方の諸将に聞こえるように大声で叫び続けた。




「敵のおん大将・浅井長政が首、津つ田だ勘十郎信澄が討ち取ったりいいい！」




　小谷城本丸は、ここに炎えん上じようして崩ほう落らくした。

　小谷城落城の瞬間である。

　浅井家は、ついに滅亡した。

　北陸への玄げん関かん口ぐちである越前に続き、畿き内ない有数の交通の要所である広大な北近江もまた織田軍の領土となったのである。







　　　巻ノ七　織田家の祝しゆく宴えん







　信のぶ奈な軍は京へと凱がい旋せんした。

　越えち前ぜんの朝あさ倉くら家と北近江の浅あざ井い家、この宿敵を同時に討うち滅ほろぼした信奈の評判はいよいようなぎのぼりとなっていた。

「やまと御ご所しよから、今いま川がわの将軍さまよりも偉えらい官位をいただくらしいわ」

「これでいよいよ名実ともに天下人やなあ」

「まだ武たけ田だ信しん玄げん、上うえ杉すぎ謙けん信しん、中国の毛もう利りちゅう大敵がぎょうさんおるけど……」

「これで畿内の統一は近づいたわあ」




　京の町衆たちが噂うわさする中、信奈がいつも宿しゆく泊はく所として使っている本能寺にて、盛大な祝勝の宴うたげが開かい催さいされる運びとなった。

　勝かつ家いえ、長なが秀ひでをはじめとする織お田だ家の諸将やお飾かざり将軍・今川義よし元もとはもちろんのこと、津つ田だ信のぶ澄すみの隣となりにはめずらしいことに、信奈と信澄の生母・土つち田だ御ご前ぜんまでが座していた。

　信澄が自らの手でかつて夫婦だった長なが政まさを斬り殺したと聞いて、血相を変えてあらわれたのだ。

　土田御前はさっきからずっと信澄をなぐさめているが、信澄は「だいじょうぶです」と笑顔を崩くずさない。

　いちばん奥の末席からはじめて信奈の母親の姿をかいま見た良よし晴はるは、

「やっぱり信奈に似ているなあ。底冷えがするような目つきのお母さんだぜ。美人だけど、おっかなそうというか……信澄に優しい言葉をかけているはずなのに、どこか冷たそうだよなあ。信奈の気位の高さは母親譲ゆずりだったんだな」

　と背後にちょこんと隠れるように座っている半はん兵べ衛えに感想を伝えた。

「それはもちろん、母と子ですから似ますよ。でも今日は人が多くて怖こわいです。けほけほ」

　半兵衛ちゃん調子が悪そうだな、と良晴は少し心配になった。

「今日は畿内各地の大名、国人、豪ごう商しよう、茶人たちはもちろん、やまと御所から関白の麻ま呂ろたち公く家げ衆まで招かれているもんなあ。俺なんて織田家ではそこそこの出世頭だけど、城持ち大名じゃねーし、これほどの豪ごう華かな面子メンツの中ではせいぜい末席を与あたえられるのが関の山だぜ」

「ねねも来ていますぞ。兄さま、ものおじしてはなりませぬぞ！」

　半兵衛の膝ひざの上には、妹のねねが鎮ちん座ざしている。

「なんで、ねねが来ているんだよ？　ああ、これ小田原名物の『小田原城模型細工』な。木でこしらえた部品をぜんぶ組み立てると、小さな小田原城が完成するんだ。自分で組み立てろ」

「兄さま。おみやげは食べ物ではないのですか？　ねねはがっかりですぞ！」

「これと言った名物料理を見つけられなくてな。いくつか候補はあったんだけど……黒たまごのほうが良かったかな。悪い」

「小田原城なんか作ってもねねは楽しくないですぞ。ねねは女の子ですぞ。こういうものは男の子のためのおみやげですぞ！」

「そうかあー。俺の時代には、歴女がいっぱいいたけどなー」

　歴女とはなんでしょう、とフロイスがたずねてきた。

　今日の祝勝会はある意味無礼講なので、良晴と同列の末席とはいえ南なん蛮ばんの宣教師までもが招かれているのだ。

　この喧けん騒そうの中、お供の前まえ田だ犬いぬ千ち代よを引き連れた信奈が、集まった面々の前へ笑顔で颯さつ爽そうとあらわれた。

　南蛮から手に入れた赤いビロードのマントを羽織り、お気に入りの南蛮帽ぼう子しを被かぶって南蛮椅い子すに腰こし掛かけたその姿は、戦国の姫ひめというよりはどこか異国の王女を連想させる姿だった。

「どうもどうも。みんな、わたしのために集まってくれてありがとう！」

　もともと陽気な性格ではあるが、今日の信奈は妙みように元気にはしゃいでいた。

　少し躁そう状態なのではないか、というほどにアッパーな笑顔を振ふりまいている。

　関白・近衛このえ前さき久ひさが、（なんという悪運の強い姫でおじゃろう。いや悪運ではなく、あなどれぬ実力の持ち主と認める他はないでおじゃる）と歯ぎしりしながら、信奈の前にかしこまった。

「本日は、やまと御所より信奈どのに右う近こん衛えの大だい将しようの位を授けに来たでおじゃる」

「デアルカ」

　信奈は、そっけない。はなっから官位などに興味がないのだ。

「かしこまるでおじゃる。右近衛大将は武家では武門の頭領のみに許される、権けん威いある官位でおじゃるぞ。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの今川義元ですら、叙じよ任にんされていないでおじゃる」

　今川義元が扇子せんすを広げて、高笑い。

「おほほほ。まあ、仕方がありませんわね！　こたびの槍やり働きはまことに天あつ晴ぱれでしたものね！　征夷大将軍のわらわはとーっても度量が広いですのよ、これくらいのことは許してさしあげますわ。おーほほほ」

「あんたは、官位制度のことがよくわかってないだけでしょ？」

　一同がざわめいた。

「あたしにもよくわかんないけど、姫さまが名実ともに武家の頂点に立ったわけだな、長秀？　これってすごいことなんだよな？」

「……はい、勝家どの。これで今川義元どのよりも姫の権威のほうが上であることがやまと御所によって公認されました。満点です」

「さて、論功行賞を行うわ。まずは越前一国を、六りくに──柴しば田た勝家に与えるわ。対上杉謙信の最前線よ、今すぐ堅けん固ごな要害を築いて強い軍団を育成すること。もちろん楽市楽座政策もすみやかに実行して、越前の産業を育て、国を豊かにすること。できる？」

「は、は、はあああっ？　あ、あ、あたしが、越前一国の大名ですかっ？　むむむ無理です、そういう難しいことは長秀のほうが適任でっ……」

　勝家は筆頭家老でありながら、一国の大名になることにいまいち自信が持てないらしい。戦は得意だが内政だの産業育成だのは勝家の領分ではないのだ。

「与よ力りきをつけてあげるから、なんとかしなさい。それに、万まん千ち代よには若わか狭さ一国を治めてもらわなくちゃならなくなったから。越前朝倉家の滅めつ亡ぼうを見て、若狭の国人たちは戦わずして織田家に降こう伏ふくしたわ。万千代、安あ土づち城じようの普ふ請しんもあるし多た忙ぼうだと思うけど、お願いね」

「ええ、御ぎよ意いです」

「長秀、お前今回戦に参戦してないのに一国一城の大名だなんてひいきされてるなー！　いいなー、姫さまのお気に入りなんだなー！」

　勝家がやっかむが、信奈は「はあ」とため息をついた。

「万千代は安土城普請と同時に、虎とら御ご前ぜ山やまへの兵へい站たんという最重要任務もこなしていたでしょう？　まったく六は脳筋なんだから。覚えておきなさい。戦でもっとも大切なものは、補給なのよ？　万千代はどんな地味な仕事も万事そつなくこなしてくれて、ほんとうに頼たよりになるわね」

「ありがたきお言葉。私の気分は満点です」

「万千代。若狭と越前は隣りん国ごく同士よ。六を助けてあげてちょうだい」

「はい」

「そうだっ。助けてくれ、長秀えええ！」

　織田家の二大家老、柴田勝家と丹に羽わ長秀はついに一国一城を統すべる大名へと出世した。

　続いて、光みつ秀ひでである。重要な京都所司代の職を放ほう棄きした分は減点であるが、それは箱根小田原へ乗り込んだ信奈と良晴を救うためだった。今回光秀が果たした功績は巨きよ大だいだ。

　いまや二人の主従は以前よりもはるかに堅かたい絆きずなで結ばれていた。

　とはいえ、光秀とは箱根で良晴を巡めぐって大ゲンカしたし、明らかに光秀は信奈の恋こい敵がたきとなったわけで、それを思うと信奈の想いは複雑だった。

　信奈にすれば恋敵の光秀は憎にくいけどかわいい、というところ。

　だが……二人で伊だ達て本ほん陣じんへと良晴救出に向かった時から、主従の垣かき根ねを越こえた友情のようなものを信奈は光秀に抱いだくようになっていた。

　ええい。良晴との仲に茶々を入れるのは腹が立つけれど、それでも十じゆう兵べ衛えはわたしの片かた腕うでにして後こう継けい者しやよ。ここは十兵衛を信しん頼らいして大おお盤ばん振ぶる舞まいだわ！　と信奈は決断した。

「明あけ智ち十兵衛光秀は引き続き坂本城の城主をつとめ、京の都を守る仕事もそのまま続けなさい。それと、新たに丹たん波ば一国を知行地としてあんたにあげるから、自力で切り取ること」

「た、丹波ですか？　丹波は京の都がある山やま城しろにつらなり西国への玄関口ともなる要地、しかも三十万石の大国ですが、ほんとうにいいのですか信奈さまっ？」

「いいわよ。ただし今後もあんたの部隊をあちこちでこきつかうから、すぐには切り取れないかもしれないけどね。あと──これからわたしの配下になりたいと殺さつ到とうしてくるであろう畿内の小大名や国人衆の統率を、十兵衛にぜんぶ任せるわ！」

　信奈は、土と岐き源げん氏じの末まつ裔えいとはいえ一いつ介かいの浪ろう人にんあがりの外と様ざま武将にすぎない光秀に、畿内のほぼ全域を統率する「畿内管かん領れい」とも言うべき大職をいきなり与えたのだった。

　良晴の件では邪じや魔まで仕方がない光秀だが、武将としての有能さは織田家でもトップクラスである。しかも文化人としても一流の光秀は堺さかいや京で顔が広く、複雑な外交仕事をすべてこなせるほとんど唯ゆい一いつの人材だった。

　これは、破格の出世である。

　しかし、光秀の有能さを知っている家臣団の誰だれからも、異論は出なかった。

「ありがたき幸せですう！　ふふふ、これは箱根で信奈さまの貞てい操そうをお守りしたご褒ほう美びなのですね！　この十兵衛が骨を折った甲か斐いがあったというものです！　これからも相良さがら先せん輩ぱいが信奈さまに迫せまりましたら、そのたびに十兵衛がすぐさまかけつけて信奈さまをお守りいたします！」

「……だからぁ、わたしは良晴に襲おそわれていないんだってば！　それはあんたの誤解っ！　話をそこの段階に戻もどさないでっ！」

　浮うかれる光秀をにらみつけながら、信奈が大好物の「てばさき」をほおばった。

　だがなにがそれほど嬉うれしいのか、信奈は上じよう機き嫌げんで今日ばかりは光秀の鈍どん感かんぶりを見せつけられても怒おこりださない。

　ここで土田御前が、いらいらしたようにみけんにしわを寄せながら口を開いた。

「吉きち。北近江おうみ小お谷だに城じよう二十万石は、小谷城を落とし浅井長政を討った勘かん十じゆう郎ろうに与えるのでしょうね？」

　信奈は一いつ瞬しゆん不ふ機き嫌げんそうに押し黙だまり母と視線を合わせたが、お互たがいに寒々しい目つきだった。まるで情がかよっていない……二人の関係はほんとうに冷え切っている……と気づいた良晴は信奈の心情を思うと胃が痛くなった。

　だが、信奈は土田御前から視線を外すと、ご陽気な声をはりあげた。




「北近江二十万石は、サルに与えるわ！」




　ええええええ、と全員が驚おどろきの声をあげた。

　ねねや半兵衛や良晴も、その中に入っている。

　誰もが、浅井家の旧領である北近江は信澄に与えられると信じて疑わなかったからだ。

「吉！　どういうことです！　このような身分も知れぬあやしげな素す浪人あがりの者を国持ち大名に取り立てるなど！　断じて許せません！」

　土田御前が「そこまで勘十郎が憎いのですか」と信奈に詰つめ寄ろうとしたが、信澄がそんな母の袖そでを押さえて「浅井朝倉家を滅ほろぼせたのは、サルくんのお手て柄がらです」と笑顔でとりなした。

「勘十郎。自らの想い人をその手で斬きり捨てよという残ざん虐ぎやく非道な姉の命を実行してまで、なおこのような扱あつかいを受けるとは……かわいそうに、かわいそうに」

　土田御前は信奈を恨うらむように涙なみだを流しながら、信澄の頭をかき抱こうとした。

　だが、信澄は「ぼくももう大人ですから」と母に甘えようとしない。

「今回は、ぼくの武功よりもサルくんの立てた手柄のほうがはるかに大きい。しかもそれは公おおやけには見えない隠かくれた手柄なのです。母上に説明したくとも、姉上から誰にもこのことについて語るなと口止めされていまして。ぼかぁこれからは口がかたい人間になりますので、申し訳ありません」

　土田御前はいよいよ顔面蒼そう白はくとなり、「いったいなにがどうなっているのか」と取り乱した。

　あの信澄が母を頼らないなんて！

　吉が勘十郎に妙な術でもかけたに違いない、と土田御前は娘むすめを疑いの目でにらんだ。

　なにしろ昔から南なん蛮ばん人じんなどと行動をともにして、「仏像なんてただの木とかねの塊かたまりにすぎない」と罰ばち当たりなことを豪ごう語ごしてきた娘だ。なにをしでかすかわからない。

「の、信奈。いくらなんでも俺に北近江二十万石だなんてやりすぎだ！　俺の取り分は五万石くらいでいいよ！　北近江は勘十郎にくれてやれ！」

　良晴までが遠えん慮りよしたが、信奈は「ダメよ。もう決めたの」と決意を翻ひるがえさない。

「……このあやしげなサルに筑ちく前ぜんの守かみの官位を与あたえるだけでは飽あきたらず、ついに一国一城の大名に取り立ててしもうたでおじゃるか……世も末でおじゃる」

　近衛前久も予想外のこの論功行賞には「なにを考えているのでおじゃろうか」と思わず本音を漏もらしてしまった。

　半兵衛とねねが「承知してください、けほけほ」「そうですぞ、ついに兄さまの悲願・一国一城の主あるじですぞ！　モテモテはあれむの夢がかないますぞ！」と良晴の左右の腕うでをぐいぐいと引っ張って決意を促うながす。

「サル！　お前、姫さまにかわいがられていて、いいなー！　ちきしょー！」

「相良どのの見えない手柄とは、ひとつには武田信玄および伊達政まさ宗むねとの外交を成功させたことでございましょう。しかも、どうやらお手柄は他にもあるとお見受けします。お受けなさいませ。満点です」

　勝家と長秀の態度は好対照。

「なんてことですか。ついに相良先輩が大名に！　悔くやしいですがこの十兵衛と祝しゆう言げんをあげるにふさわしい身分になりやがったです！　残念ながらまた一歩、祝言に近づいてしまったです！　あとは十兵衛が丹波一国を切り取って立派なお城を建てれば祝言待ったなし……ああ、元気すぎる先輩に毎年毎年孕はらまされる暗黒の未来が見えてきて十兵衛は倒たおれそうです……」

　光秀はなにやら幻まぼろしの未来を妄もう想そうして、口では「ああイヤだイヤだです」と文句を言いながらも、その瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせている。

「ノブナさまにはきっと深いお考えがあるのでしょう。ヨシハルさん、引き受けるべきです」

　フロイスにまで背中を押された良晴は、「わ、わかった」とついに承知した。

「考えてみれば、北近江は藤とう吉きち郎ろうのおっさんが信のぶ長なが公から与えられた領地だ。少し荷が重いけれども引き受けて、なんとかしてみるか！　……でも領国経営って、いったいなにをどうすればいいんだ？　ぜんぜんわからねえ」

「くすん、くすん。この半兵衛も戦と陰おん陽みよう道どうが本業でして、そちら方面のお仕事は苦手です……けほ、けほ」

「誰か、内政をやってくれる片腕が必要になってきたなあ……誰かいねえかなあ……」

　五ご右衛え門もんに従っている川かわ並なみ衆しゆうの前まえ野の某なにがしが背後から「戦はまだまだ続く。町中のかわいい幼女を一カ所に保護してさんざん甘やかして育ててやろうぜ、それが男の生き甲が斐いってもんだ！」と口をはさむが、「俺の軍団ってこんな男ばっかりだよな……」と良晴の悩なやみは深まるばかり。

「そろばん勘かん定じようなら、ねねにお任せあれ」

　ねねがない胸をとんと叩たたいて大いばりしているが、幼いねねにそんな激務を丸投げするわけにもいかなかった。ねねの祖父、浅あさ野のの爺じいさんももういい歳としのご隠いん居きよだし……。

　続いて、長らく伊い勢せに自分の軍団を置いて勝手に大名っぽくふるまっていた滝たき川がわ一かず益ますに、信奈は「めずらしく援えん軍ぐんに来てくれたから、今回のご褒美よ」と正式に伊勢一国を与えた。

「ぶーぶー。国なんていいから、姫ひめは茶器がほしいのじゃ。贅ぜい沢たくは言わぬのじゃ。あの、九つ十く九も髪茄な子すがほしいのじゃ」

「はぁ？　九十九髪茄子がどれだけ価値が高いかわかって言ってるの？　無理に決まってるでしょ！　伊勢で真しん珠じゆでも養よう殖しよくしてなさいよ」

「相変わらず、信奈ちゃんはケチなのじゃ。姫はいずれ謀む反ほんを起こすのじゃ」

「ふふ。言ってなさい。まったく、扱いづらい子ねぇ」




　論功行賞がほぼ終わった頃ころ。

　フロイスの隣となりに、少年宣教師のオルガンティノがこっそりとあらわれた。

「ふ、フロイスさま。客人がいらしています。ドミヌス会からの書状を持って」

「ドミヌス会から？　なにごとでしょう」

　オルガンティノの様子がただごとではなかった。呼吸が荒あらい。汗あせをびっしょりかいている。

　フロイスは「少し中座させていただきます」と頭を下げ、オルガンティノに案内されて庭へと出た。

「こ、これはいったい？」

　フロイスは驚いた。

　庭先に、異様な姿をした一つ目の巨きよ人じんが立っていた。

　いや、生きている巨人ではない。それは木とかねと陶とう器きで作られた、人の二倍ほどの身長を持つ巨きよ大だいなからくり人形だった。

「ガチャーン、ガチャーン」

　と、その奇き怪かいなからくり人形は聞き慣れない金属音を発しながら、一歩、二歩と庭を歩いてみせたが、うまくバランスが取れないのか、それとも動力が切れたのか、膝ひざからどさりと崩くずれ落ちて動かなくなってしまった。

「な、なんですかこれは？　オルガンティノ？」

「お客人が、これからの合戦で馬の代わりに使うために試作したからくり人形だそうです」

「まるで、いにしえの大博士アルベルトゥスが造った人造人間ですね……」

「ぷはあ。失敗、失敗。人形に二足歩行させるのはなかなか難しいなあ。あはははははっ！」

　一人の小こ柄がらな姫侍さむらいが、からくり人形の胴どう体たいの中から飛びだしてきた。

　姫侍と言っても、ジパング伝統の着物は着ておらず、南なん蛮ばん商人のように派手な南蛮ものを身にまとっている。かろうじて、腰こしに二本の刀を差しているので侍だとわかった程度であった。こんがりと焼けた小麦色の肌はだはこの侍が南国から訪れた証しよう拠こであろう。髪かみの毛はおかっぱ。竹たけ中なか半兵衛よりもわずかに年下のこの見慣れぬ姫侍はどこか中性的というか、まだ半ば子供のようにあどけなくて、少年のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「ムイント・プラゼール！　わが名はドン・シメオン。九州でドミヌス会の洗礼を受けてきた！　今日はフロイスどの宛あてにドミヌス会からの書状を持ってきたぞ！」

「ドン・シメオン……キリシタンのおサムライさまなのですね」

「このシメオンは九州で最新の学問『えれくとりかす電磁科学』を学んできた。このからくり人形『おーとまた』も『えれくとりかす』の原理で動かしている！」

「『えれくとりかす』……耳慣れない学問ですが……」

「ああ、そうそう。これがドミヌス会から預かった書状だ！」

　ドン・シメオンが、書状をぽんっと放り投げた。

　オルガンティノがあわててその書状をキャッチして、フロイスの面前で開いてみせた。

「ボクは先に読ませていただいたのですが、たいへんなことが書かれているんです！」

「……これは」

　書状の中身を読んだフロイスが、眉まゆをひそめた。

　もしかしたらいずれジパングにとって不幸な事態が起きるかもしれないと、師ザビエルから忠告されてはいた。フロイスとその師ザビエルは、ヨーロッパの列強諸国がこの極東の島国ジパングを『コロニー』──フロイスたちは日本には従来存在しなかったこの概がい念ねんに『植民地』という新造した日本語をあてていた──にするという野望を抱いだいていることを危き惧ぐし、ドミヌス会の日本での布教活動がそのような汚よごれた野望に利用されるのではないかと怖おそれていた。

　そして今、ついに「その時」が来たのだ。

「オルガンティノ。ジパングを支配する野望を持ったあのお方が上陸したのですね」

「はい。しかも新たなドミヌス会ジパング支部長として、この都に向かっています」

　まだ早い。早すぎる。

　なぜならジパングのクィーンは、まだこの国を統一し終えていないのだ。

　フロイスとオルガンティノは、互たがいにこれからジパングに迫せまり来る運命にうち震ふるえた。

　しかしドン・シメオンと名乗るまだ幼いキリシタン侍の少女は、書状の中身には興味なげだった。

　若いシメオンは今、南蛮の新しい学問に夢中になっている。

　透すき通った声で、シメオンはフロイスに声をかけた。

「そうだ忘れていた。毛利家からの書状も持ってきたんだ！　九州から畿き内ないへ来る途と中ちゆう、中国の毛利家から託たくされたんだっけ。こっちの書状は織田信奈宛あてだ！」

　シメオンはどこまでも明るい声で、聞き捨てならない言葉を口にした。

「天下に名高い天才軍師であるこのドン・シメオンが断言する。織田信奈は天下布武の野望を遂とげられない！　相良良晴がいる限り！」

　フロイスは、（この無む垢くな少女はまるで人々を驚かせるために地上に舞まい降りたかのよう）とさらなる衝しよう撃げきを受けながら、シメオンにたずねた。

「ヨシハルさんがいるから、ノブナさまの野望は遂げられない？　なぜですか？」

「フロイスどの。この書状は、毛利家から織田家への宣戦布告状なんだ！」

「ええっ？」

「中国の覇は者しや・毛利家は、明みんから日ノ本に戻もどってきた正統な足あし利かが将軍──さきの将軍足利義よし輝てるの妹・足利義よし昭あきを迎むかえ入れた！　ほんものの足利将軍が現れた以上、織田信奈が担いでいる今川義元はニセ将軍に格下げだ。上杉も武田もみんなこぞって足利につくぞ。あはははは！」

「アシカガショーグンさまが？　このジパングに？」

「そうさ。足利幕府復興の大義名分を得た大名たちが東から西から続々と上じよう洛らくしてくるぞ！」

　シメオンは明るく笑いながら続ける。

「織田信奈が今川将軍を担がねばならなくなったのは、相良良晴が今川義元を助命したからだ！　ほんとうは織田信奈は桶おけ狭はざ間まで今川義元の首を取り、足利将軍を担いで上洛し、天下布武を達成した暁あかつきに足利幕府を自らの手で潰つぶすべきだった。未来から来た相良良晴が、『織田信奈が天下を盗とる』という歴史本来の流れを狂くるわせているのさ！　相良良晴は本来、この時代にいてはならない『いれぎゅらぁ』な存在なんだ！」

「それでは、ノブナさまはいったいどうすれば？」

「フロイスどのにお頼たのみする。今すぐこのシメオンを織田信奈に会わせてほしい。さすればこのシメオンが、天下布武を実現させるための策を献けんじてご覧に入れる！」

　会っていかがなさるのです？　と思わずたずねたフロイスに、ドン・シメオンは自信満々、張りのある声で答えた。

「あの男を未来へ帰せば、歴史の流れは正常化し、織田信奈の天下布武は成るよ！」

　まるで天使のように澄すんだ声と瞳、それゆえにこの子はおそろしい、とフロイスは思った。




「相良良晴を未来の世界に帰す方法を、このシメオンは知っている！」




　フロイスがドン・シメオンから受け取った書状をにぎりしめて庭先に立ち尽つくしていたその頃、足利将軍の復活を知らない織田家の祝しゆく宴えんは佳か境きように入っていた。

「武田信玄とはいずれ決戦するとして、次の敵は越えち後ごの上杉謙信と中国の毛利よ！　織田家の天下盗りは畿内だけでは終わらない。日ノ本全土を統一した政権を作るのよ。九州、四国、そしていつかは関東までをも視野に入れるわ。とりわけ、わたしが掲かかげる天下布武の野望と、北ほう条じよう氏うじ康やすが目指す関東独立・天下二分の構想とは、絶対に相あい容いれない。そして、わたしと氏康のどちらが勝つかは……氏康との勝負は、すなわち時間との戦いよ！」

　信奈はすっかり上じよう機き嫌げんである。そして、家臣たちは（全国統一！）と息を吞のんだ。信奈は信しん頼らいできる重臣たちにそれぞれ国を与あたえ、各自に軍団を編成させることで複数の敵勢力を相手にした多方面同時作戦を展開し、織田家包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするつもりなのだ。

　だが信奈の実弟・津田信澄は西近江おうみのわずかな領地をあてがわれただけで、旧浅井領のほぼすべてを所領として与えられた良晴とはあまりにも差があった。

「……想い人を斬きってまで大功をたてた勘十郎をむげに扱あつかい、身分いやしきサルなどに小お谷だにの城をくれてやるとは……どこまでかぶけば気がすむのか、この娘むすめは……」

　信澄を愛してやまない土田御前がどんどん顔色を青くしていったのも、当然と言えよう。

　家臣たちも「おい長秀。さすがにまずいよ」「これ以上親子関係が冷えましたら三点です」「サルには城ではなく茶器をあげればよいのじゃ」と空気を読んで少しずつざわめきはじめていた。

　空気が読めない子の光秀だけは「ああ、丹たん波ば平定達成の暁には信奈さまをお守りするためにサル人間と祝しゆう言げんとは……十兵衛の人生は悲劇そのものですぅ。もちろん式は坂本城の南蛮教会であげるです」と一人だけ例外というか蚊か帳やの外だったが。

　場がだんだんしらけてきたところで、信奈はぽんぽんと手を叩いて、

「さてと。余興をはじめるわ。弾だん正じよう、例の杯さかずきを持ってきて！」

　と、大和やまと国主の松まつ永なが弾正久ひさ秀ひでを呼びつけた。

「はい、信奈さま。なかなか美しい仕上がりですわ、うふ」

　稀き代だいの悪女と呼ばれて都中から怖れられている妖よう艶えんな美女・松永久秀が持参したものは──三つの、黄金の髑どく髏ろだった。

　その黄金の髑髏の中に、血のように真っ赤な葡ぶ萄どう酒しゆが注がれている。

「ひ、姫ひめさま、これはっ？　まさか朝倉義よし景かげの館やかたで見つけたアレですかっ」

「……数が……増えてる……」

「さて。これはいったいどのような余興なのでしょうか。点数をつけづらいです」

「おい信奈！　まだお母さんがいる席上で、それを出しちゃうのかよ？」

　良晴が、「お母さんが退室してから出せよ！」と信奈を[image: しか]しかりつけたが、信奈は「いいのよ。これを見て天地がひっくり返ったかのように大おお騒さわぎしてくれる人が一人でも多くいたほうが効果的でしょ」と涼すずしい顔をしている。

　松永久秀が、あやしげな笑みを浮うかべながら口上を述べた。

「この三つの黄金の髑髏は、それぞれ、朝倉義景、浅井久ひさ政まさ、浅井長政のしゃれこうべですわ。うふ。頭ず蓋がい骨こつ全体に何重にも金を貼はり重ねまして、黄金の杯として仕上げました次第。これが信奈さまに逆らった者どもの末路ですわ──今宵こよいは、この黄金の髑髏に注ぎましたる南蛮の赤葡萄酒を、皆みなさんでまわし飲みいたしましょう」

　くっくっくっ、と久秀が心の底から愉ゆ快かいそうに微笑ほほえんだから、三つ並べられた黄金の髑髏の不気味さはいっそう増した。

　ひぃと勝家が腰を抜ぬかして「ああああたしは無理！」とさっそく辞退。まさか浅井久政と長政まで黄金の髑髏にしてしまうなんて、と信奈の苛か烈れつさに震えている。

　長秀は「……悪あく趣しゆ味みな上に、死者を冒ぼう瀆とくするやり方が残ざん虐ぎやくすぎます。一点です」と涙なみだぐんでいた。

「ままま麻呂はここここのような穢けがれた席にはこれ以上おれぬでおじゃる！　帰るでおじゃる！　織田信奈、必ずやそなたには天てん罰ばつがくだされようぞ！」

「……なんといううつけ者。勘十郎の想い人をこのような無残な姿にして辱はずかしめるとは。これが姫たる者のやることか！　吉、やはりそなたは人の心を持たぬ魔ま王おうじゃ、鬼おにじゃ！　二度とわが前に顔を出すでない！」

　たたりを怖れた近衛前久が「おお、穢れる。穢れる」と顔を隠かくしてまず逃にげるように広間から去り、次に土田御前が大だい激げき怒どして立ち上がり、信奈をさんざん罵ば倒とうしたのちに退室していった。

　そのあともまだ、ざわめきがおさまらない。

　近江半国の大名に格上げされ、末席から信奈のすぐ近くの席へ移っていた良晴が、

「ほんとうにこれでよかったのか、信奈……お母さんと和解する好機だったのに、こんな汚お名めいを自らに着せて、ほんとうによかったのか？」

　と、無言のままみじろぎひとつしない信奈に声をかけた。

　信奈が、口を開いた。

「……いいのよ。ほんとうのことを知っている人間は、ごく少数だけでいいの。この黄金の髑髏の噂うわさは日ノ本中を駆け巡めぐらなくちゃいけないんだもの。そうでなければ、浅井長政が完全に、間ま違ちがいなく死んだことを天下に知らしめられないでしょう」

　ひどくさびしげな声だった。

　ほんとうは、声をあげて泣きたいのだ。

　この場で信奈の細い身体からだを抱だきしめてやれない自分の身分に、良晴は歯がみした。

　一国一城の主あるじに、国持ち大名にまで出世しても、なおも天下人の信奈には手が届かないのだ。

　この黄金の髑髏の登場で、場は、興ざめした。

　一人去り二人去り、ごくごく一部の限られた重臣だけが、宴うたげに残った。

　信澄、勝家、長秀、一益、光秀、久秀、良晴、そして半兵衛にねね。

　良晴が去るまでは自分も居残るつもりだったのだろう、なおも末席にちょこんと座っている半兵衛が、「……このような知ち恵えの使い方は……悲しすぎます……くすん」と涙を一ひと粒つぶ、こぼした。

　いつも明るい一益も、「信奈ちゃんは、こんな時こそ姫の力を頼たよればよいのにの」とこぼしながら、涙ぐんでいる。

「……姉上」

　信澄が、信奈の前に歩み寄り、深々と頭を下げた。

「……ほんとうに……申し訳、ありません」

「いいのよ勘十郎。わたし一人が、第だい六ろく天てん魔ま王おうとして怖れられればいいの……他に道はなかったのよ。姉としては、これくらいのことしかしてあげられないわ」

　勝家が長秀に「信澄はなにを謝ってるんだろう？」とたずねると、長秀はようやく目の前でなにが起きているかを察知して「とても一言では、説明できませんが……万事丸く収まったはずなのですが……姫の心情を思いやると……いえ、今の姫に点数などつけてはなりません」と悲しげに答えた。

「？？？」

　勝家がなおも、今目の前でなにが起きているかを理解できずに首を傾かしげていると──。

「浅あざ井い家は、小谷城炎えん上じようとともに滅めつ亡ぼうした。浅井長政は勘十郎によって首を打たれ、こうして黄金の髑髏になった。けれども浅井長政は小谷城が落城する寸前に、愛する妻を……わたしの妹を、織田家へと返へん還かんしてくれたのよ。そろそろ入ってきなさい、お市いち！」

　襖ふすまが、静かに開いた。

　そこには、「お市」と呼ばれた少し大おお柄がらな美女が、艶あでやかな振ふり袖そで姿すがたで正座していた。

　お市は、自ら悪役を演じて生母に嫌きらわれ罵ののしられるという耐たえがたい苦痛に耐えてくれた義あ姉ねの心こころ遣づかいを、顔を伏ふせたまま頭をあげられない信澄の嗚お咽えつを、実父が最さい期ごに遺してくれた遺言のほんとうの意味を、そして自分と信澄を悲劇の運命から救うために燃えさかる小谷城の本丸へと傷だらけになってかけつけてくれた相良良晴の少しばかりひねくれた男気をかみしめながら、万感の思いをこめて、名乗りをあげた。




「市に、ございます」




　その蝶ちようのように艶やかな美女の顔かたちをまじまじと見た勝家は、「……あ……」と一声漏もらしたきり、言葉を失った。

　そのまばゆく艶やかな美女の正体が何者であったかを、この時の織田家の祝宴に最後まで残っていた少数の者たちは、のちのちまで決して他人には語らなかったという。

























　　　あとがき




　春日かすがです。この七巻は二部構成になっていて、前半が武たけ田だ信しん玄げん・北ほう条じよう氏うじ康やす・伊だ達て政まさ宗むねたちと信のぶ奈なが出会う「関東小お田だ原わら編」。後半が三巻から長らく続いてきた浅あざ井い朝あさ倉くら家との合戦に決着がつく「浅井朝倉完結編」です。

　本来ならばそれぞれを別の巻にわけて構成したほうがオーソドックスでわかりやすいのですが、史実通りに畿き内ないだけでストーリーを展開させると信奈がいつまでも関東諸将と顔を合わせることができませんし、かといって信奈を関東に旅行させた話で一冊をまるごと使ってしまうと本筋である畿内のほうはどうなったんだということになるので、苦く渋じゆうの変則構成を採用したわけです。

　ただ、六巻で陥おちいった「合戦シーンが書けない」というスランプが七巻の前半・小田原編まで続いていましたので、小田原編については今回、思い切ってほぼ全面修正に近い形で改かい稿こうしました。

　なにしろ小田原といえば箱根、箱根といえば風ふう魔まです。「無印」ではほとんど出てこなかった風魔忍しのびや、小田原城に入城する際に用心深い武田信玄が当然連れてきていたであろう真田忍びらが、箱根小田原へ乗り込んできた信奈と良よし晴はるを巡めぐって暗あん闘とうします。

　織田家では忍にん者じやを武将として雇やとうことはあっても、なにぶん主君の信奈が忍者独特の諜ちよう報ほう活動にあまり重きを置きませんから（例外は良晴の相方の五ご右衛え門もんくらい）、忍びの活かつ躍やくは関東編ならではといえます。

　また、武田信玄とその信玄が率いる武田四天王、そして北条氏康については、信玄と謙けん信しんを主人公とした外伝「天と地と姫ひめと」を書かせていただけたことによって、今回の改稿でようやくキャラクターを立たせることができたと思います。本筋が大おお幅はばに長くなったため、五右衛門や四天王のいわゆるラッキースケベシーンが減ってしまいましたが……すみません。

　さて、「無印」では七巻後半の小お谷だに城じよう攻ぜめを書きはじめたあたりでようやく腹が据すわって「合戦シーンが書けない」というスランプは脱だつ出しゆつできたのですが、なにぶん構成がかなり変則的でしたし、後半で四巻から五巻の頃ころの作風に唐とう突とつに戻もどったということもあって、前半と後半がうまく繫つながっていませんでした。前半と後半とがまるで違ちがう話だ、というご意見もいただきました。

　実は今回の改稿にあたっても、乖かい離りしている前半と後半をどう繫げるのかというアイデアはとりわけなかったのですが、改稿作業に没ぼつ頭とうしているうちに、偶ぐう然ぜん、しっくりと繫がりました。「こういうことだったのか！」と書いていて思わず声が出てしまいました。どのように繫がったのかは、それは本編を読んでいただければわかるかなと思います。


春日みかげ
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　これは織お田だ信のぶ奈なが浅あざ井い朝あさ倉くらを滅ほろぼした直後のお話。

　京の本能寺に泊とまっていた信奈が、「浅井朝倉をやっつけたら暇ひまになったわね」と気まぐれで言いだしたことが、騒そう動どうの発ほつ端たんとなった。

　しかも、お調子者の相良さがら良よし晴はるがその場にいたから、火に油を注ぐことに。

「織田家家臣団の人気投票選挙でもやるか？」

「人気投票？　選挙ってなに？　面白そうね！」

「各国に投票箱を設置して、織田家の家臣団のうち誰だれがいちばんかわいいか、民に投票してもらうんだ。身分にかかわらず、誰でも投票できる。いわゆる民主主義って奴やつだな」

「なるほど！　織田家で誰がいちばんかわいいかを決めるのね！」

「ああ。お前って、ほっとくと独裁者になりそうだからな。選挙制度を通じて民主主義の真しん髄ずいって奴を学んでもらおうと思って……」

「最高のお祭りじゃない！　わたしが天下一位をいただきだわ！　犬いぬ千ち代よ、さっそく選挙対決の準備をはじめるわよ！」

　信奈の横に無言で座っていた犬千代が、こくりとうなずいた。

「って信奈、お前まで選挙に立候補するのかよっ!?　家臣団の選挙に主君が自ら出馬するって、おかしいだろっ!?」

「優勝者にはすごいご褒ほう美びを与あたえるわ！　どうせわたしのものになるから大おお盤ばん振ぶる舞まい！」

「うわっケチ臭くせえっ！」

「ズバリ優勝者には、安あ土づち城に生き神さまとして祀まつられる権利を進しん呈ていするわ！　優勝者の巨きよ大だいな石像をこしらえて、安土城内のお寺にどーんと祀るのよ！」

「ちょっと待て！　民主主義から百億光年くらい離はなれようとしているぞ！」

「ふふ。どうせ負けるはずないけど、もしもわたしが一番にならなかったら、その時は」

「そ、その時は？」

「決まっているじゃない。わたし以外の女の子に投票した連中を全員──ふ、ふ、ふ」

　ゴゴゴゴゴ。

「待て！　その邪じや笑しようは、絶対に民主主義じゃない！」

　良晴は、怯おびえた。

　黒い笑顔を浮うかべている信奈の背後に、第だい六ろく天てん魔ま王おうの影かげが見えたのだ。

「せっかく戦が終わったのに、わざわざ騒動を起こさないでください相良どの。三点です」

　そんな信奈の背後では、丹に羽わ長なが秀ひでが苦笑していた。




　投票開始から、一週間経過。

　選挙の投票しめ切りまであと一週間あるが、この日、中間発表が行われることになった。

　各国から集まった票が本能寺に届き、厳正なる織田信奈小こ姓しよう軍団がこの票を綿密に集計して、ここまでの正確な順位を割り出していた。

　信奈と主な家臣団が本能寺の選挙対策本部に集合し、お茶とういろうをいただきながら中間発表の結果を待っている。

「北は蝦え夷ぞ地から南は博多まで、全国の町に投票箱を設置しました。ここまでの手際の良さは八十点です」

「蝦夷地とか博多とか、信奈の領地じゃねーぞ」

「ふふん。このわたしが天下一の美少女だという事実を日ノ本津つ々つ浦うら々うらまで知らしめるために、わざわざ大軍団を動員して無理やり敵地に投票箱を置かせてきたのよ！」

「投票箱を置く置かないで合戦したり敵を無む駄だに増やしたりしてねーだろうな」

　良晴は（なんだかずいぶん大げさな話になっちまったなー）と心配顔だ。

　信奈がお祭り好きなのは知っていたが、まさか君主のくせにこの選挙に出馬するとは。

　しかも、自分が圧あつ倒とう的てきな勢いで一位に輝かがやく、と頭から信じて疑っていないらしく、信奈としては近年まれにみる機き嫌げんの良さ。

　朝からずーっと満面の笑みを浮かべて、家臣団に自らお茶を点たててあげる上機嫌ぶり。

　どうにも、少々悪い予感がするのだった。

「どうやら中間結果が出たようです、信奈さま」

　にこにこ顔の明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでが、みそたこ焼きを信奈に献けん上じようしながら信奈に告げた。

　良晴が見たところ、得意満面でいる光秀の内心は、たぶんこんな感じ。

（申し訳ありませんです信奈さま。この世でもっとも美しくてかしこいこの十兵衛が一番人気に決まっているです。信奈さまもお美しさでは十兵衛と同等ですが、日ひ頃ごろの愛想が悪いぶん、要領よく民草どもに笑顔で接してやってきた十兵衛に一歩譲ゆずる結果になるに違ちがいないのです。ああ、十兵衛が美しすぎて信奈さまをがっかりさせてしまうだなんて、十兵衛は罪な家臣ですう）

　一方の信奈は、間ま違ちがいなくこんな感じ。

（そうよ。このわたしが天下一美少女であるという事実を全国に知らしめれば、おのずとわたしの領地に住みたいと願う民が増えて統一が早まるわ。どうしてわたしったら、自分の美しさを武器として利用するという名案を思いつかなかったのかしら！　わたし自身が民草に美しい愛らしいとちやほやされることこそが天下布武への早道だったのよ！）

　この二人の朗らかすぎる笑顔を見てしまった良晴は、

（ひい。信奈と十兵衛ちゃん、どっちが一位になってもどっちかが切れるという最悪の展開だぜこれは。どっちも自分が負けるという可能性をかけらも考えていねーんだもんな）

　すでにこのような心境で、茶器を持った手がぶるぶると震ふるえている。

　選挙などというアイデアを出した自分にとばっちりが来ることを怖おそれているのだ。

　犬千代が、中間発表の結果を書いた紙を手にして、選挙対策本部に入ってきた。

「……第五位から第一位までを発表する」

　信奈が「デアルカ」と朗らかに声をあげれば、光秀も「御ぎよ意いですぅ」としなを作りながらもじもじと照れている。

　犬千代が、第五位から読み上げはじめた。

「……第五位」

　ゴクリと、一同が生なま唾つばを飲み込む。

「……柴しば田た勝かつ家いえ」

　おおー、意外な健けん闘とう、と一同がざわめいた。

　勝家はもともと「あたしは女の子らしさに欠けているので絶対に出馬したくありません」と泣いて嫌いやがっていたのだが、信奈たちが面白がって無理やり出馬させたのだ。

「あ、あたしが、中間発表で五位だって!?　ほんとか、犬千代!?」

　みそ煮に込こみうどんをすすっていた勝家が「けほけほ」とむせて慌あわてた。

　かわいさを競い合う選挙で自分にたくさん票が入るとは、予想していなかったらしい。

「……ほんとう。悔くやしい。呪のろわれろ」

「なんで呪うんだよ犬千代っ？」

「……犬千代より順位が上」

「あーごめんごめん。そういうことかあ。それで、あたしに投票してくれた皆みなさんからのお言葉はどんな感じ？」

「……読み上げる」

「どれどれ？」

　投票者からの勝家への応おう援えんメッセージ。

『おっぱいがでかいです』

『おっぱい、おっぱい、おっぱい』

『顔覚えてないけど、乳が最強です』

『あの乳と結けつ婚こんしたい』

『名前を覚えてないので、おっぱい、と書いて投票しておきますね』

『爆ばく発はつする乳ちちと書いて、爆ばく乳にゆうと読みます』

「うきゃあああああああっ！　なんだよこれ？　あたしに票が入ってるんじゃなくて、おっぱいに票が入っているだけじゃないかあ！」

「……うらやましい……呪われろ」

「うらやましがるなっ、犬っ！」

「おっぱい、と書いて投票してきたぶんは、全部勝家の票として集計した」

「むきいいい！　全国にこんなにいやらしい男が増えているのは、全部サルのせいだ！」

「おい勝家、なんで俺に矛ほこ先さきを向けるんだよっ!?」

「おっぱいは小さいよりもでかいほうがいい、という腐くさった価値観をこの国に持ち込んだのはお前だ！　死ねやああああ！」

「俺が大きなおっぱいのすばらしさをみんなに訴うつたえなかったらお前はそもそも五位にすら入れなかったんだから、いいじゃねーか！」

「よよよよくないっ！　おかげであたしだけ、おっぱい祭りになってるじゃないか！　あたしの人格がガン無視されてるじゃないか！」

　真っ赤になって激げき怒どした勝家が槍やりを構えて襲おそいかかり、良晴が逃にげる。

「もうー。おとなしくしなさいよ、六りく」

「そうですよ。勝負はここからです」

「ううー」

　信奈と光秀に止められた勝家は、良晴殺害をあきらめてすごすごと選挙対策本部の片かた隅すみに隠かくれてしまった。

「犬千代、先を進めて」

「……御意。第四位、蜂はち須す賀か五ご右衛え門もん」

「なんと。にんにんでござる」

　選挙対策本部の天てん井じようからぶらさがっていた五右衛門が、驚おどろいて落っこちそうになった。

「せ、拙せつ者しやが全国規模でこれほど人気者だとは。うにゅう。照れるでごにゃる」

「……投票者からのお言葉はこんな感じ」

『親分がかんだあ！』

『この時のために川かわ賊ぞくやってるのよねえ！』

『親分は！』

『誰にも！』

『汚よごさせない！』

「ただの組織票じゃねーか！」

　良晴が思わず突つっ込んでいた。

　どうやら川かわ並なみ衆しゆうどもが全国に散り、繰くり返し繰り返し五右衛門に投票しまくったらしい。

「まあ、忍にん者じやって影の存在だから、知名度は低いものねー」

「ですよね、信奈さま」

「うにゅう。こんなことだと思ったでござる……うる、うる、うる」

　ぼむっ！

　五右衛門は、煙えん幕まく弾だんを炸さく裂れつさせてどろりと消えてしまった。

「けほけほ！　部屋中に煙けむりが……んもぅ忍しのびってすぐに爆発するんだからぁ！」

「信奈さま。ただいま襖ふすまを開けるです」

「……たまには五右衛門も、リア充じゆう風に爆発させてやりてえな……」

「さくさく行くわよ。犬千代。第三位をお願いね」

「……御意。第三位、織田信奈」

　……

「「「「「「えっ？」」」」」」

「中間発表では、姫ひめさまが第三位」

　一同が凍こおり付いた。

　信奈は、全身金かな縛しばりにあったように固まってしまった。

（ああ信奈さま、第一位を奪うばってしまって申し訳ありませんですぅ）

　光秀はこみあげてくる笑いをかみ殺して耐たえている。

　残りの面々は、みんな、信奈が第六天魔王になりませんように！　と神さま仏さまお猫ねこさまに祈いのっていた。

「だ、第三位が信奈、だって？　二位じゃねーのか？」

「サル！　そこは『一位じゃねーのか』と突っ込むところでしょっ!?」

「うーむ。信奈が三位とは。これほどの逸いつ材ざいが……やっぱ、悪名を背負いすぎてイメージが悪くなってるのだろうか……」

　しかも。

『おみ足で踏ふみつけてくださいはあはあ』

『信奈さまのサルになりたい！』

『サルとも豚ぶたとも犬とも罵ののしってくだされ』

『信奈さまに飼われたいです』

　なんともコアすぎるファンばかりだった。

「うーむ。信奈の数々の奇き行こう・罵ば倒とうによって一いつ般ぱん客きやく層がふるい落とされ、よりすぐりの強つわ者ものだけが残ったって感じだな……」

「なによ、なんなのよ選挙って！　いんちきだわ！　とりあえず一位と二位に投票した奴やつは日ノ本中を追い回してひっとらえて、全員磔はりつけにして焼いちゃうんだから！」

「だからさ、そういう剣けん吞のんなことを言いだすから票が伸のびないんだよお前は」

「おかしいわ、おかしすぎるわ。選挙の投票箱の前にわたしの似顔絵を描かいた札を立てて、『わたしに投票しないと一族郎ろう党とうことごとく斬きり殺すわよ!!』という台詞せりふまで書いて民草どもを脅きよう迫はくしておいたのに……どうして一位じゃないのかしら!?」

「それが原因だよ！　自分で自分の票を減らすような真ま似ねをするなよ！」

　悔しい～！　と信奈は半泣きになって歯がみしている。

「このままじゃ優勝を逃がしちゃう！　安あ土づち城じようにわたし以外の女の子の石像を祀まつるだなんて、ありえないわ！　あの城はわたしのわたしによるわたしのための城なのにっ！」

「ケチのくせに大おお盤ばん振ぶる舞まいするからだよ」

「むきいいいい！　うるさいわねええええ！」

「申し訳ありません、信奈さま！　この十兵衛が美しくてかしこくて愛らしすぎるばかりに、主君の信奈さまにこのような恥はじをかかせてしまい……！」

　もう優勝した気でいる光秀が、信奈の前で心にもない土下座をして良い子ぶりをアピール。

　なんというしたり顔だろうか、と良晴はむしろ感心した。

「でもおかしいわね。わたしの上にまだあと二人もいるの？　犬千代、第二位を発表して」

「……第二位。丹羽長秀」

『お姉さん大好きです』

『ぼくにも点数をつけてください』

『おいどんにも点数を、はあはあ』

『俺に零れい点てんをつけて罵ってくれ！』

『ヘンなのが多い織田家でいちばん女性らしくて常識人で最高ですね』

　ざわっ……。

　一同がざわめいた。

　微び妙みように険悪な空気が流れた。

　あらあらと微笑ほほえんでいる長秀を見つめる信奈の目が、逆三角形になっている。

「私に投票した方は、空気が読めていません。三点です」

「いやいや空気が読めていないのは、信奈が参戦しているのに自分もちゃっかり立候補している長秀さんだから」

「相良どの、一応私も織田家四天王ですから出馬せざるを得ませんでした。他意はありません」

「そっか？　一かず益ますちゃんは面めん倒どう臭くさいとか言って不出馬だぜ？」

「さて前まえ田だどの、中間発表の第一位はどなたでしょうか」

「話を逸そらしたな」

「……中間発表の第一位は……」

　どきどきどきどき。

　どどどどどどど。

　ああ、この十兵衛がかわいすぎるのが悪いのですぅ。

　むかむかむか。

　この私より票を集めるだなんて、一点です。

　一同が固かた唾ずを吞のんで待ち受ける中。

　犬千代が、第一位の女の子の名前を、読み上げた。

「第一位、竹たけ中なか半はん兵べ衛え」

「「「「「「ええええええええええ」」」」」」

『守ってあげたいです』

『どうか妹に』

『応援してます』

『けなげです』

『幸せにしてあげたいです』

「……地域も男女も関係なく、圧あつ倒とう的てきにぶっちぎりの人気……」

「で、で、デアルカ……」

「あの地味な半兵衛ちゃんがぶっちぎりの得票で天下一位か……ちゃんと見る人は見てくれているんだな、うっ」

「なんで涙なみだぐんでんのよサル！　この、裏切り者っ！」

「まあ、この時代の人間にはやっぱ、露ろ璃り魂こんが多いということだな」

「もう許せないわ！　こうなったら日ノ本中を焼き払はらってやるううう！」

「待て待て！　そういうこと言うとますます順位が下がるぞ！」

　そこに、おどおどと震ふるえながら、遅ち刻こくした半兵衛が入ってきた。

「あの……寝ね坊ぼうしちゃいました。ええと……くすん、くすん」

「竹中氏、零点です」

「えええっ？　ぐすん。い、いぢめますか？」

「……同じつるぺたなのに……納得いかない……」

「くすんくすん。皆みなさん、あの……？　目つきが怖こわいです……くすん」

「ちきしょー！　半兵衛お前、おっぱい票なしで一位だなんて、いいなーっ！」

「は、はい？　あの……い、いぢめますか？」

「デアルカ。民草はわたしよりこんな子供のほうがいいっていうのね。半兵衛あんたクビ」

「ええっ？　ど、どうなってるんですか良晴さん？　しくしくしく」

　事態が飲み込めない半兵衛が、べそをかきながら良晴の背中に隠れた。

「それよ。その武士らしくない、なよなよした態度が露璃魂を誘さそっているのよ！」

「ゆゆゆ許してください信奈さま。くすんくすんくすん」

「待て待て、信奈！　これは半兵衛ちゃんの地の性格なんだ。半兵衛ちゃんの罪じゃねえって！　むしろ乱暴者が多い織田家のイメージを半兵衛ちゃんが向上させているんだ！」

　良晴が半兵衛をかばうものだから、信奈たちの怒いかりはさらにヒートアップ。

　だがそんな中、声も出ないほどに落ち込み、半兵衛に嫉しつ妬とする気力など残されていない憐あわれな負け犬が二人いた。

　一人は。

「……どうして、ぼくが五位以内に入っていないんだ……屈くつ辱じよくだ……」

「って信のぶ澄すみ、なんでお前が落ち込んでるんだよっ!?」

「ひそかに優勝を狙ねらって出馬したのに……やはり、桶おけ狭はざ間までまともではなくなってしまった黒い過去が足を引っ張って。あ。急にお尻しりが痛くなってきた。いて。いて。いたいよう」

「いや、お前は男の娘こだから」

「サルくん、なにを言うんだい。かわいい男の娘はこの戦国時代では大人気なんだよ？」

「だいたいお前、奥さんいるじゃん。既き婚こん者じゃん」

「あ～っ!?　そうか、お市いちと祝しゆう言げんをあげたから……！　しまったあああ～！」

　げしっ、と信奈が四よつん這ばいになってうめいている信澄のお尻を蹴けっ飛ばして、選挙対策本部から強制退場させた。

「なんであんたが出馬してんのよっ！」

　そして、落ち込んでいるもう一人は。

「……これは夢……夢なのです……うふ、うふふふ」

　真っ白に燃え尽つきている明智光秀だった。

　こちらは、信奈もかける言葉がないらしい。

　みんな、扱あつかいに困っている。

　選挙対策本部は一転、本能寺の変直前のような張り詰つめた空気に包まれていた。

「やべえ。良い子の十兵衛ちゃんが裏返って闇やみ落おちするかもしれねえ。俺の適当な発言が原因でナイーブな十兵衛ちゃんを追いつめてしまうだなんて……！」

　良晴は、針のむしろに座らされた気分。

　ちなみに、実はもう一人落ち込んでいる子がいるのだが、それは、

「……うふふ～。わたしなんて出馬すらさせてもらえませんでした……枠わくを義よし元もとさんに盗とられて……しくしくしく」

　せっかく「眼鏡めがね、眼鏡」の一発芸で上位入賞当確と言われながら、参戦枠を今いま川がわ義元に横取りされたあげく、その義元も爆ばく死しという笑えない結末を迎むかえていた松まつ平だいら元もと康やすであった。

　そんな微妙な雰ふん囲い気きの中、光秀が、無言で立ちあがった。

　顔色があおざめている。

「信奈さま。ご相談が」

　しかも、信奈一人を呼び出して、別室に移動しはじめた。

「デ、アルカ」

　信奈が、光秀のあとについていく。

（まさか本能寺の変が勃ぼつ発ぱつか？）

　良晴は、こっそりと二人のあとを追った。




「信奈さま。ここは協力して選挙後半戦を巻き返しましょう」

「デアルカ」

「竹中どのの像を安土城に祀ることになったら、安土城が露璃魂天国になってしまうです」

「そうね。安土城は世界中から観光客を集める夢のお城。半兵衛が優勝しちゃったら、それはもう日ノ本が露璃魂超ちよう大たい国こくだと言いふらすに等しいわね」

「キリシタンは露璃魂を罪悪視していますから、この国のために、よくないですぅ」

　狭せまい茶室で、信奈と光秀の密談がはじまっていた。

　茶室をこっそり覗のぞいていた良晴は（なんだ。本能寺の変じゃなかった。往生際の悪い二人が負け組会議を開かい催さいしただけだったか）と安心したが、信奈と光秀がタッグを組んだ時の厄やつ介かいさは異常。

「信奈さまには織田家の当主として、なんとしても優勝していただかないとなりませんです。この十兵衛はせめて三位入賞を目指します」

「うむ。デアルカ」

「二位と言いたいところですが、信奈さまにより多くの票を集めねばなりませんので三位で我が慢まんしておくです」

「そうね。三位あたりなら、まずまず面目が立つわね。五位に入れなかったら、十兵衛、あんたは石いわ見み・出雲いずもあたりに左さ遷せんしようと思っていたの」

「ななななぜですかっ!?」

　おっ、ちょっと雲行きがあやしい、と良晴が冷や汗あせを流す。

「だって、わたしの片かた腕うででありながら人気なさすぎじゃない」

「ひいいいい。必ずや三位になってみせますので、石見・出雲への左遷はなにとぞご容よう赦しやくださいです！」

「日ノ本中の露璃魂が半兵衛に票を入れていると思われる今、策はあるの？」

「信奈さま。半兵衛どのは露璃魂男だけでなく、女の子からも妹にしたいと人気のようです。このままでは差が開くばかりです」

「子供有利なかわいさ勝負じゃなくて、美女勝負とかお色気勝負にすればよかったわね。どうすればいいのかしら」

　きらり、と光秀のおでこがあやしく光った。

「この十兵衛にお任せくださいです。われに、上策・中策・下策の三つの策があるです」

「デアルカ。上策は？」

「ふ、ふ、ふ。まだ選挙期間が半分残っていますので、一位を蹴け落おとすのです。純真無む垢くと評判の半兵衛どのの、悪い噂うわさを流すです」

「はあ……あんたもたいがい追いつめられてるわねえ、十兵衛」

　ぱんぱんと光秀が手を叩たたくと、庭先に堺さかいの商人・津つ田だ宗そう及ぎゆうが馳はせ参じた。

「お久しぶりです、津田宗及でございます」

「信奈さま。この者、南なん蛮ばん商人より買い求めた活版印刷機なるものを用いて『週刊堺の商い』という瓦かわら版ばんをたくさん刷っては上方で売りまくっているのです。瓦版とは新しい商売でして、全国津つ々つ浦うら々うらの噂うわさ話ばなしを書き起こして紙上にまとめたものです」

「デアルカ」

「信奈さま！　実はですね！　津田宗及どのにたっぷりと裏金を支し払はらえば、こちらの注文に応じた内容の瓦版を刷ってもらえるそうです！」

「ええっ？　そんなことしていいのぉ？」

「時代は情報戦ですよ信奈さま。情報を操った者が勝つのですぅ」

「選挙戦でわたしたちが有利になるよう、瓦版を使って半兵衛の悪評を流させるってこと？　ずいぶんとあくどいわねぇ、十兵衛」

「知ち謀ぼうに長たけていると言ってください信奈さま。ふ、ふ、ふ」

「ま、半兵衛には悪いけどこの際しょうがないわね。主君のわたしが落選じゃ大おお恥はじだもの」

「はいです。半兵衛どのも、ご自分の像を安土城に祀まつられたら、あわわと混乱するです」

「気が弱いものねえ。誰だれが面白がって半兵衛を立候補させたのかしら」

　なんてこった。現代で言えばネガキャンじゃねーか、と良晴は密談現場を覗き見しながら舌打ちした。

「織田さまは初めてのお客さまですので、今なら二割引きにさせていただきます」

　津田宗及が庭先でそろばんをはじきながら、うなずいた。

「竹中半兵衛さまの清せい廉れん潔けつ白ぱくな印象を黒くするには、恋れん愛あいの噂を書き立てるのがよろしいでしょうな」

「デアルカ。恋愛話がそのまま醜しゆう聞ぶんになるってのも妙みような感じだけど」

「竹中さまの場合は、なりますな」

「しかし津田どの。織田家は姫ひめ武将だらけですぅ。ことに半兵衛どのの周囲には男っけなどありません。火のないところに煙けむりは立てられないです」

「ふーむ。竹中さまは陰おん陽みよう師じですからお相手は、そうですな、式神あたりか……」

「前ぜん鬼きは人に知られていないから無理ね」

「ですね、信奈さま」

「……でしたら、こうしましょう。織田家のエロザルと言われているあのお方を、竹中さまのお相手に」

　まさか、と信奈が目を細めた。

「そうです、相良良晴さまとドロドロの恋こい仲なかだという話にいたしましょう。竹中さまは相良さまの赤ちゃんを産んだが、相良さまが『俺の子だという証しよう拠こはねえなあヒャッハー』と認知せず、悲しみのあまり鬼き女じよになられた竹中さまが毎晩丑うしの刻参りをやって相良さまを呪のろっている。こういう筋立てはいかが」

　この大がかりな筋立ての噂を広めるには現地に証拠の藁わら人にん形ぎようを設しつらえるなど手間がかかりますので、お値段は三割増しとなります、とまたまた津田宗及がそろばんをはじきだした。

「さ、さ、サルが、半兵衛に赤ちゃんを産ませた、ですってえ？　う、うらやまし……じゃなくって！　冗じよう談だんでしょっ？　そんなことしたら即そつ刻こく手討ちよ、あのエロザル！」

「いえいえ信奈さま。これはあくまでも創つくり話です」

「十兵衛、噓うそから出たまことになったらどうするのよっ!?　隙すきあらばモテモテはあれむを作ろうとしているあのサルがそのつもりになっちゃったら？」

「これも信奈さまの優勝のためです。選挙とはかくも厳しいものなのですぅ」

「ぐぬぬ。わかったわよ！　津田宗及に銭を払はらって噂話を書かせればいいんでしょっ？」

「御ぎよ意いです♪　ああ、十兵衛は自分の頭の良さにほれぼれしてしまいます……♪」

「待て信奈！　選挙に勝つためにそんなネガキャンやって半兵衛ちゃんの美しいイメージを汚よごしたことがバレたらどうする！　世論は大だい炎えん上じよう！　お前は支持率急落、織田政権は瓦が解かいするぞ！」

　血相を変えた良晴が大おお慌あわてで茶室に飛び込み、青ざめた津田宗及が「むっ持病のしゃくが！　それではこれにて！」と庭から姿を消し、光秀と信奈が「立ち聞きしていやがったですね」「選挙で負けそうになっている主君を応おう援えんするどころか邪じや魔まするなんて、あんたって逆臣ね！」と逆ギレするまでは、まことに流れるかのような素早い展開であった。




　結局、良晴があらわれて津田宗及が脱だつ兎との如ごとく密会の席から逃にげ出したことで、光秀が提案したおそるべき上策は不採用となった。

　ちなみに中策とは「信奈自ら半兵衛に泣いて土下座して優勝を譲ゆずってもらう」という実に中策らしい月並みなものだったが、もちろんこれはプライドの高い信奈が「どうしてわたしがそんなことしなくちゃならないのよ！」と承知しなかった。

　信奈と光秀の野望を阻そ止しした良晴は、「これで公正な選挙が行われるぜ」と胸を撫なでおろしたのだった。




　だが、その数日後の京の都。

　どんと織田家謹きん製せいの投票箱が置かれ、京の町人たちが「どなたに入れましょうかなあ」「竹中はんですかなあ」「自分は長秀さまやわあ」と笑顔で語らいながら和わ気き藹あい々あいと投票していた河か原わらに、どどどどど……と突とつ然ぜん、馬ば蹄ていの音が鳴り響ひびいた。

　砂すな埃ぼこりを舞まいあげながら馬に乗って河原に殺さつ到とうしてきた黒ずきん姿の馬ば賊ぞく三人が、投票箱の周囲に集まっていた町人たちを蹴け散ちらし、口々にもごもごと叫さけびはじめた。

「いいこと？　この選挙で竹中半兵衛に投票した者は、打ち首よ！」

「命が惜おしくば織田信奈に入れやがれです！」

「さらにもう一枚、明智光秀に入れてくれると助かります～。ぐっすん。どうしてわたしまで馬賊をやらされているんでしょう……」

　正体不明の三人は、馬上で剣けんを振ふり回して町人たちを怯おびえさせた。

「……下策って、ほんとうに下策だったのね……十兵衛」

「仕方がありませんです信奈さま。馬賊姿で各国を巡めぐって、投票しに来る一人一人を脅おどして実力行使で票を集めるです。こういうやり方を未来ではドブ板選挙というとか」

「わたし、選挙に出馬すらさせてもらえなかったのに、やっと出馬要よう請せいが来たと思ったら馬賊をやらされるだなんて～。しくしくしく」

「竹たけ千ち代よ？　だから、馬に乗って人前に出てるじゃない。ちゃんと出馬してるでしょ」

「いんちきです～！」

　三人目の馬賊は口元を隠かくしているが、眼鏡めがねをかけているので正体バレバレだった。

　残りの二人が誰なのかは、言うまでもない。

「それでは次は岐ぎ阜ふの投票箱へ向かいましょう信奈さま！」

「うむ。デアルカ」

「しくしくしく……」

「こらっ、待てええええええええ！」

　事件発生と聞いた相良良晴が、足軽兵たちを率いてかけつけてきた。

「お前ら、白昼堂々と選挙妨ぼう害がいするなあ！　これ以上の狼ろう藉ぜきは許さねえぞ！」

「しまった、サルに見つかったわ！」

「岐阜へ急ぐです！」

「もう浜はま松まつに帰らせてくださ～い」

「追え！　公正なる選挙を妨害するあの馬賊どもを追いかけろ！」

　黒ずきんで変装した信奈たちを追いかけながら、良晴はつくづく思い知った。

　こいつらに人気投票をやらせるなんて、国連の選挙監かん視し団でも呼ばないととてもじゃないが無理だったなあ、と。
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